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は じ め に

　茨城県は，広大な関東平野の一部をなし，霞ヶ浦などの湖沼や利根川などに代表さ

れる河川，筑波山や八溝山などの緑の山野，190 km にも及ぶ海岸線などにより，変

化に富んだ良好な自然環境が形成されています。

　また，本県は，温帯から暖帯に移り変わる位置にあるため，北方系や南方系の多種

多様な動物が生息しており，昨年５月には水鳥などの生息地である涸沼が，国際的に

重要な湿地としてラムサール条約に登録されました。

　野生生物は，生態系の重要な構成要素であることはもとより，私たち人間の豊かな

生活に欠くことのできないものですが，開発や森林の伐採，里地里山の手入れ不足や

乱獲，さらには地球温暖化などにより，絶滅が心配される種も多く見られるようになっ

ております。

　県では，これまで，「茨城県環境基本計画」や「茨城県希少野生動植物保護指針」

を策定し，野生生物の保護や生息環境の保全に努めてきたところです。

　また，「豊かな自然を守り，環境と調和した生活を送ることができる県」を目指す

うえで，生物多様性の保全や生態系の持続可能な利用がこれまで以上に重要となる中，

県では，一昨年の 10 月に「茨城の生物多様性戦略」を策定し，希少生物の保護・保

全などに取り組んでおります。

　そして，県内の野生動物の現状を的確に把握し，より一層の保全・保護対策を進め

るため，絶滅のおそれのある種の見直しに向けて，最新の知見に基づく評価・検討を

進め，平成 25 年３月の茨城県版レッドデータブック植物編の改訂に続き，この度，

平成 12 年３月に作成した動物編の改訂をとりまとめました。

　人と自然との共生を図りながら，豊かな生物多様性の恵みを享受し，次の世代に引

き継いでいくことは，私たちの果たすべき重要な責務であります。

　多くの県民の皆様に本書をご覧いただき，県内の希少野生動物の現状やその保全の

大切さについて理解を深めていただくとともに，生物多様性保全のための基礎資料と

して広く活用いただければ幸いです。

　平成 28 年３月

茨城県知事　橋　本　　　昌　
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1 レッドデータブック動物編の改訂について
１）希少野生動植物の保護
　地球上には，多種多様な野生動植物が生息・生育している。これらの野生動植物は，生態系の重要
な構成要素であるだけでなく，人類の豊かな生活に欠くことのできないものである。
　しかしながら，人間活動による生息地の破壊や減少，さらには乱獲や外来生物による生態系の攪乱
等により，多くの野生動植物が絶滅の危機に瀕している。
　急激な動植物種の減少は生態系のバランスに変化をもたらし，私たちの生活基盤にも影響を及ぼす
ことが懸念される。多種多様な動植物種を保存し，人と野生生物との共存を図っていくためには，野
生動植物の生息・生育環境の保全や乱獲の防止，絶滅のおそれのある種の保護・管理など，生物多様
性の保全に向けた様々な取組みが必要である。
　野生動植物を人為的に絶滅させないためには，絶滅のおそれのある種を的確に把握し，一般への理
解を広める必要がある。そのための基礎的情報源として，国や地方自治体においては，「レッドリスト」
や「レッドデータブック」が作成されている。
　また，平成５年４月には「絶滅のおそれのある野生動植物種の保存に関する法律」（「種の保存法」）
が施行され，希少野生動植物種指定による捕獲・譲渡の禁止や保護増殖事業の実施等，各種の措置を
講じていく仕組みが整備された。現在は，この法律をはじめ，レッドデータブック等の活用により，
希少野生動植物の保護が図られているところである。
　このような中，平成 20 年６月には，生物多様性の保全と持続可能な利用を総合的・計画的に推進す
ることで，豊かな生物多様性を保全し，その恵みを将来にわたり享受できる自然と共生する社会を実
現することを目的として，「生物多様性基本法」が施行され，わが国における生物多様性施策を進める
うえでの基本的な考え方が示された。
　また，平成 22 年 10 月に名古屋で開催された「生物多様性条約第 10 回締約国会議（ＣＯＰ１０）」で
採択された「愛知目標」や平成 24 年９月に閣議決定した「生物多様性国家戦略 2012 － 2020」にお
いても，絶滅危惧種の絶滅・減少の防止のため，生息・生育環境の整備の推進が目標の一つとして位
置付けられるなど，希少野生動植物の保護の重要性が高まってきていることから，平成 26 年 10 月に「茨
城の生物多様性戦略」を策定し，平成 27 年４月に設置した生物多様性センターにおいて，生物多様性
の保全及び生態系の持続可能な利用に関する施策を推進している。

２）茨城県版レッドデータブック動物編改訂の必要性
　茨城県には，ニホンモモンガや（ツクバ）ハコネサンショウウオをはじめ，多くの希少な野生動物
が生息している。これらの保護を図るためには，野生動物の現状を的確に把握し，適切な施策を講じ
ることが必要であることから，本県では，平成 12 年３月に「茨城における絶滅のおそれのある野生生
物〈動物編〉」を作成し，希少野生動物保護対策の基礎資料として活用を図ってきたところである。
　また，平成 16 年３月には，「茨城県希少野生動植物保護指針」を策定し，県内に生息・生育する希
少野生動植物の保護のあり方について基本的な考え方を整理するとともに，開発事業を行う際の手続
きや今後実施すべき保護施策について取りまとめを行った。
　野生動物の生息状況は常に変化しており，レッドデータブックにおける評価は，一定期間の後には
見直すことが必要である。県内でも，各地の動物調査が進み，生息地の環境の変化や新たな生息地の
発見など，多くの情報が集積されてきたことから，平成 25 年６月に専門家からなる「茨城における絶
滅のおそれのある野生動物種の見直し検討委員会」（委員長　山根爽一　茨城大学名誉教授）を設置し，
県内の野生動物の現状についての詳細な検討に基づいて，平成 27 年３月に新たなレッドリストとして
取りまとめた。
　今回作成したレッドデータブックは，改訂したレッドリストについて，個々の種の生息状況や減少
の理由について解説を加えたものである。さらに，国の第４次レッドリストの評価や最新の知見により，
一部見直しを行い，追加変更したものである。
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　県内における絶滅のおそれのある野生動物の現状と保護の大切さについて考えるきっかけとするほ
か，各種開発や計画等において希少動物保護への配慮を促すなど，絶滅のおそれのある種の保存をは
じめとする生物多様性の確保に関する施策を推進していくための基礎資料として活用を図っていくこ
ととしている。

３）検討委員会及び協力者
　茨城県版レッドデータブック動物編の改訂にあたっては，「茨城における絶滅のおそれのある野生動
物種の見直し検討委員会」において，各種ごとの詳細な検討を行うとともに，多くの関係者からのご
協力をいただいた。

○茨城における絶滅のおそれのある野生動物種の見直し検討委員会（敬称略）
※所属は平成 28 年３月現在

・検討委員会
　　委 員 長　　山根　爽一　　茨城大学名誉教授
　　副委員長　　山﨑　晃司　　東京農業大学地域環境科学部
　　副委員長　　久保田正秀　　（一財）自然環境研究センター
　　　　　　　　佐々木泰弘　　茨城県立太田第一高等学校
　　　　　　　　池野　　進　　日本野鳥の会茨城県
　　　　　　　　早瀬　長利　　茨城県生活環境部環境政策課
　　　　　　　　加納　光樹　　茨城大学広域水圏環境科学教育研究センター
　　　　　　　　大桃　定洋　　筑波昆虫談話会
　　　　　　　　森野　　浩　　茨城大学名誉教授
　　　　　　　　小菅　次男　　茨城生物の会
・哺乳類
　　分科会長　　山﨑　晃司　　（検討委員会副委員長兼務）
　　　　　　　　竹内　正彦　　（独）農研機構中央農業総合研究センター
・鳥　類
　　分科会長　　池野　　進　　（検討委員会委員兼務）
　　　　　　　　石井　省三　　日本野鳥の会茨城県

レッドリスト・レッドデータブックについて
　レッドリストとは，絶滅のおそれのある野生動植物種を選定し，生物学的観点か
ら個々の種の絶滅の危険度を評価してリスト化したものである。
　また，このレッドリストに掲載された種について，絶滅のおそれのある原因や生
息状況等について詳しく解説し取りまとめたものがレッドデータブックである。
　昭和４１年に国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）が世界の絶滅のおそれのある野生生
物をレッドリストとして初めて公表したのが始まりで，この第１版の表紙が赤い色
をしていたことから，レッドデータブックやレッドリストと呼ばれるようになった。
　国内では，平成元年の（財）日本自然保護協会と（財）世界自然保護基金日本委
員会による「我が国における保護上重要な植物種の現状」の発刊を契機にレッドデー
タブックの整備を行っている。新たな情報や知見を反映するための改訂も行われて
おり，平成２４年度には新たな第４次レッドリストが取りまとめられ公表された。
　また，地方自治体においても，それぞれの地域性を配慮しながら，独自のレッド
リストやレッドデータブックが整備されている。
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・爬虫・両生類
　　分科会長　　早瀬　長利　　（検討委員会委員兼務）
　　　　　　　　小菅　次男　　（検討委員会委員兼務）
・淡水・汽水魚類
　　分科会長　　加納　光樹　　（検討委員会委員兼務）
　　　　　　　　増子　勝男　　茨城県立土浦第一高等学校
　　　　　　　　稲葉　　修　　南相馬市博物館
　　　　　　　　諸澤　崇裕　　（一財）自然環境研究センター
・昆虫・クモ類
　　分科会長　　大桃　定洋　　（検討委員会委員兼務）
　　　　　　　　山根　爽一　　（検討委員会委員長兼務）
　　　　　　　　久保田正秀　　（検討委員会副委員長兼務）
　　　　　　　　塩田　正寛　　水戸昆虫研究会
　　　　　　　　佐々木泰弘　　（検討委員会委員兼務）
　　　　　　　　成田　行弘　　茨城生物の会
　　　　　　　　井上　尚武　　茨城県立高萩高等学校
　　　　　　　　久松　正樹　　ミュージアムパーク茨城県自然博物館
　　　　　　　　渡辺　　健　　茨城県病害虫防除所
　　　　　　　　勝間　信之　　（株）環境研究センター
　　　　　　　　小野　展嗣　　（独）国立科学博物館
　　　　　　　　廣瀬　　誠　　茨城県環境アドバイザー
　　　　　　　　菅波　洋平　　前高萩市教育委員会
・その他無脊椎動物
　　分科会長　　森野　　浩　　（検討委員会委員兼務）
　　　　　　　　坂寄　　廣　　茨城生物の会
　　　　　　　　池澤　広美　　ミュージアムパーク茨城県自然博物館
　　　　　　　　稲葉　　修　　（淡水・汽水魚類委員兼務）
　　　　　　　　桐原　幸一　　茨城生物の会
　　　　　　　　芳賀　拓真　　豊橋市自然史博物館
　　　　　　　　茅根　重夫　　茨城生物の会

○総論執筆者（敬称略）
　　　山根　爽一　　　　石井　和浩

○各論執筆者（敬称略）
　・哺乳類
　　　安井さち子　　　　藤本　竜輔　　　　山﨑　晃司　　　　竹内　正彦
　・鳥　類
　　　池野　　進　　　　石井　省三
　・爬虫・両生類
　　　小管　次男　　　　吉川　夏彦　　　　早瀬　長利
　・淡水・汽水魚類
　　　加納　光樹　　　　金子　誠也　　　　諸澤　崇裕　　　　稲葉　　修　　　　棗田　孝晴
　　　碓井　星二　　　　増子　勝男
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　・昆虫・クモ類
　　　岸本　　了　　　　渡辺　　健　　　　内舩　俊樹　　　　大桃　定洋　　　　井上　尚武
　　　成田　行弘　　　　柳田　紀行　　　　櫻井　　浩　　　　西山　　明　　　　公文　　暁
　　　疋田　直之　　　　廣瀬　　誠　　　　塩田　正寛　　　　佐々木泰弘　　　　有賀　俊司
　　　林　　恵治　　　　佐藤　和明　　　　勝間　信之　　　　久松　正樹　　　　小野　展嗣
　・その他無脊椎動物
　　　池澤　広美　　　　茅根　重夫　　　　森野　　浩　　　　芳賀　拓真　　　　坂寄　　廣
　　　中山　聖子　　　　桐原　幸一　　　　稲葉　　修　　　　諸澤　崇裕　　　

○協力者（敬称略）
　・哺乳類
　　　小松茉利奈　　　　長岡　浩子　　　　大曽根　勝　　　　斉藤　　理　　　　家根橋圭佑
　　　アクアワールド茨城県大洗水族館
　・爬虫・両生類
　　　須賀　英明
　・淡水・汽水魚類
　　　猿渡　敏郎　　　　萩原　富司　　　　丸山　　隆　　　　斉藤　裕也　　　　篠原　現人
　　　山崎　裕治　　　　宮崎　淳一　　　　相木　寛史　　　　渋川　浩一　　　　福井　正人
　　　渡辺　敬晴　　　　田中　宏典　　　　川口　貴光　　　　荒山　和則　　　　根本　隆夫
　　　須能　紀之
　・昆虫・クモ類
　　　廣瀬　　誠　　　　櫻井　　浩　　　　柳田　紀行　　　　小菅　次男　　　　高橋　晴彦
　　　平井　剛夫　　　　高橋　敬一　　　　公文　保幸
　・その他無脊椎動物
　　　益田　芳樹　　　　亀田　勇一　　　　倉持　利明　　　　外山　健夫　　　　中山　聖子
　　　佐藤　慎一　　　　根本　隆夫　　　　秋山　昌範　　　　堤　　徳郎　　　　川名美佐男
　　　福田　　宏　　　　吉村　武雄　　　　須賀　英明　　　　長谷川和範　　　　山西　良平
　　　大越　和加　　　　駒井　智幸　　　　加納　光樹　　　　金子　誠也　　　　広瀬　雅人
　　　西　　浩孝　　　　国立科学博物館

○写真，図提供者（敬称略）
　・哺乳類
　　　安井さち子　　　　藤本　竜輔　　　　小管　次男　　　　吉武和治郎　　　　林　　典子
　　　古橋　光洋　　　　山﨑　晃司　　　　染谷　　保　　　　桃井　尊央
　　　アクアワールド茨城県大洗水族館
　・鳥　類
　　　中村　　栄　　　　杉山　好子　　　　岸　　久司　　　　明日香治彦　　　　斎藤　玲子
　　　石川　　皓　　　　伊澤　泰彦　　　　小玉　和夫　　　　飯田　直己　　　　牛山　武美
　　　徳元　　茂　　　　若山　侊蔵　　　　石田　光史　　　　池田　　昇　　　　小柳　　恵
　　　西野　正義　　　　野尻　智治　　　　山根　靖正　　　　仲田　　立　　　　根本　信二
　　　神田愛恵子　　　　多田　恒雄　　　　楳田　　昭　　　　杉山みどり　　　　塚本　英夫
　　　中西　榮子　　　　小泉　金次　　　　川崎　慎二　
　・爬虫・両生類
　　　根本　正壱　　　　稲葉　　修　　　　小菅　次男　　　　池澤　広美　　　　早瀬　長利
　　　吉川　夏彦　　　　染谷　　保
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　・淡水・汽水魚類
　　　加納　光樹　　　　諸澤　崇裕　　　　稲葉　　修　　　　金子　誠也　　　　増子　勝男
　　　荒山　和則　　　　渋川　浩一　　　　渡辺　重行　　　　川口　貴光　
　・昆虫・クモ類
　　　東城　幸治　　　　染谷　　保　　　　今井初太郎　　　　岸本　　亨　　　　佐々木泰弘
　　　井上　尚武　　　　成田　行弘　　　　小菅　次男　　　　櫻井　　浩　　　　柳田　紀行
　　　森田　誠司　　　　公文　　暁　　　　西山　　明　　　　平井　剛夫　　　　渡辺　　健
　　　大桃　定洋　　　　廣瀬　　誠　　　　塩田　正寛　　　　林　　恵治　　　　佐藤　和明
　　　釣巻　岳人　　　　勝間　信之　　　　村上義千代　　　　久松　正樹　　　　荻沼　正和
　　　小野　展嗣　　　　神奈川県立生命の星・地球博物館
　・その他無脊椎動物
　　　池澤　広美　　　　益田　芳樹　　　　藤元　香世　　　　茅根　重夫　　　　岩田　文男
　　　外山　信夫　　　　芳賀　拓真　　　　亀田　勇一　　　　福田　　宏　　　　長谷川和範
　　　諸澤　崇裕　　　　稲葉　　修　　　　小松　浩典　　　　近藤　智彦　　　　大越　和加
　　　井上　久夫　　　　小池　　渉　　　　森野　　浩　　　　根来　　尚　　　　中山　聖子
　　　広瀬　雅人　　　　西　　浩孝　　　　国立科学博物館　　富山市科学博物館
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４）茨城県の地域区分図
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2 茨城の地勢と動物相
１）地　勢
　本県は関東地方の北東部に位置し，南部には関東平野の延長である平地や低い丘陵が，北部には比
較的低い山地が広がる。県土の総面積は 6,096 km2であるが，そのうち丘陵や湖沼・河川も含めた平
地が約 70％を占め，山地は約 30％を占めるに過ぎない。平野部が広いため可住地面積は広くおよそ
65％を占める。東側は太平洋に面しており，その海岸線の延長は 190 km に及ぶ。
　北部の山地は，宮城県に発する阿武隈高地の南端部にあたる多賀山地と久慈山地，及び八溝山地か
らなる。県内の最高峰は八溝山（標高 1,022 m）で，その他は 200 ～ 800 m の比較的低い山地を成
す。多賀山地は久慈川の支流である里川の東側に位置し，その南端は高萩市や日立市に至り，最高点
は栄蔵室の 881.6 m である。久慈山地は大子町から常陸太田市に至る里川と久慈川に挟まれた山地で，
袋田の滝や多くの渓谷を含み，最高点は男体山の 654 m である。八溝山地は福島県の白河市南部に始
まるが，県内では八溝山塊を始め，その南の栃木県沿いに連なる鷲の子山塊，鶏足山塊，筑波山塊（筑
波山，877 m）からなる。
　県西・県南の平野部には，常総台地とも呼ばれる関東ロームの赤土に覆われた洪積台地が広がり，
古くから人々に生活の場を提供すると共に，果樹栽培や畑作に利用されてきた。洪積台地より低い平
地は沖積低地で，そこでは稲作が行われてきた。また，丘陵の浸食によって谷ができた谷津田があち
こちに形成され，豊かな里地・里山的自然を作っている。
　本県には日本の湖沼で 2 番目の面積をもつ霞ヶ浦（西浦・北浦・外浪逆浦などを合わせた水域の総称）
をはじめ，牛久沼，菅生沼，汽水湖の涸沼などがある。その面積の合計は 487 km2で県土の 8％を占
める。また，河川には多賀山地の大北川，久慈山地と八溝山地を分ける久慈川とその支流の里川，栃
木県に発し水戸市を経てひたちなか市で太平洋にそそぐ那珂川，県西・県南の平野部を流れる小貝川
と鬼怒川，千葉県境に沿って流れる利根川などがあり，湖沼と共に豊かな陸水環境を作る。なお，久
慈川水系茂宮川の河口には県内で数少ない干潟が発達し，独特の生物相を発達させている。
　本県の海岸線のうち福島県境から日立市にかけての北部は切り立った崖が多く，大洗付近ではなだ
らかな岩礁を形成している。それより南の鉾田市から神栖市にかけての海岸には砂浜が広がり，夏に
は海水浴場として賑わい，また，アカウミガメの産卵地としても知られる。沖合では南下する親潮（千
島海流）と北上する黒潮（日本海流）がぶつかり，共に東に向きを変える。沿岸の表層海水温は夏に
は 20℃を超えるが，冬には 10℃以下となる。
　本県の気候は，冬季は少雨乾燥，夏季には多雨多湿の太平洋側気候を呈する。また，沿岸部は海洋
性気候のため夏は冷涼で冬は暖かいが，内陸部は内陸性気候で逆の傾向を示す。年平均気温（1981 ～
2010 年の平均値）は山地を除いて 12 ～ 14℃の間にあり，北部の大子町で 12.2℃，県央の水戸市で
13.6℃，県南の土浦市で 14.4℃，太平洋岸の鹿島市では 14.5℃などとなっている。8 月の平均気温は
23 ～ 26℃，１月は県北の山地を除くと 2 ～ 4.5℃の間にある。また，近年の地球温暖化の進行に伴っ
て，各地で猛暑日や熱帯夜の日数が増加してきた。年間降水量はおよそ 1,200 ～ 1,600 mm の範囲に
あるが，北部山地と鹿行地方は多く内陸部では少ない。筑波山頂付近では 1,100 mm と少ない。本県
は豪雪地帯に指定される地域を持たない県として，太平洋側では最北端に位置するが，南岸低気圧や
北東気流の影響を受けて，特に，南西部の山間地では大雪に見舞われることがある。

２）動物相
　本県は太平洋に面した日本列島のほぼ中央に位置し，沿岸では南下する親潮と北上する黒潮がぶつ
かることもあって，北方系と南方系の海洋生物が混在する。陸地においても茨城を分布の北限あるい
は南限とする動物が多い。県土の相当部分が平野部で，最高点も 1,000 m をわずかに超える程度で低
いため，おおざっぱに見て，我が国中部の平野部から低山地にかけての典型的な動物相と共通する点
が多い。平野部には霞ヶ浦や涸沼などの大きな海跡湖をはじめ，那珂川や久慈川などの河川もあって，
豊かな水生動物相が見られる。特に，汽水湖である涸沼の湖岸に発達するヨシ原の湿地には，20 世紀
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後半に発見され，新種として記載された希少生物のヒヌマイトトンボが生息する。

○ 哺乳類
　本県の哺乳類相の特徴としては，隣県の栃木県や福島県と異なり，近世・近代以降ツキノワグマや
ニホンカモシカ，ニホンジカ，ニホンザルといった大型の動物が分布しなかったことがあげられる。
これらの動物は古い時代には県内にも分布していた形跡はあるが，少なくとも最近の 100 年以上にわ
たって生息が確認されていない。その中で，ニホンイノシシは分布，個体数ともに増加の傾向が見ら
れる。また，近年，ツキノワグマとニホンカモシカが県北に再出現したことが確認されている。
　中型の動物としては，タヌキとキツネが低山地を始め，平野部から丘陵地帯にかけて生息している。
これらの両種は宅地開発や道路の建設などにより，生息地が失われたり分断されている一方で，人為
的な餌資源や廃屋などを利用するしたたかさを見せる。外来種のハクビシンとアライグマは近年，県
内でも分布を拡大し，個体数も増加しつつある。
　小型の動物としては，ヤマネやニホンモモンガが県北の山地に生息するが，その個体数はかなり少
ないと推測される。従来は普通に見られたニホンリスとムササビも林の分断化や大径木の減少などに
より，近年その数を減じている。ネズミ類，コウモリ類共に調査が十分ではなく，分布域や生息密度
についての情報は極めて限られている。

○ 鳥類
　本県の山塊は総じてなだらかで，古くから人々が関わってきたため原生の自然は少ないが，霞ヶ浦
や涸沼の湖岸，利根川下流域の湿生草地などは，近年まで原生状態が比較的よく保存されてきた。日
本鳥類目録改定第７版（日本鳥類学会）によると，2015 年 5 月現在，本県からは 393 種知られるが，
陸水環境の豊かさを反映して陸鳥よりも水鳥が多い。鳥類は地球規模で移動するので，毎年 1 ～ 2 種
が新たに加わり，県産鳥類の種数は徐々に増える傾向にある。一方，都市開発や道路建設による生息
地の消滅・減少，高齢化など社会構造の変化に伴う里地・里山の荒廃などにより，かつてはごく普通
に生息していた種や渡りの途中に飛来する鳥類の種数・個体数が共に減少している。
　鳥類が必要とする餌資源量は季節によって変動するので，鳥たちはそれに対応する必要がある。特
に，1 年を通して人里や低山地の比較的限られた地域内に留まって暮らす留鳥は，季節によって餌の種
類を変えているが，多くの鳥にとって，里山は環境の劣化が進んで安住の地でなくなりつつある。一方，
豊富な餌資源を求め，季節によって移動する渡り鳥がある。渡り鳥には，ツバメのように夏に低緯度
地方から日本各地に飛来して繁殖する夏鳥と，オオヒシクイのように，冬季に寒さを避けるため高緯
度地方から日本に飛来し越冬する冬鳥がある。さらに，移動の途中に一時的に立ち寄るシギ・チドリ
類のような旅鳥がある。これら渡り鳥にとっても，移動先の環境が開発などによって年々悪化している。
　八溝山，花園山，筑波山など，比較的高い山地のブナ林などで夏に見られる鳥には，ミソサザイ，
コマドリ，コルリ，アカハラ，コノハズクなどがあるが，コマドリやコノハズクは個体数が少なく絶
滅の危機にある。標高が数百メートルあるいはそれ以下の低い丘陵には，カワガラス，トラツグミ，
オオルリ，サンコウチョウなどが生息する。原生的な林に生息するクマタカやアカジョウビンは，人
の干渉を受けにくいため，少数ではあるが個体数は比較的安定している。しかし，鳴き声に人気のあ
るコマドリは高い密猟圧に曝されている。
　平野部の洪積台地や沖積低地にある平地林や社寺林，人家の周りの畑や水田は，野鳥のよい生息場
所になっており，スズメを始め，ウグイスやシジュウカラ，ホオジロ，コゲラ，サシバ，オオタカな
どが見られる。サシバ，アオバズク，アマサギなどは農耕との関わりが深い。従来，人里でよく見ら
れたアオバズクやカッコウは昆虫食だが，近年著しく個体数を減らしている。
　低地の干潟や湿地は，人目には無価値に見えるが，シギやチドリ類にとっては春と秋の渡りの中継
点として大切な栄養補給の役割を果たす。県南地域の人工的な湿地である水田は，ツルシギやムナグ
ロなどの重要な中継地となっていたが，減反政策による変貌が著しく，収穫後に水位の下がったハス
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田が辛うじて中継地や越冬地の役割を果たしている。
　霞ヶ浦や涸沼などの湖沼や大小の農業用溜め池には，冬になるとカモ類を始め多くの水鳥が集まる。
霞ヶ浦湖岸の稲敷市稲波干拓地は，関東地方で唯一のオオヒシクイの越冬地であるが，民間団体の努
力に支えられて近年飛来数が増加し念願の 100 羽を超えた。一方で，大きな湖沼に住む魚食性のカワ
アイサは 1970 年代の 3 桁から近年は数羽に激減した。
　太平洋に面した日立市十王町の海蝕崖はウミウの生息地として知られるが，毎年春と秋に許可を得
て捕獲し鵜飼い用として全国に出荷されている。また，冬になるとウミネコやカモメ類，クロガモな
ど多くの鳥でにぎわう。鹿島灘の砂浜には，夏になるとカモメの仲間のコアジサシが繁殖のために飛
来するが，人間活動の影響を受けて雛が孵らないことも多い。

○ 爬虫類
　日本にはカメ目が 5 科 15 種（ウミガメ科については，県の海岸で産卵の確認されているアカウミガ
メのみ含める），トカゲ目はトカゲ亜目が 6 科 49 種，ヘビ亜目が 9 科 57 種知られている。本県では，
これらのうちカメ目 4 科 5 種，トカゲ亜目 3 科 3 種，ヘビ亜目 2 科 8 種が記録されている。この中には，
外来種のうち繁殖が確認され，分布域，個体数とも増加傾向にあるミシシッピアカミミガメを含む。
　カメ目では，従来クサガメとイシガメは普通種だったが，近年は減少が著しい。若齢個体がミドリ
ガメの名で売られている外来種のミシシッピアカミミガメが，近年県内各地に分布を広げて繁殖し生
息数を増やしており，在来種の生息を圧迫していると懸念される。スッポンは，霞ヶ浦周辺で時々捕
獲されるが，それ以外の場所では生息地が減少している。
　ウミガメ類では，アカウミガメが産卵のため鹿島灘から日立市にかけての砂浜海岸を訪れる。2011
年 3 月に発生した東日本大震災で本県の海岸も津波に襲われ，海岸の環境が大きく変化した場所もあ
るが，幸い県内の砂浜海岸は現在も産卵場として使われている。
　トカゲ亜目では，ニホンヤモリ，ニホントカゲ，ニホンカナヘビの 3 種が確認されている。トカゲ
とカナヘビが減少傾向にある中，ニホンヤモリは近年，県内での分布域は拡大し生息数も増えている。
ヘビ亜目では 8 種が確認されているが，どの種も生息数は減少傾向にある。中でも，ヒバカリとシロ
マダラ，タカチホヘビの 3 種は，生息の確認地点が少なく個体数も少ない。

○ 両生類
　日本産の両生類は，有尾目（サンショウウオ目）が 3 科 32 種，無尾目（カエル目）は 5 科 48 種が
知られる。これらのうち，茨城県には有尾目が 2 科 5 種，無尾目は 4 科 10 種の分布が確認されている。
有尾目のサンショウウオ科では，近年，分類学上の大きな変更があった。従来，日本のハコネサンショ
ウウオ属（Onychodactylus）はハコネサンショウウオ 1 種とされてきたが，吉川夏彦博士らの DNA
解析の研究によって 6 種に細分された。それによると，本県に生息し従来ハコネサンショウウオとさ
れてきた集団は 3 種に分けられることになった。中でもツクバハコネサンショウウオは，日本のハコ
ネサンショウウオ属の中で分布範囲がもっとも狭い種のひとつである。
　サンショウウオ類は渓流や湧き水などのきれいな水に住むため，近年の開発行為などによる生息適
地の破壊や水質の悪化によって，どの種も個体数が激減している。イモリやクロサンショウウオ，ト
ウキョウサンショウウオは，山間部の林道や水田圃場整備等の影響を強く受けている。
　無尾目のうち，アズマヒキガエル，トウキョウダルマガエル，ツチガエル，シュレーゲルアオガエ
ルは平地や低山地に生息し，アカガエルは山地の池など，タゴガエルとカジカガエルは山地の源流部
や渓流に住む。いずれも，近年の開発行為や河川改修，水質の悪化などによって，生息地も個体数も
減少しつつある。なお，モリアオガエルは，隣接する千葉県と栃木県，福島県には生息するが，これ
まで本県での生息は確認されていない。
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○ 淡水・汽水魚類
　本県では，自然分布する淡水魚類と汽水魚類が 70 種ほど記録されている。ほとんどの種で開発行為
や水質悪化などにより生息地が消失・劣化し，分布域，個体数ともに減少傾向にある。
　県北の河川上流域にはニッコウイワナとヤマメが生息するが，河川改修，森林伐採による土砂の流入，
堰堤の設置などによって生息適地が減少している。ギバチやシマドジョウなどが棲む中流域も，河川
改修の他，生活排水の流入による水質汚濁が深刻な影響を与えている。
　下流域から河口域では，生活史の中で海と河川を往来するニホンウナギ，ニホンイトヨ，クルメサ
ヨリなどの回遊が堰堤や水門によって阻害されている。河口域では塩性湿地や干潟の劣化・消失が汽
水性ハゼ類の生息地を奪っている。
　湖沼やため池と周辺の小河川や水路には，フナ類やジュズカケハゼ，タナゴ類が生息する。霞ヶ浦
流域ではタナゴ，ヤリタナゴ，アカヒレタビラなどのタナゴ類が豊富であるが，外来種のタイリクバ
ラタナゴとオオタナゴ以外は減少が目立つ。これらの場所も埋立てや護岸工事，水質汚濁などの影響
を受けており，特に，水生植物群落の衰退が様々な魚種の成育や繁殖場所の減少をもたらす原因となっ
ている。オオクチバスやブルーギル，チャネルキャットフィッシュなどの外来魚による高い捕食圧は，
コイ科やハゼ科の生存を脅かしている。水田地帯では圃場整備によってミナミメダカの生息地が減少
傾向にある。丘陵地や雑木林の開発は，ホトケドジョウやスナヤツメ北方種など，清流に棲む魚類の
生息を困難にしている。

○ 昆虫・クモ類
　本県の昆虫（節足動物門，昆虫綱）やクモ類（節足動物門，クモ綱，クモ目）については，これま
で在野の研究家や専門家が各地で精力的に採集・調査を行ってきた。しかし，調査対象には偏りがあり，
チョウ目（チョウ・ガ類）とトンボ目，コウチュウ目は比較的よく調べられてきたが，その他の多く
の目については知識が不足しており今後の調査の進展が待たれる。
　これまでに本県から記録された昆虫類は 6,000 種以上に及ぶが，そのおよそ半分の 3,000 余種はコ
ウチュウ類である。以下，記録されたおよその種数で多い順に並べると，チョウ目 1,610 種（チョウ
類 110 種，ガ類 1,500 種），ハチ目 642 種（ハチ類 565 種，アリ類 77 種），カメムシ目 430 種，トビ
ケラ目 170 種，バッタ目 108 種，トンボ目 91 種，アミメカゲロウ目 63 種，カゲロウ目とカワゲラ目，
それぞれ 50 種などである。また，クモ類は 340 種ほどが記録されている。
　本県は霞ケ浦，涸沼などの湖沼や大小の河川，溜め池，沼などの陸水環境が豊かであり，そこに棲
むカゲロウやトンボなどの水生昆虫も豊富である。1971 年には，涸沼湖岸の汽水域に広がるヨシ原か
ら新種のイトトンボが発見された。これは 20 世紀に日本から発見された最後のトンボの新種であり，
朝比奈正二郎博士によってヒヌマイトトンボと命名された。しかし，利根川下流域も含めその生息地
と生息数は少なく，環境の保全が不可欠である。水辺環境にはババアメンボ，ホッケミズムシなど，
水生のカメムシ類も生息するが，いずれも環境悪化による減少が見られる。
　カゲロウやトンボ類を始めとする水生昆虫は，幼虫の生息する水辺環境の影響を直接受ける。戦後
急増した工場用地造成や都市開発，道路の建設などによる溜め池や沼などの埋め立て，山地においては，
林道や堰堤の造成による地形改変や水の汚濁，低地の河川や湖沼においては河川改修や護岸工事，水
質の悪化などによって，これらの昆虫の生息環境は著しく劣化した。
　茨城県の東側は延長 190 km に及ぶ海岸線に面している。旧水戸射爆場の跡地や波崎にかけての海
浜には，ヤマトマダラバッタやヒメマダラナガカメムシ，ハリサシガメなどの海浜性昆虫が生息するが，
射爆場跡地の大規模開発などによって生息適地が著しく減少した。
　コウチュウ類の生息場所は，森林，草原，水辺など多岐にわたるが，近年の生息環境の悪化によっ
て個体数が減りつつある種が多い。チョウ類も森林や草原など，多様な環境に生息するが，広葉樹林
やその林縁に棲むシジミチョウ科のゼフィルス類やスジボソヤマキチョウなどは，個体数の減少が著
しい。県内では絶滅したと思われたウスバアゲハ（ウスバシロチョウ）は，近年，福島県の個体群が
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拡散，南下して県北地域に侵入してきた。一方，近年は，ナガサキアゲハ，ツマグロヒョウモンなど
の南方系種が本県に定着し，その分布を広げている。スミレ類を食草とするツマグロヒョウモンは，
庭先で栽培される園芸品種のビオラやパンジーなども餌資源としており，これらの栽培植物も分布拡
大の一要因になっている。ガ類の生息地も多岐にわたるが，初版時に比べると減少傾向にある種が多い。
コエゾゼミとアカエゾゼミは，山地の広葉樹林の中でも標高 500 m 以上に存在する自然度の高いブナ
林に生息する。地球温暖化が進む中で，冷涼な気候帯に生育するブナそのものの生存が危ぶまれており，
今後のなりゆきを注視しなければならない。一方で，南方系種のクマゼミが，近年，本県にも定着し，
県央部まで分布が拡大してきた。
　ハチ類のうちカリバチやハナバチ類は比較的よく調べられてきた。特に，ハナバチ類は近隣県に比
べて多い約 150 種が記録されている。一方で，同定のむずかしいハバチ類，コマユバチやヒメバチ類
などの寄生蜂は調査が進んでいない。
　クモ類の調査は地域による偏りが大きく，県北の山間地域では進んでいるものの，県央，県南など
では情報が不足している。クモ類の多くは草原や藪に生息するが，このような環境を安定して維持す
るのは容易ではない。また，イソコモリグモのように砂浜海岸に住む種は，開発だけでなく，レジャー
など人間活動の影響に晒され，生存が危ぶまれている。

○ その他無脊椎動物
　無脊椎動物は，分類学的には上記の昆虫類やクモ類を除いても，極めて多くのグループを含む。し
かも，分類・同定のむずかしいグループが多く，専門的知識をもった研究者でないと扱いにくいため，
調査の行き届いた分類群は限られる。本改訂版では，対象として汽水性の動物を加えたのが大きな変
更点である。そして，初版で扱った海綿動物門と扁形動物門，苔虫動物門，軟体動物門，節足動物門
甲殻類の 5 門に加え，刺胞動物門と紐形動物門，環形動物門の 3 門を加え，8 つの門を対象とするこ
とになった。軟体動物については，陸生巻貝類の専門家による地道な研究の成果が取り入れられて，
充実した内容となった。貝類の生息場所である涸沼・霞ケ浦や干潟，河川などの陸水環境はもとより，
筑波山塊，八溝山塊などの自然林の保全の必要性が改めて認識される。　

　（山根爽一）
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　対象種を選定するにあたっては，環境省のレッドリスト（2014）および本県のレッドデータブック
（2000）において選定されている種，県の特定動植物分布調査により選定調査された種，その他必要と
思われた種について評価検討を行い選定した。なお，ここで対象とする「種」は，原則として種また
は亜種として，変種，品種，交雑種および外来種は対象外とした。

１）カテゴリーの定義
　カテゴリーの定義については前回と同様，環境省と同じカテゴリーを用いた（表１）。ただし，国に
おいて改訂があったため，それに準じて変更をした。しかし，各対象種のカテゴリー分類にあたっては，
国の示すような定量的データの不十分なものが多いため，県内の実情に沿って各委員の経験や定性的
知見から総合的に判断した。

○表１　茨城県レッドリスト〈動物編〉のカテゴリー定義およびその基本概念

3 絶滅危惧種の選定

絶滅 本県ではすでに絶滅したと考えられる種
（飼育下でのみ生息している野生絶滅を含む）

絶滅危惧Ⅰ類 絶滅の危機に瀕している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き
作用する場合，野生での存続が困難なもの

絶滅危惧ⅠＡ類 ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＡ類程ではないが，近い将来における野生での絶滅の危険性が
高いもの

絶滅危惧Ⅱ類
絶滅の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続
き作用する場合，近い将来「絶滅危惧ⅠＢ類」のランクに移行することが
確実と考えられるもの

準絶滅危惧 存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが，生息条件の変化
によっては「絶滅危惧」として上位ランクに移行する要素を有するもの

情報不足 評価するだけの情報が不足している種

①注目種 最近県内での生息が確認された種であるが，県内の分布域がまだ十分に調
査されていない種

②現状不明種 最近の情報がなく，生息状態が不明の種
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２）選定理由一覧

３）前回のレッドデータブック（2000）との比較
　今回は，前回を大きく上回る 397 種が絶滅のおそれがあるとされた。また，前回から 41 種がレッ
ドリストから削除された。これは，県内各地での開発が進んだこと及び前回のレッドリストが公開され，
それを基にさらに調査が進んだことにより生息状況や分布域が明らかになってきたことなどによるも
のと思われる。さらに，63 種を情報不足として指摘し今後の調査課題とした。

○前回（2000）との比較表

No. 選　定　理　由

① 生息環境の悪化

② 大部分の個体群における個体数の減少

③ 生息地の局限

④ 捕獲による減少

⑤ 移入種との競合

⑥ 交雑可能な別種の侵入

2000 該当種（263 種）

カテゴリー 絶滅種 絶滅
危惧種 危急種 希少種 追加種 総　計

2016
該当種

（397 種）

絶滅 1 2 1 2 6

絶滅危惧Ⅰ A 類 17 4 11 18 50

絶滅危惧Ⅰ B 類 11 18 17 15 61

絶滅危惧Ⅱ類 5 21 34 58 118

準絶滅危惧 14 56 92 162

総　計 1 35 58 118 185 397

情報不足①注目種 1 3 6 35 45

情報不足②現状不明種 1 2 15 18

総　計 2 3 8 50 63

2000 からの削除種 2 6 33 41
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○ 2000 年版から削除された種（41 種）
・哺乳類　1 種

種名（和名） 茨城県 2000 理由

ヤマコウモリ 危急種 生息状況等が確認されていない

・鳥　類　15 種
種名（和名） 茨城県 2000 理由

マガン 危急種 偶発的，一時的のみの確認とされた

ミサゴ 危急種 生息状況等が安定しているとされた

クロハラアジサシ 危急種 偶発的，一時的のみの確認とされた

カンムリカイツブリ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

シノリガモ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

ツミ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

ハイイロチュウヒ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

コチョウゲンボウ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

ウズラシギ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

コミミズク 希少種 生息状況等が安定しているとされた

オオコノハズク 希少種 生息状況等が安定しているとされた

コルリ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

イソヒヨドリ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

オオルリ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

サンコウチョウ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

・爬虫類　1 種
種名（和名） 茨城県 2000 理由

ニホンヤモリ 危急種 生息状況等が安定しているとされた

・昆虫類　19 種
種名（和名） 茨城県 2000 理由

ブチヒゲカメムシ 絶滅危惧種 生息状況等が確認されていない

スギタニルリシジミ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

フトキバスナハラゴミムシ 絶滅危惧種 生息状況等が確認されていない

ハスジチビヒラタエンマムシ 危急種 生息状況等が確認されていない

キイロフナガタコメツキ 危急種 生息状況等が確認されていない
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ミネトワダカワゲラ 希少種 同定の変更等があった

カヤキリ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

アカスジカメムシ 希少種 生息状況等が確認されていない

ミヤマヒサゴコメツキ 希少種 生息状況等が確認されていない

オオシマオビハナノミ 希少種 生息状況等が確認されていない

タマカイガラヒゲナガゾウムシ 希少種 生息状況等が確認されていない

ツヤコハナバチ 希少種 生息状況等が確認されていない

ケナガチビコバチ 希少種 生息状況等が確認されていない

ナワヒメハナバチ 希少種 生息状況等が確認されていない

オモゴヒメハナバチ 希少種 生息状況等が確認されていない

ヤマテマメヒメハナバチ 希少種 生息状況等が確認されていない

ヤマブキヒメハナバチ 希少種 生息状況等が確認されていない

ニホンセセリモドキ 希少種 生息状況等が確認されていない

ホソオビアシブトクチバ 希少種 生息状況等が確認されていない

・クモ類　1 種
種名（和名） 茨城県 2000 理由

ハンゲツオスナキグモ 希少種 生息状況等が安定しているとされた

・その他無脊椎動物　4 種
種名（和名） 茨城県 2000 理由

ヒタチチリメンカワニナ 希少種 同定の変更等があった

カントウベッコウ 希少種 同定の変更等があった

ニホンマメシジミ 希少種 同定の変更等があった

マメシジミ 希少種 同定の変更等があった
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4 選定種一覧
・各分種類（昆虫類については目，その他無脊椎動物については門）についてはカテゴリー別に記載

した。
・選定理由については，選定理由一覧（p.13）の番号で示した。
・環境省，茨城県および近隣県のカテゴリーはそれぞれのレッドリストに従った。

○分類群およびカテゴリー別集計表
　今回選定した絶滅のおそれのある野生動物の種類数は下表のとおりである。

分類群

2016
カテゴリー

哺乳類 鳥類 爬虫類 両生類
 淡水・
汽水
魚類

昆虫類 クモ類
その他
無脊椎
動物

総計

絶滅 ５ １ ６

絶滅危惧ⅠＡ類 ７ ６ ２７ １０ ５０

絶滅危惧ⅠＢ類 ２ ２１ ２ ２ ３１ ３ ６１

絶滅危惧Ⅱ類 ３ ２１ １ ２ ９ ６１ １ ２０ １１８

準絶滅危惧 ３ １０ ２ ４ ９ ９７ ９ ２８ １６２

絶滅及び　　
絶滅危惧　計 ８ ５９ ３ ８ ２６ ２２１ １０ ６２ ３９７

情報不足①
注目種 ３ ９ ３ ７ １１ １２ ４５

情報不足②
現状不明種 ２ ３ ２ １１ １８

情報不足　計 ５ ９ ３ ３ ７ １３ ２３ ６３

2000 からの
削除種 １ １５ １ １９ １ ４ ４１
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選定種一覧
種名 選定理由 環境省

2014
茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

１　哺乳類
絶滅危惧ⅠB 類　２種 

コテングコウモリ ③ ― 絶滅危惧種 希少 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

ユビナガコウモリ ③ ― ― 未評価 情報不足 絶滅 一般保護生物

絶滅危惧Ⅱ類　３種

カワネズミ ①③ 絶滅のおそれのある地域個体群
（九州） LP ― 未評価 絶滅危惧Ⅱ類 地帯別危惧

ヤマネ ③ ― 絶滅危惧種 希少 要注目 準絶滅危惧

ニホンモモンガ ③ ― ― 未評価 要注目 準絶滅危惧

準絶滅危惧　３種

ニホンリス ①⑤ 絶滅のおそれの地域個体群
（中国，九州） LP 希少種 地帯別危惧 要保護生物

ムササビ ①③ ― 希少種 地帯別危惧

スナメリ ①③ （水産庁）希少種 ― 一般保護生物

情報不足①注目種　３種

ヒナコウモリ ③ ― ― 準絶滅危惧 情報不足 情報不足

ツキノワグマ ③ 絶滅のおそれのある地域個体群
（下北半島，紀伊半島，四国，東中国，西中国） LP ― 注意 絶滅危惧Ⅱ類

ニホンカモシカ ③ ― ― 注意 地帯別危惧

情報不足②現状不明種　２種

カヤネズミ ① ― 希少種 希少 準絶滅危惧

ホンドオコジョ ③ 準絶滅危惧 NT 絶滅危惧種
：オコジョ 希少 情報不足 準絶滅危惧

２　鳥類
絶滅危惧ⅠA 類　７種

シラコバト ①②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

オオヨシゴイ ①② 絶滅危惧ⅠA 類 CR 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅 消息不明・絶滅
生物

ヒクイナ ①②③ 準絶滅危惧 NT 危急種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 最重要保護生
物

オオジシギ ①② 準絶滅危惧 NT 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 最重要保護生
物

オジロワシ ②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 重要保護生物

アカショウビン ①② ― 危急種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類

イワヒバリ ①② ― 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 要保護生物

絶滅危惧ⅠB 類　２１種

オオヒシクイ ② 準絶滅危惧 NT 危急種：ヒシク
イ

コクガン ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 希少 重要保護生物

サンカノゴイ ② 絶滅危惧ⅠB 類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

ササゴイ ①③ ― 絶滅危惧種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

クロサギ ①③ ― 危急種 希少 要保護生物

クロツラヘラサギ ①③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN ― 最重要保護生
物

カッコウ ①② ― 希少種 要保護生物

キリアイ ①② ― 希少種 重要保護生物

タマシギ ①②③④ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 希少 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

オオワシ ②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 重要保護生物
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

チュウヒ ①③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 危急種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生
物

イヌワシ ①② 絶滅危惧ⅠB 類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 情報不足

クマタカ ①③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠB 類

コノハズク ①②③ ― 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

アオバズク ①② ― 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 地帯別危惧 最重要保護生
物

ヤマセミ ①②③ ― 希少種 準絶滅危惧 地帯別危惧 重要保護生物

オオセッカ ①②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 危急種 未評価 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 最重要保護生
物

コヨシキリ ①②③ ― 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 一般保護生物

ゴジュウカラ ①③ ― 希少種

コマドリ ①②④ ― 危急種

ホオアカ ①② ― 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠＡ類 要保護生物

絶滅危惧Ⅱ類　２１種

ウズラ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生
物

トモエガモ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 希少 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

ヒメウ ① 絶滅危惧ⅠB 類 EN ― 絶滅危惧Ⅱ類 要保護生物

ヨシゴイ ①② 準絶滅危惧 NT 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 最重要保護生
物

アマサギ ①② ― ― 準絶滅危惧 情報不足

ジュウイチ ① ― 希少種

イカルチドリ ①④ ― 希少種 準絶滅危惧 要保護生物

シロチドリ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅のおそれの
ある地域個体群

最重要保護生
物

セイタカシギ ① 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 希少 最重要保護生
物

オオハシシギ ① ― ―

オオソリハシシギ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 要保護生物

アカアシシギ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 希少 重要保護生物

ツバメチドリ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 絶滅危惧ⅠＡ類 最重要保護生
物

コアジサシ ①②③④ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生
物

ハチクマ ①② 準絶滅危惧 NT 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

サシバ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生
物

オオアカゲラ ①② ― 希少種 希少 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ハヤブサ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

サンショウクイ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 消息不明・絶滅
生物

コシアカツバメ ①② ― 希少種 希少 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

コジュリン ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 未評価 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 最重要保護生
物

準絶滅危惧　１０種

オシドリ ① 情報不足 DD 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠB 類 重要保護生物

カワアイサ ①② ― ―

カイツブリ ①④ ― ― 要保護生物

ケリ ①② 情報不足 DD 希少種 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 絶滅のおそれの
ある地域個体群

最重要保護生
物

アオシギ ①③ ― 希少種 未評価 絶滅危惧Ⅱ類 消息不明・絶滅
生物

オグロシギ ①② ― ― 重要保護生物
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

ツルシギ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 希少 重要保護生物

ハマシギ ①② 準絶滅危惧 NT ― 重要保護生物

オオタカ ①④ 準絶滅危惧 NT 危急種 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

マミジロ ①② ― 希少種 希少 準絶滅危惧

情報不足①注目種　９種

ミゾゴイ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生
物

ヨタカ ①②③ 準絶滅危惧 NT 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 消息不明・絶滅
生物

ヒメアマツバメ ①② ― 危急種 絶滅のおそれの
ある地域個体群 要保護生物

ウミガラス ①②③ 絶滅危惧ⅠA 類 CR ―

ケイマフリ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 最重要保護生
物

ハイタカ ①② 準絶滅危惧 NT 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 情報不足 重要保護生物

アリスイ ①② ― 希少種 準絶滅危惧

コサメビタキ ①②③ ― 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 地帯別危惧 最重要保護生
物

ノジコ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 注意 絶滅危惧Ⅱ類

３　爬虫類
絶滅危惧Ⅱ類　１種

アカウミガメ ①③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 危急種 希少 最重要保護生
物

準絶滅危惧　２種

タカチホヘビ ①③ ― 希少種 未評価 情報不足 絶滅危惧Ⅱ類

シロマダラ ①③ ― 希少種 希少 情報不足 地帯別危惧 重要保護生物

情報不足②現状不明種　３種

ニホンイシガメ ①②⑤ 準絶滅危惧 NT ― 未評価 情報不足 絶滅危惧Ⅱ類 最重要保護生
物

ニホンスッポン ①②④ 情報不足 DD ― 情報不足 準絶滅危惧 情報不足

ヒバカリ ①②④ ― ― 希少 要注目 絶滅危惧Ⅱ類 一般保護生物

４　両生類
絶滅危惧ⅠB 類　２種
ツクバハコネサンショウ
ウオ ①③④ ― 危急種：ハコネ

サンショウウオ

ハコネサンショウウオ ①③ ― 危急種 準絶滅危惧

絶滅危惧Ⅱ類　２種
バンダイハコネサンショ
ウウオ ①③ ― 危急種：ハコネ

サンショウウオ

クロサンショウウオ ①③ 準絶滅危惧種 NT 絶滅危惧種 要注目 情報不足

準絶滅危惧　４種
トウキョウサンショウウ
オ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 最重要保護生

物

アカハライモリ ①② 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 最重要保護生
物

タゴガエル ①② ― 希少種 準絶滅危惧 重要保護生物

カジカガエル ①③ ― 希少種 希少 要注目 地帯別危惧 重要保護生物

情報不足①注目種　３種

アズマヒキガエル ①② ― ― 要注目 要保護生物
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

ツチガエル ①② ― ― 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 最重要保護生
物

トウキョウダルマガエル ①② 準絶滅危惧 NT ― 未評価 準絶滅危惧 準絶滅危惧 重要保護生物

５　淡水・汽水魚類
絶滅危惧ⅠA 類　６種

ニシン湖沼系群 ①②③④ 絶滅のおそれのある地域個体群 LP ―

ゼニタナゴ ①②③④ 絶滅危惧ⅠＡ類 CR 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅 消息不明・絶滅
生物

ニッコウイワナ ①②③④
⑥ 情報不足 DD 絶滅危惧種：イ

ワナ（天然個体群） 要注目 準絶滅危惧

ヤマメ無斑型 ①③⑥ 準絶滅危惧 NT 絶滅危惧種：無
斑型ヤマメ 準絶滅危惧

ゴクラクハゼ ①②③ ― ― 情報不足

マサゴハゼ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ―

絶滅危惧ⅠB 類　２種

タナゴ ①②③④ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 危急種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅 最重要保護生
物

アカヒレタビラ ①②③④ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 危急種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類 情報不足 重要保護生物

絶滅危惧Ⅱ類　９種

スナヤツメ北方種 ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種：スナヤ
ツメ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生

物

ヤリタナゴ ①③④ 準絶滅危惧 NT 危急種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 地域により重要保護
/ 要保護 / 対象外

ホトケドジョウ ①② 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 希少種 希少 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB 類 要保護生物

ギバチ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 希少 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

ウツセミカジカ ①②⑥ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 希少種：回遊型
カジカ

要注目（ｶｼ ｶ゙小
卵型）

シロウオ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 未評価 一般保護生物

ミミズハゼ ①② ― ―

ジュズカケハゼ ①②③ 準絶滅危惧（広域分布種） NT ― 未評価 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 最重要保護生
物

ヒモハゼ ①②③ 準絶滅危惧 NT ―

準絶滅危惧　９種

ニホンウナギ ①②④ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN ―

キンブナ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 未評価 準絶滅危惧 準絶滅危惧 要保護生物

シマドジョウ ①②⑤ ― ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧 要保護生物

ミナミメダカ ①②③⑤
⑥ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種：メダカ 準絶滅危惧

クルメサヨリ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 情報不足 要保護生物

カジカ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧 要注目 準絶滅危惧

オオヨシノボリ ①②③ ― 希少種

エドハゼ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 絶滅危惧ⅠB 類 一般保護生物

ビリンゴ ①②③ ― ― 絶滅危惧Ⅱ類 一般保護生物

情報不足①注目種　７種

カワヤツメ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 未評価 情報不足

ミツバヤツメ ①③ 絶滅のおそれのある地域個体群
（栃木県ミツバヤツメ） LP ― 絶滅危惧Ⅰ類 

ミヤコタナゴ ①②③④ 絶滅危惧ⅠＡ類 CR ― 絶滅危惧Ⅰ類 野生絶滅 最重要保護生
物

ニホンイトヨ ①②③ 絶滅のおそれのある地域個体群 LP 危急種：降海型
イトヨ

カワアナゴ ① ― 希少種 絶滅危惧Ⅱ類
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

ボウズハゼ ①②③ ― 希少種 未評価

イドミミズハゼ ①③ 準絶滅危惧 NT ―

６　昆虫類

○カゲロウ目
準絶滅危惧　１種

アカツキシロカゲロウ ③ 準絶滅危惧 NT ― 一般保護生物

○トンボ目
絶滅　３種

メガネサナエ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 絶滅危惧Ⅰ類

オオキトンボ ①②③ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 消息不明・絶滅
生物

ベッコウトンボ ①②③ 絶滅危惧ⅠA 類 CR 絶滅種 絶滅 絶滅 消息不明・絶滅
生物

絶滅危惧ⅠA 類　４種

コバネアオイトトンボ ①②③④ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN ― 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅 消息不明・絶滅
生物

ベニイトトンボ ①②③ 準絶滅危惧 NT 希少種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

オオセスジイトトンボ ①②③ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 希少種 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

ヒヌマイトトンボ ①②③ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

絶滅危惧ⅠB 類　２種

オオモノサシトンボ ①②③ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN ― 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

キトンボ ①②③ ― 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 消息不明・絶滅
生物

絶滅危惧Ⅱ類　８種

オツネントンボ ①②③ ― ― 最重要保護生
物

ネアカヨシヤンマ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 情報不足 準絶滅危惧 重要保護生物

モイワサナエ ①②③ ― ― 準絶滅危惧

タカネトンボ ①②③ ― ― 重要保護生物

ハネビロエゾトンボ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠA 類 最重要保護生
物

キイロヤマトンボ ①②③④ 準絶滅危惧 NT 危急種 未評価 情報不足 絶滅危惧ⅠＡ類

リスアカネ ①②③ ― ― 重要保護生物

ヒメアカネ ①②③ ― ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧 最重要保護生
物

準絶滅危惧　２０種

アオハダトンボ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧 消息不明・絶滅
生物

キイトトンボ ①②③ ― ― 準絶滅危惧 要保護生物

オゼイトトンボ ①②③ ― 希少種 要注目 絶滅

セスジイトトンボ ①②③ ― ― 要保護生物

ムスジイトトンボ ①②③ ― ― 情報不足 重要保護生物

モートンイトトンボ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 要注目 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

ムカシトンボ ①②③ ― 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧

サラサヤンマ ①②③ ― ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧 一般保護生物

アオヤンマ ①②③ 準絶滅危惧 NT 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

マダラヤンマ ①②③④ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

ルリボシヤンマ ①②③ ― ― 準絶滅危惧

キイロサナエ ①②③ 準絶滅危惧 NT 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 重要保護生物

ナゴヤサナエ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 情報不足 準絶滅危惧 最重要保護生
物

トラフトンボ ①②③ ― ― 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

コノシメトンボ ①②③ ― ― 一般保護生物

ミヤマアカネ ①②③ ― ―

ネキトンボ ①②③ ― ― 未評価 要注目 最重要保護生
物

ハッチョウトンボ ①②③ ― 希少種 要注目 絶滅

ハラビロトンボ ①②③ ― ― 重要保護生物

ヨツボシトンボ ①②③ ― ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧 最重要保護生
物

○カワゲラ目
準絶滅危惧　２種

トワダカワゲラ ①③ ― ― 要注目

フライソンアミメカワゲ
ラ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

情報不足①注目種　１種

シノビアミメカワゲラ ①③ ― ―

○ガロアムシ目
準絶滅危惧　１種

ガロアムシ ①③ ― 希少種 絶滅のおそれの
ある地域個体群

○バッタ目
絶滅危惧ⅠA 類　１種

クロツヤコオロギ ①②③ ― 絶滅危惧種 重要保護生物

絶滅危惧ⅠB 類　４種

オオクサキリ ①②③ ― 絶滅危惧種 準絶滅危惧 最重要保護生
物

カスミササキリ ①②③ ― 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生
物

クツワムシ ①②③④ ― 危急種 要注目 絶滅危惧ⅠB 類 要保護生物

ハマスズ ①②③ ― 絶滅危惧種 最重要保護生
物

絶滅危惧Ⅱ類　３種

リュウキュウチビスズ ①②③ ― 絶滅危惧種：ヤ
マトチビスズ 重要保護生物

ヤマトマダラバッタ ①②③ ― 危急種 最重要保護生
物

カワラバッタ ①②③ ― ― 要注目 準絶滅危惧

準絶滅危惧　７種

コガタコオロギ ①③ ― 希少種 準絶滅危惧 重要保護生物

マツムシ ①③ ― 希少種 要注目 準絶滅危惧 一般保護生物

カヤコオロギ ①②③ ― 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 最重要保護生
物

ナギサスズ
 （ウミコオロギ） ①③ ― 危急種

セグロイナゴ ①②③ ― ― 準絶滅危惧 最重要保護生
物

ショウリョウバッタモド
キ ①③ ― 希少種 準絶滅危惧

イナゴモドキ ①③ ― ― 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生
物
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

○カマキリ目
絶滅危惧Ⅱ類　１種

ウスバカマキリ ①②③ 情報不足 DD ― 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足

○カメムシ目
絶滅危惧ⅠA 類　６種

ババアメンボ ①②③ 準絶滅危惧 NT 絶滅危惧種 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ホッケミズムシ ①②③ 準絶滅危惧 NT ―

ヘリカメムシ ①②③ ― 絶滅危惧種

アズキヘリカメムシ ①②③ ― 危急種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 要保護生物

イシハラカメムシ ①②③ ― 絶滅危惧種 準絶滅危惧

フタテンカメムシ ①②③ ― 絶滅危惧種 要保護生物

絶滅危惧ⅠB 類　６種

エサキアメンボ ①②③ 準絶滅危惧 NT 絶滅危惧種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 重要保護生物

ミヤケミズムシ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧ⅠA 類

コエゾゼミ ①②③ ― 危急種

アカエゾゼミ ①②③ ― 危急種 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ハリサシガメ ①②③ 準絶滅危惧 NT 危急種

ヒウラカメムシ ①②③ ― 危急種

絶滅危惧Ⅱ類　５種

ハネナシアメンボ ①②③ ― 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 重要保護生物

コオイムシ ①②③ 準絶滅危惧 NT 希少種 注意 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA 類

シモフリクチブトカメム
シ ①②③ ― ― 要注目 準絶滅危惧

ヨツボシカメムシ ①②③ ― 危急種

フトハサミツノカメムシ ①②③ ― ― 要注目 準絶滅危惧

準絶滅危惧　１０種

ヒメハルゼミ ①②③ ― 希少種 一般保護生物

ハルゼミ ①②③ ― 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 最重要保護生
物

タガメ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠA 類 最重要保護生
物

ベニモンマキサシガメ ①②③ ― 希少種 準絶滅危惧

ヒメマダラナガカメムシ ①②③ ― ― 一般保護生物

ナカボシカメムシ ①②③ ― ―

オオクチブトカメムシ ①②③ ― ― 消息不明・絶滅
生物

チャイロクチブトカメム
シ ①②③ ― ―

モンキツノカメムシ ①②③ ― 希少種

オオツノカメムシ ①②③ ― ― 要注目 要保護生物

○アミメカゲロウ目
準絶滅危惧　３種

キントキクサカゲロウ ①②③ ― ―

クシヒゲカゲロウ ③   ― ―

オオウスバカゲロウ ①②③ ― ― 絶滅危惧Ⅰ類 

23



種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

情報不足①注目種　２種

アヤホソバヒメカゲロウ ②③ ― ―

ナナホシクサカゲロウ ②③ ― ―

○ヘビトンボ目
情報不足①注目種　１種

ヤマトセンブリ ①③ 情報不足 ― 準絶滅危惧

○コウチュウ目
絶滅危惧ⅠA 類　９種
ワタラセハンミョウモド
キ ①②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 

コブヤハズカミキリ ①②③ ― 絶滅危惧種

ヒメビロウドカミキリ ①②③ 準絶滅危惧 NT 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

アオヘリアオゴミムシ ①③ 絶滅危惧ⅠA 類 CR ― 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠB 類 最重要保護生
物

オオヒラタトックリゴミ
ムシ ①③ 絶滅危惧ⅠA 類 CR ― 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅

アカツヤドロムシ ①③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN ―

コガタノゲンゴロウ ① 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

アサカミキリ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

カミヤコガシラミズムシ ①②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 希少種 準絶滅危惧

絶滅危惧ⅠB 類　８種
オオイチモンジシマゲン
ゴロウ ①②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 最重要保護生

物

ゲンゴロウ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 注意 絶滅危惧ⅠA 類 消息不明・絶滅
生物

コミズスマシ ①②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN ― 一般保護生物

ヒメキイロマグソコガネ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅰ類 最重要保護生
物

キボシチビコツブゲンゴ
ロウ ②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN ― 最重要保護生

物

セスジガムシ ①③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB 類

ヨツボシカミキリ ① 絶滅危惧ⅠB 類 EN ― 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

オオコブスジコガネ ②③④ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 最重要保護生
物

絶滅危惧Ⅱ類　２４種

アオマダラタマムシ ①②③ ― 絶滅危惧種 希少 準絶滅危惧 準絶滅危惧 要保護生物

アイヌハンミョウ ①②③ 準絶滅危惧 NT 危急種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 絶滅 重要保護生物

オオクワガタ ①②③④ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 希少 要注目 絶滅危惧ⅠA 類 最重要保護生
物

ミヤマダイコクコガネ ①②③④ ― 危急種

オオチャイロハナムグリ ①②③ 準絶滅危惧 NT 危急種 注意 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ベーツヒラタカミキリ ①②③ ― 危急種 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

ヨコヤマヒゲナガカミキ
リ ①②③ ― 絶滅危惧種

オオネクイハムシ
 （オオミズクサハムシ） ①②③ ― 危急種 希少 準絶滅危惧

オオルリハムシ ①②③ 準絶滅危惧 NT 危急種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

ガムシ ①② 準絶滅危惧 NT 希少種 要注目 絶滅危惧ⅠA 類 要保護生物

アシナガミゾドロムシ ①②③ ― 希少種

キベリマルクビゴミムシ ①②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN ― 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 重要保護生物

チビアオゴミムシ ①②③ 絶滅危惧ⅠB 類 EN ― 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 最重要保護生
物
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コウベツブゲンゴロウ ①②③ 準絶滅危惧 NT ―

マルガタゲンゴロウ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠA 類 重要保護生物

コオナガミズスマシ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 一般保護生物

ケスジドロムシ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧

オビヒメコメツキモドキ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧

マルケシゲンゴロウ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅱ類

マルチビゲンゴロウ ①②③ 準絶滅危惧 NT ―

キベリクロヒメゲンゴロ
ウ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧

クロゲンゴロウ ①② 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧ⅠA 類

オオミズスマシ ①② 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅱ類 要保護生物

キボシツブゲンゴロウ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧 最重要保護生
物

準絶滅危惧　１９種

ツクバホソナガゴミムシ ①②③ ― 希少種 要注目

セアカオサムシ ①② 準絶滅危惧 NT 危急種 要注目 準絶滅危惧 重要保護生物

エグリゴミムシ ①②③ ― 危急種

ヤマトタマムシ ①②③ ― 危急種 要注目

ゲンジボタル ①②③④ ― 危急種 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

キイロジョウカイ ①②③ ― 危急種 希少 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠB 類

ヤマトヒメメダカカッコ
ウムシ ①②③ ― 危急種 準絶滅危惧

ワタラセミズギワアリモ
ドキ ①②③ ― 危急種 希少 準絶滅危惧

スネケブカヒロコバネカ
ミキリ ②③ ― 危急種

アカガネネクイハムシ ①②③ 準絶滅危惧 NT 危急種 絶滅危惧Ⅰ類 

サシゲチビタマムシ ① ― 希少種 要注目

ツヤヒメオオキノコ ①③ ― 希少種

キイロテントウダマシ ②③ ― 希少種

ムナグロチャイロテント
ウ ②③ ― 危急種 要注目 準絶滅危惧

ルリナガクチキ ①③ ― 希少種

カタビロハムシ ①③ ― 希少種

キンイロネクイハムシ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 希少 絶滅危惧Ⅱ類 要保護生物

サトウナガタマムシ ③   ― ―

ヤマトオサムシダマシ ①②③ 準絶滅危惧 NT ―

○シリアゲムシ目
準絶滅危惧　２種
ガガンボモドキ
 （ヤマトガガンボモドキ）①②③ ― 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 要保護生物

ヒロオビシリアゲ ②③ ― ―

○チョウ目　チョウ類
絶滅　２種

オオウラギンヒョウモン ①② 絶滅危惧ⅠA 類 CR 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅 絶滅 消息不明・絶滅
生物

ヒョウモンモドキ ①③ 絶滅危惧ⅠA 類 CR ― 絶滅危惧Ⅰ類 消息不明・絶滅
生物
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

絶滅危惧ⅠA 類　５種
ウスバアゲハ

（ウスバシロチョウ） ③④ ― 絶滅危惧種

ヒメシロチョウ ①②③ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 希少種 準絶滅危惧 絶滅

カラスシジミ ①③ ― ― 準絶滅危惧 要注目 絶滅危惧Ⅱ類

クロシジミ ①②③④ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅 消息不明・絶滅
生物

キバネセセリ ③ ― 希少種 要注目

絶滅危惧ⅠB 類　９種

チャマダラセセリ ①②③④ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 

ホシチャバネセセリ ①②③ 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅

スジボソヤマキチョウ ①②③ ― 希少種

ツマグロキチョウ ①② 絶滅危惧ⅠＢ類 EN ― 準絶滅危惧 要注目 絶滅 消息不明・絶滅
生物

ウラジロミドリシジミ ①③ ― 危急種 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠA 類

ハヤシミドリシジミ ①③ ― 危急種 希少 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

ヒメシジミ ①②③④ 準絶滅危惧
（本州・九州亜種） NT 希少種 注意 要注目 絶滅危惧ⅠA 類

ミヤマカラスシジミ ①②③ ― 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類

ムモンアカシジミ ①③ ― 希少種 希少 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類

絶滅危惧Ⅱ類　８種

ギンイチモンジセセリ ①② 準絶滅危惧 NT ― 注意 要注目 準絶滅危惧 一般保護生物

コキマダラセセリ ①③ ― 希少種 準絶滅危惧

スジグロチャバネセセリ ①② 準絶滅危惧
（四国亜種，北海道・本州・九州亜種）NT ― 注意 要注目 絶滅危惧Ⅱ類

ウラキンシジミ ①② ― ― 準絶滅危惧 最重要保護生
物

ジョウザンミドリシジミ ①③ ― 希少種 絶滅危惧ⅠA 類

ウラギンスジヒョウモン ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧 消息不明・絶滅
生物

オオムラサキ ①② 準絶滅危惧 NT 希少種 注意 要注目 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

ヒメキマダラヒカゲ ③ ― 希少種 一般保護生物

準絶滅危惧　９種

アイノミドリシジミ ①③ ― 希少種 準絶滅危惧

ウスイロオナガシジミ ③ 絶滅危惧ⅠA 類
（九州亜種） CR 希少種 要注目 絶滅危惧Ⅱ類

ウラクロシジミ ①② ― ― 準絶滅危惧

ウラゴマダラシジミ ①② ― ― 要注目 絶滅危惧Ⅱ類 要保護生物

エゾミドリシジミ ①③ ― 希少種

オナガシジミ ①③ ― ― 準絶滅危惧 準絶滅危惧

クロミドリシジミ ① ― ― 希少 要注目 絶滅危惧ⅠB 類

フジミドリシジミ ①③④ ― 希少種 要注目 準絶滅危惧

オオヒカゲ ①② ― ― 要注目

○チョウ目　ガ類
絶滅危惧ⅠA 類　２種

マエアカヒトリ ② 準絶滅危惧 NT ― 絶滅 消息不明・絶滅
生物

ミツモンケンモン ② 絶滅危惧ⅠＢ類 EN 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

絶滅危惧ⅠB 類　２種

オオチャバネヨトウ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 絶滅危惧Ⅱ類 要保護生物

イチモジヒメヨトウ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 要保護生物

絶滅危惧Ⅱ類　３種

ネスジシャチホコ ② ― 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧

マエジロシャチホコ ② ― 希少種 準絶滅危惧

ハスオビアツバ ①③ ― 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類

準絶滅危惧　１３種

フタテンツヅリガ ② ― 希少種

ミツシロモンノメイガ ②③ ― 希少種

ノコバアオシャク ①② ― 希少種

フチグロトゲエダシャク ①② ― 希少種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類

ウスズミカレハ ② ― 希少種

ヒメカレハ ①② ― 希少種

オナガミズアオ ②③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅のおそれの
ある地域個体群

ヤママユ ①② ― ― 地帯別危惧

キスジウスキヨトウ ①② 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧

ウスミミモンキリガ ①② 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 一般保護生物

オオシロテンクチバ ② ― 希少種

ユミモンクチバ ② ― 希少種

ネグロアツバ ② ― 希少種

○トビケラ目
準絶滅危惧　２種

ギンボシツツトビケラ ①③ 準絶滅危惧 NT ―

ヒヌマセトトビケラ ① ― ―

情報不足①注目種　３種

アイシマトビケラ ③ ― ―

ナガレエグリトビケラ ③ ― ―

チョウモウコヒゲナガト
ビケラ ③ ― ―

情報不足②現状不明種　１種

スジトビケラ ① ― ―

○ハチ目
絶滅危惧Ⅱ類　９種

ヤマトアシナガバチ ①② 情報不足 DD 危急種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠB 類

サイジョウハムシドロバ
チ ①②③ ― 危急種

ハラナガハムシドロバチ ①②③ ― 危急種

ヤマトスナハキバチ ①③ 情報不足 DD 危急種

ニッポンハナダカバチ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 危急種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠA 類

トモンハナバチ ①③ ― ― 絶滅危惧Ⅱ類

シロスジフトハナバチ ①③ ― ― 最重要保護生
物
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

エゾアカヤマアリ ③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 準絶滅危惧

トゲアリ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ―

準絶滅危惧　８種

ウマノオバチ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧

キアシナガバチ ① ― 希少種

アマクサヤドリコハナバ
チ ①③ ― ―

シロスジフデアシハナバ
チ ①③ ― ―

ホシトガリハナバチ ①③ ― ―

オオマルハナバチ ① ― 希少種

ナミルリモンハナバチ ①③ ― ― 準絶滅危惧

テラニシクサアリ
（テラニシケアリ） ①③ 準絶滅危惧 NT 危急種：テラニ

シケアリ

情報不足①注目種　４種

ニトベギングチ ③ 情報不足 DD ― 絶滅危惧Ⅱ類

アオスジクモバチ ③ 情報不足 DD ―

クズハキリバチ ③ 情報不足 DD ―

クロマルハナバチ ③⑤ 準絶滅危惧 NT ― 要保護生物

情報不足②現状不明種　１種

スギハラクモバチ ③ ― ― 要保護生物

７　クモ類
絶滅危惧Ⅱ類　１種

イソコモリグモ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種

準絶滅危惧　９種

ワスレナグモ ①③ 準絶滅危惧 NT 希少種 準絶滅危惧 情報不足 最重要保護生
物

カネコトタテグモ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧 最重要保護生
物

キシノウエトタテグモ ①③ 準絶滅危惧 NT 希少種 準絶滅危惧 準絶滅危惧 重要保護生物

キノボリトタテグモ ①③ 準絶滅危惧 NT 希少種 準絶滅危惧 重要保護生物

ハナサラグモ ①②③ ― ―

アブクマホラヒメグモ ③ ― ―

コガネグモ ①②③ ― ― 絶滅危惧ⅠB 類 要保護生物

コアシダカグモ ①②③ ― ―

ナガイヅツグモ ①③ ― ―

８　その他無脊椎動物

○海綿動物門
準絶滅危惧　１種

シロカイメン ①③ ― 希少種

情報不足②現状不明種　１種

ヨコトネカイメン ①②③ ― 希少種
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

○刺胞動物門
情報不足②現状不明種　１種

エダヒドラ ①     ― ―

○扁形動物門
絶滅危惧ⅠA 類　１種

カントウイドウズムシ ①②③ 絶滅危惧Ⅰ類 CR+EN 希少種

絶滅危惧Ⅱ類　１種

カズメウズムシ ①③ ― 希少種 準絶滅危惧

準絶滅危惧　１種

ミヤマウズムシ ①③ ― ― 絶滅のおそれの
ある地域個体群

○紐形動物門
情報不足②現状不明種　３種

ヒヌマヒモムシ ②③ ― ―

チビキスイヒモムシ ②③ ― ―

ヒメキスイヒモムシ ②③ ― ―

○軟体動物門（巻貝類）
絶滅　１種
カタヤマガイ
 （ミヤイリガイ） ①②③④ 絶滅危惧Ⅰ類 CR+EN ― 最重要保護生

物

絶滅危惧ⅠA 類　５種

イシマキガイ ①②③ ― ― 重要保護生物

ホラアナゴマオカチグサ ①②③ 絶滅危惧Ⅰ類 CR+EN ― 絶滅危惧Ⅱ類

カワグチツボ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 一般保護生物

ヤセキセルモドキ ①③ 絶滅危惧Ⅰ類 CR+EN ―

ツクバビロウドマイマイ ①③④ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種

絶滅危惧ⅠB 類　３種

ヨシダカワザンショウ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 重要保護生物

スナガイ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 要保護生物

ナタネキバサナギ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 最重要保護生
物

絶滅危惧Ⅱ類　９種

ムシオイガイ ①③ ― ― 準絶滅危惧

ヒラドカワザンショウ ①③ ― ―

クリイロカワザンショウ ①③ 準絶滅危惧 NT ―

ミズゴマツボ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 最重要保護生
物

モノアラガイ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧 要保護生物

ミズコハクガイ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 絶滅のおそれの
ある地域個体群

最重要保護生
物

ハブタエギセル ①②③④ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 希少種 絶滅危惧Ⅱ類

レンズガイ ①③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 絶滅 重要保護生物

スジキビ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB 類

準絶滅危惧　１９種

ヤマキサゴ ①③ ― ―
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

ヤマタニシ ①③ ― ―

ゴマガイ
 （ウゼンゴマガイ） ①③ ― ―

マルタニシ ①②③④ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 準絶滅危惧 一般保護生物

ヒナタムシヤドリカワザ
ンショウ ①③ 準絶滅危惧 NT ―

ヒラマキミズマイマイ ①②③ 情報不足 DD ― 準絶滅危惧 重要保護生物

ヒラマキモドキ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅のおそれの
ある地域個体群

ナガオカモノアラガイ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 要保護生物

キセルモドキ ①③ ― 希少種：キセル
ガイモドキ 準絶滅危惧 要保護生物

ヒメギセル ①③ ― ― 要注目 最重要保護生
物

オオタキコギセル ①③ ― ― 絶滅危惧ⅠB 類 一般保護生物

ナミコギセル ①③ ― ― 絶滅のおそれの
ある地域個体群

パツラマイマイ ①②③ 絶滅のおそれのある地域個体群
（近畿地方以西） LP ―

ウメムラシタラ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠB 類 重要保護生物

タカキビ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

ヒメカサキビ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅱ類 重要保護生物

ヒメハリマキビ ①③ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧ⅠB 類

ヒゼンキビ ①③ 準絶滅危惧 NT ―

コケラマイマイ ①③ 準絶滅危惧 NT ―

情報不足①注目種　９種

トウキョウヒラマキ ①③ 情報不足 DD ― 絶滅のおそれの
ある地域個体群 重要保護生物

ヒメヒラマキミズマイマ
イ ①③ 情報不足 DD ―

コウフオカモノアラガイ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ―

マルナタネ ①③ ― ― 絶滅危惧Ⅱ類

ハクサンベッコウ ①③ 情報不足 DD ― 絶滅危惧Ⅱ類

エゾヒメベッコウ ①③ 情報不足 DD ―

エナクリイロベッコウ ①③ 情報不足 DD ―

ヒラベッコウ ①③ 情報不足 DD ― 絶滅危惧Ⅱ類

ニッコウヒラベッコウ ①③ 情報不足 DD ― 要注目

情報不足②現状不明種　４種

オオタニシ ①②③④ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅱ類

イマムラミジンツボ ①③ ― ―

マメタニシ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 最重要保護生
物

ヤマトキバサナギ ①②③ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ―

○軟体動物門（二枚貝類）
絶滅危惧ⅠA 類　３種

カワシンジュガイ ①②③④ 絶滅危惧Ⅱ類 VU 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 

カラスガイ ①②③④ 準絶滅危惧 NT 危急種 情報不足 絶滅危惧Ⅱ類 最重要保護生
物

サビシラトリ ①②③ 準絶滅危惧 NT ― 重要保護生物
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種名 選定理由 環境省
2014

茨城県
2000

福島県
2002・2003

栃木県
2011

埼玉県
2008

千葉県
2011

絶滅危惧Ⅱ類　３種

マツカサガイ ①④ 準絶滅危惧 NT 危急種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠB 類 重要保護生物

ヨコハマシジラガイ ①④ 準絶滅危惧 NT ― 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 要保護生物

マシジミ ①⑤⑥ 絶滅危惧Ⅱ類 VU ― 最重要保護生
物

準絶滅危惧　１種

イシガイ ①④ ― ― 情報不足 準絶滅危惧 一般保護生物

情報不足①注目種　１種

フネドブガイ ①④ ― ―

○環形動物門（多毛類）
準絶滅危惧　１種

イトメ ①③ ― ―

情報不足②現状不明種　２種

シダレイトゴカイの一種 ③ ― ―

ドロオニスピオ ② ― ―

○節足動物門（甲殻類）
絶滅危惧ⅠA 類　１種

アリアケモドキ ②③ ― ― 最重要保護生
物

絶滅危惧Ⅱ類　５種

ヌマエビ ③ ― ― 要保護生物

ハマガニ ②③ ― ― 消息不明・絶滅
生物

ヤマトオサガニ ①③ ― ― 一般保護生物

コメツキガニ ①③ ― ― 一般保護生物

チゴガニ ①③ ― ― 一般保護生物

準絶滅危惧　５種

ヒヌマヨコエビ ①③ ― ―

ヌカエビ ① ― 希少種 要注目 絶滅危惧Ⅱ類 要保護生物

ミゾレヌマエビ ③ ― ― 最重要保護生
物

モクズガニ ②④ ― ― 要注目 準絶滅危惧 一般保護生物

アカテガニ ①③ ― ― 一般保護生物

情報不足①注目種　２種
フタマタスナウミナナフ
シ ③ ― ―

フタバカクガニ ③ ― ―

○苔虫動物門
絶滅危惧Ⅱ類　２種

ヒメテンコケムシ ①③ ― ―

カンテンコケムシ ①③ ― 希少種
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○選定種の解説項目
　各対象種の解説内容については，次の項目について記述した。

　【選定理由】　　
　　選定理由一覧（p.13）の番号で示したほか，補足事項を文章で記述　

　【分布状況】　　
　　対象種の分布状況について記述

　【形態及び生態】
　　対象種の特徴を示す形態及び生態について記述

　【近似種】　　　
　　近似種との異同について区別点を記述

　【生息地】　　　
　　対象種の生息に必要な特有の環境条件や県内の生息状況について概要を記述

　【生存の危機】　
　　生存に対する既知の報告や想定される圧迫要因について記述

　【特記事項】　　
　　上記以外で特に記載すべき点があるものについて記述

　【執筆者（協力者）】
　　協力者がある場合は括弧内に示した。

　【文献】
　それぞれの分類群（哺乳類，鳥類等）の末尾に文献一覧を掲載し，各種毎の記載では一覧の番
号で示した。但し，昆虫・クモ類のみ目毎に一覧をまとめてある。

　【その他】
　　・写真と図には，撮影者または提供者，及び撮影場所等を示した。
　　・カテゴリーは，茨城県 2016 年（今次改訂版），同 2000 年，環境省 2014 年のデータに基づく。
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1 哺乳類
１）概　要
　日本に生息する陸生哺乳類は，在来種のみで 23 科 57 属 110 種が確認されている。鯨類などの海生
哺乳類を加えると，さらに 41 種増えて 151 種となる。陸生哺乳類のうち 44 種が固有種であり，属の
レベルでも 6 属が日本固有なことは特筆すべき点である。これは，現在に至るまで日本列島に多様な
生息環境が担保されてきた結果，多くの種が長期間にわたって保存されてきたためと考えられている。
　茨城県では，2015 年の時点で陸生哺乳類は 15 科 32 属 37 種（外来種 3 科 3 属 3 種を含む），海生
哺乳類は 9 科 24 属 30 種が確認されている。ただし，本県での哺乳類相やその生態についての研究は
十分進んでいるとは言い難い。したがって，今後，コウモリ目（翼手目）や食虫目などの小型哺乳類を
中心に，生息確認種が増える可能性が大きい。また，海生哺乳類については漂着遺体の確認事例なども
種数に暫定的に含めているため，本県沿岸域に実際に生息する種の選定が今後の課題である。
　陸生哺乳類の生息環境として本県を概観してみると，県北の阿武隈・八溝山地から筑波・加波山地に
連なる山地帯と，霞ヶ浦や涸沼とそこに流出入する水系ネットワーク地帯，それらの中間に位置する人
の手が強度に加えられた里地・里山地帯が代表な景観となる。土地区分の統計値から見ると，森林率が
31% と低い一方，耕地面積は 174,100 ha（29％）と全国で 2 番目に広く，哺乳類の生息環境として
は関東各県の中でも特異である。そのため，生息環境に連続した広い面積と，一定の質を求める森林性
あるいは半森林性の大型哺乳類に着目すると，本県からはツキノワグマ，ニホンザル，ニホンジカ，カ
モシカが近世から近代にかけて一旦姿を消しており，これらが連綿と生息してきた近隣県と様相が異な
る（ただし，千葉県にはツキノワグマとカモシカはもともと生息しない）。
　小型哺乳類であるドガリネズミ科およびモグラ科，コウモリ目，ネズミ目（齧歯目）の生息種やその
生態については，これまでに極めて断片的な情報が蓄積されているに過ぎない。また，過去の記録も少
なく，その裏付けとなる標本が存在しない事例が多い。さらに，標本の存在が記録に残る種でも，東日
本大震災で被災しその所在が不明になっている例がいくつか確認された。こうした貴重な自然史標本を
散逸させずに，恒久的な施設に保管するための仕組み作りが急がれる。これらの分類群では，トガリネ
ズミ科のカワネズミが今回のリストに新たに加わったが，その分布状況には不明な点が多い。今回の調
査で得られた標本は，県自然博物館に収蔵保管されている。コウモリ目では，前回のレッドリスト掲載
種であったヤマコウモリ（ヒナコウモリ科）がリストから除外された。これは，これまでの本種の確認
事例が目視やバットディテクターを用いた音声によるものだけで，標本資料の保管が確認できなかった
ためである。レッドリスト改訂に併せた，かすみ網などによる補完調査でも本種の生息を示す確実な証
拠は得られなかった。今後，生体や斃死体が確認されれば，リストへの復活を検討すべき種である。一
方，ヒナコウモリとユビナガコウモリが新たにリストに加わったが，どちらも生息情報は断片的で，今
後のより詳細な調査が求められる。ネズミ目では，リス科のニホンモモンガがリストに加わったが，そ
の生息状況はほとんど分かっていない。最後に，本県のレッドリストは種に着目した指定となっている
が，コウモリ目などではコロニー単位の保全も今後の検討課題である。例えば，水戸市の金山跡の坑道
には，普通種の扱いながらキクガシラコウモリとコキクガシラコウモリ（いずれもキクガシラコウモリ
科）の大規模コロニーが確認された。しかし，それら地域の保全の枠組みが整備されておらず，コロニー
内部への人間の侵入やいたずらが行われている形跡がある。こうしたコロニーを形成する種の行動圏や
季節移動の有無などを把握した上で，地域集団として適切に保全する必要がある。
　ネコ目（食肉目）についても，分布域や生態についての知見は限られている。前回からのリスト掲載
種であるオコジョ（イタチ科）は，これまで確認記録のある地点での自動撮影カメラの設置など，補完
調査を試みたが証拠は得られていない。里山から山地帯まで広く分布するキツネ（イヌ科），テン（イ
タチ科），アナグマ（イタチ科）などについても，本県での生息実態には不明な点が多い。アナグマは，
前回のレッドリストで分布域と生息個体数の減少を懸念したが，近年は県南部の平地でも姿が見られる
ようになった。分布域に回復傾向があるのか，あるいは調査の不十分さに原因があったのかについて精
査が必要である。ツキノワグマ（クマ科）は，近年，再び本県に姿を現した種で，幼獣も確認されてい
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るので定着が示唆される。そのため，注目種としてリストに加えたが，今後，本種の分布拡大をいかに
管理すべきかについて，関係機関と地元を交えた慎重な議論が必要である。
　ウシ目（偶蹄目）では，ツキノワグマと同様にニホンカモシカ（ウシ科）を注目種として加えた。親
子グループが確認されており定着の可能性が高い。今後の分布域管理をどのように進めるか，ツキノワ
グマと同様に早急に論じられるべきである。さらに，今後は栃木県側や福島県側からのニホンジカ（シ
カ科）の進出も予想され，注意深いモニタリングが必要である。イノシシ（イノシシ科）は，他の大型
哺乳類と異なり，本県では近世から絶えることなく生息してきた唯一の偶蹄類で，分布域と個体数を
増加させつつある。近年は，国道 6 号線を越えた東側の涸沼や霞ヶ浦周辺にも定着を見せ始めている。
本県では，イノシシ管理計画を策定して農作物への被害抑制と個体群管理を進めているところである。
　海生哺乳類については，本県が南北に長い海岸線を持つことから，これまでに多くの種の座礁や遺体
漂着事例が記録されている。前述のように，茨城沿岸に生息環境を依存する種の選定が今後の課題とし
てあげられる。今回のリストでは，沿岸性であり，しばしば座礁や混獲によって本県で確認されている
スナメリ（クジラ目，ネズミイルカ科）を掲載した。
　外来種では，ハクビシン（ネコ目，ジャコウネコ科）が 1963 年に大子町で初記録されたが，1990
年代以降には全県に分布を広げている。遺伝子解析の結果から，台湾を起源に持つ集団であることが判っ
ている。2000 年代後半には，特定外来生物の指定を受けたアライグマ（ネコ目，アライグマ科）が県
南，県西，県北地域で同時多発的に確認されるようになった。その後，分布域と個体数を徐々に増やし
ている。県はアライグマ防除計画を策定してその根絶を目指している。クリハラリス（ネズミ目，リス科）
も県南の菅生沼東岸を中心に定着しており，坂東市と常総市ではクリハラリス防除計画を策定して根絶
を試みている。これらの外来種以外にも，県西地区でマスクラット（ネズミ目，ネズミ科）[ あるいはヌー
トリア（ネズミ目，ヌートリア科）] が当該地域の河川で目撃されているほか，最近は県南地域で，キョ
ン（ウシ目，シカ科）と思われる動物が複数地点で目撃されている。時宜を逸しない情報の収集と迅速
な対策が必要不可欠である。
　哺乳類の多くは森林性であったり夜行性であるため，その生息確認は容易ではない。現状では断片的
な生息情報からその動態を予測することしかできていない。公的研究機関に加えて，在野の研究者との
協働作業が求められるが，それには在野の哺乳類研究者の育成も視野に入れる必要があるだろう。

（山﨑晃司）

２）対象種の解説
　カテゴリー別に分類した 13 種（絶滅危惧 8 種，情報不足 5 種）について，以下に解説する。
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ユビナガコウモリ

コテングコウモリ

ヒナコウモリ科

ヒナコウモリ科

選 定 理 由　③ 分布が局地的
分 布 状 況　本州以南，屋久島まで分布。関東では千葉県を除くと確

認記録は少ない。アフガニスタンからインド，中国，朝鮮半島。
形態及び生態　前腕長平均 47.3㎜（本州産），体重 10 ～ 17g の食虫

性コウモリ。耳介は短く丸みを帯びる。体毛はこげ茶色でビロード状。
狭長型の翼を持ち，森林や草地などの上の開けた場所で採餌する。ねぐ
らは自然洞窟や廃坑，防空壕跡，トンネルなど。季節的に移動し，ねぐ
らを変える。季節的な移動距離は 50 ～ 70㎞におよび，200㎞以上移
動した例もある。ねぐらでは数十～数千個体の集団をつくる。冬眠期や
出産哺育期に数万の大集団になることがある。夏期に 1 仔を産む。

近 似 種　奄美島以南～西表島から知られるリュウキュウユビナガ
コウモリはユビナガコウモリに似るが，サイズが小さい。

生 息 地　日立市多賀町および日立市鮎川町における学術捕獲事例
のみである。素掘トンネル 1 カ所で，11 月に多いときで 80 個体以上
の集団が確認されている。

生 存 の 危 機　河川河口の素掘トンネルとその周辺でしか生息が確認さ
れておらず，今後の生息環境の消失が懸念される。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　安井さち子
文 献　11），26），27），28），29）30）

選 定 理 由　③ これまでに確認された地域および個体数が少ない。
分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，隠岐，対馬，屋久島。朝鮮半島，

沿海州，サハリン，国後島。
形態及び生態　前腕長 28 ～ 35㎜，体重 4 ～ 8g の食虫性コウモリ。

鼻孔の先が筒状になって，左右ともやや外側を向いている。背中側は明
るい茶色，腹側は白い。背中側の毛は長く密生する。森林に生息し，ね
ぐら（昼間の隠れ場所）として，丸まった枯葉の中，樹皮下，樹洞，ず
い道，洞穴など，様々な場所を利用する。夏期に 1 ～ 2 仔を産む。出
産哺育場所は樹洞や，ぶらさがった枯葉のかたまりなどが知られる。

近 似 種　テングコウモリはサイズが大きく，体毛が灰褐色で背面
には銀色の光沢をもつ刺し毛がある。

生 息 地　北茨城市四時川渓谷，小川，旧山方町山方，大子町，桜
川市筑波山で捕獲記録がある。これらの環境は山地～丘陵の自然林や二
次林である。

生 存 の 危 機　森林伐採等による生息地の減少や分断化のおそれがある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　安井さち子
文 献　18），19），20），21），22），23），24），25）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Miniopterus fuliginosus (Hodgson)

Murina ussuriensis Ognev

撮影　安井さち子

撮影　安井さち子
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カワネズミトガリネズミ科

選 定 理 由　①③ 生息地の改変および分布が局地的
分 布 状 況　日本固有種。本州，九州に分布するが，四国での近年の

記録はない。
形態及び生態　頭胴長 99 ～ 139㎜，尾長 78 ～ 136㎜，体重 25 ～

58g。半水生適応した大型で尾の長いトガリネズミ。生息地は大径の
浮石が多く，流れの速い渓流の付近に限られる。頻繁に水中に潜り，様々
な無脊椎動物や両生類，魚類などの小動物を捕食する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　これまでに，北茨城市（華川町花園，関本町才丸），高萩

市（横川）で学術捕獲されたほか，北茨城市（華川町小豆畑）で自動撮
影されている。高萩市大北川での過去の情報や，1998 年には石岡市（旧
八郷町）上曽での記録もある。

生 存 の 危 機　河川上流域の開発行為や，付随する土砂流入によって，
本種の生息に適した環境が減少している。

特 記 事 項　IUCN の LC（低懸念）に指定。
執筆者（協力者）　藤本竜輔
文 献　1），8），9），10），13）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 絶滅のおそれのある地域個体群（九州地方）

ヤマネヤマネ科

選 定 理 由　③ 分布が局所的
分 布 状 況　本州，四国，九州，隠岐諸島に分布する 1 属 1 種の日本

固有種。
形態及び生態　 頭 胴 長 68 ～ 84 ㎜， 尾 長 44 ～ 54 ㎜， 体 重 14 ～

20g 程度だが，冬眠前の体重は 34 ～ 40g に増加する。四肢は短く，
背面は暗褐色で，背中に黒褐色の縦線が走る。夜行性で主に樹上で活動
する。樹洞内にコケや樹皮を集めて球形の巣を作る。果実，昆虫などの
小動物，小鳥の卵などを捕食する。寒冷期には冬眠を行う。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　阿武隈山地で断片的な生息情報があるが，分布は局所的

であり，その生態についても分かっていない。
生 存 の 危 機　生息動態が不明であり，保全のための具体的施策の検討

も困難である。今後，局所的な生息環境が消失していくことが懸念され
る。

特 記 事 項　国指定の天然記念物，IUCN の LC（低懸念）に指定。
執筆者（協力者）　山﨑晃司
文 献　2），13），17），57）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Chimarrogale platycephalus (Temminck)

Glirulus japonicus (Schinz)

撮影　藤本竜輔

撮影　小菅次男
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哺
乳
類

ニホンリスリス科

選 定 理 由　①⑤ 調査不足も否めないが，鹿行，県南，県西部の平地林で
生息情報が著しく希薄である。生息地の分断，孤立が懸念される。千葉県
北部の平地林で生息情報があるが，県南地域へ河川を越えての個体の供
給は考えにくい。

分 布 状 況　本州，四国，九州，淡路島。市街地周辺や本州の中国地
方で稀，九州と淡路島は近年情報がない。

形態及び生態　頭胴長 16 ～ 22㎝，尾長 13 ～ 17㎝，体重 250 ～
310g。背面は夏毛で赤褐色，冬毛で暗褐色，腹は純白。平野から亜高
山帯までの自然林を好み，低山帯の松林に多い。昼行性で主に樹上で活
動するが，春から秋に食物を地面に浅く埋め貯蔵し，冬の餌の少ない時
期に利用する。樹木の種子，果実，花芽，キノコ類を好み，昆虫その他
の節足動物も食べる。樹皮などで球形の巣を樹上に作る。行動圏は雌で
4 ～ 17ha，雄で 4 ～ 30ha。初春から夏までの間に 1 ～ 2 回，2 ～
6 頭の子を産む。

近 似 種　キタリスが北海道に生息する。クリハラリスが坂東市に
定着し，シマリスの生息確認が常陸大宮市にある。

生 息 地　阿武隈山地，八溝山地，筑波・加波山系の一帯に分布する。
1996 年に神栖市で遺存的生息地が確認された後は，筑波山系以南で情
報がほとんどない。

生 存 の 危 機　平地の松林の減少が生息地を狭めたと考えられる。生息
環境の減少に歯止めがなく，好転も望めない。シマリスとの競合が懸念
される。

特 記 事 項　千葉県が要保護動物（環境省：絶滅危惧Ⅱ類に相当）に，
埼玉県が地帯別危惧（環境省：該当なし）に指定。

執筆者（協力者）　竹内正彦
文 献　36），37），38），39），40），41），50），51），

52），53），54），57）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 絶滅のおそれのある地域個体群（中国，九州地方）

ニホンモモンガリス科

選 定 理 由　③ 分布が局所的
分 布 状 況　本州，四国，九州に分布する日本固有種。
形態及び生態　頭胴長 14 ～ 20㎝，尾長 10 ～ 14㎝，体重 150 ～

220g で，目が大きく，前肢と後肢の間に滑空のための飛膜が発達し
ている。山地帯から亜高山帯の森林に生息する夜行性動物で，ほぼ完全
な植物食である。繁殖については詳しいことが分かっていないが，年に
2 回繁殖する可能性が知られる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　1994 年 12 月に常陸太田市（旧里美村）里川地区で

捕獲記録が，2015 年 9 月には常陸太田市折橋地区で目撃記録があ
る。また，北茨城市小川定波に接する福島県側で，1990 年代および
2005 年に記録があり，茨城県側での生息が考えられる。

生 存 の 危 機　分布が局所的であり，今後の生息環境の消失が懸念され
る。

特 記 事 項　IUCN の LC（低懸念）に指定。
執筆者（協力者）　山﨑晃司
文 献　3），17）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Sciurus lis Temminck

Pteromys momonga Temminck

撮影　吉武和治郎

撮影　（東京都）林　典子
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哺
乳
類

ムササビリス科

選 定 理 由　①③ 滑空移動のために必要な連続した森林とねぐらおよ
び巣穴として必要な大径木の減少が進んでいるため。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布する日本固有種。
形態及び生態　頭胴長 27 ～ 49㎝，尾長 28 ～ 41㎝，体重は 500 ～

1250g である。飛膜が首から前肢，前肢と後肢の間，後肢と尾の間に
発達して，高いところから低いところに滑空して移動する。低地から亜
高山帯の森林に見られ，夜行性である。ほぼ完全な植物食で，木の芽，
葉，花，果実などを利用する。繁殖は年に 2 回で，冬と初夏に交尾して，
春と秋に出産する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　阿武隈山地，八溝山地，筑波・加波山地の一帯に分布する。

牛久市の平地林からは近年絶滅した。鹿島市鹿島神宮の社林に生息の可
能性がある。

生 存 の 危 機　生息地が孤立化することにより，健全な世代交代が懸念
される。

特 記 事 項　IUCN の LC　（低懸念）に指定。
執筆者（協力者）　山﨑晃司
文 献　4），13），57） 茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

スナメリネズミイルカ科

選 定 理 由　①③ 仙台湾から房総半島までの海域で生息数が 1000 か
ら 5000 頭程度と推定される中，県沿岸に生息するスナメリは周年を
通じて確認される。その安定した生息は地域個体群の存続のために重要
であり，保護対策の推進と保護意識の向上を要する。

分 布 状 況　日本近海に生息する本亜種は 5 つの地域個体群に分断さ
れ，茨城県沿岸のスナメリは仙台湾から東京湾に分布する地域個体群に
属する。ただし，この個体群も3つのグループに分けられる可能性がある。

形態及び生態　成獣の体長は 130 ～ 180㎝程度，体重は 30 ～ 70㎏程
度で，雄がやや大きい。県沿岸個体では最大 205㎝の雄が確認されてい
る。灰白色でくちばしがなく頭部は丸い，細長い流線型で背びれがないが，
背の中央に隆起がある，沿岸域に生息し，他の２亜種も含め，ペルシャ湾
から東南アジア，東シナ海を経て日本にまで分布する，揚子江に河川棲の
亜種が生息する，主に魚類を捕食し，県沿岸ではイカやコノシロ，サヨリが
確認されている。また，県沿岸では 3 ～ 5 月頃が出産時期と推測される。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　神栖市から北茨城市の沿岸 1.6㎞以内，水深 50m 以内

の浅い海域に生息している，県海岸域の全市町村においてストランディ
ングによって，また，大洗沖，鉾田市沖および水戸市の那珂川等におい
て混獲で確認されている。

生 存 の 危 機　生息域が水深の浅い沿岸で人間の活動に影響を受けやす
い。沿岸は海上交通が頻繁で，光，音，化学物質，ゴミなどの存在が激
しく，漁業による混獲も起きやすい。

特 記 事 項　水産資源保護法による捕獲禁止措置，種の保存法により
国際希少野生動植物種に指定。同じ地域個体群について千葉県レッドリ
ストが D（NT 相当）種に指定。

執筆者（協力者）　竹内正彦（アクアワールド茨城県大洗水族館）
文 献　44），45），46），47），48），49），55），57）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 （水産庁）希少種

Petaurista leucogenys (Temminck)

Neophocaena asiaeorientalis sunameri (Pilleri et Gihr)

撮影　古橋光洋

提供　アクアワールド茨城県大洗水族館
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哺
乳
類

ヒナコウモリヒナコウモリ科

選 定 理 由　③ 確認記録が 2 地点しかない。
分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。中国，モンゴル，ウスリ（ロ

シア），朝鮮半島，台湾。
形態及び生態　前腕長 44 ～ 53㎜，体重 14 ～ 30g の食虫性コウモリ。

耳介と耳珠ともに幅広い。暗褐色の体毛に白っぽい差し毛が混じって霜
降り状に見える。森林から都市まで生息する。ねぐらは，樹洞，海蝕洞，
岩の割れ目や建造物の隙間など。出産哺育集団のサイズは数十～数千個
体。メスの乳頭は 1 対。6 ～ 7 月に通常 2 個体の仔を産む。新幹線の
高架橋も出産哺育場所として利用され，埼玉県，群馬県，栃木県等で報
告がある。出産哺育場所から越冬場所まで等，長距離移動する例が報告
されている。

近 似 種　ヒメヒナコウモリはヒナコウモリに酷似するがやや小さ
い。メスは乳頭が 2 対。

生 息 地　大子町八溝山において 2004 年 4 月に斃死体の拾得，城
里町御前山において 2014 年 8 月に学術捕獲例があるのみである。県
内のねぐらはわかっていない。

生 存 の 危 機　確認記録が少なく，今後の生息環境の消失が懸念される。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　安井さち子
文 献　12），31），32），33），34），35）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ツキノワグマクマ科

選 定 理 由　③ 近世に茨城県から姿を消したと考えられるが，最近に
なって再出現をしている。

分 布 状 況　本州，四国に分布するが，四国では絶滅の危機にある。
また，かつては九州にも分布したが，すでに絶滅したと考えられている。
本州の各地では分布域が拡大傾向にある。東日本，西日本，紀伊半島・
四国の 3 つの大きな遺伝的グループに分けられる。

形態及び生態　成獣の体重はオスで 80 ～ 100㎏，メスで 50 ～ 70㎏
程度で，胸に三日月型の白斑がある個体が多い。冬期には樹洞，土穴，
岩穴などで冬眠に行う。メスは冬眠中に 1 ～ 2 頭の仔を出産する。交
尾期は 6 月前後で，受精卵の着床遅延を行う。雑食性であるが，食物
のほとんどは植物質で，特に秋期には冬眠前の体脂肪蓄積のために堅果
類を飽食する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　八溝山地および阿武隈山地で生息情報がある。大子町で

は，幼獣の交通事故事例もあり，定着が示唆される。
生 存 の 危 機　分布の状況が不明である。
特 記 事 項　IUCN で VU（危急種）に指定。
執筆者（協力者）　山﨑晃司
文 献　6），15），16）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 絶滅のおそれのある地域個体群　　　　
（下北半島，紀伊半島，四国，東中国，西中国）

Vespertilio sinensis (Peters)

撮影　山﨑晃司

Ursus thibetanus G.Cuvier

撮影　山﨑晃司
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哺
乳
類

カヤネズミネズミ科

選 定 理 由　① 湿地の埋め立て，河川の改修などにより，生息地の減
少と点在化が進んでいる。

分 布 状 況　ヨーロッパから極東にかけて分布する。日本では，宮城
県以南に分布する。また，隠岐諸島，淡路島，対馬などの島嶼にも分布
する。

形態及び生態　成獣では頭胴長 50 ～ 80㎜，尾長 61 ～ 83㎜，体重は
7 ～ 14g になる。背面は暗褐色，腹面は白色。低地から標高 1200m
程度の草地，水田，畑，休耕田，沼沢地などに見られる。イネ科，カヤ
ツリグサ科の草地に多く，球状の巣を作る。繁殖は，春と秋の 2 回行
われる地域が多い。

近 似 種　近似種はいないが，ハツカネズミとの混同も考えられる。
生 息 地　茨城県内での網羅的な分布調査は行われておらず，その

生息実態は不明な部分が多い。県南，県西地域ではいくつかの記録があ
るが，県央，県北，鹿行地方での情報が分かっていない。

生 存 の 危 機　生息の状況が不明なままに，湿地，河川，草地などの改
変が生息環境の消失を引き起こしている可能性がある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　山﨑晃司
文 献　5），57）

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ニホンカモシカウシ科

選 定 理 由　③ 近世から近代にかけて茨城県から姿を消したと考えら
れるが，最近になって再出現をしている。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布する。東北地方や中部地方では
分布が拡大傾向にある。

形態及び生態　成獣の体重は 30 ～ 45㎏で，雌雄での明確な性的二型は
示さない。角は雌雄共にあり，生え替わることなく加齢と共に伸長する。
低山体から亜高山帯の森林帯に生息して，木本類の葉，草本類，ササ類
などを採食する。交尾期は10～11月で，出産は翌年の5～6月である。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　八溝山地および阿武隈山地で生息情報があり，笠間市で

の記録もある。ただし，笠間市での記録は，飼育個体が脱走したものと
の未確認情報もある。近年は子連れでの目撃情報もあり，定着が示唆さ
れる。

生 存 の 危 機　分布の状況が不明である。
特 記 事 項　国の天然記念物，IUCN で LC（低懸念）に指定。
執筆者（協力者）　山﨑晃司
文 献　7），14），57）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Micromys minutus (Pallas)

撮影　染谷　保

Capricornis crispus (Temminck)

撮影　（栃木県）山﨑晃司
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乳
類

ホンドオコジョイタチ科

選 定 理 由　③ 1988 年以降，生息情報は皆無である。確認された生
息分布が局所的で，他地域との連続性がなく，本州中部の生息地として
は低標高であるため，生息条件が厳しい。

分 布 状 況　本州中部以北の山岳地域，青森県近辺の北東北地方，北
海道に生息する。同種が旧北区，新北区の北部に広く分布する。

形態及び生態　頭胴長は雄 182 ～ 198㎜，雌 140 ～ 170㎜，尾長
は雄 48 ～ 67㎜，雌 54 ～ 61㎜，体重は長野県志賀高原産の平均値
で雄 202g，雌 161g。雄が大きい性的二型が認められる。背面は夏
毛で暗褐色，腹は白く，冬毛は全身が白く，尾の先は年間を通して黒
い。低温に適応し，高山の森林や岩場を利用している。ネズミ類，小型
鳥類，鳥類の卵，昆虫の他，まれにノウサギを襲う。行動圏は雄 40 ～
83ha，雌 18 ～ 50ha が報告されている。志賀高原では 4，5 月に 4
～ 6 頭の子を産み，出産に巣穴を利用する。着床遅延の繁殖生理を持ち，
交尾期ははっきりしない。

近 似 種　ニホンイイズナが北東北地方と北海道に生息する。
生 息 地　1966 年に大子町男体山で確認，1988 年に大子町八溝

山で記録があるが，その後，確実な生息情報がない。
生 存 の 危 機　八溝山の生息確認地点は自然環境保全地域であり近年で

も環境に大きな変化は認められないが，分布が非常に局所的で，個体数
についての情報はまったくない。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　竹内正彦
文 献　13），42），43），51），57）

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Mustela erminea nippon Cabrera Linnaeus

撮影　（長野県）桃井尊央
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2 鳥類
１）概　要
　標高 1000 m をわずかに超える八溝山を最高峰とする本県の地勢は，総じてなだらかであり，古代
から人手が加えられてきた。そのため，原生的な自然は人里から離れた急傾斜地などにわずかに残るに
すぎない。反面，霞ヶ浦沿岸や利根川下流域の原生的な湿生草地は，近年までほぼ手付かずのまま残さ
れてきた。したがって，絶滅危惧種の構成も人による利用状況を色濃く反映したものとなっている。ま
た，高齢化社会を迎え，社会構造の変化に伴って人里の荒廃が進み，往時にはごく普通に生息していた
鳥類の減少が進んでいる。今回の改訂では，絶滅危惧と情報不足を合わせ前回より 1 種多い 68 種選定
した。鳥類の移動形態を基に，近年における生息環境の変化と鳥類の食性を綾にして鳥類の生息状況を
概観する。
　一般的に鳥類は，周辺で容易に確保できる餌資源を当てにして生息するため，季節毎に変化する餌量
にどう対処するかは死活問題である。その点，土地利用がパッチワーク状に展開する人里で暮らす留鳥
は，餌量の季節変動に応じて小刻みに環境資源を変えるという方法で順応している。しかし例えば，人
里に住むシラコバトの生息数は 15 年間で一桁台に激減した。それは，シラコバトがその生活の全てを
依存する零細畜産業が，飼料高騰や就業人口の高齢化によって衰退したからである。本県の山地では餌
量が季節によって大きく変動するが，規模の大きな落葉広葉樹林では落葉の中や木質部で冬を越す栄養
価の高い昆虫を当てにできるため，キツツキ類などは厳しい冬でも同じ場所に留まる傾向が強い。しか
し，ブナ林やその代償林が古くから失われた本県の山地では，オオアカゲラやゴジュウカラの希少性は
高い。また，イヌワシやクマタカに好適な樹林や山地性草地の面積が少ないため，生息は極めて不安定
である。一方，水辺の環境は，水の大きな比熱のため気温の変化が緩和され，餌量も極端に変動しない
ため，鳥類は安定的に生息できる。特に，身を隠すに都合の良い広大なヨシ原は，水辺の鳥類に恩恵を
与えている。しかし，本来安定的な水辺環境の一つであった水田も，水稲栽培の機械化に伴って泥深い
湿田が激減し，タマシギの生息域が減少している。その生息地は，近年まで湿地や池であった水持ちの
良い，主に稲敷地方の水田に限られている。夏鳥のヒクイナも同様の生息環境に住むため，同様に危機
的な状況下にある。
　主に南方地域から繁殖のために夏に日本に渡って来る夏鳥の多くは，ツバメに代表されるように昆虫
食であり，昆虫が大量発生する寒帯まで渡る種が多く，日本列島はその南端に位置する。オオルリやサ
ンコウチョウなど低山帯の鳥類は，輸入木材に押されて山林伐採が滞っていることを反映し，県内では
分布域と生息数が増えているため今回は絶滅危惧種から外れたが，県北山地のブナ林などで生息するコ
マドリやコノハズクなどの生息数は低迷したままで，絶滅危惧の状態が続いている。パッチワーク状の
土地利用に変化がないかに見える人里でも昆虫に頼って生息するアオバズクやカッコウの衰退には目を
見張るものがあり，ランクアップして注意を喚起した。また，山林に比べて餌量が安定している水辺の
鳥でも，同様に深刻な事態を迎えているものがある。人工的な水辺環境である水田では，コサギに代表
されるシラサギ類が景色に風情を添えてきたが，畦畔で昆虫をあさるアマサギが急減している。さらに，
人里に普通に生息していたアオバズクやサシバなど，昆虫食の鳥類の減少がともに 2000 年代初頭に始
まっており，共通する要因の存在を匂わせる。アマサギとサシバは，カテゴリー無指定からいきなり絶
滅危惧種入りするほど深刻である。一方，ヨタカやミゾゴイのような夜間に昆虫を求めて活動する鳥類
は，近年では生息域が人里から遠ざかり，調査地の絞り込みや調査回数の確保が難しく実態を把握しき
れないため，情報不足とした。しかし，山林の高齢樹林化や農耕地の荒廃によって草地が減少している
のは明らかであり，生息地の孤立と個体数の減少を招いているものと危惧される。河川の砂礫地や草地，
海岸の砂浜や草地の減少も著しく，イカルチドリ，シロチドリ，コアジサシに代表される荒蕪地の鳥類
の将来も案じられる。
　冬鳥は，夏季は高緯度地方の大湿原地帯で過ごし，繁殖しているものが多く，主にイネ科の根や葉，
種子などの植物や魚を食べている。しかし，冬期には結氷や埋雪によって餌場がなくなるため，温帯以
南に移動して越冬する。ところが，個々の種が好む餌の種類は，場所が変わっても大きく変わらないの
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で，越冬地でも似たような環境と同じような餌資源を求めて毎年同じ場所を行き来する。したがって，
大きく距離を隔てているとはいえ，冬鳥にとって繁殖地と越冬地は表裏一体のものであり，今回の涸沼
のラムサール条約湿地登録の実現は，冬鳥にとって大きな朗報である。冬鳥に関しては明るい話題が多
い。関東地方で唯一の定期な越冬地である稲敷市稲波干拓のオオヒシクイは，発見当初から長い間 40
～ 50 羽台を保っていたが，近年徐々に越冬数を増やし，平成 26 年度は 100 羽の大台を突破した。関
係者の保護の努力によるところが大きいが，涸沼と同様の保護策がなされ，再び関東地方にオオヒシク
イの分布域が広がる契機になることを願っている。なお，100 羽超えとはいえ，感染症などで急減する
懸念があるためカテゴリーは据え置いた。世界的な希少種であるクロツラヘラサギは，本県が世界の越
冬地の東限で，ごく少数が越冬しており，近年では県内の越冬地が複数になることもある。また，稲敷
市を中心とする稲刈り後の水田やハス田では従来珍鳥とされてきたオオハシシギが定期的に越冬し，ハ
マシギやその他の内陸性のシギ・チドリ類の恰好の越冬地や中継地になっている。しかし，ハス田の防
鳥ネットで羅網死する危険もあり，越冬地としての機能が損なわれて，内陸性シギ・チドリ類の生息地
の喪失につながりかねない。このため，種の希少性と併せて絶滅危惧種とした。気がかりな材料として
は，涸沼に 1 ヶ月ほど滞在するオオワシである。その数は 1 羽だけであり，高齢化によって越冬個体
のいなくなることが危惧される。また，近年徐々に越冬数を増やして来たコクガンは，先の東日本大震
災による地盤沈下のため餌場である藻場が大きく減って，現在は不定期かつ少数羽の滞在に留まってい
る。このため前回カテゴリー無指定から絶滅危惧種とした。なお，太平洋沿岸域に鳥類の生息を脅かす
風力発電施設などの構造物が増えることを見越して，ヒメウなど冬の沿岸域の鳥類の一部を絶滅危惧種
とした。
　旅鳥は，南北の極近くまで長い渡りをする途中で日本に立ち寄る鳥である。シギ・チドリ類やアジサ
シ類が主であるが，ショウドウツバメやエゾビタキなど日本列島より北で繁殖し，渡りの途次に一時的
に羽を休める小鳥類も含まれる。旅鳥からの選出は 5 種にとどまったが，定期的な渡来を選定基準に
したため，偶発的に飛来する種は対象外とした。しかし，従来は珍鳥・迷鳥的な扱いだったセイタカシ
ギが，確実性の高い夏鳥になり，稲敷市において繁殖事例も出ている。たとえ偶発的な種だとしても将
来的な見通しを持って継続的な観察をすると，意外な定着事例や減少事例が出てくるだろう。決して派
手な鳥ではないので目立ちにくいが，河口や湖沼の干潟，浅く水を張った水田が生息環境なので，粘り
強いモニタリングが求められる。今回絶滅危惧種に指定した旅鳥全てがシギ類であったのも，30 年以
上にわたって蓄積した日本野鳥の会茨城県のシギ・チドリ類調査の結果があってのことである。

（池野　進）

２）対象種の解説
　カテゴリー別に分類した 68 種（絶滅危惧 59 種，情報不足 9 種）について，以下に解説する。
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鳥
類

オオヨシゴイサギ科

選 定 理 由　①② 妙岐ノ鼻の草原が，現在のように乾燥化する以前か
ら本種の衰退が始まり，現在に至っている。

分 布 状 況　ユーラシア大陸東部で繁殖し，冬季は東南アジアへ移動
する。日本には本州中部地方以北に渡来し繁殖する。

形態及び生態　全長約 39㎝。雌雄ほぼ同色。雄の頭頂は黒色。上面は濃
い茶色。尾は暗褐色。雨覆は灰褐色で風切羽は灰黒色。下面は淡黄褐色
で喉から腹部にかけて黒褐色の縦斑が 1 本ある。雌は上面が褐色で白
斑が点在する。喉から腹部にかけて褐色の縦斑が出る。嘴は雌雄ともに
黄褐色で足は緑色。
草原やヨシ原に生息するが，ヨシゴイに比べ，より乾燥した場所を好む。
ヨシ原などで魚類，両生類，甲殻類などの小動物を捕食する。水辺の地
上に葉や茎を使った巣を作り，純白の卵を 5 ～ 6 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では稲敷市浮島の妙岐ノ鼻の草原が唯一の生息地で

あったが，近年は確実な記録が途切れている。
生 存 の 危 機　本県で信頼のおける最後の記録は，1990（平成 2）年

6 月 24 日のものである。その観察記録からは激減の前兆は窺えない。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　7），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

シラコバトハト科

選 定 理 由　①②③ 畜産業の飼料に依存して生活するが，価格高騰と
鳥インフルエンザ対策による畜舎の近代化で安定的な餌の確保が困難に
なり，オオタカなどの天敵の脅威もある。

分 布 状 況　ヨーロッパ中部，インド，中国，朝鮮半島に生息。日本
では留鳥として埼玉県などの一部や茨城県西地域の一部に生息してい
る。

形態及び生態　全長約 32.5㎝。雌雄同色。頭，頸，胸，腹部は灰褐色で
後頸に黒い横帯がある。背，肩羽，中央尾羽は褐色。外側尾羽は先端が
白く基部は黒色。初列風切羽は黒色，次列風切羽は灰色。嘴は黒く，足
は赤色。
人家付近の林や小樹林，養鶏場，養豚場などの畜舎が点在し，近くに小
河川がある所に好んで生息している。畑や田圃などの地上で主に植物質
の餌を採る。ポポーポポポーポと繰返し鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　関東地方の利根川水系の流域に生息域があり，県西はそ

の東限にあたり，畜産業の盛んな地域で局地的に生息している。
生 存 の 危 機　2013 年の補足調査で，本県における確実な生息数は 5

羽未満であり，安定した個体群の形成が困難な状況にある。
特 記 事 項　個体数の著しい減少による分布域の縮小と孤立化が激し

い。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　4），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Ixobrychus eurhythmus (Swinhoe)

Streptopelia decaocto (Frivaldszky)

撮影　1997 年，中村　栄

撮影　2012 年，千葉県，杉山好子
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鳥
類

ヒクイナクイナ科

選 定 理 由　①②③ 昭和 30 年代まで利根川流域にあった沼沢地を水
田にした保水力が高い田圃に生息地が限定される。

分 布 状 況　ユーラシア大陸南部に留鳥として生息。日本には夏鳥と
して渡来する。西日本に越冬するものもいる。

形態及び生態　全長約 23㎝。雌雄同色。頭から上面は暗緑褐色。下面は
顔から腹部まで赤褐色。下腹部には白黒の縞模様があり，嘴は黒色で虹
彩は赤色。足は赤色。
湖沼，河川，水田などの水辺環境に生息し，茂った草むらの中を静かに
歩きながら昆虫や甲殻類などの小動物を餌とする。姿はなかなか見せな
いが，大きな声でキョッキョッキョッキョキョキョ…とはじめゆっくり
で，次第に速くなるテンポで鳴く。水辺のイネ科植物の間に巣を作り，
淡黄色に赤褐色の斑点のある卵を 5 ～ 9 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本来の生息環境は，水辺から陸への遷移帯で，密生する

水生植物に隠れるようにして生息する。分けつが始まった水田は本種の
生息の疑似環境になっている。

生 存 の 危 機　圃場整備事業が行き渡り，湿田が少なくなっていて，生
息数が著しく減少している。

特 記 事 項　生息環境の消失により分布の局地化が進行している。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），12），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

オオジシギシギ科

選 定 理 由　①② 本県は渡りの中継地としての機能は十分に保ってい
るが，広い草地の減少により繁殖適地が著しく減少している。

分 布 状 況　オーストラリア東部で越冬するが，夏鳥として日本に飛
来，繁殖する。本県では主に旅鳥。

形態及び生態　全長約 30㎝。雌雄同色。上面は全体に茶褐色。頭央線，
眉斑，顔，喉は淡黄色。頭側線，過眼線，頬線は黒褐色。背から肩羽に
かけて複数の白い線がある。胸は茶褐色で腹部は白色。長い嘴は先端が
黒く基部は肉色をしている。足は黄緑色。
夏鳥として全国の山地の草原に渡来する。雄は繁殖地の上空を小刻みに
飛びながらズビヤークズビヤークと鳴き回り，急降下をしながらザァ
ザァザァザァーという音を出す。長い嘴を泥の中に深く入れてミミズな
どを捕食する。本県では水戸射爆場での繁殖記録がある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では春秋の渡りの時期に湿気があって良く草刈され

た水田の畦畔に稀でないが，繁殖に必要な草丈の低い広い草地の減少で，
繁殖期に留まる個体はいない。

生 存 の 危 機　本県の繁殖期の記録は，独特の求愛行動に基づくもので，
北茨城市中郷工業団地における 2003（平成 15）年の記録を最後に途
絶えている。

特 記 事 項　2000 年版 RDB は過小評価だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　18），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Porzana fusca (Linnaeus)

Gallinago hardwickii (Gray)

撮影　2011 年，岸　久司

撮影　2010 年，明日香治彦
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鳥
類

アカショウビンカワセミ科

選 定 理 由　①② 2007（平成 19）年まで 5 年毎に実施された鳥獣
生息分布調査で得られた記録は 5 指に満たない。

分 布 状 況　東南アジアに留鳥として分布。朝鮮半島，日本などに夏
鳥として渡来繁殖する。冬季南に渡る。

形態及び生態　全長約 27.5㎝。雌雄同色。全体が赤橙色で下面はやや黄
色味を帯びる。肩には紫の光沢があり腰は青く光る羽毛がある。嘴は太
くて少し上に反っている。日本にはリュウキュウアカショウビンと本亜
種の 2 亜種が生息する。
夏鳥として全国の山地に渡来し，渓流沿いの良く茂った林に生息し，木
の洞などで繁殖する。枝や杭の上に止まってカエルやサワガニなどの餌
を探し降りて取るが，カワセミのように常にダイビングはしない。キョ
ロロローと尻下がりに鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　魚類や林内に生息する両生・爬虫類や昆虫類を餌とする

ため，渓谷沿いや池のある成熟した落葉広葉樹林を好む。
生 存 の 危 機　本県の樹種交換が進み，県内の山林の多くが人工林に変

わった後，荒廃に至っているので，今後も個体数回復は見込めない。
特 記 事 項　2000 年版 RDB は過小評価だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

オジロワシタカ科

選 定 理 由　②③ 県内唯一の越冬地涸沼で 1998（平成 10）年に密
猟されて以来，稀に飛来するが，滞在時間は短い。

分 布 状 況　極北地を除いたユーラシア大陸北部で繁殖し，冬季は南
に移動する。日本では北海道で少数が繁殖する。

形態及び生態　全長雄約 80㎝，雌約 95㎝。翼開長 182㎝～ 230㎝。
雌雄同色。成鳥は体が褐色で尾羽は白く，嘴と足は黄色。頭部は体に比
較して淡色に見える。若鳥は全体が褐色で，尾も褐色に白斑が混じり，
成長するにつれて白色が多くなる。羽ばたきと滑空を交えてゆっくり飛
翔する。
夏は広い原生林の続く湖沼畔や海岸に生息し，冬は海岸や河口，湖沼に
生息する。水面低く飛んで足を伸ばして魚類を掴む。時には上空から急
降下して地上の鳥類や哺乳類を捕ることもある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　冬の豊富な水産資源と，餌の解体場所となる大木がセッ

トになった環境が必須である。まれにサケの遡上期に河川中流域に飛来
する。

生 存 の 危 機　寿命の長い大型鳥類が一旦根絶やしされると回復が困難
であり，涸沼の最新の記録は 2011（平成 23）年 1 月 30 日の短期
滞在である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　25），26），27），55），57），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Halcyon coromanda (Latham)

Haliaeetus albicilla (Linnaeus)

撮影　2008 年，北海道，斎藤玲子

撮影　2005 年，福島県，石川　皓
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鳥
類

イワヒバリイワヒバリ科

選 定 理 由　①② 本県では唯一の越冬地だった筑波山山頂とその周辺
の岩場に近年登山者が増加したため，行き場を失い，姿を消した。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中東部に留鳥として分布し，イベリア半
島周辺で越冬するものもいる。日本では本州に生息し，冬季低山帯に標
高する。

形態及び生態　全長約 18㎝。雌雄同色。頭部から胸は灰褐色。背と肩羽
は灰褐色で黒褐色の軸斑があり，肩羽の外側は赤褐色。腹部は赤褐色で
白色の羽縁があり，下尾筒は暗赤褐色で白い羽縁がある。翼は黒褐色で
2 本の白帯がある。嘴は先端が黒く基部は黄色。足は橙黄色。
夏季には本州中部から北部の岩石地帯に生息するものが多い。岩の上や
岩礫地の地上を歩いて餌を探す。岩の上にとまって胸を反らしてチョリ
チョリキュルリキュルリなどと囀る。冬期は低山に移動するが山麓には
降りない。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　繁殖期を高山帯で過ごすため，本県では数少ない冬鳥と

して筑波山の男体・女体山頂で，近年まで毎年越冬した。
生 存 の 危 機　2013（平成 25）年冬の補足調査でも確認はできなかっ

た。
特 記 事 項　登山者の増加によって生息地が消失した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

オオヒシクイカモ科

選 定 理 由　② 近年徐々に個体数が増加しているが，本亜種の世界の
生息数の 1% をようやく上回った程度で，危機的状況は続いている。

分 布 状 況　ユーラシア大陸北部で繁殖し，冬季は中国，朝鮮半島，
日本で越冬する。日本では主に本州の日本海側に分布する。

形態及び生態　全長雄 105㎝，雌 96.3㎝。雌雄同色。全身暗褐色，下
腹部，上尾筒，下尾筒および尾の先端は白色。嘴は大部分が黒色で先端
部近くに橙色の帯がある。足は橙色。日本に飛来するヒシクイの大部分
は亜種ヒシクイと亜種オオヒシクイの 2 亜種。ヒシクイは全長雄 90㎝，
雌 75㎝。首も嘴も短く，一回り小さい。
刈田や農耕地で落穂や草の葉，マコモの根やヒシの実などを食べる。農
耕地や湖沼などで，頭部を後方に向け，背羽の間に入れて眠る。飛翔時
は首を伸ばし，斜線，直線，V 字形の編隊飛行をする。

近 似 種　其亜種ヒシクイが稀に飛来する。
生 息 地　臆病な性質のため，視界を遮るものがない広い耕地や湖

沼に越冬する。本県では稲敷市の稲波干拓地に関東地方唯一の定期的な
越冬地がある。

生 存 の 危 機　越冬地の採食場は，広大な水田のごく一部に限られ，密
集して生息するため，伝染病の蔓延で個体群が一挙に消滅する恐れがあ
る。

特 記 事 項　2000 年版 RDB は過小評価だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　2），55），56），58）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Prunella collaris (Scopoli)

Anser fabalis middendorffii Severtzov

撮影　2007 年，福島県，伊澤泰彦

撮影　2012 年，小玉和夫
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鳥
類

サンカノゴイサギ科

選 定 理 由　② 生息環境が極めて特殊であり，ひとつがいが占有する
面積も大きいため，本県の生息数はごく少数と見込まれる。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中部で夏鳥として繁殖。冬に南に移動す
る。日本では本州以南に冬鳥として，本州中部以北では夏鳥として繁殖
する。

形態及び生態　全長約 68.5㎝。雌雄ほぼ同色。頭部は黒く喉は白色。体
全体が黄褐色で複雑な黒い斑点がある。胸には黒い縦班がある。嘴と足
は黄緑色で虹彩は黄橙色。
広大なヨシ原に生息し，時折ヨシ原面を低空で短距離を飛ぶ。夜行性で
夜間にボォーボォーと低音で繰り返し鳴く。動物質を主食とし魚類，両
生類，甲殻類などを食べ，時にノネズミ，カヤネズミなどの哺乳類を食
べることもある。ヨシ原の地上に巣を作り，オリーブ色をした卵を 4
～ 5 個産卵する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では面的に広がりのあるヨシ原で通年生息し，繁殖

の可能性も高い。その他県内各所で断片的な記録がある。
生 存 の 危 機　生息環境が極めて特殊で，生息地も孤立的なため，個体

間の交流に懸念があり，つがいの維持に不確定要素が伴う。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

コクガンカモ科

選 定 理 由　①② 近年少数が県北の海岸で定期的に越冬し，個体数も
増えていたが，東日本大震災による地盤沈下で，餌場が減少し，断続的
で短期の滞在になっている。

分 布 状 況　北極圏周辺で繁殖し，冬季は南方へ渡る。日本には冬鳥
として北海道，東北地方沿岸部に飛来する。本県にはごく少数が岩石海
岸等に飛来する。

形態及び生態　全長約 61㎝。小型のガンで雌雄同色。頭から上面は黒色。
胸と腹部は黒褐色。下腹部と上尾筒は白色。頸にくさび形の白斑がある。
嘴と足は黒色。
海岸や河口部などの浅瀬の海を生活の場にしている。逆立ちして水面下
の海藻類を食べることもあるが，アオサ，イワノリなどの岩場の海藻を
好んで食べる。頸を伸ばして飛び，他のガン類のように隊列を組んで飛
ぶことは少ない。低い声でグルルと聞こえる声で鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　岩石海岸や小規模な漁港の舟入場など浅くて餌となるア

オサが繁茂している藻場を好む。
生 存 の 危 機　天災による要因が減少をもたらしており，根本的な対策

や見通しがたたない。
特 記 事 項　北日本の個体数増加が本県での越冬を招来したが，地震

で餌場が減少した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　2），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Botaurus stellaris (Linnaeus)

Branta bernicla (Linnaeus)

撮影　2015 年，伊澤泰彦

撮影　2015 年，千葉県，飯田直己
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鳥
類

ササゴイサギ科

選 定 理 由　①③ 止水域に接した大木を有する樹林という繁殖環境の
組合せは，平地が多い本県では極めて限定される。

分 布 状 況　ユーラシア大陸南部，オーストラリア，アフリカ大陸で
留鳥として分布。日本には夏鳥として本州以南に飛来し繁殖する。

形態及び生態　全長約 52㎝。雌雄同色。頭部は黒色，後頭の羽毛は冠羽
状になる。上面から尾は青灰色。翼上面にうろこ模様がある。下面は灰
褐色。嘴は黒色で虹彩は黄色。足は緑黄色。
河川，湖沼，水田などの水辺に生息し魚類などの動物質を捕食する。夜
行性だが日中に活動することも多い。地上を走ることもあり，身体をか
がめて餌を待ち，近づくと素早く捕える。雑木林やマツ・スギなどの高
木上に粗雑な巣を作り淡青緑色の卵を 3 ～ 6 個産卵する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　亜寒帯から熱帯に分布し，決して珍しくないが，流れの

緩やかな河川や湖岸に接した大木に営巣する。近くの水辺で採食するが，
水田は利用しない。

生 存 の 危 機　本県唯一の県北の繁殖地では，営巣木のクロマツの衰退
と河川工事によって個体数を著しく減じ，近年はひとつがいのみ営巣す
る。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　9），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

クロサギサギ科

選 定 理 由　①③ 本種に適した生息環境が整っているのは，県北の海
岸のみであり，繁殖履歴もあるが，近年の確実な記録はない。

分 布 状 況　日本の本州以南，東南アジア，オーストラリアなどに分
布する留鳥。海岸を好んで生息地とする。

形態及び生態　全長約 62.5㎝。雌雄同色。黒色型と白色型がある。黒色
型は全身が黒色，白色型は全身が白色で，両型ともに虹彩は黄色。嘴は
両型とも淡黄色から黒色に近いものまで変異が多い。足は両型ともに黄
緑色または緑褐色。
岩礁で魚類，カニ・エビなどの甲殻類，貝などを捕食する。岩の上に巣
を作ることが多く，枯れ枝などで皿型の巣を作り青緑色の卵を 3 ～ 5
個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　岩石海岸に特化したサギで，潮溜まりや河口の浅瀬など

が採食場であり，海食崖や孤島の岩棚に営巣する。行動域は営巣地を中
心に 30㎞以上に達する。

生 存 の 危 機　東日本大震災によって岩棚が，貧相だった植物帯ととも
に崩落したため，繁殖環境の条件が整うまでに相当の時間を要する。

特 記 事 項　地震による海食崖の崩落で営巣適地が減少した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Butorides striata (Linnaeus)

Egretta sacra (Gmelin)

撮影　2014 年，牛山武美

撮影　2014 年，明日香治彦
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鳥
類

カッコウカッコウ科

選 定 理 由　①② 1997（平成 9）年から 5 年おきに実施した県内の
分布調査で一貫して減少を辿り，その後も回復の兆しがない。

分 布 状 況　ユーラシア大陸に広く夏鳥として分布，冬季にはインド
やアフリカ大陸南部に移動する。日本では夏鳥として九州以北に飛来し
繁殖する。

形態及び生態　全長約 35㎝。雌雄ほぼ同色。頭から上面は灰青色。胸は
灰色，下面は全体に白く，腹には黒く太い横斑が複数ある。目の周囲に
黄色のアイリングがある。嘴は黒く基部は黄色。虹彩は暗橙色で足は黄
色。
平地から山地の草原や農耕地に夏鳥として渡来し，カッコウ，カッコウ
と連続して鳴く。昆虫を主な餌とし，渡りの時期には市街地の公園など
で毛虫を食べることもある。モズ，オオヨシキリ，ホオジロなどの巣に
托卵する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　托卵相手のオオヨシキリやモズなどが生息する明るい草

原や疎林に生息し，身近な鳥として人の居住地域にも現れる。
生 存 の 危 機　2007（平成 19）年の段階では県西に生息域がまとまっ

ていたが，現在では県内全域で生息確認の記録が少なくなっている。
特 記 事 項　本県の分布が，依然として縮小を続けている。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

クロツラヘラサギトキ科

選 定 理 由　①③ 本県には本種に適した干潟はないが，確実に毎年ご
く少数が越冬しており，近年複数ヶ所で越冬することもある。

分 布 状 況　中国東北部や朝鮮半島のごく限られた地域で繁殖し，日
本には数少ない冬鳥として飛来する。

形態及び生態　全長約 74.5㎝。雌雄同色。全身が白色で夏羽では後頭に
薄黄色の冠羽がある。また，頸の下部にも黄色い帯がある。冬羽では冠
羽も頸の黄色い帯はない。虹彩は赤く，嘴はへら状で黒色。目元の裸出
部は黒色で前頭から喉元まで目を囲むようにある。足は黒色。
水田，湖沼，沼沢地，干拓地などに生息し，水中に嘴の先端を入れて左
右に振りながら開閉し，魚類，甲殻類，昆虫類などを探しながら捕食す
る。地上や浅水中に片足立ちし，嘴を背にもたせかけて休む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　干満差の大きな広い干潟を好むため，繁殖地のある朝鮮

半島西海岸に近い九州や台湾で多くが越冬する。本県の越冬地は世界の
最東端にあたる。

生 存 の 危 機　ヘラ状の嘴を泥中に差し込んだまま，前進し，採食でき
るような環境が，本県にはごく僅かなので採食地を変更できない。

特 記 事 項　一過性の飛来ではなく，毎年の越冬が確実になったため
のリストアップ。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），10），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Cuculus canorus Linnaeus

Platalea minor Temminck et Schlegel

撮影　2010 年，徳元　茂

撮影　2010 年，栃木県，石川　皓

54



鳥
類

キリアイシギ科

選 定 理 由　①② 本県に本種の生息適地が多かった 1970 年代前半
（昭和 50 年頃）でも一度に見られる数は 10 羽に満たなかった。

分 布 状 況　ユーラシア大陸北部で局所的に繁殖する。冬季アフリカ
や東南アジア，オーストラリアなどに渡る。日本では旅鳥。

形態及び生態　全長約 17㎝。雌雄同色。褐色の頭央線と頭側線が額で交
わる。眉斑は白色で過眼線は黒褐色である。上面は軸斑が黒く，白色の
羽縁があり，全体に赤褐色に見える。背には白い V 字模様がある。下
面は全体に白い。嘴は黒く上嘴の先端が下に軽く折れ曲がったように見
える。足は黒色。冬羽は上面が白褐色で下面は白色。
旅鳥として干潟や河口部に立ち寄る。トウネンやハマシギの中に混じっ
ていることがある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　秋のシギであり，干潟から内陸の水田に至る多様な水域

に生息するが，個体数は少なく，他のシギの群れに少数が混じる。
生 存 の 危 機　基盤整備による乾田の増加とハス田の増加による水深の

深すぎる湛水域が増加したため，小型のシギ類が利用しづらくなってい
る。

特 記 事 項　基礎データの整理により評価を見直した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　51），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

タマシギタマシギ科

選 定 理 由　①②③④ 基盤整備がほぼ全県に行き渡った現在，かつて
湖や沼だった水田に生息地が限られ，除草の折に巣毎破壊されることが
ある。

分 布 状 況　アフリカ，東南アジア，オーストラリアなどに生息，日
本では本州中部以南で繁殖，冬季南に渡るものもある。

形態及び生態　全長約 23.5㎝。雌雄異色。雌が雄より美しい。雄は上面
が褐色で雨覆に淡黄褐色の斑がある。顔から胸は灰褐色。肩に淡黄色の
線がある。下面は白色。雌は上面が黒褐色で雨覆に黒い細かな横縞があ
る。顔から胸は濃い赤褐色。目の周りの白いアイリングは後頸へと流れ
る。頭央線はともに黄褐色。嘴と足は緑黄色。
水田，休耕田などに生息する。一妻多夫で，巣作り子育てを雄が行う。
浅い水の中でミミズや昆虫類を餌とするが，イネ科植物の種子なども食
べる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本来的には丈の低い湿性草地に生息するが，本県では低

湿な水田や放棄直後の水田などが代替生息地になっている。冬季も同様
の環境で過ごす。

生 存 の 危 機　2006（平成 18）年度の調査で 11 ヶ所で繁殖を確認し
た新利根川流域の平成 24 年度の状況は 8 ヶ所に減っている。

特 記 事 項　本県の分布が，依然として縮小を続けている。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　41），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Limicola falcinellus (Pontoppidan)

Rostratula benghalensis (Linnaeus)

撮影　2006 年，明日香治彦

撮影　2010 年，岸　久司
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鳥
類

チュウヒタカ科

選 定 理 由　①③ 県内各所の広大なヨシ原で越冬する。総個体数は
100 羽程度である。そのうち 10 羽未満が本県で通年過す個体である。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中東部で繁殖し，冬季東南アジアなどに
渡る。日本には冬鳥として渡来するが，少数が繁殖もしている。

形態及び生態　全長雄約 48㎝，雌約 58㎝。翼開長 113 ～ 137㎝。個
体の変異が多い。雄成鳥の体は灰色で腹部は白色。尾は灰色で腰は白色。
頭と胸に黒色の縦斑がある。嘴は先端が黒く，基部は黄色。足も黄色。
雌及び若鳥は全体が褐色で変異が多い。翼や尾は褐色で横斑はない。飛
翔時に両翼を少し上げて浅い V 字形で飛ぶ。
河川や湖沼の広いヨシ原に生息し，多くはヨシ原の上を低く飛び，地上
の哺乳類や鳥類を見つけると，急降下して捕食する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　霞ヶ浦などの広大なヨシ原とその周辺の耕作地に生息す

る。多くは冬鳥であるが，一部は繁殖する。
生 存 の 危 機　地上営巣性なので，中型哺乳類等の天敵が多い。また，

生息環境である複雑な湿性植物群落から成る草地が，一部で一様で単純
な群落に変わったり，乾燥化が進んでいる。

特 記 事 項　本県で初めて繁殖が確認された湿地は，堤防の構築で消
え，繁殖地は１ヶ所になった。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　29），30），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

オオワシタカ科

選 定 理 由　②③ 涸沼は県内唯一の越冬地で 40 年以上継続し，毎年
1 月末頃から 3 月初頭頃まで同じ個体と思われる 1 羽が越冬する。

分 布 状 況　カムチャッカ半島やオホーツク海沿岸で繁殖し，冬季に
南に移動する。日本には冬鳥とし飛来する。

形態及び生態　全長雄約 88㎝，雌約 102㎝。翼開長 220 ～ 245㎝。
雌雄同色。成鳥では全身が黒色。額，小雨覆，中雨覆，腿，尾が白色。
嘴と足は黄色。若鳥は体が褐色で年齢により白色羽が混じる。成鳥の場
合飛翔時の前縁の白色部がよく目立つ。
冬季に北海道以南の海岸などに飛来し，魚類を主食とする。時には海獣
や水鳥を捕えたり，それらの死体を食べる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　冬に水産資源が豊かな水域と，餌の解体場所となる大木

がセットになった環境が必須。まれにサケの遡上期に河川中流域に飛来
する。

生 存 の 危 機　同じ個体と思われる成鳥 1 羽のみという飛来状況が長年
続いており，越冬個体数が増える兆しはみえない。

特 記 事 項　2000 年版 RDB は過小評価だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　25），28），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Circus spilonotus Kaup

Haliaeetus pelagicus (Pallas)

撮影　2015 年，若山侊蔵

撮影　2010 年，明日香治彦
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鳥
類

イヌワシタカ科

選 定 理 由　①② 現在本県に繁殖地はないが，隣県から飛来し，〈生息
地〉欄のように条件が整えば，繁殖を可能にする生息環境がある。

分 布 状 況　ユーラシア大陸，北アメリカ大陸に広く生息分布してい
る。日本では留鳥として少数が生息し繁殖している。

形態及び生態　全長雄約 81㎝，雌約 89㎝。翼開長 168 ～ 213㎝。雌
雄同色。上面は黒褐色で頭上から後頸は金色の羽毛がある。尾は灰色を
おび先端に幅の広い黒帯がある。嘴は先が黒く基部は黄色。足は黄色。
若鳥は成鳥よりも黒く後頭の金色の羽毛は少ない。初列風切，次列風切
と尾羽の基部は白色。
険しい山岳地帯に生息し，季節による移動は少ない。飛翔力が強いため
に平地や海岸に出現することもある。高空を帆翔しながら地上のノウサ
ギなどを見つけて捕食する。岩棚や大木に巣を構え繁殖する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　1992（平成 4）年 8 月 15 日に竜神峡で確認された後，

羽毛採取や岩棚への巣材の積み上げを認めたが，1 年後に消息を絶った。
生 存 の 危 機　全国の生息数が 500 羽と限界に近い状態でありながら，

採食地の減少が目立ち，種の存亡が危ぶまれている。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　34），35），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

クマタカタカ科

選 定 理 由　①③ 隆起準平原からなる本県の山地には急傾斜面に生育
する良好な落葉広葉樹林が少なく，それを反映して生息数も少ない。

分 布 状 況　インド，ヒマラヤ，スリランカ，中国南東部などに生息
する。日本では九州以北に生息し留鳥。

形態及び生態　全長雄約 72㎝，雌約 80㎝。翼開長 140 ～ 165㎝。雌
雄同色。頭部から後頸は黄白色で黒色の縦斑があり，後頭部の羽毛はや
や長く冠羽状になる。背から上面は褐色で尾羽には黒褐色の横斑が数本
ある。下面は白色で喉から胸に黒い縦斑がある。腹部には褐色の横斑が
ある。嘴は黒く足は黄色。
森林の多い山地に生息し，幅の広い翼を広げ帆翔する。羽ばたきはゆっ
くりで滑翔するとき翼は水平に保たれる。急降下して中型の鳥や哺乳類
を捕まえる。森林の大木に営巣する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　山間の急傾斜地に生える高齢の針葉樹の混ざった広い落

葉広葉樹林を好み，その山林内や周辺の伐採地を採食場としている。
生 存 の 危 機　近年新たなつがいが定着するようになったが，本県では

環境要因のそろった潜在生息地は限られている。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　35），36），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Aquila chrysaetos (Linnaeus)

Nisaetus nipalensis Hodgson

撮影　2008 年，新潟県，石田光史

撮影　2010 年，栃木県，池田　昇
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鳥
類

アオバズクフクロウ科

選 定 理 由　①② 傷病鳥で収容される個体数が 2002（平成 14）年
の 11 羽をピークに急減し，2010（平成 22）年以降収容されない年
の方が多い。

分 布 状 況　ロシア東部，中国東部，朝鮮半島などで夏鳥であり，冬
季になるとインドや東南アジアに移動する。日本では夏鳥として全国に
飛来する。

形態及び生態　全長約 29㎝。翼開長 66 ～ 70.5㎝。雌雄同色。頭部か
ら上面は黒褐色で尾羽には数本の黒帯がある。胸から腹部は黄白色の地
に黒褐色の太い縦斑がある。耳羽はなく虹彩は黄色で嘴は黒色。
夏鳥として飛来し，平地から山地の林や大木のある社寺林などに生息す
る。夜間に活動しガやカブトムシのような昆虫を好んで食べる。夜間に
街路灯の周辺で餌を捕ることもよくある。ホッホーホッホーと二声ずつ
区切って連続して鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　樹洞を持つ大木があり，甲虫や蛾などの飛翔性昆虫の発

生量が多い開けた環境を好み，この条件がそろえば，都市部にも生息で
きる。

生 存 の 危 機　大木の森林整備の名目で伐採や枝打ちがなされ，営巣適
木が減少しているほか，環境に変わりがなくても翌年に飛来しない事例
が増えている。

特 記 事 項　2000 年代中盤以降に傷病鳥の収容が減少した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　37），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

コノハズクフクロウ科

選 定 理 由　①②③ 本県では〈生息地〉欄に記した環境要因を満たす
地は少なく，県内の個体数も少ない。

分 布 状 況　ユーラシア大陸，アフリカ大陸に生息し，冬季は南に移
動する。日本では夏鳥として北海道以南に飛来する。

形態及び生態　全長約 20㎝。翼開長 42 ～ 49㎝。雌雄同色で褐色型と
赤色型がある。褐色型は体が全体に灰褐色で白，黒などの細かい複雑な
斑紋がある。赤色型は体が赤褐色で他は同じである。耳羽を持つが時期
によって長さが異なる。虹彩は黄色く嘴は黒色。
夏鳥として飛来し，茂った森林に生息するが，稀に平地の果樹林などに
生息するものもいる。夜行性で夕方から活動して昆虫類を捕食する。ブッ
キョッコーブッキョッコーと繰り返し連続して鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本種が好む生息環境は，昆虫発生量の多い広い落葉広葉

樹林だが，本県は単一樹種からなる人工林が多いため，伐採できない急
傾斜地などに生息が限られる。

生 存 の 危 機　補足調査で条件の揃った未調査地を調べたが，生息を確
認ができないため，減少が危惧される。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　37），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Ninox scutulata (Raffles)

Otus sunia (Hodgson)

撮影　2004 年，新潟県，明日香治彦

撮影　2015 年，飯田直己
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鳥
類

ヤマセミカワセミ科

選 定 理 由　①②③ 生息環境が県北山間地の河川に限られるため，多
めに見積もっても 60 羽程度の生息数とされている。

分 布 状 況　日本，中国東部，インドシナ半島東部に分布。日本には
留鳥として全国に生息する。

形態及び生態　全長約 37.5㎝。雌雄ほぼ同色。頭には白と黒の顕著な冠
羽がある。この冠羽の白黒が雄ではコントラストが強く雌では弱くなる。
上面から尾は白と黒の細かな鹿の子模様になっている。頸側と下面は白
く胸には黒斑が帯状にある。雄は胸の帯が橙褐色になる。腹部は白色。
翼下面は雄では白く，雌では橙褐色。
全国の渓流や山地の湖沼に生息し，水辺の木の枝や杭の上に止まって，
餌となる水中の魚をダイビングして嘴で捕まえる。キャラッキャラッと
鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　水量が豊かで魚類が身を寄せる緑陰のあるトロ場が随所

にある県北の河川に生息し，自然崩落などで生じた法面を営巣地とする。
生 存 の 危 機　災害防止のための法面舗装による環境改変や近年の手軽

で高性能なカメラの普及によるカメラマンの営巣地への立入など，営巣
に支障が生じている。

特 記 事 項　2000 年発行 RDB 以降，高性能のデジタルカメラが普
及した。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　38），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

オオセッカセンニュウ科

選 定 理 由　①②③ 本県の総個体数は 1000 羽程度とされていた。全
国の生息地も局所的であり，その総個体数が絶滅の危機を脱する域には
達していない。

分 布 状 況　中国東北地区南部の限られた地域で繁殖し冬季に南に移
動する。日本では本州北部や本県などで局所的に繁殖している。

形態及び生態　全長約 13㎝。雌雄同色。頭上から上面は黄茶褐色。尾は
暗褐色で黄褐色の羽縁がある。淡い不明瞭な眉斑があり，頬と耳羽は淡
褐色。翼は黒褐色で黄茶褐色の羽縁がある。嘴は褐色，足は淡褐色。
湿った草原に生息している。冬期は姿を見つけにくいが，繁殖期には雄
は丈の高い草にとまり，そこから飛び立ってジュクジュクジュクと短く
さえずり，良く目立つ。地表近くに巣を構え白色の卵を 5 ～ 6 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　水辺のカサスゲを主とする脆弱な植物群落に依存して生

息するため，本県では霞ヶ浦湖岸や利根川下流域とその周辺に生息地が
限られる。

生 存 の 危 機　近年利根川下流域における繁殖期の生息数が，200 羽前
半台まで減少している。

特 記 事 項　2000 年発行の RDB で過小評価していた。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），44），54），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Megaceryle lugubris (Temminck)

Locustella pryeri (Seebohm)

撮影　2012 年，石川　皓

撮影　2014 年，小柳　恵

59



鳥
類

ゴジュウカラゴジュウカラ科

選 定 理 由　①③ 2007（平成 19）年までの 5 年毎の鳥獣生息分布
調査で，夏冬を通じて 2 ヶ所程度の記録があるのみ。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中部，中国南東部などに分布繁殖する。
日本では九州以北の山地に留鳥として生息する。

形態及び生態　全長約 13.5㎝。雌雄ほぼ同色。頭部から上面，中央尾羽
は青褐色。翼は黒褐色で羽縁は灰色。目を通る黒色の過眼線が良く目立
つ。眉斑は白色。喉から胸は白色で腹部は黄褐色。下尾筒は濃茶色。嘴
は黒く，足も黒い。雌は下尾筒の濃茶色が薄い。
山地の広葉樹林や針広混合林に生息する。木の幹に垂直にとまり，体を
さかさまにして幹を回りながら昆虫類を捕食する。植物質ではハンノキ，
ブナ，イチイの実などを食べる。繁殖期にはフィフィフィと大きな声を
発し，キツツキ類の古巣等を利用して 5 ～ 7 個を産卵する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では県北のブナ帯に属する山地の原生的な林に生息

するが，このような林が本県には限られていて，生息域が著しく不連続
である。

生 存 の 危 機　大きな渡りをせず，冬でも同じ樹林帯で過ごすため，県
外からの移入による個体数の増加は期待できない。

特 記 事 項　2000 年発行の RDB で過小評価していた。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），47），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

コヨシキリヨシキリ科

選 定 理 由　①②③ 1980 年代初頭まで内陸の草地にも生息地があっ
たが，現在は霞ヶ浦・北浦，涸沼では稀になり，主要個体群は，利根川
河川敷に限られる。

分 布 状 況　ユーラシア大陸東部及び日本で繁殖し，冬季に南に渡る。
日本には夏鳥として渡来し，本県では局所的。

形態及び生態　全長 13.5㎝。雌雄同色。頭部から上面，尾羽上面は黄褐
色。喉は白色で胸部から腹部は淡黄褐色。頭側と過眼線は黒褐色で白色
の眉斑は明瞭。嘴は黒色，下嘴の基部は黄色。足は肉色。
夏鳥として九州以北の高原などに渡来し繁殖するが局地的である。北海
道や本州中部では平地の草原でも繁殖する。草原の丈の高い茎に営巣す
ることが多い。イネ科植物の枯葉や枯枝を使いコップ状の巣を作り 4
～ 6 個産卵する。
本県では霞ヶ浦周辺や涸沼周辺の低層湿原での繁殖が確認されていた。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では霞ヶ浦・北浦，涸沼，牛久沼など湖岸や河川敷

などのやや湿り気が多く，大人の背丈までの草地で繁殖する。
生 存 の 危 機　草地の再生が進行中の霞ヶ浦・北浦で実施した平成 22

年度の調査では本種の生息状況に回復する兆しがない。
特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行以降も減少が続いている。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），45），46），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Sitta europaea Linnaeus

Acrocephalus bistrigiceps Swinhoe

撮影　2007 年，岸　久司

撮影　2005 年，栃木県，石川　皓
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鳥
類

コマドリヒタキ科

選 定 理 由　①②④ 深い浸食谷がない本県の山地には潜在生息地は多
くない。しかし，近付きがたい小さな沢にも生息するため，記録が採取
されにくい面がある。

分 布 状 況　日本だけで繁殖し，冬季に中国南部で越冬する。伊豆諸島，
屋久島，種子島では留鳥として分布する。

形態及び生態　全長約 14㎝。雌雄ほぼ同色。雄の頭部から上面は全て暗
赤褐色。顔から胸元まで橙赤色。胸と脇は暗灰色で橙赤色の部分との境
は黒に近い。嘴は黒色。足は黄褐色。雌は全体に色が鈍く，胸の黒帯の
色も淡い。
繁殖期には山地のよく茂った針広混合林に生息し，倒木のあるような
湿った場所を好む。地表近くの低木林やササの中で生活し，雄は枯れ枝
や倒木，切株などにとまって，ヒンカラカラカラと響き渡る美声で囀る。
倒木の陰や崖の下に巣を構え 3 ～ 5 個を産卵する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　県北のブナ帯に属する山地で下生えの豊かな沢沿いに生

息する。良好な落葉広葉樹林に多いが，高齢の人工針葉樹林にも生息す
る。まれに渡り途中に平地林で見ることがある。

生 存 の 危 機　円やかな山容の本県の山地には道路網が発達しており，
生息地に道路が近い場合，常に密猟の脅威に晒されている。

特 記 事 項　生息地での本種の密猟に関する具体的な話が後を絶たな
い。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ホオアカホオジロ科

選 定 理 由　①② 2007（平成 19）年までの 5 年毎の鳥獣生息分布
調査で繁殖期の生息域が一貫して減少している。

分 布 状 況　中国東北部，朝鮮半島などに夏鳥として分布，冬季に南
に移動する。日本では九州以北で繁殖し北日本，北海道では夏鳥。

形態及び生態　全長約 16㎝。雌雄ほぼ同色。頭部から上面は灰褐色で，
背には黒い縦斑がある。肩羽は赤褐色。頬と耳羽は赤褐色。喉から胸は
白色で黒と赤褐色の 2 本の帯が胸にある。胸以下の下面は淡褐色。嘴
は黒灰色で足は黄色。雌は頬の赤褐色，胸の黒色と赤褐色の帯が淡い。
主に山地の草原に生息するが，河川や湖沼近くの平地にも生息する。雄
は低木や丈の低い草にとまってチョッチンチョチョジと少し濁った声で
囀る。秋冬は暖地の草地に単独でいることが多い。地上の凹地や低い枝
の茂みに巣を構え 3 ～ 6 個産卵する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　湿潤な草地から乾燥した草地へ遷移途上にある草地，ま

たは天水頼りや滲出水頼りの湿地で潅木がわずかに生育する丈の低い草
地に生息する。

生 存 の 危 機　未利用の工業団地用地などは経費削減のために草刈が控
えられ，近年では太陽光発電所の用地として需要が高まっている。

特 記 事 項　太陽光発電所用地の需要が高まったのは 2000 年 RDB
発行以降のことである。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Luscinia akahige (Temminck)

Emberiza fucata Pallas

撮影　2014 年，長野県，石田光史

撮影　2013 年，福島県，伊澤泰彦
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鳥
類

トモエガモカモ科

選 定 理 由　①② 本県では一時的に増加してもここ 50 年近く個体数
に変化がなく，回復にはさらに時間を要する。

分 布 状 況　北極圏とユーラシア大陸の北東部で繁殖し，冬季には南
方へ渡る。日本には冬鳥として主に本州以南に渡来する。

形態及び生態　全長約 40㎝。小型のカモで雌雄異色。雄の頭頂から後頭
は黒褐色。顔は黄白色の地に緑黒色のともえ形の模様がある。後頸から
背は褐色。翼は黒褐色で次列風切羽の外縁は白色。胸は灰色で細かい黒
斑がある。胸側には白い縦線がある。腹部は白色。雌雄ともに嘴は黒色
で足も黒い。雌は全体に褐色で嘴の付け根に小さい白斑がある。
日中は湖沼や河川に生息し，夜間水田などに飛来して植物質を主に食べ，
動物質の水生昆虫や甲殻類なども餌とする。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　西日本の日本海側に代表的な越冬地があり，本県ではオ

シドリが好む水辺にオシドリに混じって少数越冬するが，定期的な越冬
地はない。

生 存 の 危 機　主要な越冬地である朝鮮半島などで，高病原性鳥インフ
ルエンザウイルスに感染して大量死する事例が頻発している。

特 記 事 項　2000 年 RDB の発行以降に高病原性鳥インフルエンザ
ウイルスが発生した。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　2），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ウズラキジ科

選 定 理 由　①②③ 小規模経営による畜産業が衰退し，大規模経営で
も小屋飼いが主流になったため，草地の必要性が失われつつある。

分 布 状 況　ユーラシア大陸東北部で繁殖し，冬季は南方へ渡る。日
本では本州中部以北で繁殖し，以南で越冬する。本県では留鳥。

形態及び生態　全長約 20㎝。雌雄ほぼ同色。体は丸みをおびて尾は短い。
頭から上面は褐色で黒と黄白色の横斑と縦斑がある。眉斑は黄白色。下
面は淡黄褐色で胸から脇には白色と褐色の縦斑，黒い横斑がある。雄は
頬から喉にかけて赤褐色。雌は汚白色。翼は黄褐色の地に不明瞭な黒褐
色の横斑がある。
平地から山地の草原や農耕地にすみ，冬は暖地の河原や休耕地に生息す
る。草かげにいることが多く姿は見つけにくい。天敵が近づくとじっと
身を潜めて，いよいよとなると飛立ち低く直線的に飛ぶ。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　人が定期的に刈り込む膝頭ほどの草地，牛馬の放牧で常

に攪乱を受けている放牧地など広くて明るい草地を好む。
生 存 の 危 機　経済のグローバル化のため草地の攪乱要因が増える見込

みはなく，かつ放牧地が太陽光発電所に置き換わっている。
特 記 事 項　2000 年発行の RDB で過小評価していた
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Anas formosa Georgi

Coturnix japonica Temminck et Schlegel

撮影　2008 年，岸　久司

撮影　2002 年，西野正義
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鳥
類

ヒメウウ科

選 定 理 由　① 近縁種のウミウとともに人の手が及ばない海食崖でね
ぐらを共有するが，東日本大震災で岩棚の崩落が著しい。

分 布 状 況　北アメリカ大陸の西海岸やユーラシア大陸の北東海岸部
で繁殖し冬期南に移動する。北海道の一部で繁殖し，茨城県では冬鳥。

形態及び生態　全長約 73㎝。雌雄同色。全体に黒色で青や紫の光沢があ
る。夏羽では頭頂部と後頭部に短いブラシ状の冠羽があり，目の周りの
裸出部は暗赤色になり，足の付け根に白斑が生じる。冬羽では目の周り
の裸出部はわずかで足の付け根の白色はない。嘴は細長い鉤状をした黒
色で足も黒色。
海に面した断崖や岩礁に生息し，防波堤やテトラポッドに止まっている
こともある。潜水が得意で泳ぎと潜水を繰り返しながら主に魚類を捕食
する。

近 似 種　同所的に生息するウミウも全身黒色だが，ヒメウの嘴は
細く，識別は容易。塒では高所をウミウ，低所をヒメウと使い分ける。

生 息 地　本県では冬期に岩石海岸から鹿島灘沿岸などの砂浜まで
広い範囲で採食する。夜間は，県北や千葉県の海食崖のねぐらで過ごす。

生 存 の 危 機　本県最大規模のねぐらの所在地に国道パイパス計画があ
る。

特 記 事 項　地震と開発行為によるねぐらの消失が危惧される。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　5），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

ヨシゴイサギ科

選 定 理 由　①② まとまった個体群があった霞ヶ浦・北浦での減少が
著しく，湖岸再生の効果も限定的である。

分 布 状 況　ユーラシア大陸南部に留鳥として生息し，一部は冬季に
南方へ移動する。日本では夏鳥として九州以北に渡来し繁殖する。

形態及び生態　全長約 36.5㎝。雌雄ほぼ同色。雄の頭頂は黒く後頸は黄
褐色，背から腰は褐色，雨覆は黄褐色で風切羽は黒褐色。下面は黄褐色
で，前頸の中央に茶褐色の縦斑がある。雌の頭頂は茶褐色で下面は黄白
色。喉から胸にかけて褐色の縦斑がある。嘴は雌雄ともに黄褐色で足は
黄緑色。
水田，湿地，ヨシ原などに生息し魚類，両生類などの動物質を捕食する。
警戒すると嘴を上に向け首を伸ばしヨシの茎に似せた擬態をする。ヨシ
原などに葉を束ねた巣を作り，淡青緑色の卵を 5 ～ 6 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では霞ヶ浦や涸沼などの大きな湖沼や 1 級河川の下

流などまとまりのあるヨシ原に生息するが，放棄田のヨシ原を利用する
場合もある。

生 存 の 危 機　ヨシの茎を支柱に造巣するが，天敵の侵入を防ぐため，
水ヨシを用いる。この特殊性を考慮した湖岸再生事業はごく稀である。

特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行以降も減少が続いている。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　3），6），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Phalacrocorax pelagicus Pallas

Ixobrychus sinensis (Gmelin)

撮影　2009 年，野尻智治

撮影　2007 年，山根靖正
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鳥
類

ジュウイチカッコウ科

選 定 理 由　① 本県の山地は標高が低く，人里にも近く，規模の大き
な落葉広葉樹林が人工林に置き換わったため，生息地が局限される。今
後増加する見込みもない。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中東部に夏鳥として生息，冬季に南方へ
移動する。日本には夏鳥として渡来，九州以北で繁殖する。

形態及び生態　全長約 32㎝。雌雄同色。頭から上面は灰褐色。尾羽には
黒褐色の帯がある。下面は喉から胸が淡橙色。腹部は白い。目の周囲に
黄色のアイリングがある。嘴は黒く先端と基部は黄色，虹彩は暗赤色で
足は黄色。
比較的標高の高い山地の広葉樹林に夏鳥として渡来し，昆虫類を餌とす
る。コルリやオオルリの巣に托卵することが多い。ジューイチジューイ
チとテンポを上げながら鳴き，最後はジュジュジュ…と鳴き下がる声を
連続して発する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　托卵相手のコルリやオオルリなど，小型ヒタキ科が好む

落葉広葉樹の多い県北の山地や筑波山塊に生息する。
生 存 の 危 機　規模の大きな落葉広葉樹林は，自然公園法に定められた

地域に多いが，他の地域では樹種交換が続いており，生息適地は減少し
ている。

特 記 事 項　2000 年版 RDB は過小評価だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　11），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

アマサギサギ科

選 定 理 由　①② 2002（平成 14）年に約 4000 羽だった県内の総
個体数が，10 年後には 1000 羽強に急減している。

分 布 状 況　ユーラシア大陸南部，アフリカ中南部，中央アメリカ，
南アメリカ大陸に留鳥として分布。日本では主に夏鳥として九州以北に
渡来する。

形態及び生態　全長約 50.5㎝。雌雄同色。夏羽では頭部から頸が橙色で
背にも橙色の飾り羽が出る。他は全体に白色。嘴は橙黄色で目先は黄色
で虹彩も黄色。足は褐色ないし黒褐色をしている。冬羽では全身白色に
なる。
夏鳥として渡来し，水田，湿地，放牧地などに生息し，海岸や干潟には
出ない。昆虫類を好んで食べるほか，両性爬虫類なども捕える。他のサ
ギ類と一緒に集団繁殖し，竹林や雑木林で 2 ～ 10m に巣を作り，青
色または緑白色の卵を 3 ～ 4 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　水田の畦畔や牧草地など丈の低い草地で採食し，笹やぶ

からスギやコナラークヌギ林に至る多様な樹林で繁殖する。
生 存 の 危 機　傷病鳥で収容される個体数は 2007（平成 19）年まで

毎年 1 ～ 3 羽あったが，2008 年以降収容が途絶えた。減少の原因は
不明。

特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行以降に生じた現象である。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　42），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Hierococcyx hyperythrus (Gould)

Bubulcus ibis (Linnaeus)

撮影　2014 年，石川　皓

撮影　2012 年，山形県，石田光史

64



鳥
類

イカルチドリチドリ科

選 定 理 由　①④ 2007（平成 19）年調査の段階では各河川で通常
の増減を繰り返していたが，ここ 10 年間で河川の大増水がなく，玉石
河原が減少している。

分 布 状 況　中国東部で夏鳥。冬季は南に移動する。日本の本州以南，
朝鮮半島では留鳥。北海道では夏鳥である。

形態及び生態　全長約 20.5㎝。雌雄同色。上面は淡褐色で下面は白い。
額と頸に黒帯があり，嘴付け根の上面は白い。目の周囲に肉色のアイリ
ングがある。虹彩と嘴は黒色。足は淡黄色。
河川下流部より中・上流域を好み，河原や湖沼付近の砂礫地に生息し繁
殖する。繁殖期にはピィッピィッピィッと鳴きながらよく飛び回る。巣
やヒナに天敵が近づくと，親鳥は怪我をしたふりをし，天敵の気をそら
してヒナや巣を守る擬傷という行動をする。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　河川上・中流域の玉石河原で繁殖し，冬季に周辺の湿っ

た水田や少雨で水位低下し，干潟状になった川岸で過ごす。
生 存 の 危 機　各河川で川筋の固定化によって玉石河原の草地化が進ん

だため，繁殖適地が減少した。また，天敵のトビの増加や河原へのレ
ジャー車両の進入が止まず，負の要因は増えている。

特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行以降に生じた現象である。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

シロチドリチドリ科

選 定 理 由　①②③ 2007 年の調査ですでに年間を通して生息記録が
減少しており，その後も砂浜の浸食などによって営巣適地の減少が続い
ている。

分 布 状 況　ユーラシア大陸南部，アフリカ北部などの主に沿岸部で
繁殖する。日本では九州以北で繁殖し，多くは留鳥である。

形態及び生態　全長約 17.5㎝。雌雄同色。夏羽では頭は橙色，上面は茶
褐色をしている。額から眉斑は白色，額と過眼線は黒色。側頸から胸元
にかけて黒斑があるが胸中央部分は切れている。嘴と足は黒色。冬羽で
は全体が灰褐色になり，頭部の橙色は消える。
海岸や河口部などの砂泥地に留鳥として生息し，砂地にくぼみを作って
巣を構え繁殖する。水際でゴカイやカニなどの動物質の餌を食べる。冬
季は群れを作ることが多い。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　海浜植物が疎らに生育する砂浜で通常単独つがいで営巣

する。広い砂浜では複数つがいの営巣もみられる。
生 存 の 危 機　繁殖地，越冬地ともに海岸の砂浜や河口干潟に依存して

おり，河口干潟に乏しい本県で砂浜の減少は，本種にとって存亡の危機
である。

特 記 事 項　2000 年版 RDB は過小評価だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Charadrius placidus Gray et Gray

Charadrius alexandrinus Linnaeus

撮影　2010 年，石川　皓

撮影　2015 年，仲田　立
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鳥
類

オオハシシギシギ科

選 定 理 由　① 2005（平成 17）年頃から毎年 10 羽以上がハス田
で越冬している。それに伴い秋の飛来数も増えたが，個体数は 50 羽未
満にすぎない。

分 布 状 況　アラスカ北西部および北東シベリアで繁殖し，冬季に北
アメリカ大陸南部に渡る。日本には数少ない旅鳥または冬鳥として渡来
する。

形態及び生態　全長約 29㎝。雌雄同色。夏羽は頭から上面が赤褐色，肩
羽は先が黒く羽縁は白色。尾は白黒の横縞。下面は顔から腹部まで赤褐
色，胸から脇に黒褐色の横縞がある。嘴と過眼線は黒色。嘴は黒色で基
部は黄緑色を帯びる。足は黄緑色。
数少ない旅鳥または冬鳥として渡来し，ハス田や水田，河口などに生息
する。水面下の土に嘴を垂直に差し込み，上下に動かしながら餌を探す。
飛んだときにピッピッピッと言う声を出す。本県では霞ヶ浦周辺などで
の記録がある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では春秋の渡りの時期に，田起こし後の水田や湛水

している休耕田に飛来するほか，収穫後のハス田で少数が越冬する。
生 存 の 危 機　ハス田での防鳥ネット敷設が，越冬個体群に影響を与え

ている。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　15），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

セイタカシギセイタカシギ科

選 定 理 由　① 本県には泥質干潟がほとんどないため，短期の飛来が
多い。水田にも飛来し，畦畔で造巣することもあるが，持続しない。

分 布 状 況　アフリカ大陸中南部，オーストラリア，南アメリカ大陸
で留鳥。日本では旅鳥，一部局所的に繁殖している。

形態及び生態　全長約 32㎝。雌雄ほぼ同色。雄の夏羽では後頭から上面
が黒色。腰から尾羽は白色。翼上面は黒色。雌の頭部は殆どが白色。下
面は全体に白色で嘴は直線的に細長く黒い。虹彩と足は赤く，足は非常
に長い。
旅鳥として水田，干潟，湖沼に渡来するが，一部は留鳥として局地的に
繁殖している。利根川下流部で繁殖活動例がある。浅い水中を歩きなが
ら魚類や甲殻類，水生昆虫などを捕食する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　周囲を丈の高い草で囲まれた池塘の浅瀬に泥を盛り上げ

て巣を作り繁殖する。本県では水田や干拓・埋立事業地などに少数がと
きどき飛来し，偶発的に繁殖もする。

生 存 の 危 機　小規模な繁殖個体群のある東京湾岸の後背地としての役
割が本県の現状であり，安定的な個体群を作り出す環境がない。

特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行以降に東京湾岸の後背地的な位置
になった。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　16），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Limnodromus scolopaceus (Say)

Himantopus himantopus (Linnaeus)

撮影　2006 年，明日香治彦

撮影　2015 年，明日香治彦
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鳥
類

オオソリハシシギシギ科

選 定 理 由　①② 春には利根川下流域の水田などに定期的に飛来する
が，近年内陸の飛来地の行方市で 2008（平成 20）年以降姿が途絶え
ている。

分 布 状 況　ユーラシア大陸北部，アラスカ西部で繁殖し，冬季はア
フリカやオーストラリアに渡る。日本では旅鳥。

形態及び生態　全長約 41㎝。雌雄ほぼ同色。雄の夏羽では頭頂から後頸
まで赤褐色で黒い縦斑がある。背と肩羽は灰褐色で黒い軸斑と赤褐色の
羽縁がある。喉から胸は赤褐色で胸側に黒褐色の縦斑がある。腹部は白
く赤褐色が混じる。雌は全体に赤褐色みが薄い。嘴は肉色で先端になる
ほど黒く，大きく反り返る。足は黒色。冬羽は全体に灰褐色で下面は白色。
旅鳥として海岸や河口，干潟，水田などに渡来し，ゆっくり歩きながら，
嘴を根元まで差し込んで貝類，ゴカイなどの餌を捕食する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　干潟や河口の砂州や砂浜を好み，本県では神栖市の利根

川下流域に記録が多いが，海岸に近い内陸の水田にも飛来する。秋は少
ない。

生 存 の 危 機　利根川下流域の河川沿いの水田では放棄後ヨシ原に変
わったために，内陸の飛来地は大型店舗の進出やハウス栽培の普及で生
息地が減少している。

特 記 事 項　基礎データの整理により評価を見直した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　15），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

アカアシシギシギ科

選 定 理 由　①② 2005（平成 17）年神栖市高浜における 12 羽を
記録して以降，秋の記録がない。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中西部で繁殖し，冬季アフリカ大陸中部
や東南アジアに渡る。日本では多くが旅鳥だが北海道の一部で繁殖する。

形態及び生態　全長約 27.5㎝。雌雄同色。夏羽では上面が濃褐色で背に
黒褐色の縦斑がある。肩羽は農褐色の地に黒と黄褐色の斑点がある。腰
から尾羽は白く尾には黒い横縞がある。下面は白地に黒褐色の縦斑が目
立つ。目の周りに白いアイリングがある。嘴は黒褐色で基部になるほど
赤くなる。足は朱色。冬羽は上面が灰褐色。顔や胸部は淡褐色で細かい
縦斑がある。腹部は白色。
旅鳥として水田やハス田に立ち寄る。海岸近くの低木や枯木に止まるこ
ともある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　秋に飛来数が多く，利根川流域の低湿な水田に生息する。

近年ごく少数が稲敷市のハス田で越冬するようになった。
生 存 の 危 機　水を張った休耕田に飛来していたが，政策の変更により

休耕田がほぼ消滅し，秋の生息地が激減している。
特 記 事 項　基礎データの整理により秋の飛来数の減少が判明した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　15），52），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Limosa lapponica (Linnaeus)

Tringa totanus (Linnaeus)

撮影　2012 年，石川　皓

撮影　2014 年，明日香治彦
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鳥
類

コアジサシカモメ科

選 定 理 由　①②③④ 自然災害に脆弱で不安定な繁殖地は，天敵に目
立ち易いため，集団で営巣する繁殖戦略を採るが，群れサイズが減少し
ている。

分 布 状 況　ユーラシア大陸で広範囲に分布し，部分的に夏鳥。冬季
に南方へ渡る。日本には本州以南に夏鳥として渡来する。

形態及び生態　全長約 28㎝。雌雄同色。夏羽では頭頂と過眼線は黒色。
上面は淡灰色。尾は白く燕尾。下面は全体が白色。嘴は黄色で先端が黒
色。足は橙黄色。冬羽では頭頂は白黒まだら模様で後頭は黒色。額と先
頭は白い。嘴と足は黒くなる。
夏鳥として河口，海岸，河川，湖沼などに渡来。水面上空をゆっくり羽
ばたきながら，水中の小魚を見つけ，停空飛翔をしながら狙いを定めダ
イビングして餌を捕える。浜辺や河原で集団繁殖する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　通常は砂浜の波が届かない海浜草地への移行帯や増水に

晒されやすい大きな河川の玉石から成る中州で営巣し，付近の水域で採
食する。

生 存 の 危 機　本県における安定した集団繁殖地は，那珂川河口域と利
根川河口域にすぎない。河川の集団繁殖地は 2004（平成 16）年を最
後に途絶えている。

特 記 事 項　2000 年版 RDB は過小評価だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　19），20），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ツバメチドリツバメチドリ科

選 定 理 由　①② 全国的な増加傾向を受けて毎年少数を観察するが，
一時のような集団繁殖や毎年の繁殖の事例が途絶えている。

分 布 状 況　中国東北部で繁殖し，冬季東南アジアやオーストラリア
に渡る。日本では旅鳥または夏鳥。

形態及び生態　全長約 26.5㎝。雌雄同色。夏羽では上面は濃灰褐色。腰
は白く尾は黒色。喉は淡黄色で黒い線で囲まれている。胸は濃灰褐色で
下面は白い。嘴は黒く短めで基部は赤色。足は黒褐色。冬羽では上面が
全体に灰褐色を帯びる。喉は淡褐色で周囲の黒線は不明瞭になる。嘴基
部は黒色になる。
海岸，干潟，休耕田，草地などに生息し，地上では胸を張った姿勢でじっ
としていることが多い。ツバメのように飛びながら昆虫類を捕食する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　海岸やその埋立地，河原や内陸の耕地など開けて乾燥し

た環境を好み，飛んでいる昆虫などを捕る。県南や鹿行ではまれに繁殖
する。

生 存 の 危 機　繁殖環境が，埋立地や休耕田など一時利用を見合わせた
土地であるため，極めて不安定である。

特 記 事 項　人為的で極めて不安定な環境は，景気減退と農業政策の
変更で減少している。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　51），53），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Sterna albifrons Pallas

Glareola maldivarum Forster

撮影　2010 年，明日香治彦

撮影　2014 年，徳元　茂
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鳥
類

ハチクマタカ科

選 定 理 由　①② 秋の渡りの時期に本県を通過する個体数に大きな変
化はないが，近年丘陵部における繁殖記録が途絶えている。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中東部で繁殖，冬季に南に渡る。日本で
は夏鳥として離島を除く全国に渡来する。冬季東南アジアに渡る。

形態及び生態　全長雄約 57㎝，雌約 60.5㎝。翼開長 121 ～ 135㎝。
雌雄ほぼ同色だが変異が多い。トビより小さく，ノスリより大きい。翼
は大きく前縁後縁ともほぼ直線に見える。飛翔時，頭が長く突出したよ
うに見え，翼はほぼ平行，時折両翼を上げて上方で打ち付けるような停
空飛翔をする。
夏鳥として山地の森林に渡来し繁殖する。ハチ類を好み，その巣を襲っ
てスズメバチやアシナガバチの幼虫をよく食べる。ほかにアリ，カエル，
ヘビ，昆虫類も食べる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では丘陵から山地の落葉広葉樹林で営巣し，林縁や

伐採地に生息するハチ類などを餌にする。秋の渡りには県南でもまれで
ない。

生 存 の 危 機　2007（平成 19）年までの 5 年毎に実施した鳥獣生息
分布調査では一貫して減少傾向をたどっていて，現在も同様の傾向であ
る。

特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行以降も減少が止まない。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

サシバタカ科

選 定 理 由　①② 傷病鳥で収容される個体数は平成 16 年（2004 年）
の 12 羽をピークに，多い年でもその 4 分の 1 止まりに急減している。

分 布 状 況　アムール地方南部，中国東北部，朝鮮半島などで夏鳥。
日本にも本州以南に夏鳥として渡来して繁殖し，冬季東南アジアへ渡る。

形態及び生態　全長雄約 47㎝，雌約 51㎝。翼開長 115 ～ 115㎝。雌
雄ほぼ同色。頭上は灰褐色で上面は茶褐色，尾羽は灰褐色で 3 本の黒
色帯がある。頬は灰色で喉は白く中央に 1 本の黒色の縦班がある。胸
は濃茶褐色で腹部は白地に茶褐色の横斑がある。雌は白い眉斑を持つ個
体が多い。嘴は黒く基部は黄色。足は黄色。帆翔時は翼後縁が直線的に
見え，大きな声でピックィーイピックィーイと鳴く。
夏鳥として渡来し平地林や山麓の林に生息する。両性爬虫類を主に食し，
電柱や枝先に止まって地上の餌を探し，飛び降りて捕まえる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では狭い地域に水域と山林を併せ持つ谷津田に特化

して生息するが，土壌生物が豊かな成熟林にも生息する。
生 存 の 危 機　度重なる減反政策や就農人口の高齢化で低い生産性の谷

津田が放棄され，その荒廃で生息地を失っている。
特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行以降に生じた現象である。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　33），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Pernis ptilorhynchus (Temminck)

Butastur indicus (Gmelin)

撮影　2010 年，根本信二

撮影　2010 年，明日香治彦
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鳥
類

ハヤブサハヤブサ科

選 定 理 由　①②③ 〈生息地〉欄の生息環境は主に県北の岩化が未熟な
海食崖に限られ，崖地の自然崩落で繁殖が失敗する。

分 布 状 況　ユーラシア大陸北部，北アメリカ大陸北部で夏鳥。ユー
ラシア大陸南部，オーストラリア，日本では留鳥として分布。

形態及び生態　全長約雄 38㎝，雌約 51㎝。翼開長 84 ～ 120㎝。雌
雄同色。頭上から上面は青灰黒色で尾には数本の黒帯がある。目の後方
と顎線は黒色。喉から胸，腹部は白色で胸には細かい黒色斑があり腹部
には黒色横斑がある。嘴の先は黒く基部は黄色。足は黄色。若鳥は上面
黒褐色，下面は淡黄褐色で黒く太い縦斑がある。
海岸，河口，原野，耕地など開けた場所に生息し，枝先や岩棚にとまり，
羽ばたきと滑翔を繰り返し，中型の鳥類を上空から急降下して捕える。
近年は市街地でも繁殖している。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　海岸や内陸の比高が大きく垂直な崖地等の周囲に樹木が

茂った場所を好み，併せて採食条件が優れていればそのまま営巣する。
生 存 の 危 機　危険を伴う生息環境のため，天敵の脅威は薄らぐが，周

辺の環境破壊を伴う写真撮影が横行している。また，防鳥ネットに羅網
死するケースが絶えない。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　40），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

オオアカゲラキツツキ科

選 定 理 由　①② スギ・ヒノキの人工林にほぼ置き換わった本県では，
相対的に局所的な生息にとどまっており，総個体数も少ない。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中部に広く留鳥として分布する。日本で
は奄美大島以北で留鳥として繁殖している。

形態及び生態　全長約 28㎝。雌雄ほぼ同色。雄の額は白色。頭上から後
頭は赤く，体上面は黒く背，雨覆，風切に白斑がある。腰は白く，顔か
ら下面は黄褐色で胸には黒い縦斑がある。下腹から下尾筒は赤色。嘴は
黒く，足は灰褐色。雌は頭上が黒色。
山地の落葉広葉樹林や針広混交林に生息する留鳥。木の幹に縦に止まり，
嘴でつついて，木の割れ目や樹皮の下にひそむ昆虫の幼虫，主にカミキ
リムシ類を引き出して食べる。キョッキョッと鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　原生林，二次林を問わず，県北の規模の大きな落葉広葉

樹林もしくは針広混交林に生息する。
生 存 の 危 機　落葉広葉樹林でも原生的な林には保護措置が講じられて

いる場合が多いが，高齢の二次林についてはその評価が不十分で，生息
地の減少が危惧される。

特 記 事 項　2000 年版 RDB は過小評価だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Falco peregrinus Tunstall

Dendrocopos leucotos (Bechstein)

撮影　2013 年，長野県，神田愛恵子

撮影　2006 年，多田恒雄
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鳥
類

サンショウクイサンショウクイ科

選 定 理 由　①②③ 本種の生息地が山地の昆虫発生量の多い林に限ら
れるのは，松林の激減とその保全対策で取られた薬剤散布で樹冠生物が
貧相になったことによる。

分 布 状 況　ウスリー地方，中国東北部，日本などに分布，冬季に東
南アジアに渡る。日本では夏鳥として渡来し繁殖する。

形態及び生態　全長約 20㎝。雌雄ほぼ同色。体は細く尾は長め，雄の額
から頭部は白く，後頭は黒色。上面は青灰色で尾は黒色，外側尾羽は白
色。下面は全体に白色で脇はやや灰色を帯びる。過眼線と嘴は黒色。足
は黒褐色。雌は後頭から後頸が灰色。
平地から山地の大きな落葉樹の林などに生息する。樹上で昆虫などを捕
食し，高い枯れ枝や梢に直立した姿勢でとまり，低い枝や地上には殆ど
とまらない。高い所を波状飛行しながらヒリリンヒリリンと鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　樹種や標高にかかわりなく高木林の樹冠部に生息する。

1970 年代初頭まで市街地にも生息していたが，現在，本県では山地
に限られる。

生 存 の 危 機　県北の山地でやや生息数が回復気味だが，かつての広域
的な分布に回復するにはスギ単相の平地林では不十分である。

特 記 事 項　スギの単相林が広葉樹林に置き換わる兆候は見えない。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），51），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

コシアカツバメツバメ科

選 定 理 由　①② 2004（平成 16）年の環境省調査で県北の分布が
20 年前に比べ激減し，その状況が現在も継続している。

分 布 状 況　ユーラシア大陸南部，アフリカ大陸中央部に留鳥。ロシ
ア極東，中国東北部，日本には夏鳥として渡来し冬季に南に渡る。

形態及び生態　全長約 18.5㎝。雌雄同色。頭部から上面は青色光沢のあ
る黒色。腰は赤褐色で細い黒色の軸斑がある。尾，嘴，足は黒褐色。喉，
頸側，胸，腹は淡橙褐色で，黒色の細い縦斑がある。
市街地や集落の近くを飛び回り，飛翔中の昆虫を餌とする。ツバメより
滑翔が多く，長い尾羽が目立つ。ジュジュと濁った声を発する。
軒下や天井，橋げたなどに土と枯れ草でとっくりを縦に割ってつけたよ
うな巣を構え，白色の卵を 4 ～ 5 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　県北から県央の山麓や丘陵に至る川沿いや海岸沿いの地

域に生息するが，その分布は局所的である。
生 存 の 危 機　スズメと営巣場所をめぐる競合関係にあり，本種の古巣

や造巣中の巣が奪取されるため，繁殖状況は極めて不安定である。
特 記 事 項　2000 年発行の RDB で過小評価していた。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　11），43），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Pericrocotus divaricatus (Raffles)

Hirundo daurica Laxmann

撮影　2007 年，伊澤泰彦

撮影　2015 年，楳田　昭
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鳥
類

オシドリカモ科

選 定 理 由　① 越冬個体は増加傾向にあるが，本県の繁殖地は急崖地
にある水辺に接した高齢樹林なので，繁殖環境は限られ，且つ枯損も進
んでいる。

分 布 状 況　ウスリー地方，中国，日本などで繁殖し，冬は南方へ渡
るものもいる。日本では離島を除く全国で繁殖し留鳥または漂鳥。

形態及び生態　全長約 45㎝。中型のカモで雌雄異色。雄の頭頂は暗緑色，
後頭の羽毛は長く伸びて冠羽となり紫赤褐色。尾は褐色で緑色光沢があ
る。目を通る幅広い黄白色の眉斑があり，胸は紫色で 2 本の白い縦縞
線がある。三列風切羽の最内側のものは幅広い橙色でイチョウ羽と呼ば
れている。雌雄ともに嘴はピンク色。雌は全体に灰褐色で白いアイリン
グから後頸に伸びる白い線がある。
山地の湖沼や河川に生息し，樹木の洞で繁殖する。ドングリを好んで食
べる。近年は山麓の水田でも見られる。本県では漂鳥または留鳥。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　規模の大小を問わず，樹林に囲われた湖沼や河川を好み，

同じような条件を備えた高齢樹林で繁殖する。
生 存 の 危 機　高齢樹林が年を経れば，本種の営巣に適した樹洞を持つ

樹木から倒壊が進み，繁殖環境がさらに悪化する可能性がある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

コジュリンホオジロ科

選 定 理 由　①② 2007（平成 19）年までの 5 年毎の鳥獣生息分布
調査では増加していると評価したが，急激に減少を示す地域もある。

分 布 状 況　中国東北部や日本で繁殖し，冬季に中国中部から南部に
移動する。日本では本州と九州で繁殖する漂鳥または留鳥。

形態及び生態　全長約 14.5㎝。雄の夏羽では首から上の頭部が黒色。背
から上面は赤褐色で背には黒い縦斑がある。腰と上尾筒は茶褐色をして
いる。胸からの下面は淡褐色。嘴は黒く足は淡黄褐色。雄の冬羽および
雌では額から後頭が褐色で黒い縦斑があり，頬は茶褐色で淡黄色の眉斑
と頬線がある。顎線は黒くて太い。
本州中北部や九州で繁殖するものは標高の高い草原に分布する。一方，
霞ヶ浦周辺では低層湿原で繁殖している。ヨシ原の先端で胸を反らし
ピッツツピなどとさえずる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　霞ヶ浦・北浦沿岸や利根川下流域の丈の低いイネ科草本

の群落に生息し，その周辺にある放棄して間もない水田にも生息する場
合がある。

生 存 の 危 機　減反政策の見直しによる休耕田の減少や霞ヶ浦沿岸干拓
地での浚渫土による地盤改良などで丈の低い草地が減少している。

特 記 事 項　減反政策の変更による減少は，2000 年版 RDB の発行
以降に生じた現象。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），50），55），57），60），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Aix galericulata (Linnaeus)

Emberiza yessoensis (Swinhoe)

撮影　2006 年，明日香治彦

撮影　2011 年，杉山みどり
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鳥
類

カワアイサカモ科

選 定 理 由　①② 本県では 1980 年代まで三桁の数で越冬していた
が，理由が不明なまま，近年は主要な越冬地で激減している。

分 布 状 況　ユーラシア大陸北部や北アメリカ大陸北部で繁殖し，冬
期南方へ渡来する。冬鳥として九州以北に渡来する。一部は北海道で繁
殖する。

形態及び生態　全長約 65㎝。雌雄異色。雄の頭部と顔は緑黒色。背は黒
色で腰は灰黒色。頸，胸，腹部は白色。初列風切羽と次列風切羽の一部
は黒色。次列風切羽の大部分と雨覆は白色。雌は頭部と顔は茶褐色で冠
羽がある。背は灰色で胸から腹部は白色。嘴は雌雄ともに赤褐色で先端
が黒い。足は赤色。
繁殖期は内陸の湖沼や河川に生息し，冬季は広い湖沼や内湾などで生活
する。泳ぎと潜水を巧みに繰り返し，魚類などの動物を餌とする。水中
に頭を入れて餌を探す行動が見られることもある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　霞ヶ浦・北浦，涸沼など大きな湖沼で越冬する。また，

久慈川や那珂川などの大きな河川で春秋の渡りの折りに立ち寄ることが
ある。

生 存 の 危 機　霞ヶ浦・北浦では 2007（平成 19）年以降越冬が途絶え，
涸沼でも 2008 年以降，散発的に越冬するにすぎない。

特 記 事 項　2000 年発行の RDB で過小評価していた。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　2），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

カイツブリカイツブリ科

選 定 理 由　①④ 2007（平成 19）年まで県内の陸水域でごく普通
に生息していたが，外来魚による遊漁の普及や溜池の改修によって生息
が減少している。

分 布 状 況　東南アジアやアフリカ大陸中南部に留鳥として生息する。
日本では本州以南に留鳥として生息し，北海道では夏鳥。

形態及び生態　全長約 26㎝。雌雄同色。夏羽では頭部から上面は黒褐色
で頬から前頸は赤褐色。胸から腹部は褐色。嘴は黒く短く先が尖ってお
り，先端と付け根の下が黄色。虹彩は黄色。足は黒褐色。冬羽では上面
黒褐色で頬，胸，腹部は淡褐色。
主に湖沼や河川に生息し，巧みに潜水して主に魚類や甲殻類，水生昆虫
などの動物質を餌としている。淀んだ水面に植物の葉茎や藻の類を利用
して浮き巣を作る。飛立つときには助走を必要とし，足を下げ低く飛ぶ。
繁殖期にはケレケレケレと大きな声で尻下りに鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　水生植物がある湖沼などの水辺で繁殖するが，冬季には

海の沿岸を含めた広範な水域に生息する。
生 存 の 危 機　ブラックバスによるヒナの捕食や堤などの改修による水

生植物帯の衰退で巣が作れないなど繁殖の基盤が揺らいでいる。
特 記 事 項　ブラックバスの外来魚の密放流が横行しだしたのは

2000 年版 RDB 発行以降である。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），3），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Mergus merganser Linnaeus

Tachybaptus ruficollis (Pallas)

撮影　2014 年，山根靖正

撮影　2012 年，斎藤玲子
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鳥
類

アオシギシギ科

選 定 理 由　①③ 生息要件を満たす環境要因の組合せは限定的であり，
本県の確実な生息地は県央の一部に限られる。個体数は多くても 10 羽
未満で年変動が大きい。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中部に生息し冬季に南に移動する。日本
では冬鳥として全国の山地の渓流部に渡来する。

形態及び生態　全長約 30㎝。雌雄同色。上面は全体に青紫色で黒褐色と
茶褐色の混じった複雑な模様がある。背と肩羽に 2 本の白い線が出る。
眉斑は白く黒褐色の過眼線と頬線がある。下面は白く腹部と脇には褐色
の横斑がある。嘴は暗肉色で先端になるほど黒味を増す。足は黄緑色。
冬鳥として全国の山地の渓流に生息し，三面張りのコンクリート水路に
いることもある。単独で過ごし，静かにたたずみ，水生昆虫やミミズな
どを捕食する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　準平原を流れる小川や用水路などの山間地の人家や畜産

農家の排水が流れ込む，あるいは腐葉土が堆積した岸辺のある細流で冬
季に単独で生息する。

生 存 の 危 機　道路が並行して走る山間地の細流は，道路の付替えや基
盤整備事業によって生息環境が消える潜在的危険性を有している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　17），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ケリチドリ科

選 定 理 由　①② 本県で越冬する個体群のうち，最多の個体数で構成
される個体群が繁殖地の環境悪化のために激減している。

分 布 状 況　中国東北部，日本などで繁殖し，冬季中国南部や東南ア
ジアに移動する。日本では留鳥として本州以南に生息する。

形態及び生態　体長約 35.5㎝。雌雄同色。頭部から顔は青灰色。上面は
灰褐色で腰から尾は白く先端に黒帯がある。胸に太い黒帯があり，腹部
は白色。
翼が黒く，飛んだ時によく目立つ。虹彩は朱色，嘴は黄色で先端が黒い。
足は黄色。
水田，河原，耕作地などの草地に生息し，昆虫の幼虫やミミズ，カエル
などを食べる。巣やヒナに近づくと，けたたましいキキィッキキィッと
いう声を発して威嚇行動をする。時にはカラスなどを追い回しながら飛
び回る。また，地上では翼を半開きにして，威嚇行動をする。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　丈の低い疎で開放的な草地を好む。本県での繁殖事例は

1 件のみである。冬は県央・県南・鹿行の湿った水田に群れで過ごす。
生 存 の 危 機　本県で越冬個体数が最多の個体群の繁殖地である栃木県

旧湯津上村の草地に太陽光発電所が設置され，個体数が急減した。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　14），15），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

Gallinago solitaria Hodgson

Vanellus cinereus (Blyth)

撮影　2013 年，塚本英夫

撮影　2015 年，岸　久司
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鳥
類

オグロシギシギ科

選 定 理 由　①② 秋に多いが，本県では春にも県南や鹿行の水田など
に飛来する。しかし，その数は減少ぎみであり，秋は飛来地数や個体数
が一段と減少している。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中西部やオホーツク沿岸などで繁殖し，
冬季には南に渡る。日本では旅鳥。

形態及び生態　全長約 39㎝。雌雄ほぼ同色。雄の夏羽では頭頂から後頸
まで赤褐色で黒い縦斑がある。背，肩羽は暗赤褐色で黒い軸斑と白い羽
縁がある。顔から胸は赤褐色で白い眉斑がある。腹部と脇は白く，黒い
横斑がある。尾に黒帯を持つ。雌は全体に赤褐色みが薄い。嘴は肉色で
先端保護黒い。足は黒色。冬羽は上面と胸が灰褐色で下面は白色。
旅鳥として渡来し，河口や干潟，水田，沼地などに生息する。水面下の
土に嘴を垂直に差し込みカニや貝類などを探して食べる。キッキッと鳴
く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　海岸の干潟や田起こし後の水田や基盤整備事業地などに

生息するが，広い干潟がない本県にあっては稲敷市から神栖市が主な飛
来地になっている。

生 存 の 危 機　連休の大型化で，地域一斉の田植えが薄らぎ，道路沿い
の大型店舗の進出で，採食地が減少し，春季の減少が著しい。

特 記 事 項　基礎データの整理により評価を見直した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　15），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ツルシギシギ科

選 定 理 由　①② 1960 年代前半までは県内各地に飛来し，100 羽
前後の群れサイズも珍しくなかったが，近年では 30 羽以下の群れが県
南の水田に飛来するに過ぎない。

分 布 状 況　ユーラシア大陸北部で繁殖し，冬季にアフリカ大陸中央
部や東南アジアに渡る。日本では旅鳥。

形態及び生態　全長約 32.5㎝。雌雄同色。夏羽は全体に黒色。上面に白
斑がある。目の周りに白いアイリングがある。嘴は黒く下嘴の基部が赤
色。足は暗赤色。冬羽は上面が灰褐色で白色斑がある。眉斑は白く過眼
線は褐色。
旅鳥として海岸や河口，水域近くの水田やハス田などに立ち寄る。春の
渡りは早く，数も春の方が圧倒的に多い。嘴を斜めに差して水生昆虫な
どの餌を探す。水中を歩き回り，時には泳ぐこともある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　干潟から内陸の水田に至る多様な湿地に群れをなして生

息する。
生 存 の 危 機　ハス田に敷設した防鳥ネットを通年の掛け放しにするた

め，早春に飛来する本種が利用しづらくなっている。
特 記 事 項　基礎データの整理により評価を見直した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　15），51），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Limosa limosa (Linnaeus)

Tringa erythropus (Pallas)

撮影　2009 年，明日香治彦

撮影　2011 年，岸　久司
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鳥
類

オオタカタカ科

選 定 理 由　①④ 本県の生息密度は高いが，2002（平成 14）年の
15 羽を境に傷病鳥として収容される個体数が減少している。その傾向
は幼鳥で顕著である。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中央部，北アメリカ大陸北部に留鳥とし
て生息。日本では九州北部以北で留鳥。

形態及び生態　全長雄約 50㎝，雌約 56㎝。翼開長 105 ～ 130㎝。雌
雄ほぼ同色。成鳥は頭から上面が濃青色，尾には 4 本の黒帯がある。
白い眉斑と太く黒い過眼線が明瞭。下面は白地に細い黒色の横斑が密に
ある。幼鳥は全体が褐色で胸に黒色の縦斑がある。嘴は黒褐色で足は黄
色。
山地から平地の林に生息し，中型の鳥類を捕食する。数回の速い羽ばた
きと滑翔を交互に行い直線的に飛翔する。また，高空を帆翔することも
ある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　成熟した林と畑や放牧地がモザイク状に広がる農村に生

息密度が高く，山間地の密で広大な樹林にも生息するが，数は少ない。
生 存 の 危 機　本種の生息環境のひとつである畑地で耕作放棄が増加し

たため，採食場の減少だけでなく餌動物の減少も招いている。
特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行以降の基礎研究で，生息数が危機

的レベルではないことが判明した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　31），32），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ハマシギシギ科

選 定 理 由　①② 秋より春に多いシギであるが，2009（平成 21）
年春以降，群れサイズと飛来地点数が減少に転じている。

分 布 状 況　ユーラシア大陸北部や北アメリカ大陸北部で繁殖し，冬
季に南に渡る。日本では旅鳥または冬鳥。

形態及び生態　全長約 21㎝。雌雄同色。夏羽は頭部から後頸は赤褐色
で黒い縦斑がある。上面は赤褐色で黒い軸斑がある。顔から胸は白色。，
白い腹部には大きな黒斑がある。嘴は黒く下に軽く湾曲している。足は
黒色。冬羽は上面が灰褐色でわずかに軸斑が残る。眉斑と下面は白色。
旅鳥または冬鳥として干潟や河口に渡来し，背を丸めたような恰好で嘴
を下にしたまま，餌をあさる。本県では霞ヶ浦周辺で越冬する少数の群
れがいる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　砂浜のみならず岩石海岸から内陸の水田やハス田に至る

多様な水域に群れで生息し，一部は越冬する。越冬数は増加している。
生 存 の 危 機　春の渡りの中心地だった行方市の干拓地と神栖市の利根

川沿いの水田で河川工事や基盤改良工事があり，生息環境が一変した。
特 記 事 項　基礎データの整理により評価を見直した。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　15），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Accipiter gentilis (Linnaeus)

Calidris alpine (Linnaeus)

撮影　2015 年，杉山好子

撮影　2006 年，山根靖正
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鳥
類

マミジロヒタキ科

選 定 理 由　①② 2004（平成 16）年の環境省調査では全国的に分
布が減少傾向にあり，本県の調査でも分布の増えた形跡はない。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中東部に夏鳥として分布，冬季に東南ア
ジアに渡る。日本では本州中部以北に夏鳥として渡来，繁殖する。

形態及び生態　全長約 23.5㎝。雌雄異色。雄は全身黒色で眉斑が白い。
下腹の中央は色が薄く，下尾筒には白斑がある。翼下面は風切の基部と
下雨覆の前縁に白色部があるため，飛翔時の下面は白と黒の帯状に見え
る。嘴は黒色，足は橙黄色。雌は上面がオリーブ褐色，眉斑，喉は淡褐色，
胸から下は濃褐色で小さな白斑がある。翼下面の模様は雄と同じである。
夏鳥として低山帯から亜高山帯の落葉広葉樹林や針広混合林に生息し繁
殖する。雄は高い梢でキョロンツリーと一声ずつ間をおいてさえずる。
低木の茂みに巣を構え 3 ～ 4 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　標高 1000 ～ 2000m の薄暗い落葉広葉樹林で繁殖す

る夏鳥であり，県北の福島・栃木県境に接する限られた地域に生息する。
生 存 の 危 機　本県のブナ帯の高木相は，地球温暖化や登山等の過度の

利用により衰退傾向にあり，森林のギャップの形成が本種には負の要因
になる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），11），55），57），61）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ミゾゴイサギ科

選 定 理 由　①③ 夜行性ため，目に触れる機会が少なく，生息環境も
特異であることが近年明らかになってきたので，実態把握は今後の課題
である。

分 布 状 況　夏鳥として本州以南に渡来し繁殖する。冬季，中国南部
や台湾，フィリピンになどに移動する。琉球列島では少数が越冬する。

形態及び生態　全長約 49㎝。雌雄ほぼ同色。頭部から後頸は濃い茶色。
後頭には短い冠羽がある。背から上面は濃い茶色で背には不規則な細か
い黒色斑がある。下面は淡褐色で喉から腹部にかけて黒褐色の縦斑が数
本出る。嘴は雌雄ともに黒く足は黒緑色。
薄暗い林に好んで生息している。夜行性で，サワガニやミミズ，魚類，
両生類などの動物質を捕食する。夜間にウォーウォーというような声で
鳴く。樹上に粗雑な巣を作り，白色の卵を 3 ～ 4 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　落葉広葉樹の大木の枝葉が水辺や水田に覆いかぶさるよ

うな暗くて湿った山林を好み，条件が整えば，里山にも生息する。
生 存 の 危 機　落葉広葉樹の大木と湿った環境という限られた要素の組

合せは決して多くなく，今後絶滅危惧種の仲間入りは必至である。
特 記 事 項　2000 年版 RDB 発行時は本種の生態が未解明で，過大

評価の可能性がある。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　8），55），57），58），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Zoothera sibirica (Pallas)

Gorsachius goisagi (Temminck)

撮影　2011 年，長野県，石田光史

撮影　2009 年，新潟県，石田光史
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鳥
類

ヒメアマツバメアマツバメ科

選 定 理 由　①② 毎年晩秋に渡りの個体が記録されるが，繁殖期の記
録は途絶えている。

分 布 状 況　ユーラシア大陸南部，アフリカ大陸中南部に留鳥として
分布。日本では留鳥として本州中部以南に生息する。

形態及び生態　全長約13㎝。雌雄同色。全身黒褐色で喉は白色。腰が白い。
尾は浅い燕尾型で，長い翼は浅い鎌形をしている。虹彩は黒く，嘴も黒い。
太平洋沿岸部の市街地の高層建築物などの建造物にあるコシアカツバメ
などツバメ類の空巣を利用して繁殖することが多い。日中は建造物の周
辺を飛び回りながら昆虫類を捕えて餌とし，夜は巣を塒とする。飛翔中
はジュリィチュリリィと鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　熱帯の鳥であり，都市部のビルや工場建屋など地面に垂

直な高度差のある壁面に泥を使って造巣するため，主に地方の都市部に
生息する。

生 存 の 危 機　1981（昭和 56）年 2 月に高萩市内で繁殖が初めて確
認され，その後数年同市で繁殖地が点々と変わった後，繁殖個体群が途
絶えた。

特 記 事 項　地球温暖化によって冬でも温暖な鹿島灘沿岸に復活する
可能性を否定できない。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　11），13），55），57），59），60），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ヨタカヨタカ科

選 定 理 由　①②③ 1970 年代初頭まで県内全域に生息したが，
2007 年の記録は県南になく，県北にごく少数あるに過ぎない。今後，
的を絞った調査が必要。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中東部で夏鳥として分布，冬季，東南ア
ジアへ移動する。インド周辺では留鳥。日本では夏鳥として九州以北に
渡来し繁殖する。

形態及び生態　全長約 29㎝。雌雄ほぼ同色。全身茶褐色で複雑な黒褐色
や赤褐色の斑紋がある。雄は喉や初列風切羽や尾の先端に白斑があり，
雌にはない。虹彩は黒く，嘴は黒くて短く先が曲がる。木の枝や地上で
は姿が溶け込んで保護色となっている。
平地から低山の林縁で夕方や明け方に活発に飛び回り，大きな口を開け
ながら飛翔し，昆虫類を捕えて食べる。夜間にキョッキョッキョッキョッ
…と単調な声を連続して発する。渡りの時期には耕作地や市街地にも現
れる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　夜間に飛びながら飛翔性の昆虫を採食するため，昆虫の

発生源である樹林，昆虫および自らが飛び回れる広い開放的な空間が必
須である。

生 存 の 危 機　屋根ふき材供給地のカヤ場や安価な輸入木材の流通によ
る伐採地の減少など，樹林と開放空間がセットになった環境が減少して
いる。

特 記 事 項　夜行性で樹林の多い地域に生息するため，生態に合わせ
た調査で実態を把握する必要がある。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），51），55），57），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Apus nipalensis (Hodgson)

Caprimulgus indicus Latham

撮影　2006 年，東京都，中西榮子

撮影　2012 年，静岡県，小泉金次
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鳥
類

ウミガラスウミスズメ科

選 定 理 由　①②③ 繁殖の南限である北海道では漁で使われる刺し網
に混獲されて著しく個体数を減じており，本県における近年の記録はな
い。

分 布 状 況　北欧やベーリング海，オホーツク海などで繁殖し，冬季
に南に移動するものがある。日本では北海道で少数が繁殖している。

形態及び生態　全長約 43.5㎝。雌雄同色。夏羽では頭部から上面，嘴，喉，
頸が黒褐色。下面は白色。足は黒色。冬羽では喉，頸，頬が白色になり
目の後ろに 1 本の黒線がある。
海上で生活し，水中に潜ってイカナゴなどの魚類やイカなどを餌とする。
陸上では体を高く保ち，嘴をやや上向きにしていることが多い，飛翔は
速く羽ばたき，海上低く直線的に飛ぶ。岩棚に直接 1 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県には稀な冬鳥として親潮舌が到達する 1 月下旬から

2 月末に太平洋の沿岸から沖合 30㎞付近までに生息する。
生 存 の 危 機　本県の確実な記録は 1985（昭和 60）年 6 月 7 日の

ひたちなか市磯崎港外における 2 羽であるが，海の観察機会が少なく，
実態は分かっていない。

特 記 事 項　海鳥は 2000 年版 RDB では評価の対象外だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　21），22），23），55），57），58），59），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

ケイマフリウミスズメ科

選 定 理 由　①② 東北地方の宮城県・山形県より北で繁殖しているが，
本県における飛来が近年減少している。

分 布 状 況　北海道や本州北部の島で繁殖し，冬季は南に移動するが，
主に本州中北部の海上で過ごす。茨城県では冬鳥。

形態及び生態　全長約 37㎝。雌雄同色。夏羽では全身ほとんどが黒色で，
目の周りが幅広く白い。嘴は黒く，両嘴の基部の上下に小さな白斑があ
る。先端はとがっている。足は赤色。冬羽では上面が黒褐色で下面は淡
く，目の周りが白く，足はやや橙色を帯びる。
海上で生活し，潜水を繰り返してイカナゴなど魚類を捕食する。飛び立
ち時に海面を蹴って助走し，早い羽ばたきで直線的に飛ぶ。岩の隙間の
巣に直接 2 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県には稀な冬鳥として親潮舌が到達する 1 月から 2 月

末頃に太平洋の沿岸数キロ沖合までに生息する。
生 存 の 危 機　本県における確実な記録は 2013（平成 25）年 1 月 2

日のひたちなか市平磯海岸における 1 羽であるが，海の観察機会が少
なすぎる。

特 記 事 項　海鳥は 2000 年版 RDB では評価の対象外だった。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　21），24），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Uria aalge (Pontoppidan)

Cepphus carbo Pallas

撮影　2005 年，北海道，川崎慎二

撮影　2015 年，飯田直己
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鳥
類

アリスイキツツキ科

選 定 理 由　①② 近年も日立市で繁殖期の鳴き声が録音されており，
的を絞った本種の実態を調査する必要がある。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中部に広く夏鳥，冬季に南に移動する。
日本では本州北部以北で繁殖，冬は本州中部以西に移動する。

形態及び生態　全長約 17.5㎝。雌雄同色。頭上から上面は灰色で黒い細
かい横斑があり，頭の中央から背の中央にかけて黒い縦斑があり，過眼
線も黒色。尾は灰褐色で黒い横帯がある。喉は灰褐色，胸から腹部は黄
灰色で黒い横帯がある。雨覆は黒，灰褐色，赤褐色の複雑な虫くい状斑
があり，風切は黒と褐色のまだらである。嘴は灰褐色で足は灰黄褐色。
平地から山地の林縁や木のまばらな草原などに生息する。主食はアリで，
アリの巣にねば付く長い舌を入れ，アリの卵を食す。キィーキィキィと
鳴く。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では冬季に県南のヨシ原など水辺近くの地上で見か

けるが，実態は良く分かっていない。少数ながら繁殖を窺わせる観察例
もある。

生 存 の 危 機　2007（平成 19）年までの 5 年毎の鳥獣生息分布調査
で毎冬 2 ヶ所程度の記録があるのみ。繁殖期の記録も 1 例ある。

特 記 事 項　今後も繁殖期における本県の生息状況を積み上げてから，
カテゴリーを決める必要がある。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），39），55），57），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ハイタカタカ科

選 定 理 由　①② 本県の多くの記録は冬季のものである。県央の小盆
地で繁殖の未確認情報があるが，繁殖個体がごく少数のため，詳細が掴
めていない。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中部に夏鳥及び留鳥。冬季南に渡るもの
もいる。日本では主に留鳥だが，冬季に北方から飛来する個体が加わる。

形態及び生態　全長雄約32㎝，雌約39㎝。翼開長62～76㎝。雌雄異色。
雄は頭から上面が濃青灰色，尾には 4 本の暗色帯がある。下面は白地
に赤褐色の横斑がある。雌は上面が灰褐色。尾に 4 本の暗色帯がある。
下面は白地に褐色の横斑がある。嘴は先端が黒く，基部は黄色。足は黄色。
低山帯の林に生息し，冬季には農耕地や市街地にも稀でない。速い羽ば
たきと滑翔を交互に交え，直線的に飛ぶ。空中で小型の鳥類を捕食する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　天然林，人工林を問わず林床植物が疎で，樹間がやや込

み入った壮齢林を好む。
生 存 の 危 機　2007（平成 19）年まで 5 年毎に実施された鳥獣生息

分布調査で繁殖期のものは 5 指に満たない。
特 記 事 項　本県の繁殖期の個体数は確かに少ないが，丘陵から山地

の山林における実態の解明が不十分である。
執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　1），55），57），58），60），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Jynx torquilla Linnaeus

Accipiter nisus (Linnaeus)

撮影　2013 年，池田　昇

撮影　2014 年，飯田直己
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鳥
類

コサメビタキヒタキ科

選 定 理 由　①②③ 元来個体数が少ないうえに小声でさえずり，巣の
外装を蘚苔類で巧みに隠ぺいするため，目につきにくい。このため，実
態が把握しづらい。

分 布 状 況　ユーラシア大陸中東部に夏鳥として分布，冬季にインド
や東南アジアに渡る。日本では夏鳥として渡来，九州以北で繁殖する。

形態及び生態　全長約 13㎝。雌雄同色。頭から上面は灰褐色。尾は濃灰
褐色。目先は白く，白いアイリングを持つ。喉から下面は白く，胸から
脇がわずかに灰褐色である。翼は濃灰褐色で灰褐色の羽縁がある。嘴は
黒褐色で下嘴の基部は黄褐色。足は黒色。
落葉広葉樹林の樹冠やギャップのある木の枝などに止まり，飛翔する昆
虫類に飛び付いて捕え，また元の枝に戻る動作を繰り返す。地上から 2.5
～ 6m の横枝に巣を構え 3 ～ 5 個産む。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　標高に関係なく，飛翔性昆虫を監視しながら捕獲できる

空間のある林に好んで生息する。近年県南の平地林での繁殖例がある。
生 存 の 危 機　落雷や風倒木や枯損木で生じたギャップを使用するため，

生息環境は偶発的であり，実態不明のまま衰退が進行している恐れがあ
る。

特 記 事 項　県南の近年の繁殖地は，人手で管理された環境であり，
類似環境を洗い出して，知見を深める必要がある。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　48），55），57），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ノジコホオジロ科

選 定 理 由　①②③ 2002（平成 14）年の鳥獣生息分布調査の繁殖
期に生息地が一時的に複数現れたが，その後確かな記録が途絶えている。

分 布 状 況　繁殖地は日本のみ。中国南部，台湾，フィリピン北部で
越冬する。本州で繁殖し，一部が冬季に西日本に残る。

形態及び生態　全長約 14㎝。雌雄ほぼ同色。雄の頭部から顔は緑黄褐色。
上面は灰緑色で背には黒い縦斑がある。目先は黒く，白色のアイリング
がある。喉から下面は黄褐色で脇には淡黒色の縦斑がある。翼は黒褐色
で灰緑色の羽縁がある。雨覆に 2 本の白い線がある。嘴は灰褐色で足
は橙褐色。雌は喉から下面が黄色で下腹部は白色。
本州中北部の落葉広葉樹の疎林に局地的に生息する。雄は高い木の梢で
チョンチョンピーピッコピーピピーなどと囀る。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では標高 800m 以上の潅木林に生息するが，日本海

側の高密度生息域では平地の潅木が生えた河川敷などの草地にも生息す
る。

生 存 の 危 機　本種の分布の中心である東北地方と異なり，冬でも積雪
がなく潅木林の成長が早いため，長期の生息が難しい。

特 記 事 項　本県では伐採跡地や灌木を維持する必要のある施設など
生息適地の洗い出しが必要である。

執筆者（協力者）　池野　進・石井省三
文 献　49），55），57），60），61）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Muscicapa dauurica Pallas

Emberiza sulphurata Temminck & Schlegel

撮影　2007 年，山根靖正

撮影　2014 年，福島県，石川　皓
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3 爬虫類
１）概　要
　日本では，これまでカメ目は海ガメ類を除いて 4 科 12 種，トカゲ目はトカゲ亜目が 6 科 49 種，ヘ
ビ亜目が６科 53 種知られている。そのうち本県では，カメ目が 4 科 5 種，トカゲ亜目 3 科 3 種，ヘ
ビ亜目 2 科 8 種が記録されている。ただし，これには本県海岸の砂浜に産卵するアカウミガメ以外の
海生カメ類と，繁殖が確認されているミシシッピアカミミガメ以外の外来種は含まない。
　カメ目のうち，クサガメは県内に広く生息しているが，個体数はかなり減少している。ニホンイシ
ガメについては，近年個体数が著しく減少してしまい，今後注視して生息地の調査を進めていく必要
がある。ニホンスッポンは，霞ヶ浦周辺でときどき大型の個体が捕獲されるが，それ以外の地域では
生息の確認されている場所は減少しており，個体数もかなり少なくなっていると考えられる。今後，
生息地の詳細かつ継続的な調査が必要である。また，県内では外来種のミシシッピアカミミガメが各
地に分布を広げて定着・繁殖し，生息数を増やしており，在来のクサガメやニホンイシガメの生息に
大きな圧力となっていることが懸念される。
　ウミガメ類については，茨城県の鹿島灘海岸は古くから太平洋岸の産卵の北限地といわれ，アカウ
ミガメが産卵に訪れる貴重な場所であった。1976（昭和 56）年には日立市での産卵が確認されたが，
その後，毎年産卵が続いており，近年は宮城県（山本町以南）や福島県のいわき市で産卵が確認され
ていた。しかし 2011（平成 23）年 3 月に発生した東日本大震災で，東北から関東地方にかけての海
岸は巨大な津波に襲われた。茨城県の海岸も津波の影響により，環境が大きく変化してしまった所が
ある。そのため，引き続き産卵場として活用するのか懸念されたが，日立市では，産卵に訪れる個体
数は震災前より数は減少したものの，確実に産卵場として活用されていることが判明した。しかも，
訪れる数は徐々に増えているので，今後，海岸の整備には，アカウミガメの産卵場としての環境維持
にも配慮することが強く望まれる。
　トカゲ亜目では，ニホンヤモリ，ニホントカゲ，ニホンカナヘビの 3 種が確認されている。ニホン
ヤモリについては，本県が太平洋岸における分布の北限に近い生息地であるため，2000（平成 12）年
版レッドリストに取り上げて注視してきた。しかし，県内の分布域が広がり，生息数も増えている兆
候があるので，今回のリストからは除外した。
　ニホントカゲ，ニホンカナヘビについては，県内に広く生息しているが，個体数は減少傾向にあり，
今後注視していくことが必要であろう。
　ヘビ亜目では，8 種が確認されている。いずれの種も個体数は減少傾向にあるが，今回は特に，生息
の確認された地点が少なく，個体数も少ないと考えられる種，ヒバカリ，シロマダラ，タカチホヘビ
の 3 種をリストに取り上げた。

（早瀬長利・小菅次男）

２）対象種の解説
　カテゴリー別に分類した 6 種（絶滅危惧 3 種，情報不足 3 種）について，以下に解説する。
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アカウミガメウミガメ科

選 定 理 由　①③ 日立市の海岸は北限に近い産卵場である。東日本大
震災の津波の影響で，産卵場はかなりの被害を受けてしまった。

分 布 状 況　産卵地は，本州の能登半島および福島県いわき市を北限
とする。

形態及び生態　甲長は 65 ～ 100㎝，体重は 70 ～ 180㎏に成長する。
幼体では背甲にキールがあり，成長すると消失する。背甲の色は黒褐色
で成長すると赤褐色となる。オスは尾が長く，前肢の爪が鉤状に曲がる。
5 ～ 8 月にかけて夜間に上陸し，砂浜に穴を掘って，70 ～ 250 個の
卵を産む。卵は直径 4㎝のピンポン玉状，2 ～ 3 週間の間隔で数回産
卵する。食性は雑食で，海藻，貝類，甲殻類などを食べる。

近 似 種　アオウミガメ
背甲が青っぽい灰白色ないし暗褐色。産卵地は屋久島以南。

生 息 地　産卵の記録は，宮城県や福島県にもあるが，鹿島灘の海
岸は，太平洋側の北限地の産卵場として昔から知られていた。

生 存 の 危 機　砂浜の開発や護岸工事などによる産卵に適した砂浜の減
少や，漁獲操業の際の混獲の犠牲やビニール片等の誤食による死亡が増
加している。

特 記 事 項　千葉県（2011）では A（最重要保護生物），福島県では
希少として扱われている。

執筆者（協力者）　小菅次男
文 献　1），16），17），20），22），23），25），27），29），

32）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

タカチホヘビタカチホヘビ科

選 定 理 由　①③ 
分 布 状 況　本州，四国，九州とその周辺の島々に分布する。
形態及び生態　全長 30 ～ 60㎝。頭部は細長く，頸部にはくびれがほと

んどない。眼は小さく鱗に埋もれるように存在する。体鱗はビーズのよ
うに盛り上がりつやつやと光沢がある。鱗の間の皮膚が露出しているた
め乾燥にきわめて弱い。夜行性，地中生で主にミミズなどを食べる。平
地から山地まで生息し，倒木の下や石の下で見つかるが，夜行性である
ためか確認例が少ない。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県では八溝山で発見されて以来，近年いくつか確認例

があるが，その個体数は少ない。
生 存 の 危 機　森林などの開発による生息地の喪失，沢のガレ場の改変

による生息環境の悪化，異動途中における轢死などが大きな脅威である。
特 記 事 項　栃木県（2011）では，情報不足，福島県（2003）では，

未評価として取り扱われている。
執筆者（協力者）　小菅次男
文 献　2），9），10），11），12），13），14），16），18），

19），20），22），27），29），30），31），32） 茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Caretta caretta (Linnaeus)

Achalinus spinalis Peters

撮影　根本正壱

撮影　稲葉　修
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ニホンイシガメイシガメ科

選 定 理 由　①②⑤ 本県のカメ類の調査は十分ではないが，本種は近
年確認例が少ない。分布，生息状況に関する情報は不足している。

分 布 状 況　本州，四国，九州及びその周辺の島嶼に分布する日本固
有種。

形態及び生態　甲長はオス 13㎝，メス 20㎝。背甲は扁平で黄土色，も
しくは黄褐色。腹甲は黒色。背甲の後縁はギザギザになっており，これ
は幼体ほど顕著である。5 ～ 8 月に，水辺近くの土手，畑，畔などで
産卵する。雑食性で，魚，甲殻類，水生昆虫，水草などを食べる。

近 似 種　クサガメ
ニホンイシガメと異なり，背甲に縦に 3 本の隆起があり，背甲後縁の
ギザギザが少ない，頭に黄緑色の筋模様がある。

生 息 地　県内の確認例はクサガメに比べて少ない。水戸市，小美
玉市，鉾田市，行方市などで記録がある。

生 存 の 危 機　水田，池沼の開発による生息地の喪失，河川，池沼，水
田の改修工事による生息環境の悪化，外来種の移入による競争が，個体
数の減少をもたらしている。

特 記 事 項　栃木県（2011）では情報不足，千葉県（2011）では，A（最
重要保護生物）として，福島県（2003）では未評価として扱われている。

執筆者（協力者）　小菅次男（須賀英明）
文 献　1），2），5），7），9），16），17），18），19），20），

24），27），29），31），32）

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

シロマダラナミヘビ科

選 定 理 由　①③ 
分 布 状 況　日本固有種で，本州，四国，九州，伊豆大島や屋久島な

どの島々に分布しているが，数は少ない。
形態及び生態　全長 30 ～ 70㎝。背面は灰色もしくは灰褐色で，黒い黄

帯がある。夜行性で，トカゲや小型のヘビ類など爬虫類を食べる。気性
が荒い。6 ～ 8 月に，1 ～ 9 個の卵を産む。山地から平地までの主に
森林に生息するが，水田，畑，住宅地などにも住む。

近 似 種　アオダイショウの幼蛇
シロマダラは斑紋が独立しているが，アオダイショウは前後が連なりか
けたはしご状である。

生 息 地　夜行性のため発見例が少なかったが，近年各地で確認例
が増えている。

生 存 の 危 機　森林などの開発による生息地の喪失や異動途中における
轢死が多い。

特 記 事 項　千葉県（2011）では，B（重要保護生物）として，栃木
県（2011）では，情報不足，福島県（2003）では，希少として取り
扱われている。

執筆者（協力者）　小菅次男
文 献　1），2），5），10），11），12），13），14），15），

17），18），19），20），21），22），27），28），29），31），32）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Mauremys japonica (Temminck et Schlegel)

Dinodon orientale (Hilgendorf)

撮影　小菅次男

撮影　小菅次男
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ニホンスッポンスッポン科

選 定 理 由　①②④ 本県のカメ類調査が十分ではなく，確認例が少な
い。分布，生息状況に関する情報は不足している。

分 布 状 況　アジア東部に広く分布し，日本では本州，四国，九州，
沖縄島，石垣島，西表島，与那国島などに分布する。

形態及び生態　甲長 25 ～ 30㎝。背甲は扁平で柔らかな皮膚に覆われ，
鱗板を持たない。みずかきが発達している。河川の中流から下流にかけ
て，平地の湖沼などの砂泥質の場所に生息する。肉食性で，魚，貝類，
甲殻類，水生昆虫などを食べる。4～6月に交尾し，6～8月に産卵する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　県内の河川，湖沼に生息するが詳しい調査があまりない。

2014（平成 26）年 8 月に水戸市千波湖，2015 年 7 月に利根川で
捕獲された。

生 存 の 危 機　河川，湖沼などの水質悪化，改修工事による生息環境の
悪化。外来種のカメ類の移入による競争が本種の生存を圧迫している。

特 記 事 項　千葉県（2011）では情報不足，栃木県（2011）では
情報不足として扱われている。

執筆者（協力者）　小菅次男
文 献　1），2），9），17），20），22），25），27），31），

32）

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

ヒバカリナミヘビ科

選 定 理 由　①②④ 水田の圃場整備や湿地の減少などに伴い減少が心
配される。

分 布 状 況　日本固有亜種で本州，四国，九州，佐渡ヶ島，隠岐島，
壱岐島，五島列島などに分布している。

形態及び生態　全長 40 ～ 60㎝。背面は褐色，または茶褐色で，口角か
ら頸部にかけて，斜めに淡黄色の帯が入る。腹面は黄白色で，その両端
には暗色の点刻がある。森林や草原などでも見つかるが，水田，湿原，
水路脇などで見つかることが多い。カエル，オタマジャクシ，ドジョウ
などの小魚，ミミズなどを食べる。産卵は初夏で，平均して 6 個の卵
を産む。

近 似 種　ヤマカガシ，ジムグリの幼蛇
本種は幼蛇を含め頸部に明るく黄色い帯が斜めに入るので区別は容易で
ある。

生 息 地　本県では平地から山地まで幅広く生息すると思われる。
餌のカエル類が生息する水田や湿地に見られるが，調査が不十分で確認
例は少ない。

生 存 の 危 機　水田，湿地，森林などの開発による生息地の喪失。水田
の乾田化などによる生息環境の悪化，餌のカエル類の減少，異動途中の
轢死などが生存をおびやかしている。

特 記 事 項　千葉県（2011）では，D（一般保護動物）として，栃木
県（2011）では要注意，福島県（2003）では，希少として扱われて
いる。

執筆者（協力者）　小菅次男
文 献　1），2），5），12），13），14），17），18），20），

22），23），27），29），31），32）

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Pelodiscus sinensis (Wiegmann)

Hebius vibakari (Boie)

撮影　池澤広美

撮影　小菅次男
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4 両生類
１）概　要
　日本に分布する両生類は，2015（平成 27）年までに，サンショウウオ目（有尾目）が 3 科 32 種，
カエル目（無尾目）は 6 科 49 種が知られている。このうち茨城県では，2015 年までに，サンショウ
ウオ目（有尾目）が 2 科 6 種，カエル目（無尾目）4 科 11 種の生息が確認されている。ただし，2015
年 4 月に福島県南部で確認されたトウホクサンショウウオは含まない。
　サンショウウオ目のサンショウウオ科では，従来一種とされてきた日本のハコネサンショウウオ属

（Onychodactylus）の種が吉川ほか（2013，2014）の研究により 6 種に分類された。それによると，
本県のハコネサンショウウオ属は狭義のハコネサンショウウオ（O. japonicus）を含め，3 種に分けら
れることになった。県北の八溝山系に分布する集団は狭義のハコネサンショウウオであるが，県北阿武
隈山地の花園山周辺部および多賀山地の集団はバンダイハコネサンショウウオ（O. intermedius），さ
らに県南西部の筑波山系に分布する集団はツクバハコネサンショウウオ（O. tsukubaensis）として新
たに記載された。特に，ツクバハコネサンショウウオの生息地は筑波山系に限定されるため，今後，十
分な保護対策を講じる必要がある。今後，これらの 3 種の分布範囲や成体の形態や習性について精査
することが必要であろう。
　クロサンショウウオは，県内では県北の 2 地域にのみ限定的に生息しているが，いずれも森林伐採
等の影響により生息場所の環境が悪化している。トウキョウサンショウウオは関東地方を中心に分布し，
福島県が北限とされている。主に丘陵地や低山地の谷間の水田地帯に生息しているが，開発の影響や，
山間部の林道，圃場整備等の影響で急速に生息数が減少している。
　トウホクサンショウウオについては，1960 年代に花園山系で記録されたが，その後の記録はなく誤
認の可能性が否定できなかった。今回，福島県南部で産卵場を確認することができたことから，今後こ
の地域から本県にかけて本種の生息域を精査することが必要である。これらのことから，今回のリスト
からは除外した。
　イモリ科のアカハライモリは山間地から平地部の広い地域の池沼，水田，小川などに棲息が確認され
ていたが，水田の圃場整備や乾田化などの影響により，平地部では急激に生息数が減少した。今後，注
視する必要がある。
　本県に生息するサンショウウオ目の 6 種は，いずれも生息環境が限定される上，多くの生息地が開
発などによって消失あるいは劣化したため，生息数の減少が顕著である。
　カエル目のアズマヒキガエルは，産卵場の埋め立てや森林の伐採，松枯れなどによる山林荒廃などの
影響により，近年は生息数がかなり少なくなっている。タゴガエルは，主に県北の山間地域に広く生息
するが，筑波山塊に生息する個体群は他の生息地とは不連続であり，今後その保護に留意する必要があ
る。ツチガエルは県全域に広く生息している種であったが，近年，県南地域や県西地域では，生息数が
急激に減少した。カジカガエルは，主に久慈川流域や那珂川流域の上流から中流域に生息しているが，
河川改修や水質の悪化などの影響で生息数は減少している。シュレーゲルアオガエルは，水田の畔や小
川の水辺の湿地の土中に産卵する習生があるため，圃場整備や水路のコンクリート化などの影響を受け
て，生息数は減少傾向にある。
　アカガエル類も生息数は減少傾向にあり，2 ～ 3 月の産卵期に鳴き声を聞くことが少なくなってし
まったが，今後，さらに詳しい調査が必要と考え，今回のリストからニホンアカガエルは除外した。ト
ウキョウダルマガエルは，県南部や県西部では場所によって生息数がかなり減少してしまったが，今後
さらに注視する必要がある。
　モリアオガエルについては，隣接する千葉県・栃木県・福島県では生息が確認されているが，前回（平
成 12 年）のレッドデータブック作成時と同様に本県内での生息は確認できなかった。

（早瀬長利・小菅次男）
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２）対象種の解説
　カテゴリー別に分類した 11 種（絶滅危惧 8 種，情報不足 3 種）について，以下に解説する。
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ツクバハコネサンショウウオサンショウウオ科

選 定 理 由　①③④ 本種は生息地が筑波山系に限定されており，かつ
生息環境の悪化や新種記載後はペット目的による捕獲圧の増加にさらさ
れ，生息数が激減しつつある。

分 布 状 況　日本固有種で筑波山系にのみ生息する。
形態及び生態　成体は全長 12 ～ 16㎝で背面に赤褐色の明瞭な縦条や斑

紋が見られる。尾が短く，尾長の頭胴長に対する比率（尾率）がオスで
100 ～ 110%，メスで 90% 程度。幼生は黒爪を持ち，体全体に白い
不規則な斑点が散り，尾の上縁に黄色の縦条がある。幼生は沢の上流部
での約 3 年の水中生活の後，変態して陸上生活に移行する。産卵は 5
～ 6 月に，沢の最源流部の伏流水中で行われ，メスは 1 対の紡錘形の
卵嚢を岩に産み付ける。一腹卵数は 17 個程度。

近 似 種　ハコネサンショウウオとバンダイハコネサンショウウオ
は尾率が通常オスで 110% 以上，メスで 100% 以上あり，幼生の白斑，
黄条は少ない。

生 息 地　本県の筑波山から加波山の周辺部の渓流にのみ生息して
いる。

生 存 の 危 機　林道による生息域分断，砂防堰堤等による水域の連続性
の喪失や幼生の生息環境悪化，山頂の施設による地下水汲上げ，ペット
目的の採集圧の増加が生息をおびやかしている。

特 記 事 項　従来はハコネサンショウウオとして扱われてきたが
2013 年に新種として記載された。筑波山系の固有種である。本県産
ハコネサンショウウオ属 3 種の生息域は互いに重ならず，完全に異所
的に分布している。2015（平成 27）年 12 月に環境省から国内希少
野生動植物種として追加指定された。

執筆者（協力者）　吉川夏彦
文 献　10），14），42），43），46）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 未評価

ハコネサンショウウオサンショウウオ科

選 定 理 由　①③ 県内の生息地は本種の分布の東限にあたり，学術的
に重要である。生息域の環境悪化により，生息数は減少している。

分 布 状 況　日本固有種で，新潟，福島，茨城以西の本州の山間部に
分布し，日本海側では低山地にも生息する。一般に標高の高い所に多い。

形態及び生態　成体は，全長 13 ～ 18㎝，背面に黄褐色の縦条や細かい
斑紋を有するが，本県産ではこれが不明瞭な個体が多い。尾率は通常オ
スで 120% 以上，メスで 100% 以上だが，本県産個体群は他地域よ
りもやや尾が短い傾向がある。高標高のブナ帯に多いが，スギ植林地で
も見られる。幼生は指先に黒爪を有し，沢の上流部約 3 年間水中生活
を送り，変態上陸する。産卵時期は，5 ～ 6 月と推測される。産卵場
所は源流部に近い場所の伏流水中だが，本県ではいまだ確認例はない。

近 似 種　ツクバハコネサンショウウオとバンダイハコネサンショ
ウウオに似るが本県産ハコネサンショウウオ属では尾率が最も大きい。

生 息 地　本県では北西部の八溝山周辺で，主に標高 400m 以上の
所に生息している。

生 存 の 危 機　森林伐採による生息地破壊と環境悪化，林道建設による
分断化，砂防工事による水域の分断や幼生の生息環境悪化が深刻である。

特 記 事 項　本県の生息域は分布の東限にあたる。
執筆者（協力者）　吉川夏彦
文 献　12），22），43），44），46）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Onychodactylus tsukubaensis Yoshikawa et Matsui

Onychodactylus japonicus Houttuyn

撮影　早瀬長利

撮影　吉川夏彦
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バンダイハコネサンショウウオサンショウウオ科

選 定 理 由　①③ 本県の生息地は本種の分布の南限にあたり，学術的
に重要である。森林の荒廃や林道建設，砂防工事などで環境が悪化して
いる場所もあり生息数は減少傾向にあると思われる。

分 布 状 況　日本固有種で，新潟北部・山形・宮城南部・福島中部か
ら東部・茨城北東部の山地帯に分布する。

形態及び生態　成体は，全長 12 ～ 18㎝，ハコネと同じく背面に黄褐
色の縦条や細かい斑紋を有し，尾率は通常オスで 110% 以上，メスで
100% 以上だが，阿武隈山系の個体群はやや尾が短い傾向がある。高
湿度の広葉樹林に多い。幼生は指先に黒爪を有し，沢で 2 ～ 3 年ほど
の幼生期間を経て変態上陸すると思われる。本県産個体群の産卵期は不
明。産卵場所は源流近くの伏流水中と推定される。

近 似 種　本県産個体群はツクバハコネサンショウウオに似て尾率
が小さい傾向にあるが，ツクバハコネほど小さくはない。

生 息 地　本県では北東部の北茨城市から日立市，常陸太田市周辺
に至る阿武隈山地南部に生息する。

生 存 の 危 機　森林伐採による生息地破壊・環境悪化，林道建設による
分断化，砂防工事による水域の分断や幼生の生息環境悪化が深刻である。

特 記 事 項　従来ハコネサンショウウオとして扱われてきたが，2014
年に新種として記載された。本県が分布の南限にあたる。

執筆者（協力者）　吉川夏彦
文 献　22），43），44），45），46）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 未評価

クロサンショウウオサンショウウオ科

選 定 理 由　①③ 本県の生息地が太平洋岸の分布の南限にあたる。県
北山地に極めて限定的に生息し，近年は森林の伐採や，開発などで生息
数が激減している。

分 布 状 況　日本固有種で，東北地方，北関東，中部地方以北に分布し，
比較的標高の高い山地から，高山帯に生息する。

形態及び生態　成体は，比較的大型で全長 13 ～ 15㎝で尾は長く，体
の半分以上になる。関東北部の山地では，雪解けの 3 月から 5 月ころ
に繁殖期を迎える。産卵場所には，止水の池塘や沢の水たまりが選ばれ
る。メスは，一対のアケビのような形の卵のうを産む。一卵のう中には，
40 ～ 100 個の卵が含まれる。幼生は，頭部が扁平で尾は幅ひろく，
体全体に不規則で大きな黒斑がある。

近 似 種　トウキョウサンショウウオは，卵のうがバナナ状で幼生
の尾の黒斑が薄い。

生 息 地　県内では，県北部の花園山とその周辺の山間部に極めて
限定的に生息している。

生 存 の 危 機　産卵場付近が，林道の建設や樹木の伐採等により，生息
環境が悪化している。

特 記 事 項　栃木県（2011）では要注目として，福島県（2003）
では準絶滅危惧として扱われている。

執筆者（協力者）　早瀬長利
文 献　2），6），8），16），17），18），21），22），23），

24），25），26），27），31），32），33），34），35），36），
37），38），42）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Onychodactylus intermedius Yoshikawa et Matsui

Hynobius nigrescens Stejneger

撮影　吉川夏彦

撮影　早瀬長利
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トウキョウサンショウウオサンショウウオ科

選 定 理 由　①②③ 生息地が，低地や丘陵部であるため，開発の影響
を受け，産卵や生息に適した環境が減少して急激に数を減らした。

分 布 状 況　日本固有種で，主に関東地方以東の太平洋沿岸地域の平
地部に生息し，分布の北限は福島県南部である。

形態及び生態　成体は，小型で全長 9 ～ 10㎝で，四肢が短く，前肢と
後肢が体側でかさならない。繁殖期は，2 月～ 3 月で，産卵場所は，池，
沢のよどみ，水田の側溝などの水たまりなどである。メスは，一対のバ
ナナ形の卵のうを産む。一卵のうには，30 ～ 80 個の卵が含まれる。
幼生は，細かい褐色の不規則な斑点がある。

近 似 種　クロサンショウウオは，卵のうがあけび状で幼生の尾に
黒斑模様がある。

生 息 地　県の中央部から県北にかけての比較的低い山地や丘陵部
に局所的に生息している。

生 存 の 危 機　雑木林が松枯れや宅地造成地整備等の影響で生息適地が
減少し，水田の乾田化や用水のコンクリート化などにより生息環境が急
激に悪化している。

特 記 事 項　４つの地域個体群に分けられるが，茨城の集団は，茨城・
福島両県にかけて分布する北限集団の一部をなす。栃木県（2011）では，
絶滅危惧Ⅱ類（Ｂランク），福島県（2003）では，絶滅危惧Ⅱ類として，
千葉県（2011）では，最重要保護生物として扱われている。

執筆者（協力者）　早瀬長利
文 献　1），2），3），4），5），8），13），16），17），18），

19），20），21），22），23），24），25），26），27），28），
29），30），31），32），33），34），35），36），37），38），
39），42）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

アカハライモリイモリ科

選 定 理 由　①② 水田の乾田化や側溝のコンクリート化等の影響を受
けて水環境が悪化し生息場所が狭められている。

分 布 状 況　日本固有種で本州・四国・九州・佐渡・隠岐・壱岐など
に生息する。

形態及び生態　成体は，8 ～ 10㎝，背面は黒～褐色で腹面は赤～オレ
ンジ色で不規則な黒斑がある。幼生は，変態後約 1 年は陸上で生活し，
その後は池や水田などの水中に生息する。食性は動物食で，水生昆虫や
オタマジャクシなどの小動物を食べる。

近 似 種　県内に近似種はいない。
生 息 地　県内では水田の用水や沼や池などに比較的広範囲に生息

している。
生 存 の 危 機　生息に適した水環境の減少や，ペットとしての採集等で

いずれの生息地でも数は減少している。
特 記 事 項　千葉県（2011）では，最重要保護生物として，栃木県
（2011）では絶滅危惧Ⅱ類（B ランク）として，福島県（2003）では，
準絶滅危惧として扱われている。

執筆者（協力者）　早瀬長利
文 献　1），2），3），10），16），17），18），19），20），

21），22），23），24），25），26），32），33），35），36），
37），38），39），42）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Hynobius tokyoensis Tago

Cynops pyrrhogaster Boie

撮影　小菅次男

撮影　早瀬長利
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カジカガエルアオガエル科

選 定 理 由　①③ 本県では，県北部の渓流の上流・中流にのみ生息し，
河川の改修工事や水質の悪化などにより，生息数が減少している。

分 布 状 況　日本固有種で，本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　成体の体色は，灰褐色で不規則な暗褐色の模様を有する，

体は比較的扁平で，指先に大きな吸盤があり，岩などをよじ登れる。体
長は，雄が 3 ～ 4㎝，雌が 5 ～ 7㎝と雌が大きい。
繁殖期には，フィーフィーフィーとよく響く声で鳴く。

近 似 種　
生 息 地　水のきれいな河川の上流から中流域に生息する。本県で

は，県北山間部の上流から中流域に生息する。
生 存 の 危 機　河川の改修工事，生活排水の流入などの河川環境や水質

の悪化により，生息数が減少している。
特 記 事 項　千葉県（2011）では，重要保護生物として，栃木県
（2011）では，要注目として，福島県（2003）では希少種として扱
われている。

執筆者（協力者）　早瀬長利
文 献　1），2），15），16），17），18），20），21），22），

23），24），25），26），27），31），32），33），36），37），39） 茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

タゴガエルアカガエル科

選 定 理 由　①② 比較的標高の高い高所に生息するが，本県では，山
間部の環境の悪化により，生息数が減少傾向にある。

分 布 状 況　日本固有種で，本州・四国・九州の山地に生息する。
形態及び生態　成体は，体長 4 ～ 5㎝と比較的小型で，みずかきはあま

り発達してない。あごの下部に明瞭な黒斑がある。陸上移行後は，森林
内の湿った場所に生息し，水の中にはあまり入らない。産卵期は，4 ～
5 月で，沢の源流部にある水中の岩穴の奥や石の下に産卵し，卵は，カ
エルの中では比較的大きく直径 3 ～ 4㎜。孵化した幼生は，ほとんど
餌を食べないでも，短時間で陸上に移行する。

近 似 種　ヤマアカガエルとは，下顎の黒斑が明瞭であることで区
別できる。

生 息 地　県内では，主に県中央部の筑波山周辺部や県北の八溝山
周辺部および花園山周辺部等の山間部に生息している。

生 存 の 危 機　山間部の森林の伐採や林道建設等の影響で生息域が狭め
られている。

特 記 事 項　千葉県（2011）では，重要保護生物として扱われている。
執筆者（協力者）　早瀬長利
文 献　1），3），7），11），15），16），17），18），20），

21），22），23），24），25），26），31），33），36），39）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Buergeria buergeri (Temminck et Schlegel)

Rana tagoi Okada

撮影　小菅次男

撮影　染谷　保
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アズマヒキガエルヒキガエル科

選 定 理 由　①② 産卵場とする水辺が開発や湿地の埋め立て等により
失われたり悪化することにより生息数が減少傾向にある。

分 布 状 況　日本固有亜種で，本州（東北地方から山陰地方にかけて）
に分布する。

形態及び生態　大型のカエルで，繁殖期以外はほとんど水に入らず陸上
で生活する。繁殖期は 4 月から 5 月で，多数が集まって，騒がしく鳴
き交わすことで「蛙合戦（かわずがっせん）」として知られている。主
に昆虫類やミミズなどを好んで食べる。
オタマジャクシの期間は短く，小さい状態でカエルに変態する。

近 似 種　南西日本に無分布する別亜種のニホンヒキガエルによく
似るが，鼓膜が大きいことで区別できる。

生 息 地　主に，山間地の雑木林や民家の近くなどに生息し，主に
夜間に活動する。

生 存 の 危 機　湿地の埋め立てやそれに伴う護岸工事による水辺のコン
クリート化等の影響が深刻である。

特 記 事 項　千葉県（2011）では要保護生物として，栃木県（2011）
では，要注目種として扱われている。

執筆者（協力者）　早瀬長利
文 献　1），2），3），10），15），16），17），19），22），

23），24），25），26），27），31），32），33），36），38），
39），40），41）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ツチガエルアカガエル科

選 定 理 由　①② 県内全域に生息していたが，近年，県西・県南地域
では生息数が著しく減少している。

分 布 状 況　本州，四国，九州および周辺の島々，朝鮮半島，中国東北部。
形態及び生態　背面は灰褐色で多数のいぼがあり，側面には細かな斑紋

をもつ。悪臭のある体液を分泌する。繁殖期は，5 ～ 8 月。幼生は，
孵化後，オタマジャクシで越冬し，翌年に 8㎝くらいに成長してから陸
上に移行する。

近 似 種　
生 息 地　平野部の水田や池，山間の渓流や湿地など，水辺に生息

する。
生 存 の 危 機　水田の圃場整備や乾田化及び用水路のコンクリート化な

どの影響が深刻である。
特 記 事 項　栃木県（2011）では，絶滅危惧Ⅱ類（B ランク）として，

福島県（2003）では，準絶滅危惧種として扱われている。
執筆者（協力者）　早瀬長利
文 献　1）2），3），15），16），17），22），24），25），

26），31），32），33），36），37）
茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Bufo japonicus formosus Boulenger

Glandirana rugosa Temminck et Schlegel

撮影　染谷　保

撮影　早瀬長利
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トウキョウダルマガエルアカガエル科

選 定 理 由　①②生息環境の悪化により，特に県南・県西地域では，
急激に生息数が減少している。

分 布 状 況　自然分布としては関東平野，仙台平野，新潟県中部・南部，
長野県北部・中部に確認され，北海道には 1990 年に侵入が確認された。

形態及び生態　成体は，雄・雌とも同じ色で，体色では区別できない。
背中線を持ち，背面に円くて孤立している黒い斑紋がある。主に平地や
山地付近の池や水田に生息し，繁殖期は 4 月下旬から 7 月。雄は水面
に浮きながら，テリトリーを持ちゲゲゲと鳴きながら雌をまつ。

近 似 種　トノサマガエルとは，黒斑紋が独立し，雄と雌が同系色
であることで区別できる。

生 息 地　県内に広く生息する。主に水田や池などの水辺に生息し，
水かきが発達し，泳ぐことが得意である。

生 存 の 危 機　水田の圃場整備や乾田化等の影響により，生息数が急激
に減少している。

特 記 事 項　従来Rana 属の亜属とされていたが，近年Pelopylax 属
に変更された。千葉県（2011）では重要保護動物として，栃木県（2011）
では，準絶滅危惧（C ランク）として，福島県（2003）では，未評価
として扱われている。

執筆者（協力者）　早瀬長利
文 献　1），2），3），10），15），16），17），19），21），

22），23），24），25），31），32），33），36），37），38），41）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Pelophylax porosus porosus (Cope)

撮影　早瀬長利
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5 淡水・汽水魚類
１）概　要
　茨城県は国内有数の豊かな水域環境を有し，県総面積の約 8％を占める水域は大小 200 を超える河
川と複数の海跡湖から構成されている。県央南部から鹿行・県西・県南かけての平野部には，国内最
大の流域面積を誇る利根川水系があり，国内第 2 位の面積を有する湖の霞ヶ浦のほか，牛久沼，菅生
沼などもこの水系に含まれる。県央には那珂川水系があり，その最下流部には，関東地方唯一の天然
汽水湖でラムサール条約湿地に登録された涸沼が位置する。県北には，奥久慈の山々を水源とする久
慈川水系，阿武隈山地を水源とする花貫川水系や大北川水系などの数多くの中小河川があり，太平洋
へと直接注いでいる。利根川と那珂川には広大な河口域が存在するほか，茨城県沖の海域では南方か
らの海流（黒潮）と北方からの海流（親潮）が合わさり，国内屈指の好漁場が形成されている。
　この恵まれた水域環境を反映し，現在までに本県の河川や湖沼で確認された汽水・淡水魚類は計
126 種にも及ぶ。このうち，本県に自然分布する 67 種を概観すると，次の ①～⑥ の特徴が挙げられる。
① 黒潮と親潮の影響によって，温暖地の通し回遊魚（本県がほぼ北限となるオオウナギ，カワアナゴ，
ゴクラクハゼ，ボウズハゼなど）と寒冷地の通し回遊魚（本県がほぼ南限となるカワヤツメ，サケ，
ニホンイトヨなど）の両者が確認される。② 関東地方で最も標高の低い場所に生息するニッコウイワ
ナや，全国でも産地の限られたヤマメ無斑型が県北の山間渓流の一部にみられる。③ 県北の中小河川
の中下流域には，シロウオやウツセミカジカ，スミウキゴリ，オオヨシノボリなどの通し回遊魚が遡
上する。④ 霞ヶ浦を含む利根川下流域は高い魚類多様性を有し，かつてはニホンウナギ，コイ，フナ類，
ヤリタナゴやタナゴ，アカヒレタビラ（本県が南限），ゼニタナゴ，クルメサヨリ，ジュズカケハゼな
どの一大産地で，現在でもワカサギやシラウオ，ヌマチチブ（通称ゴロ）などの豊かな漁業資源を有する。
⑤ 県内の平野部ではミナミメダカが広く生息するほか，丘陵や台地の清流にはスナヤツメ北方種やア
ブラハヤ，カマツカ，ホトケドジョウ，シマドジョウ（ヒガシシマドジョウ），ギバチの姿がみられる。
⑥ 涸沼を含む那珂川河口域や利根川河口域には，ニホンウナギ，ニシン湖沼系群（本県が南限），サッパ，
コノシロ，汽水性ハゼ類（マハゼ，エドハゼ，ビリンゴ，ヒモハゼ，マサゴハゼなど）が生息している。
　このような地域固有の汽水・淡水魚類相は，昭和期以降，とりわけ 1960 年代から現在まで続く人
間活動の影響によって大きく変化してきた。河川の上流域では，河川改修，森林伐採による土砂流入，
堰堤の設置などの影響で，ニッコウイワナやヤマメ（無斑型を含む），カジカの生息地が減少傾向にあ
る。前 2 種については，釣り人による採集圧も深刻である。中流域では，河川改修に加えて，生活排
水の流入などによる水質汚濁によって，カマツカ，ギバチ，シマドジョウなどの生息地が減少している。
下流域から河口域では，堰堤や水門などの河川横断工作物によって，生活史のなかで海と河川を行き
来するカワヤツメ，ニホンウナギ，サケ，サクラマス，アユ，ニホンイトヨ，クルメサヨリ，ウツセ
ミカジカ，シロウオ，ボウズハゼ，ゴクラクハゼ，オオヨシノボリなどの回遊が阻害されている可能
性がある。さらに，河口堰の設置や流路改修による塩分の変化，開発による塩性湿地や干潟の消失に
よって，汽水性ハゼ類（エドハゼやヒモハゼ，ビリンゴ，マサゴハゼなど）の生息地が減少している。
湖沼やため池では，埋立てや護岸工事などによって，キンブナやジュズカケハゼなどの生息地が奪わ
れている。湖沼やその周辺の河川・水路に生息するゼニタナゴ，アカヒレタビラ，タナゴ，ヤリタナ
ゴなどの在来タナゴ類については，水質汚濁や湖沼・河川・水路の改修とそれらに伴う産卵母貝の減少，
観賞魚業者や愛好者の採集圧によって，良好な生息地が激減している。丘陵地や雑木林の開発で湧水
地やそこから流れ出す細流が消滅したことで，アブラハヤやホトケドジョウ，スナヤツメ北方種の生
息地が減少している。水田地帯では，圃場整備による乾田化や水路改修，パイプライン化などによって，
ミナミメダカの生息地が減少傾向にある。
　これらの人為的な環境改変による生息地の劣化・消失に追い打ちをかけているのが，他地域や外国
から持ち込まれた外来種による影響である。特定外来生物で北アメリカ原産の魚食性外来魚であるオ
オクチバスとブルーギルは県内各地の湖沼やため池で，コクチバスは那珂川水系・利根川水系の一部で，
チャネルキャットフィッシュは霞ヶ浦を含む利根川水系で個体数が多く，在来生物群集や水産業に甚
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大な被害をもたらしている。琵琶湖産のコアユに混入して放流されたハス，ワタカ，スゴモロコなど
は主に利根川水系に，また，カワムツ，ヌマムツ，オイカワ，タモロコは県内各地の河川や水路に定
着し個体数も多い。中国大陸原産のオオタナゴ，タイリクバラタナゴのほか，琵琶湖産カネヒラ，他
地域産のヤリタナゴなども分布が拡大しており，特に在来タナゴ類への影響が懸念される。他地域産
のイワナやヤマメの釣り人による放流，他地域産や飼育品種のメダカの放流も，県内の在来個体群の
遺伝的攪乱につながっている。ごく最近でも，久慈川では北海道産フクドジョウの増加，霞ヶ浦では
中国大陸原産のコウライギギの侵入などが確認されている。

○選定基準および方法
　茨城県版の魚類のレッドリストを見直すに当たり，評価の対象としては，県内の淡水域に自然分布
する種や亜種という従来の条件に加えて，環境省（2015）と同様に，汽水域に生息するものも含める
ことにした。そのため，まず，県内の淡水域から汽水域で確実な採集記録があるすべての淡水・汽水
魚類を，既存文献の調査と専門家へのヒアリングによってリストアップしたところ，2015 年 3 月現在
までに県内から計 126 種が記録されていることが判明した。この中から他地域や外国から持ち込まれ
た外来種 59 種を除いた 67 種を，評価対象種リストとした。
　淡水・汽水魚類レッドリストの見直し作業では，評価対象種リストに含まれたすべての種について
生息状況等に関する情報［原則的に学術論文や報告書，国や県の統計資料などの公表物，博物館（国
立科学博物館，ミュージアムパーク茨城県自然博物館，水戸市立博物館，東京大学総合資料館など）
の収蔵標本データ，分科会委員や執筆者・調査協力者による現地調査の未公表データ］を収集・整理
した。それらの情報に基づいて評価対象種を淡水・汽水魚類分科会で評価し，カテゴリーの各ランク
またはランク外に判定した。各種のランクの判定は，茨城県版レッドリストの共通評価基準に加え，
環境省レッドリストのカテゴリー（ランク）と判定基準（環境省，2015）に準じて，漁獲統計がある
種（ニホンウナギとニシン湖沼系群のみ）については漁獲量データに基づき，また，それ以外の種で
は再生産していると考えられる生息水域（良好な生息地）の数や規模とそれらの変化に基づいて行った。

○評価結果の概要
　今回の見直し作業の結果，県版レッドリストに選定された淡水・汽水魚類は，前回（平成 12 年）の
茨城県版レッドデータブックの 17 種からほぼ倍増し，計 33 種となった。絶滅の危機に瀕している種（絶
滅危惧 IA 類，IB 類）には，前回の掲載種であるゼニタナゴ，ニッコウイワナ，ヤマメ無斑型，タナゴ，
アカヒレタビラに加えて，汽水域に生息するニシン湖沼系群，マサゴハゼ，ゴクラクハゼも新たに追
加された。これら 8 種については，この 15 年間だけでも生息状況が悪化の一途を辿っており，絶滅の
危険性が急速に高まっている。
　今回の見直し作業では，評価の方法やカテゴリー区分の変更があったため，前回のランクと厳密に
は比較しにくい種もあった。例えば，前回は危急種とされたカワヤツメと降海型イトヨ（Higuchi et 
al., 2014 がニホンイトヨ Gasterosteus nipponicus として新種記載）および希少種とされたボウズハ
ゼとカワアナゴは，今回は新設されたカテゴリーの「情報不足」に移行された。これら 4 種については，
1960 年代から現在まで稀にしか生息が確認されず，県内で継続的に生息し再生産していると判断され
る水域が見つかっていない。さらに，本県が南限または北限に近いため無効分散の可能性もある。一
方で，これら 4 種の希少性は高く，県内での再生産を否定する科学的根拠もない。したがって，現時
点ではカテゴリーを評価するに足る情報が蓄積されていないが，今後とも情報の収集に努めるととも
に，予防的見地からは生息地を保全すべきであると考えられ，ランク外ではなく情報不足に選定された。
　今回新たに選定された 16 種には，かつては河川や湖沼の普通種であったが近年は減少傾向が認めら
れるもの（ニホンウナギ，シマドジョウ，キンブナ，カジカ，ジュズカケハゼ），評価対象種の範囲を
主に汽水域に生息する魚類にまで拡げたことに伴うはじめての評価で危機的と判断されたもの（上述
のニシン湖沼系群，マサゴハゼ，ゴクラクハゼのほか，クルメサヨリ，ヒモハゼ，ミミズハゼ，イド
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ミミズハゼ，エドハゼ，ビリンゴ），最近になって県内から生息が確認されたもの（ミヤコタナゴ，ミ
ツバヤツメ）が含まれている。
　これらのなかで特に注目されるのは，いま，国内外で絶滅危惧種として認知されているニホンウナ
ギである。かつて茨城県といえば天然ウナギの主産地であり，例えば，1960 年代に霞ヶ浦を含む利根
川水系では国内の天然ウナギの約 3 分の 1 が漁獲されていた。しかしながら，1970 年代に入り，利根
川河口堰や常陸川水門が完全に閉鎖され，人工護岸化が進む中で漁獲量は急減し，その後は現在まで
ゆるやかな減少傾向が続いている。ただし，県内では天然ウナギを漁獲する漁業者自体が減少してい
る実状があることに加え，中小河川や湖沼にはいまだに広く分布しており，久慈川や涸沼など複数の
水域では必ずしも近年の漁獲量の減少傾向が顕著ではないことも知られている。したがって，現時点
では県内でのニホンウナギの絶滅リスクが急速に高まっているとは判断しにくいが，生息地保全や資
源管理などの対策を講じないと，近い将来，絶滅危惧種に移行する恐れがあるため，県版レッドリス
トでは準絶滅危惧種に選定した。

（加納光樹・増子勝男・稲葉　修・諸澤崇裕）
［文献 茨城県，2000; 環境省，2015］

２）対象種の解説
　カテゴリー別に分類した 33 種（絶滅危惧 26 種，情報不足 7 種）について，以下に解説する。
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ゼニタナゴコイ科

選 定 理 由　①②③④ 2000（平成 12）年の霞ヶ浦流入河川での採
集記録を最後に，県内で野生個体の生息は確認されておらず，絶滅の恐
れが極めて高まっている。

分 布 状 況　日本固有種。神奈川県・新潟県以北の本州（青森県を除く）。
形態及び生態　体は側扁し，体側の縦列鱗数は 50 以上で，日本産タナ

ゴ類で最も多い。口ひげはない。湖沼やため池など主に止水域に生息す
る。産卵母貝として，主にドブガイ類，カラスガイ，イシガイを利用する。

近 似 種　他のタナゴ類に比べ，鱗が細かいことで識別できる。
生 息 地　かつて霞ヶ浦，涸沼，千波湖，利根川水系などに普通に

生息していたが，1990 年代までに激減し，現在では自然環境下での
生息が確認できなくなっている。

生 存 の 危 機　水質汚濁や湖沼・河川・水路の改修とそれらに伴う二枚
貝の減少によって，生息地が劣化・消失してきた。さらに，外来魚によ
る捕食影響，観賞魚業者や愛好者の採集圧などが追い打ちをかけた可能
性もある。

特 記 事 項　琵琶湖博物館で霞ヶ浦産の集団が系統保存されていた。
その一部が 2007 年に県内に里帰りし，閉鎖水域で飼育されている。

執筆者（協力者）　諸澤崇裕（萩原富司）
文 献　9），41），48）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

ニシン湖沼系群ニシン科

選 定 理 由　①②③④ 涸沼では 1960 年代前半まで産卵のために来遊
した成魚が大量に漁獲されていた。しかし，1970 年代には減少傾向
に変わり，1990 年代には極めて低い資源状態になった。確実な標本
の記録は 2005 年が最後だが，現在でも極めて稀に捕獲されるという
漁業者からの聞き取り情報もある。

分 布 状 況　北海道サロマ湖・風蓮湖・湧洞沼，青森県尾駮沼，宮城
県万石浦，茨城県涸沼など。

形態及び生態　体は細長く側扁し，銀白色である。腹鰭の前後に一連の
稜鱗がある。えら孔後縁に肉質の突起がない。産卵期に群れで海域から
汽水湖沼に来遊し，水生植物帯で産卵する。仔稚魚は湖沼で成育し，成
長するにつれて海域へと散逸する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　涸沼とその周辺の汽水域から海域に生息している。
生 存 の 危 機　涸沼のニシンの減少要因として，干拓事業や水質汚濁に

よる産卵場および成育場の劣化・消失，産卵期の成魚や周辺海域での当
歳魚の乱獲，海水温の上昇などが挙げられているが，実際にどの要因が
大きく関与したのかはよくわかっていない。

特 記 事 項　汽水域に生息する魚種のため，今回はじめて評価対象に
された。利根川河口域では 1960 年代（河口堰設置前）まで複数の採
集記録がある。涸沼では 1990 年代に万石浦系群の種苗が放流された
ことがある。

執筆者（協力者）　加納光樹・金子誠也（猿渡敏郎）
文 献　5），6），25），31），44），62）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 絶滅のおそれのある地域個体群

Acheilognathus typus (Bleeker)

Clupea pallasii Valenciennes

1962 年に涸沼で採集
　水戸市立博物館所蔵標本（加納光樹）

茨城県産飼育個体（諸澤崇裕）
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ニッコウイワナサケ科

選 定 理 由　①②③④⑥ 本県の北部山間に生息するが，1990 年代以
降，密漁や養殖イワナの放流による交雑，ヤマメ放流による種間競争の影
響等で激減した。さらに森林伐採や林道工事など開発の影響で生息環境
が劣化している。ごく近い将来における絶滅の恐れが極めて高い。

分 布 状 況　山梨県富士川・鳥取県日野川以北の本州各地。
形態及び生態　体側に直径が瞳孔長より小さな白色斑点が散在し，全長

16cm 以上の個体では白色斑点と同大のごく薄い橙色着色斑点が主に側
線より下部にみられる。産卵期には，側線下部を中心に直径が瞳孔長より小
さく，発色がより強い橙色着色斑点が多数，浮き出るように出現する。背部
には顕著な虫喰い模様がみられ，これは遺伝的に固定していると思われる。

近 似 種　県内に放流されている養殖イワナは，体側に瞳孔長と同
大かそれより大きな白色斑点がある。産卵期の有色斑点は現れないか発
色が弱い橙色。背部の虫喰い模様は顕著でない。

生 息 地　久慈川水系里川と大北川水系の一部の支流に生息（阿武
隈高地のもっとも南の生息地）。各生息地とも連瀑帯上流の隔離された
小さな個体群である。生息地の標高は 500 ～ 750 ｍ前後で，関東地
方のイワナ生息地としては標高が最も低い。夏期水温は 16℃以下。

生 存 の 危 機　山林伐採や開発によるシルトの流入や水温上昇，産卵環
境の悪化，養殖イワナの放流による交雑，ヤマメ放流による種間競争，
密漁により，多くの生息地で個体数が激減した。

特 記 事 項　常陸太田市の個体群は，市指定の天然記念物であり，一
部の河川は内水面漁場管理委員会指定の禁漁区に指定されており，無許
可での捕獲は禁止されている。

執筆者（協力者）　稲葉　修（丸山　隆・斉藤裕也）
文 献　14），19），20） 

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

ヤマメ無斑型サケ科

選 定 理 由　①③⑥ かつて，北部山間の 1 河川の上流域部の，ごく限
られた区間にわずかに野生個体が生息していたが，最近ではほとんど生
息が確認されず，極めて危機的な状況が続いている。

分 布 状 況　ヤマメ無斑型は茨城県と神奈川県に局所的に分布。ヤマ
メ有斑型・サクラマスは北海道，静岡県・山口県以北の本州，大分県を
除く九州；日本海，オホーツク海。

形態及び生態　ヤマメの遺伝的な斑紋突然変異の個体（遺伝的には劣勢
遺伝）。体形，計数形質はヤマメ有斑型と同じだが，体側のパーマーク，
背部の小黒点を欠く。ただし側線上には，有斑型と同様の薄い紅色線が
ある。

近 似 種　別亜種アマゴでも無斑型が報告され，近畿地方以西に局
所的に分布する。

生 息 地　原産地は，県北の 1 水系の支流だが，近年では，野生個
体はほとんど確認されない。生息河川内での出現エリアは上流域のご
く限られた区間内で，その上下流では確認されなかった。生息区間内
では有斑型とともに生息しており，無斑型はごく少なかったとされる。
1990 年代以降，原産地生息区間の上流側や久慈川水系，利根川水系（筑
波山塊）において養殖個体が放流され，時折確認されることがある。

生 存 の 危 機　原産地は，森林伐採による土砂の流入やゴミの投棄，河
川改修などにより産卵・生息環境が悪化している。さらに，他地域産の
有斑型養殖個体の放流も行われている。

特 記 事 項　ヤマメ有斑型については，県内各地に養殖個体が放流さ
れ，自然繁殖する野生個体はほとんど残っていないと考えられる。

執筆者（協力者）　稲葉　修（丸山　隆・斉藤裕也）
文 献　15），17），21）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Salvelinus leucomaenis pluvius (Hilgendorf)

Oncorhynchus masou masou (Brevoort)

茨城県北部（稲葉　修）

茨城県北部（稲葉　修）
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マサゴハゼハゼ科

選 定 理 由　①②③ 1960 年代までは利根川河口域の複数地点に普通
に生息していたが，1970 年代の河口堰閉鎖以降，生息は確認されて
いない。かつての生息地を現在踏査しても生息適地はないため，絶滅の
恐れが極めて高まっている。

分 布 状 況　福島県～沖縄県の日本各地；朝鮮半島，台湾，澎湖諸島。
形態及び生態　吻は丸く，上唇を被う。尾鰭基底の黒色斑はくさび形。

第 1 背びれに大きな黒色斑はない。体長約 2.5㎝。河口域の塩性湿地
や干潟に形成される潮だまりや澪に主に生息する。

近 似 種　広島県以西に分布する同属のスナゴハゼは，第 1 背びれ
後方に目立つ黒色斑をもつ。

生 息 地　かつて県内では利根川河口域に普通に生息していたが，
1970 年代以降，確実な生息記録はない。

生 存 の 危 機　埋立て・干拓や護岸整備による塩性湿地と砂泥干潟の劣
化・消失，河口堰の設置や河道の浚渫に伴う塩分環境の変化などにより，
生息適地となる干潟上の中塩分の潮だまりや澪が消失した。

特 記 事 項　汽水域に生息する魚種のため，今回はじめて評価対象に
された。

執筆者（協力者）　加納光樹（篠原現人）
文 献　1），27），32），33），44），60）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ゴクラクハゼハゼ科

選 定 理 由　①②③ 1960 年代に利根川感潮域上端に存在した生息
地は，1970 年代の河口堰閉鎖などにより多大な影響を受けた。その
後，1979 年まで霞ヶ浦で生息が稀に確認されていた。しかしながら，
1980 年代以降，県内での確認記録はなく，絶滅の恐れが極めて高まっ
ている。

分 布 状 況　能登半島・茨城県～沖縄県の日本各地；朝鮮半島南部，
台湾。

形態及び生態　体は淡褐色で，体側に 5 ～ 6 個のにじんだような黒褐色
の縦斑がある。頬にミミズ状の複雑な斑紋がある。生時，体側には青く
光る小斑点が散在する。河川下流域～河口域の流れのゆるやかな場所の
砂礫底に生息する。両側回遊性だが，ダム湖などに陸封されることもあ
る。

近 似 種　他のヨシノボリ属魚類とは，頬の斑紋のほか，眼の直後
まで鱗があることなどで区別できる。

生 息 地　かつては霞ヶ浦を含む利根川水系に広く生息していたが，
1980 年代以降は生息が確認できなくなっている。

生 存 の 危 機　河口堰の設置によって生息範囲が縮小し，埋立て・干拓
や護岸整備，水質汚濁などによって生息適地が劣化・消失したと考えら
れる。

特 記 事 項　汽水域にも生息する魚種のため，今回はじめて評価対象
にされた。

執筆者（協力者）　加納光樹（篠原現人）
文 献　1），23），32），33），44），61），63），64）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Pseudogobius masago (Tomiyama)

Rhinogobius similis Gill

1966 年に潮来町地先の北浦で採集
　国立科学博物館所蔵標本（金子誠也）

多摩川　東京都大田区（加納光樹）

1966 年に神栖町地先の利根川で採集
　国立科学博物館所蔵標本（金子誠也）
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タナゴコイ科

選 定 理 由　①②③④ 霞ヶ浦とその流入河川では 1990 年代以降に顕
著な減少傾向が見られ，最近の 10 年間だけでも個体数が 1/10 以下
になっていると推定される。生息地の分断化も進行し，確実に確認でき
る地点は年々減少している。かつては久慈川水系，涸沼などで生息が確
認されていたが，近年はごく稀に確認される程度である。

分 布 状 況　日本固有種。関東地方以北の本州太平洋側。
形態及び生態　タナゴ類のなかでは体高が低い。口ひげがある。側線は

完全。体側の暗色縦帯は腹鰭起点より前から尾部に入る。肩部にある暗
色斑は不明瞭。河川や農業水路，湖沼に生息する。産卵母貝として，主
にドブガイ類やカラスガイなど大型の二枚貝を利用する。

近 似 種　ヤリタナゴやアカヒレタビラと類似するが，体高が低い
こと，体側や背鰭の色斑の状態で識別できる。

生 息 地　霞ヶ浦を含む利根川水系の一部に局所的に生息している
ほか，久慈川水系，涸沼などでもごく稀に生息が確認される。

生 存 の 危 機　水質汚濁や河川・水路の改修とそれらに伴う二枚貝の減
少によって，生息地が劣化・消失している。さらに，外来魚による捕食
影響，観賞魚業者や愛好者の採集圧が追い打ちをかけている可能性もあ
る。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　諸澤崇裕（萩原富司）
文 献　9），19），35），37），48），62）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

アカヒレタビラコイ科

選 定 理 由　①②③④ 霞ヶ浦とその流入河川では 1990 年代以降に顕
著な減少傾向が見られ，最近の 10 年間だけでも個体数が 1/10 以下
になっていると推定される。生息地の分断化も進行し，確実に確認でき
る地点は年々減少している。かつては涸沼で生息が確認されていたが，
1960 年代以降は確認されていない。

分 布 状 況　日本固有亜種（種全体として日本固有種）。岩手県，宮城県，
栃木県，群馬県，茨城県，千葉県，埼玉県，東京都。

形態及び生態　口ひげがある。側線は完全。体側の暗色縦帯は腹鰭起点
より後から尾部に入る。肩部に明瞭な暗色斑がある。オスの臀鰭外縁は
赤色。河川や農業水路，湖沼に生息する。産卵母貝として，主にイシガ
イを利用する。

近 似 種　ヤリタナゴやタナゴと類似するが，体側や背鰭の色斑の
状態で識別できる。

生 息 地　霞ヶ浦を含む利根川水系の一部に局所的に生息している。
生 存 の 危 機　水質汚濁や河川・水路の改修とそれらに伴う二枚貝の減

少によって，生息地が劣化・消失している。さらに，外来魚による捕食
影響，観賞魚業者や愛好家の採集圧が追い打ちをかけている可能性もあ
る。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　諸澤崇裕（萩原富司）
文 献　9），30），37），48）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Acheilognathus melanogaster Bleeker

Acheilognathus tabira erythropterus Arai,Fujikawa & Nagata

霞ヶ浦　稲敷市（増子勝男）

霞ヶ浦　稲敷市（増子勝男）
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スナヤツメ北方種ヤツメウナギ科

選 定 理 由　①②③ かつて県内各地の湧水由来の河川や水路に広く生
息していたが，1960 年代以降の開発行為により生息地の多くが消失
した。1990 年代以降も，県央から県西部では平地林伐採に伴う湧水
地の消滅や河川・水路改修などにより，複数の生息地が消失した。現在，
県内に残された生息地は 30 か所以上あるものの，そのほとんどの水域
で開発による危機が迫っている。

分 布 状 況　日本固有種。北海道，中部地方以北の本州
形態及び生態　口は吸盤状。上口歯板は 2 尖頭。7 対のえら孔がある。

尾鰭後端は黒くない。成魚は全長 15 ～ 20㎝ほど。筋節数は 51 ～
66。非寄生性。河川上流域下部から中流域，湧水地に生息し，海域へ
は回遊しない。

近 似 種　本州，四国，九州に分布する近似種のスナヤツメ南方種
とは，形態形質では明確に区別できず，遺伝子解析が必要。

生 息 地　那珂川水系と利根川水系（霞ヶ浦流入河川を含む）の一
部に局所的に生息しているほか，県北部の中小河川でも生息が確認され
ている。

生 存 の 危 機　森林伐採による河川水温の上昇や湧水地の渇水，河川や
素掘り水路の工事に伴う環境の変化，排水流入による水質汚濁などによ
り，生息地が劣化・消失している。

特 記 事 項　県内各地で採集した個体は，遺伝子解析により北方種に
同定されていることから，北方種が広く分布するものと考えられる。た
だし，稚アユなど関西方面からの魚類の放流のある河川では，それらに
混じった南方種が見つかる可能性がある。

執筆者（協力者）　稲葉　修（山崎裕治）
文 献　17），35），37）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ヤリタナゴコイ科

選 定 理 由　①③④ 霞ヶ浦では確認地点数と個体数ともに 1990 年代
までに激減したが，2005 年以降はわずかに増加傾向が認められてい
る。ただし，他地域産の個体の放流事例があり，遺伝的攪乱が生じてい
る恐れもあるため，回復しているとは判断しにくい。霞ヶ浦以外の水域
では，個体数が減少しており，生息地の消失も認められる。

分 布 状 況　北海道，宮崎県，鹿児島県，沖縄県を除く日本各地。
形態及び生態　タナゴ類のなかでは体高が低い。口ひげがある。側線は

完全。体側に有色の縦帯はない。背鰭軟条間の鰭膜に紡錘形の暗色斑が
ある。河川や農業水路など主に流水域に生息する。産卵母貝として，主
にマツカサガイやヨコハマシジラガイを利用する。

近 似 種　タナゴやアカヒレタビラとは，体側や背鰭の色斑の状態
で識別できる。

生 息 地　久慈川水系，那珂川水系，涸沼，霞ヶ浦，牛久沼，利根
川水系などで生息が確認されている。

生 存 の 危 機　水質汚濁や河川・水路の改修とそれらに伴う二枚貝の減
少によって，生息地が劣化・消失している。さらに，外来魚による捕食
影響，観賞魚業者や愛好家の採集圧などが追い打ちをかけている可能性
もある。

特 記 事 項　他地域産の個体の放流事例があり，現在の生息状況が自
然分布を反映していない可能性もある。

執筆者（協力者）　諸澤崇裕（萩原富司）
文 献　9），19），37），48）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Lethenteron sp.N.

Tanakia lanceolata (Temminck et Schlegel)

北浦流入河川　鉾田市（増子勝男）

那珂川水系　城里町（諸澤崇裕）
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ホトケドジョウドジョウ科

選 定 理 由　①② かつて県内各地の湧水地や湧水由来の河川・水路に
広く生息していたが，1960 年代以降，湧水地の開発や護岸・河床工事，
堰の設置などにより生息地の多くが消失した。1990 年代以降も，開
発行為によって複数の生息地が消失の危機にさらされている。現在，県
内に残された生息地は 50 か所以上あるものの，そのほとんどの水域で
開発による危機が迫っている。

分 布 状 況　日本固有種。青森県と岩手県を除く東北地方～三重県・
京都府・兵庫県（富山県は絶滅）。

形態及び生態　体は円筒形で細長い。吻は短く，眼が大きい。口ひげは
4 対。体は茶褐色で，暗色斑点が散在する。低山から平野部にかけての
湧水地，湧水水源の細流や農業水路，小河川上流の流れの緩やかな水域
などの砂泥底～泥底に生息する。

近 似 種　近畿・中国・四国地方の山間部に分布するナガレホトケ
ドジョウは体形や体色が異なる。ドジョウはひげが 5 対。

生 息 地　県北，県央，県南，鹿行の一部の湧水地や河川・水路に
局所的に生息している。

生 存 の 危 機　開発による湧水地の環境変化，護岸工事，圃場整備によ
る水路の直線化，堰設置による個体群の孤立化などによって，生息地が
劣化・消失している。

特 記 事 項　県内の個体は，遺伝的に北関東集団と南関東集団が存在
することから，それらの確認作業が必要。

執筆者（協力者）　稲葉　修（宮崎淳一・相木寛史）
文 献　17），19），28），35），37）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

ギバチギギ科

選 定 理 由　①② かつて県内各地の河川に広く生息していたが，
1960 年代以降，河川改修や上流からの土砂の流入，排水流入による
水質汚濁などにより生息地の多くが消失した。2000 年代に入っても，
開発行為によって複数の生息地が消失の危機にさらされており，早急に
保全策を講じるべきである。現在，県北と県央を中心に生息地が 30 か
所以上あるものの，そのほとんどの水域で開発による危機が迫っている。

分 布 状 況　日本固有種。神奈川県以北の本州太平洋側，秋田県の一部。
形態及び生態　頭部はやや縦扁し，体の後半は側扁する。ひげは上あご

と下あごに 2 対ずつ。背鰭と胸鰭に鋭い棘がある。尾鰭の後縁はわず
かにくぼむ。河川上流域下部から中流域に生息する。

近 似 種　他のギギ科の種とは，尾鰭後縁の切れ込みの深さ，背鰭棘・
胸鰭棘の形状，体の斑紋などで区別できる。

生 息 地　県内各地の河川上流域下部から中流域に局所的に生息す
る。

生 存 の 危 機　河川改修や生活排水流入による水質汚濁，森林伐採にと
もなう土砂の流入，堰設置による個体群の分断などによって，生息地が
劣化・消失している。

特 記 事 項　本種と形態がよく似た外来種コウライギギが，最近，霞ヶ
浦とその周辺水域で確認されている。

執筆者（協力者）　稲葉　修
文 献　3），17），19），35），37），47）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Lefua echigonia Jordan et Richardson

Tachysurus tokiensis (Döderlein)

多々良場川　高萩市（増子勝男）

那珂川水系　笠間市（稲葉　修）
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ウツセミカジカカジカ科

選 定 理 由　①②⑥ 本種の主な生息域は人間活動の影響を受けやすい
中・下流域であるため，急速に生息範囲が減少している。県央の一部河川
の中流域では生息が確認できなくなっている。県北では生息する河川が
比較的多く残っているが，いずれの生息地でも河川工作物による断片化
が進行し，個体群サイズも小さい。現在，県内に残された生息地は10 か
所以上あるものの，そのほとんどの水域で開発による危機が迫っている。

分 布 状 況　日本固有種。青森県～和歌山県の本州と四国の太平洋側，
琵琶湖とその流入河川。

形態及び生態　最大全長17㎝で，カジカと同様に丸みを帯びた大きい頭
部とやや側扁した体幹をもつ。眼から鰓蓋に向かう2 本の暗色帯がある。
胸鰭条数は13 ～17 でモードは16 である。河川中流域～下流域に生息
し，下流域の瀬の河床浮石下部の間隙に雄が構えた産卵床に雌が卵（直
径約1.3 ～2㎜）を産み付ける。孵化した仔魚は流下し，海域での約1 ヵ月
間の浮遊生活を経て着底し，稚魚は春以降に河川に遡上する両側回遊型
の生活様式をもつ（小卵型）。河川では水生昆虫や甲殻類などの底生小動
物を主食とする。琵琶湖の個体群は小卵型の亜種として位置づけられる。

近 似 種　カジカとは，産着卵の直径，胸鰭条数，眼から鰓蓋に向
かう 2 本の暗色帯の有無などによって識別できる。

生 息 地　那珂川，久慈川，鮎川，宮田川，東連津川，十王川，花貫川，
塩田川，大北川，里根川などに生息する。

生 存 の 危 機　両側回遊型の生活様式をもつため，河川工作物による河
川と海域との移動阻害が，生息場所や産卵場所の減少をもたらしている。

特 記 事 項　県北では比較的生息状況は良好だが，他地域由来個体の
放流履歴情報があるため，遺伝的集団構造解析が必要。

執筆者（協力者）　棗田孝晴
文 献　4），8），29），35），43），66），68）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

シロウオハゼ科

選 定 理 由　①② かつては県内の各河川で成魚の遡上がみられた。し
かしながら，河川下流域の産卵場環境の劣化や消失が相次ぎ，現在では
安定的に成魚の遡上が確認できる河川は県北部の一部に残されているの
みで，合計で 10 か所に満たない。

分 布 状 況　北海道～鹿児島県；朝鮮半島。
形態及び生態　頭部は小さく，体はやや側扁し細長い。背鰭は 1 基。生時，

体は半透明。春に水がきれいな河川の下流域の砂礫底で産卵する。孵化
仔魚は流下し，その後の約 10 か月間を沿岸海域で過ごす。翌春に成魚
が産卵のために河川を遡上する。寿命は 1 年。

近 似 種　体形や体色，胸鰭軟条数などにより他のハゼ科魚類と区
別できる。

生 息 地　利根川，那珂川，久慈川，十王川，大北川でごく少数の
成魚が確認されている。県北の沿岸海域では仔稚魚も採集されている。
日立市内の宮田川などでは鉱山からの排水の影響などにより生息地が消
失した。

生 存 の 危 機　河川改修による底質環境の変化や排水流入による水質汚
濁により，産卵場の環境が劣化・消失している。一部の河川では，堰の
設置による遡上阻害が起きている可能性がある。沿岸海域では港湾開発
による影響も懸念される。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　稲葉　修
文 献　17），19）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Cottus reinii Hilgendorf

Leucopsarion petersii Hilgendorf

那珂川水系（金子誠也）

久慈川河口沖（荒山和則）
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ミミズハゼハゼ科

選 定 理 由　①② 現在，県北の河川の伏流水域に極めて局所的に生息
している。本種の生息適地は，河川改修などの開発行為によって減少傾
向にあり，将来的な絶滅のリスクが徐々に高まっている。

分 布 状 況　北海道～沖縄県；朝鮮半島，中国，沿海州。
形態及び生態　頭部は小さく，体は円筒形で細長い。背鰭は 1 基。胸鰭

上端の軟条は 1 本遊離する。尾鰭縁辺に明瞭な透明帯がない。河口域
の淡水がしみ出る場所，河川中流域～下流域の礫や小石の下に生息する。
成魚は礫下で産卵する。孵化仔魚は流下し，海域～汽水域で仔稚魚期を
過ごす。

近 似 種　体型がよく似たイソミミズハゼは，尾鰭縁辺に明瞭な透
明帯があることで区別できる。

生 息 地　那珂川，久慈川，十王川，大北川の伏流水域に局所的に
生息している。かつて利根川でも生息が確認されていたが，1970 年
代の河口堰閉鎖以降の確実な採集記録はない。

生 存 の 危 機　河川改修などの開発行為により，生息適地が減少してい
る。一部の河川では，堰の設置による遡上阻害が起きている可能性があ
る。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　稲葉　修
文 献　1），18）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ジュズカケハゼハゼ科

選 定 理 由　①②③ 県内の 10 か所以上の水域に生息するものの，近
年，いずれの水域でも生息範囲が縮小し，個体数も減少している。特に，
霞ヶ浦では 1990 年頃までは普通種であったが，現在は流入河川の河
口付近や入り江のヨシ帯周辺などでごく稀に確認される程度で，急速に
絶滅の危険性が高まってきている。

分 布 状 況　北海道～兵庫県・神奈川県の日本各地；サハリン，ウルッ
プ島

形態及び生態　口は小さく，口の後端は眼の中央下か，それより前方に
ある。眼上管の開孔はない。メスの婚姻色は，尾鰭以外の各鰭が暗色で，
体側に黄色横帯が入る。平野部の湖沼とその周辺の水路，ため池，河川
下流域から感潮域上端などの流れの緩やかな抽水植物帯周辺の泥底に主
に生息する。水底に定位するだけなく，表層から中層を群れで遊泳する。
ユスリカ類幼虫などの底生動物を主に食べる。産卵期は春で，泥底に掘
られた穴の中で産卵する。

近 似 種　体型や体色がよく似たビリンゴは，眼上管の開孔が 3 対
あることで識別できる。メスの第 1 背鰭後半部の明瞭な黒色斑は，日
本海側の個体群ではあるが，太平洋側の個体群ではない。

生 息 地　霞ヶ浦・北浦を含む利根川水系，涸沼を含む那珂川水系，
久慈川，花貫川，大北川，江戸上川で生息が確認されている。

生 存 の 危 機　埋立て・干拓や河川・湖沼の護岸整備などにより生息適
地が減少している。魚食性外来魚による捕食影響も懸念されている。

特 記 事 項　本州太平洋側の個体群は，日本海側と遺伝的に異なって
いることが確認されている。

執筆者（協力者）　金子誠也・加納光樹（渋川浩一）
文 献　1），2），17），19），27），28），36），37），49），

50），61）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Luciogobius guttatus Gill

Gymnogobius castaneus (O’Shaughnessy)

ひたちなか市の海岸（稲葉　修）

涸沼　大洗町（渋川浩一）

109



淡
水
・
汽
水
魚
類

ヒモハゼハゼ科

選 定 理 由　①②③ かつて利根川河口域では広範囲から頻繁に採集さ
れていたが，1970 年代の河口堰閉鎖によって堰上流側の生息地は消
失し，堰下流側でも生息範囲が縮小した。涸沼と茂宮川でも稀に確認さ
れる。

分 布 状 況　青森県～沖縄県の日本各地；朝鮮半島，渤海，黄海
形態及び生態　体はミミズのように細長く，体側には暗色の縦帯が走る。

吻は上唇を被う。第 1 背鰭は 3 棘で，臀鰭起部は第 2 背鰭起部より遥
かに後方にある。第 2 背鰭基底長は臀鰭基底長より遥かに長い。河川
河口域や汽水湖の砂泥底に生息する。アナジャコ類などの甲殻類の巣穴
を産卵場所や隠れ家として利用する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　利根川河口域と涸沼，茂宮川の狭い範囲に局所的に生息

している。
生 存 の 危 機　埋立て・干拓や護岸整備による砂泥干潟の消失，河口堰

設置や河道の浚渫に伴う塩分環境の変化などにより，生息適地が減少し
ている。

特 記 事 項　汽水域に生息する魚種のため，今回はじめて評価対象に
された。

執筆者（協力者）　加納光樹・金子誠也・碓井星二
文 献　1），24），27），32），44），62）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ニホンウナギウナギ科

選 定 理 由　①②④ 県内主要河川・湖沼における天然ウナギの漁獲量
の減少率は，過去 12 ～ 45 年（3 世代）で 25 ～ 93% であった。過
去 45 年の漁獲量の高い減少率には 1970 年代の利根川河口堰や常陸
川水門の閉鎖による影響が関わっている。直近 10 年程度の漁獲量に大
きな減少は認められず，いまだに利根川河口域や涸沼などでは近隣他県
と比べて多い。県内の多くの中小河川にも生息しているが，生息地数に
減少傾向は認められる。以上のことから，生息地保全や資源管理などの
対策を講じないと，近い将来，絶滅危惧種に移行する恐れがある。

分 布 状 況　北海道中部以南の日本各地；朝鮮半島，台湾，中国，ベ
トナム，ルソン島など。

形態及び生態　体は細長い円筒形で，腹鰭はない。体の背方は暗色，腹
方は白色で，まだら状の斑紋はない。脊椎骨数は 112 ～ 119。
河川の中流域から河口域，湖沼，内湾などに生息する。成魚はマリアナ
海嶺の海山付近で産卵する。仔魚は黒潮に乗って移動し，シラスウナギ
になると接岸して一部が河川へと遡上する。夜行性で，河川では甲殻類，
水生昆虫，貝類，魚類などを食べる。

近 似 種　利根川水系で稀に見つかるオオウナギは，体にまだら状
の斑紋があり，脊椎骨数が少ないことで識別できる。

生 息 地　霞ヶ浦，涸沼，利根川，那珂川，久慈川などの県内主要河川・
湖沼のほか，県内各地の中小河川に生息している。

生 存 の 危 機　河川中流域から河口域への堰堤設置による遡上阻害，河
川改修により河岸の穴や河床の浮き石などの隠れ家が減少したこと，河
口付近でのシラスウナギの乱獲，河川や湖沼での未成魚や成魚の乱獲な
どにより，生息数が減少傾向にある。なお，日本沿岸へのシラスウナギ
加入量の減少には，気候変動や海流の変化なども関わっていると考えら
れている。

特 記 事 項　IUCN（国際自然保護連合）のレッドリストで絶滅危惧ⅠB
類に選定されている。漁獲量データは，環境省（2013）の方法で解析した。

執筆者（協力者）　加納光樹・増子勝男・稲葉　修・諸澤崇裕
文 献　26），27），28），55），58），59）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Eutaeniichthys gilli Jordan et Snyder

Anguilla japonica Temminck et Schlegel

茂宮川　日立市（金子誠也）

霞ヶ浦　稲敷市（増子勝男）
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シマドジョウドジョウ科

選 定 理 由　①②⑤ 1960 年代以降，県内各地では河川改修や排水流
入による水質汚濁，堰の設置などによって多くの生息地が消失してきた。
2000 年代に入っても開発行為により複数の生息地が消失の危機にさ
らされている。現在，県南と県西では断片化し縮小した生息地がわずか
に見られるのみだが，県北と県央では良好な生息地が 30 か所以上残存
している。

分 布 状 況　山口県西部を除く本州，四国。
形態及び生態　体は円筒形で細長い。口ひげは 3 対。体側中央に円形ま

たは楕円形の黒色斑紋が点列状に縦走する。背鰭前の背部に輪郭の不明
瞭な暗色斑が 1 列に並ぶ。オスの胸鰭にはくちばし状の骨質板がある。
河川中流域や湧水水源の細流などの砂底から砂礫底に生息する。

近 似 種　他のシマドジョウ属の種とは，背部の斑紋，胸鰭骨質盤
の形などで区別可能。

生 息 地　県内各地の河川中流域に広く生息している。
生 存 の 危 機　河川改修による底質環境の悪化，生活排水流入による水

質汚濁，個体群を分断する堰の設置などにより，生息地が劣化・消失し
ている。

特 記 事 項　最新の分類では，県内の個体群はヒガシシマドジョウに
該当する。

執筆者（協力者）　稲葉　修（宮崎淳一）
文 献　17），19），22），28），37），46），54）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

キンブナコイ科

選 定 理 由　①② 県内各地に生息しており，現時点での絶滅の危険性
は低いが，1960 年代と最近 10 年間の調査結果を比較すると，生息
地数と個体数に減少傾向が認められる。

分 布 状 況　日本固有亜種。岩手県～千葉県の太平洋側。
形態及び生態　フナ類のなかでは体高が低い。背鰭分枝軟条数は 11 ～

14，第 1 鰓弓の鰓耙数は 30 ～ 38。体は黄褐色～赤褐色で，体側の
鱗の外縁が明るく縁取られる。河川の中・下流域の緩流部とそれに続く
農業水路，池沼などに生息する。岸近くの水生植物が繁茂した場所で産
卵する。

近 似 種　県内に生息するギンブナとゲンゴロウブナは，体高が高
く，背鰭分枝軟条数や鰓耙数がより多いことで識別できる。

生 息 地　霞ヶ浦，涸沼，菅生沼などとその周辺の水路や小河川，
利根川，十王川，大北川，花貫川などの下流域で生息が確認されている。

生 存 の 危 機　水質汚濁や湖沼・河川・水路の改修によって，産卵場や
成育場である水生植物帯が減少している。さらに，外来魚による捕食の
可能性も示唆されている。

特 記 事 項　他地域産のフナ類の放流による遺伝的攪乱が生じている
可能性もある。

執筆者（協力者）　増子勝男
文 献　10），19），25），28），37），38），56）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Cobitis biwae Jordan et Snyder

Carassius buergeri subsp.2

那珂川水系　水戸市（稲葉　修）

東連津川　日立市（稲葉　修）
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クルメサヨリサヨリ科

選 定 理 由　①②③ 1960 年代半ばまでは霞ヶ浦をはじめとする県内
水域で年間 100 トン以上が漁獲されていたが，その後は減少傾向にあ
り，現在でも漁獲はされるが，自家消費される程度の量である。霞ヶ浦
には広範囲に生息するが，産卵場・成育場となる水生植物帯の劣化・消
失が続いており，今後，絶滅危惧種へと移行する恐れがある。

分 布 状 況　青森県～山口県の本州と九州北岸・西岸に局所的に分布；
朝鮮半島，黄海・渤海～ベトナム北部の東シナ海と南シナ海沿岸，台湾。

形態及び生態　体は細長い円筒形で，下あごは長く突出し，頭長よりも
長い。下あごの先端は黒い。胸鰭軟条数は 10 ～ 12。内湾，河川の下
流域から河口域，汽水湖などに生息し，淡水域にも来遊する。表層を遊
泳する。動物プランクトン，陸上昆虫などを食べる。産卵期は春から夏。
抽水植物の茎などに産卵する。仔稚魚は植物帯周辺で成育する。

近 似 種　県内の海域に生息するサヨリは，下あごが頭長よりも短
く，下あご先端の下面が朱色であること，胸鰭軟条数が多いことで識別
できる。

生 息 地　霞ヶ浦，利根川水系，涸沼，那珂川などに生息する。
生 存 の 危 機　河口堰の設置による回遊阻害，埋立てや干拓，護岸工事

に伴う水生植物帯の減少などによって生息環境が劣化・消失している。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　碓井星二・加納光樹
文 献　19），28），44），65）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ミナミメダカメダカ科

選 定 理 由　①②③⑤⑥ 県全体では生息地数が減少傾向にあるものの，
県内各地の農業水路や水田，池沼，公園池などで普通に生息が確認され
ている。その一方で，遺伝子解析を行うと，国内の他地域産や飼育品種
の放流による外来個体群と判明する事例もある。この状況を放置すれば，
近い将来，絶滅危惧種へと移行する恐れがある。

分 布 状 況　日本固有種。日本海側では京都府以西の本州，太平洋側
では岩手県以南の本州，四国，九州，沖縄県など。

形態及び生態　背鰭は基底が短く，尾部後方にある。臀鰭は基底が長い。
尾鰭後縁は角張る。尾部の黒色素胞は，明瞭な網目模様を形成せず，雄
の背鰭の欠刻は深い。平野部の河川，池沼，水田，農業水路，塩性湿地
などに生息する。水生植物が繁茂する場所に多くみられる。

近 似 種　兵庫県以北の本州日本海側に分布するキタノメダカは，
尾部の黒色素胞が濃く網目模様を形成し，網目交点に染み状斑があるこ
と，雄の背鰭の欠刻が浅いことで識別できる。

生 息 地　県内各地の湖沼や河川，ため池，農業水路，公園池など
に生息する。

生 存 の 危 機　圃場整備による乾田化，湖沼・河川・水路の人工護岸化，
排水流入による水質汚濁，魚食性外来魚による捕食影響などにより，生
息環境が劣化・消失している。他地域産や飼育品種の放流による遺伝的
攪乱などの影響も懸念される。

特 記 事 項　県内全域で遺伝子解析を実施し，保全対象となる在来個
体群を把握することが急務である。

執筆者（協力者）　増子勝男（福井正人）
文 献　10），19），25），27），28），37），39），51）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Hyporhamphus intermedius (Temminck et Schlegel)

Oryzias latipes (Temminck et Schlegel)

涸沼　大洗町 （加納光樹）

北浦　鹿嶋市（加納光樹）
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カジカカジカ科

選 定 理 由　①②③ 筑波山塊の個体群は細分化・分断が進行している。
県内の那珂川水系の支流の多くでは，過去 10 年間に生息範囲と個体数
が著しく減少している。

分 布 状 況　日本固有種。本州（和歌山県を除く），四国，九州（宮崎県・
鹿児島県を除く）。

形態及び生態　最大全長 15㎝。丸みを帯びた大きい頭部とやや側扁した
体幹をもつ。頭部に顕著な暗色帯がない。前鰓蓋骨の後縁に 1 対の小
棘がある。胸鰭条数は 12 ～ 14 でモードは 13 である。河川上流域～
中流域に生息する。直径約 3㎜の卵を産み，河川で生活史を完結する河
川陸封型の生活様式をもつ（大卵型）。主に夜間に活動し，カゲロウ目，
トビケラ目，双翅目幼虫などの水生昆虫を主食とする。繁殖期に成熟雄
が瀬の河床の浮石下部の間隙を繁殖なわばり（産卵床）として占拠し，
複数の雌と配偶した後，孵化まで雄が産卵床内で卵を単独で保護する。

近 似 種　ウツセミカジカとは，産着卵の直径，胸鰭条数，眼から
鰓蓋に向かう 2 本の暗色帯の有無などによって識別できる。

生 息 地　利根川水系（筑波山），那珂川水系，久慈川水系，県北部
の中小河川の上流域に生息する。

生 存 の 危 機　河川工作物による流程生息分布の分断や護岸工事に伴う
生息環境の単純化，土砂流入による産卵床の礫下空間の埋没などにより，
生息範囲や個体数が減少している。

特 記 事 項　那珂川，久慈川水系では数か所，他水系からの移植地が
あり，今後，遺伝的集団構造解析が必要である。

執筆者（協力者）　棗田孝晴
文 献　29），35），42），43），57），66）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

オオヨシノボリハゼ科

選 定 理 由　①②③ 県北の河川上流域～中流域の狭い範囲に生息する。
現時点で絶滅の危険性は低いが，存続基盤が不安定であり，堰の設置な
どによりいくつかの生息地の消失や分断が生じている。

分 布 状 況　青森県～九州南部の日本海・東シナ海側，本州・四国の
瀬戸内海側，宮城県～九州南部の太平洋側。

形態及び生態　ヨシノボリ類の中では大型種で，全長約 10㎝。尾鰭基底
に太い明瞭な暗色横帯，胸鰭基底に顕著な黒色斑がある。頬には斑紋は
ない。河川上流域から中流域に生息する。両側回遊性。

近 似 種　県内河川の他のヨシノボリ類とは，尾鰭・胸鰭基底，頬
の斑紋などによって区別できる。

生 息 地　那珂川，久慈川，里川，十王川，大北川など県北の河川
上流域～中流域に生息している。

生 存 の 危 機　河川改修などの開発行為や堰の設置などによって，生息
地の消失や分断などが生じている。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　増子勝男
文 献　17），19），29），35）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Cottus pollux Günther

Rhinogobius fluviatilis Tanaka

恋瀬川　石岡市（増子勝男）

十王川　日立市（増子勝男）
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ビリンゴハゼ科

選 定 理 由　①②③ 利根川では 1970 年代の河口堰閉鎖以降も，堰下
流側には広範囲に生息しているが，堰上流側の生息地は消失した。涸沼
から那珂川河口域では稀に確認される程度である。今後，開発により生
息地が劣化すれば，絶滅危惧種へと移行する恐れがある。

分 布 状 況　北海道～鹿児島県の日本各地；朝鮮半島，中国，サハリ
ンなど。

形態及び生態　口は小さく，口の後端は眼の中央下か，それより前方に
ある。眼上管の開孔は 3 対。婚姻色の出現したメスでは，尾鰭以外の
各鰭が黒く，体側に明瞭な黄色横帯がない。河川河口域や汽水湖に生息
する。水底に定位するだけなく，表層から中層を群れで遊泳する。底生
動物のほか動物プランクトンもよく摂餌する。

近 似 種　体型や体色がよく似たジュズカケハゼは，眼上管の開孔
がないことで識別できる。

生 息 地　利根川河口域，涸沼から那珂川河口域に生息するほか，
花貫川，大北川，小石川，里根川でも生息が確認されている。

生 存 の 危 機　埋立て・干拓や護岸整備による塩性湿地と砂泥干潟の消
失，河口堰の設置や河道の浚渫に伴う塩分環境の変化などにより，生息
適地が減少している。

特 記 事 項　汽水域に生息する魚種のため，今回はじめて評価対象に
された。

執筆者（協力者）　加納光樹・金子誠也・碓井星二
文 献　1），17），25），32），44），62）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

エドハゼハゼ科

選 定 理 由　①②③ 利根川では 1970 年代の河口堰閉鎖以降も，堰下
流側には広範囲に生息しているが，堰上流側の生息地は消失した。涸沼
から下涸沼川では稀に確認される程度である。今後，開発により生息地
が劣化すれば，絶滅危惧種へと移行する恐れがある。

分 布 状 況　宮城県～宮崎県の日本各地；ロシア，朝鮮半島，中国。
形態及び生態　口は大きく，口の後端は眼の後端を越える。体は細長い。

頭部の断面は円形に近い。体側には，薄い色の横斑が並ぶ。河川河口域
や汽水湖の砂泥底に生息する。アナジャコ類などの甲殻類の巣穴を産卵
場所や隠れ家として利用する。

近 似 種　体形や体色がよく似たチクゼンハゼは，下顎下面に 1 対
のひげ状突起があり，体側の暗色横斑が濃いことなどで識別できる。

生 息 地　利根川河口域と涸沼，茂宮川に生息する。
生 存 の 危 機　埋立て・干拓や護岸整備による砂泥干潟の消失，河口堰

の設置や河道の浚渫に伴う塩分環境の変化などにより，生息適地が減少
している。

特 記 事 項　汽水域に生息する魚種のため，今回はじめて評価対象に
された。

執筆者（協力者）　加納光樹・金子誠也・碓井星二
文 献　1），24），27），32），44），52）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Gymnogobius breunigii (Steindachner)

Gymnogobius macrognathos Bleeker

涸沼　大洗町（金子誠也）

多摩川　東京都大田区（加納光樹）
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カワヤツメヤツメウナギ科

選 定 理 由　①③ 本県が分布の南限に近く，1960 年代から県内水域
で稀に成魚の採集記録はあるものの，再生産への寄与の有無は不明であ
る。県内水域では希少性が高く，一部で開発行為による生息環境の劣化
も生じている恐れがあるが，現時点ではカテゴリーを評価するに足る情
報が蓄積されていない。

分 布 状 況　北海道，茨城県・島根県以北の本州；スカンジナビア半
島東部～朝鮮半島，アラスカ。

形態及び生態　口は吸盤状。上口歯板は 2 尖頭。7 対のえら孔がある。
第 2 背鰭先端と尾鰭先端は黒い。筋節数は通常 65 ～ 77。成魚は全長
60㎝ほど。成魚は海域から河川中・下流域へと遡上し産卵する。幼生
は河川の砂泥底で 3 ～ 4 年かけて成長した後，再び海域へと下る。海
域では大型魚類に寄生して過ごす。

近 似 種　近似種のシベリアヤツメは，第 2 背鰭先端が黒くない。
生 息 地　1960 年代以降，利根川，那珂川，久慈川，大北川の中・

下流域と涸沼や霞ヶ浦，菅生沼で成魚の採集記録があるが，個体数は極
めて少ない。幼生の確認も稀である。

生 存 の 危 機　河川改修による底質環境の変化や排水流入による水質汚
濁により，生息適地が消失してきた可能性がある。河川中流域～河口域
への堰の設置により，遡上阻害が生じている可能性もある。

特 記 事 項　見直しに伴い，情報不足①に移行したが，本種の希少性
に特段の変化はない。

執筆者（協力者）　稲葉　修（山崎裕治）
文 献　17），19），51），67）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ミツバヤツメヤツメウナギ科

選 定 理 由　①③ 本種の自然繁殖地は，国内で唯一，栃木県の那珂川
水系で確認されている。茨城県を回遊時に通過していく可能性が高いが，
県内での採集記録は 1 例のみで，現時点ではカテゴリーを評価するた
めの情報が不足している。

分 布 状 況　北海道，栃木県，高知県；アリューシャン列島～カリフォ
ルニア州南部。

形態及び生態　口は吸盤状。上口歯板は 3 尖頭。7 対のえら孔がある。
筋節数は通常 60 ～ 71。成魚は全長 60㎝ほど。成魚は海域から河川中・
下流域，湖沼などの淡水域へと遡上し産卵する。幼生は淡水域で数年間
過ごした後に海域へと下る。

近 似 種　日本産の他のヤツメウナギ類は，上口歯板が 2 尖頭であ
る。

生 息 地　2010 年 4 月に涸沼で幼生 1 個体の採集記録があるのみ
である。栃木県内の那珂川水系や鬼怒川に生息地があり，その下流側に
位置する茨城県を通過して海域へ回遊している可能性もある。

生 存 の 危 機　河川改修による底質環境の変化や排水流入による水質汚
濁化により，生息適地が消失してきた可能性がある。河川中流域～河口
域への堰の設置による遡上阻害が生じている可能性もある。

特 記 事 項　県内での生息確認に伴い，今回はじめて評価対象にされ
た。

執筆者（協力者）　稲葉　修（山崎裕治・渡辺敬晴・田中宏典）
文 献　7），27）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 絶滅のおそれのある地域個体群

Lethenteron japonicum (Martens)

Entosphenus tridentatus (Richardson)

那珂川水系　ひたちなか市（渡辺重行）

2010 年 4 月 23 日に涸沼で採集
　アクアワールド茨城県大洗水族館所蔵標本

（加納光樹）
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ニホンイトヨトゲウオ科

選 定 理 由　①②③ 本県は分布の南限に近く，1950 年代から成魚が
稀に来遊する記録はあるものの，再生産への寄与の有無は不明である。
県内では希少性が高く，一部で開発行為による生息環境の劣化も生じて
いる恐れがあるが，現時点ではカテゴリーを評価するに足る情報が蓄積
されていない。

分 布 状 況　日本海側は北海道～九州北部，太平洋側は北海道～千葉
県；サハリン，千島列島，朝鮮半島東岸。

形態及び生態　体はやや側扁し，尾柄は細い。体側には鱗板が並ぶ。尾柄
部には膜質のキールがある。背鰭棘は 3 本で，背鰭棘の鰭膜はないか，あっ
ても基部のみで目立たない。背鰭軟条数は通常 14。春に成魚は産卵の
ために海域から河川へと遡上し，流れの緩やかな場所や細流の水草帯周辺
で営巣・産卵する。稚魚は産卵場周辺で成育し，2 ～ 3㎝になると降海する。

近 似 種　太平洋系降海型イトヨは尾柄部のキールが骨質で，背鰭
軟条数は通常 12。太平洋系陸封型イトヨは，背鰭棘の鰭膜が棘の先端
に及び，降海はしない。

生 息 地　1950 年代から現在まで，利根川と久慈川，関根川の河
口域，霞ヶ浦，涸沼で春先に成魚の採集記録があるが，個体数は極めて
少なく，稚魚の確認記録も関根川での 1 例のみである。現時点では毎
年継続して生息が確認できる場所は見つかっていない。

生 存 の 危 機　河口域での水門や堰の設置による遡上阻害，排水の流入
による水質汚濁，河川改修に伴う水草帯の消失などによって，生息適地
が減少している。

特 記 事 項　見直しに伴い，情報不足①に移行したが，本種の希少性
に特段の変化はない。降海型イトヨは初版では G. aculeatus としたが，
その後 Higuchi et al. (2014) がニホンイトヨ G. nipponicus の名称
で記載した。

執筆者（協力者）　増子勝男
文 献　11），13），19），25），34），39），44），45），51），62），69）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 絶滅のおそれのある地域個体群

ミヤコタナゴコイ科

選 定 理 由　①②③④ 最近，県内の一部で生息が確認されているが，
専門家による調査が開始されたばかりであり，現時点ではカテゴリーを
評価するに足る情報が不足している。

分 布 状 況　日本固有種。関東地方。
形態及び生態　タナゴ類のなかでは小型種。口ひげがある。側線は不完

全で，胸鰭上方にしか達しない。体側縦帯はない。背鰭軟条間の鰭膜に
紡錘形の暗色斑がある。雄の臀鰭外縁は黒色。丘陵地帯や平野部の細流
やため池に生息する。産卵母貝として，主にマツカサガイやヨコハマシ
ジラガイ，ドブガイを利用する。

近 似 種　婚姻色が出ていない時期，ヤリタナゴと類似するが，側
線が不完全であることで識別できる。

生 息 地　大正期に土浦市で採集された標本がある。最近，県内で
生息が確認されたが，遺伝的特徴や生息状況の詳細については不明であ
る。

生 存 の 危 機　他県の場合と同様に，水質汚濁や細流・水路の改修とそ
れらに伴う二枚貝の減少によって，生息地が劣化・消失してきた可能性
があるが，詳細は不明である。

特 記 事 項　天然記念物で，種の保存法により国内希少野生動植物種
にも指定されており，捕獲・飼育等は厳しく規制されている。

執筆者（協力者）　諸澤崇裕・加納光樹・増子勝男・稲葉修
文 献　12），27），53）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

Gasterosteus nipponicus Higuchi,Sakai et Goto

Tanakia tanago (Tanaka)

大正期に土浦で採集
東京大学総合研究博物館所蔵標本（増子勝男）

茨城県内で採集（加納光樹）

霞ヶ浦　行方市（荒山和則）
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カワアナゴカワアナゴ科

選 定 理 由　① 本県は太平洋側の分布の北限であり，黒潮で輸送され
た仔魚が河川で成長して成魚になるものの，再生産には寄与していない
可能性がある。県内河川では希少性が高く，一部で開発行為による生息
環境の劣化も見られるが，現時点ではカテゴリーを評価するに足る情報
が蓄積されていない。

分 布 状 況　日本海・東シナ海側では福井県～鹿児島県，太平洋側で
は茨城県～鹿児島県の日本各地；済州島，中国銭塘江，広東省汕頭，海
南島。

形態及び生態　頭部はやや縦扁し，胴部は円筒形，尾部はやや側扁する。
腹鰭は左右に分かれている。頬の横列孔器列が縦列孔器列を横断しない。
河川下流域から汽水域に生息する。夜行性で，昼間はテトラポッドや倒
木などに隠れている。なお，卵・孵化仔魚が小さく，浮遊期間も長いた
め，初期分散は大きいと考えられている。

近 似 種　他のカワアナゴ属魚類は，頬の横列孔器列が縦列孔器列
を横断することで識別できる。

生 息 地　利根川本流，小貝川，鬼怒川，霞ヶ浦，那珂川などで，
定置網や刺し網で稀に成魚が採集されるのみで，継続的に生息が確認で
きる河川は見つかっていない。

生 存 の 危 機　河川下流域から河口域での護岸工事や堰の設置などに
よって，生息環境が劣化している可能性がある。

特 記 事 項　見直しに伴い，情報不足①に移行したが，本種の希少性
に特段の変化はない。

執筆者（協力者）　増子勝男
文 献　10），40），44）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ボウズハゼハゼ科

選 定 理 由　①②③ 本県は分布の北限に近く，黒潮で輸送された仔魚
が河川で成長して成魚になるものの，再生産には寄与していない可能性
がある。県内河川では希少性が高く，一部で開発行為による生息環境の
劣化も見られるが，現時点ではカテゴリーを評価するに足る情報が蓄積
されていない。

分 布 状 況　福島県～沖縄県の日本各地；台湾。
形態及び生態　頭部は丸く，体は円筒形でやや細長い。上唇はぶあつく，

3 か所に切れ込みがある。オスの成魚の第 1 背鰭は伸長する。体色は
褐色～灰褐色で，10 本前後の暗色横帯が入る。河川上流域下部から中
流域に生息し，付着藻類を主に食べる。孵化仔魚は流下し，海域で浮遊
生活を送る。稚魚になると，再び河川へと遡上する。なお，孵化仔魚が
小さく，浮遊期間も長いため，初期分散は大きいと考えられている。

近 似 種　他のボウズハゼ属魚類とは，頭部の形，上唇の切れ込み，
体や鰭の色斑などにより区別できる。

生 息 地　利根川，那珂川，久慈川，鮎川，十王川などで，稀に稚
魚または成魚の生息が確認される。しかしながら，継続的に生息が確認
できる河川は見つかっていない。

生 存 の 危 機　河川改修による底質環境の変化や排水流入による水質汚
濁により，生息環境が劣化している。一部の河川では，堰の設置による
遡上阻害が起きている可能性がある。

特 記 事 項　見直しに伴い，情報不足①に移行したが，本種の希少性
に特段の変化はない。

執筆者（協力者）　稲葉　修
文 献　16），17），19）

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Eleotris oxycephala Temminck et Schlegel

Sicyopterus japonicas (Tanaka)

利根川　坂東市（増子勝男）

鮎川　日立市（稲葉修）
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イドミミズハゼハゼ科

選 定 理 由　①③ カテゴリーを評価するための情報が不足しているが，
茨城県内における稀な種であり，新たにレッドリストに掲載された。

分 布 状 況　茨城県～鹿児島県の日本各地に局所的に分布。
形態及び生態　頭部は小さく，体は円筒形で細長い（体高は体長の約

10%）。眼は退化して小さい。胸鰭上部に遊離軟条がない。背鰭は 1 基。
総脊椎骨数が 35 ～ 37 本と多い。海岸や河口域の転石下，伏流水域な
どに生息する。

近 似 種　他のミミズハゼ属魚類とは，体形や総脊椎骨数の多さ，
胸鰭遊離軟条の有無などによって区別できる。

生 息 地　太平洋側の生息地は本県が北限。2011 年に那珂川河口
の護岸近くの転石帯で 1 個体のみが確認されたが，その後，記録が途
絶えており，生息状況は不明である。

生 存 の 危 機　産地が局限されており，護岸整備などによって生息地が
消失するおそれがある。

特 記 事 項　汽水域に生息する魚種のため，今回はじめて評価対象に
された。

執筆者（協力者）　加納光樹（川口貴光）
文 献　1），27），32） 茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●

茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Luciogobius pallidus Regan

那珂川水系　ひたちなか市（川口貴光）
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6 昆虫・クモ類
１）概　要
　本県は北緯 36 ～ 37 度付近に位置し，年間降雨量 1,300 ～ 1,600 mm，年間平均気温 12 ～ 14℃で，
東側全面は南北 190 km に及ぶ太平洋海岸線，県北地域は概ね標高 300 ～ 400 m の丘陵地で県境地域
では 700 ～ 800 m の中山間地，そして県央～南部・南西部地域は平野部で古くから田畑として開拓さ
れてきた。植物相は県央～県北地域を通る暖帯林から温帯林への移行地帯で，その北側はトチ・ブナ帯
が発達して豊かな森林を形成している。しかし，最高峰は 1,022 m の独立峰・八溝山で，県内全体に
北方系の要素は希薄であるが，190 km におよぶ海岸線はオオコブスジコガネなどの海洋性要素の北上
を可能にし，本県の生物相を豊かにする一端を担っている。また，県南地域にあって標高 1,000 m に
満たない筑波山塊は，上部にブナ帯が育ち，ヨコヤマヒゲナガカミキリのようなブナ帯の特産種が生息
する。コウチュウ目（鞘翅目）昆虫だけでもこれまでに茨城県から記録された種の３分の１に及ぶ 1,000
種以上が記録される貴重な地域である。他方，霞ヶ浦は日本有数の大淡水湖であるが，湖岸周辺の整備
が進んで砂浜やヨシ原などの自然環境はほとんど姿を消した。しかし，稲敷市浮島・妙岐ノ鼻には辛う
じて大規模なヨシ原が残され，野鳥の観察地として保全されている。ここは同時に低湿地に生息する昆
虫類の貴重な生息地でもあり，オビヒメコメツキモドキが確実に観察できるのはこの妙岐ノ鼻と栃木県
渡良瀬遊水池だけである。ここではさらに，県内の他地域からは記録の無いオオツノハネカクシやナカ
イケミヒメテントウなども生息する。以上のように本県は高山帯が欠如しているものの，特異な環境に
生息する遺存的な種や日本における分布の北限地に生息する種などが確認され，本来的には豊かな昆虫・
クモ類叢を支えていると言えよう。
　この様な県勢の下に本項で扱う節足動物門昆虫綱は，調査対象に偏りがあって，チョウ目（鱗翅目：
チョウ・ガ類），トンボ目（蜻蛉目），コウチュウ目などは比較的よく調べられているものの，他の分
類群ではなかなか調査が進んでいないのが現状である。本県からはこれまで 6,000 種以上の昆虫類が
記録されているが，本レッドデータブックにはその中の 261 種を掲載した。平成 12 年の初版では 142
種が掲載されたが，今回は13種が削除される一方で，調査研究の進展に伴って新たなグループも加わり，
差引 127 種も増加した。また，節足動物門クモ綱クモ類（クモ目）は県内から 340 種ほど記録されて
いるが，その中から新たに 5 種が加わり合計 10 種が選定された。しかし，その多くは県北地域での精
力的な調査の成果であり，今後は県南地域での調査の進展が望まれる。
　最初に，カゲロウ目やトンボ目などの水生昆虫に触れる。
　カゲロウ目（蜉蝣目）昆虫は県内から 50 種程が記録されているが未だ調査不足であり，県央～県北
地域の限られた河川のみならず，県南地域の大河川や湖沼・湿地にも調査を拡大しなければならない。
初版時に選定種はなかったが，今回は那珂川と久慈川の下流域から記録されたアカツキシロカゲロウを
選定した。この種は河川改修や洪水による生息環境の破壊に伴い絶滅の危機に瀕している。
　トンボ目では，生息する水辺環境の急速な悪化によってイトトンボ科やトンボ科の多くの種が絶滅の
危機に瀕し，特にコバネアオイトトンボ，ベニイトトンボ，オオセスジイトトンボ，ヒヌマイトトンボ
は深刻である。また，オオモノサシトンボ，キトンボなども注視していかなければならない。県内に分
布する 91 種の中から 37 種を選定したが，初版時より 24 種も増えている。なお，メガネサナエ，オオ
キトンボ，ベッコウトンボは絶滅種と認定した。
　カワゲラ目（襀翅目）昆虫は県内から 50 種程が記録されているがカゲロウ目と同様に未だ調査不足
であり，県南地域を含めた県全域での調査を進めなければならない。初版時には唯一トワダカワゲラが
選定されたが，今回新たに，増水や河川改修などの環境変化の影響を受けやすい大河川の中・下流域に
生息するフライソンアミメカワゲラと，県北の局限された山間部渓流に生息するシノビアミメカワゲラ
も加えた。
　アミメカゲロウ目（脈翅目）昆虫は県内から 57 種が記録され，初版時の選定種はなかったが今回は
5 種を選定した。幼生期の生態に関する情報が少ない稀少種アヤホソバヒメカゲロウとナナホシクサカ
ゲロウに加え，クシヒゲカゲロウなどの 4 種も生息環境が局限されており，注視を要する種として選
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定した。
　ヘビトンボ目（広翅目）昆虫は県内から 17 種が記録され，初版時に選定種はなかったが今回はヤマ
トセンブリを選定した。この種は平野部の湿地や池沼などに生息することから常に開発の脅威に曝され，
また，飛翔能力が弱いことから新たな生息適地への自力移動の可能性も低く，絶滅の危機に瀕している。
　トビケラ目（毛翅目）昆虫は県内から 170 種程が記録され，平地から丘陵部に生息するヒゲナガト
ビケラ科の記録が比較的多いことが特徴的である。初版時の選定種はなかったが，今回は本県を基準産
地とするヒヌマセトトビケラとチョウモウコヒゲナガトビケラ，および情報が非常に少ないアイシマト
ビケラ，ナガレエグリトビケラ，ギンボシツツトビケラの合計 5 種を選定した。また，かつては止水
域に普通に生息していたスジトビケラは近年 100 年間程の記録が無く，注視すべき種として選定した。
　水生昆虫類は水辺環境の影響を直接受けることから，コウチュウ目やカメムシ目の一部の種と同様に
環境の劣化は大きな問題である。
　ムカシトンボと共に，生きる化石と呼ばれるガロアムシ目（非翅目）のガロアムシは本県でも八溝山，
花園山，筑波山などの高標高域に分布しているが，山間渓流域の荒廃によって個体数の減少が顕著であ
り，絶滅の危機に瀕している。
　バッタ目（直翅目）は県内から 108 種が記録され，そのうち 58 種ほどが鳴く虫として知られる。近
年，旧水戸射爆場跡地が大規模開発されて海浜性や湿原性のヤマトマダラバッタ，オオクサキリなどの
貴重種の生息環境が大きく変化し，生存の危機に瀕している。そのような中，初版時には 12 種が選定
されていたが，今回新たにセグロイナゴなどの３種を加えた。また，初版時には選定されなかったカマ
キリ目（蟷螂目）として今回新たに 1 種を選定した。
　カメムシ目（半翅目）は県内に分布する約 430 種の中から 27 種を選定したが，初版時より 9 種も増
えている。陸生カメムシ類のフタテンカメムシ，ハリサシガメ，ヒメマダラナガカメムシはともに海浜
域に生息する種で，生息環境の攪乱による生息の危機が懸念される。また，ベニモンマキバサシガメ，
ナカボシカメムシ，チャイロクチブトカメムシは落葉広葉樹の周辺に生息する種で，その様な環境の維
持が必須である。一方，水辺環境に生息するババアメンボ，エサキアメンボ，ホッケミズムシ，ミヤケ
ミズムシは近年の生息環境の急激な悪化が懸念され，注視する必要があろう。なお，クマゼミの分布拡
大は著しく，県央部まで拡がりつつある一方で，ブナ帯に生息するコエゾゼミとアカエゾゼミはその高
い自然度の維持が重要であり，注視していかなければならない。
　コウチュウ目は県内に分布する約 3,000 種の中から 60 種を選定したが，初版時より 26 種も増えて
いる。コブヤハズカミキリ，ヒメビロウドカミキリおよびワタラセハンミョウモドキの 3 種は粘り強
い調査の反復にも関わらず依然として再確認には至っていない。また，ベーツヒラタカミキリ，キイロ
ジョウカイ，アカガネネクイハムシ，オオルリハムシ，オオシマオビハナノミなども近年の記録は非常
に少なく，絶滅の危機に瀕している。なお，コガタノゲンゴロウは県内の近年の記録が全く無いことか
ら絶滅と判断したが，コミズスマシ，アカツヤドロムシ，キンイロネクイハムシなどの水辺環境に生息
する種も絶滅が心配される。一方，平地に生息するアオヘリアオゴミムシ，オオヒラタトックリゴミム
シ，ヒメキイロマグソコガネ，ヨツボシカミキリなども近年は記録されることが珍しくなってきた。な
お，近年になって生息が確認されたオビヒメコメツキモドキ，オオコブスジコガネ，サトウナガタマム
シなども，貴重な種として保護しなければならないであろう。
　シリアゲムシ目（長翅目），ガガンボモドキ科に属するガガンボモドキは関東平野に特異な稀少種で
あり，本県でも県央部の平地林で記録されているものの，近年の開発事業によって平地林が減少し生息
の維持が危ぶまれる。
　チョウ目のうちチョウ類では，南方系種で本来本県では生息が確認されなかったムラサキツバメ，ナ
ガサキアゲハ，ツマグロヒョウモンなどが近年本県に定着し，一方ではチャバネセセリ，クロシジミ，
スジボソヤマキチョウ，ツマグロキチョウ，各種ゼフィルス類などは絶滅の危機に瀕している。県内に
分布する約 110 種の中から 33 種を選定したが，初版時より 12 種も増えている。なお，ウスバアゲハ（ウ
スバシロチョウ）は福島県方面からの自然拡散で本県の八溝山周辺にも侵入してきた。他方，ガ類はミ
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ツモンケンモンとマエアカヒトリの 1968 年以降の記録が無く，絶滅が心配される。また，湿地植物を
寄主とするイチモジヒメヨトウ，オオチャバネヨトウ，ハスオビアツバも近年の記録は激減して絶滅が
心配される。県内で分布が確認された約 1,500 種の中の 20 種を選定したが，これは初版時より６種も
多い。
　ハチ目（膜翅目）のうちハチ類は県内から 565 種が記録され，カリバチ類やハナバチ類の記録は多
いがハバチ類，キバチ類，寄生バチ類の調査は遅々としている。なお，ハナバチ類は 150 種ほどが記
録されて，近隣他県と比べて特筆される。この様な状況から，今回は初版時に選定された 12 種のうち
6 種を削除し，新たに 13 種を加えた合計 19 種を選定した。一方，アリ類は県内から 77 種が記録され，
その中から初版時に選定された 2 種にトゲアリを加えた 3 種を選定した。このアリはクロオオアリや
ムネアカオオアリの巣に一時的に社会寄生する特異な習性をもつためコロニー数は非常に少なく，生存
が危ぶまれている。
　クモ網・クモ類は主に県北山間部から 340 種程が記録されているものの，県南地域からの記録や土
壌性以外の種の情報は不足している。クモ類の多くは産室や卵嚢を草木の葉や茎に形成することから安
定した生息には良好な草原環境（藪）が必要で，これを維持するためには景観に配慮しつつ草刈りの頻
度を下げることが望まれる。耕作地の開発にあたっては，その前に一部を自然草原あるいは湿地に復元
することを望みたい。今回はイソコモリグモやワスレナグモなど，初版時に選定された 4 種に，新た
にカネコトタテグモやアブクマホラヒメグモなど 6 種を加えて合計 10 種を選定した。特にイソコモリ
グモは砂浜海岸に生息することから保護対策は非常に困難と思われ，何らかの有効な手段を講じなけれ
ばならないであろう。なお，初版で選定されたハンゲツオスナキグモは東アジア一帯に広く分布し，生
息環境も広範で耕作地や市街地でも観察され，潜在的個体数は少なくないと推測されることから削除し
た。

（大桃定洋）

○カゲロウ目（蜉蝣目）
　茨城県ではカゲロウ目を詳細に調査した報告は少なく，48 種が記録された「茨城県の昆虫」（栗田，
1993）が唯一である。しかし，近年はカゲロウ目の分類研究が進展して学名の変更などもあることから，
目録の見直しが必要となっている。2007 年以降は，茨城県自然博物館による総合調査研究によって県
内各地の河川でこのグループの生息調査が進んでおり，ファウナは徐々に明らかになってきている。た
だ，調査は県央から県北の限られた河川に集中しており，県南地域を流れる鬼怒川や利根川など大きな
河川や湖沼・湿地などはほとんど調べられていない。これらの地域に調査を広げていく必要がある。
　本県における絶滅のおそれのあるカゲロウ目として，アカツキシロカゲロウを選定した。従来，本種
の採集記録は利根川水系しかなかったが，最近になって那珂川と久慈川の下流域でも確認された。幼虫
は大河川の下流域に生息し，粘土質や石礫からなる河床に U 字状の巣穴を作り，6 ～ 10 月にかけて日
の出の 2 時間前ころに羽化し，日の出の時刻には羽化個体のほぼすべてが死んでしまう。
　本種の生息地は大河川の下流域であることから，河川改修や洪水による流路や河床基質の変化によっ
て生息環境が破壊されると絶滅のおそれがある。

（岸本　亨）

○トンボ目（蜻蛉目）
　2000（平成 12）年に初めて公刊された「茨城における絶滅のおそれのある野生生物＜動物編＞－茨
城県版レッドデータブック－」に掲載されているトンボ目昆虫は，絶滅種としてベッコウトンボ，絶
滅危惧種としてヒヌマイトトンボ，オオキトンボの 2 種，危急種としてメガネサナエ，キイロヤマト
ンボの 2 種，希少種としてベニイトトンボ，オオセスジイトトンボ，オゼイトトンボ，ムカシトンボ，
キイロサナエ，アオヤンマ，ハッチョウトンボ，キトンボの 8 種（合計 13 種）があげられている。そ
の後，本県におけるトンボ類の生息環境は著しく悪化し，今回の改訂版では，絶滅種 3 種を含む 37 種
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が掲載された。
　トンボ目昆虫は，河川や湖沼，農業用溜池や湿地等の水環境に依存して生息している。しかし，近年
トンボ類が好む生息環境は急速に失われつつある。その要因は，① 水質汚濁，② 開発による埋め立て，
③ 農業用溜池の改修工事と湿地の乾燥・荒廃化，④ 外来魚の放流などが考えられる。なかでも湿地の
乾燥化と荒廃は著しく，これには耕作放棄された水田の増加や夏季の猛暑による高温乾燥が関与してい
ると推察できる。したがって，今回掲載した種には湿地などの不安定で脆弱な環境に依存し，かつ環境
の変化に対する適応力が弱い，イトトンボ科やトンボ科の種が多く含まれる。これらの種を将来的に保
護するためには，水源の維持管理や乾燥化を防止するための植生管理，周囲の緑地保全が重要な課題で
ある。また，トンボ目昆虫のみならず，生物多様性を保全するには，地域におけるビオトープの継続的
な保全・管理の実践ができる体制づくりが望まれる。

（渡辺　健）

○カワゲラ目（襀翅目）
　カワゲラ目昆虫は本県から 9 科 47 種が確認されているが，2007 年から始まった茨城県自然博物館
の総合調査による成果が大きい。しかし，調査は主に県央から県北地域にかけての限られた河川で行わ
れ，県南地域の河川における調査はほとんどない。農耕地を流れる平地流や湿地，湖沼などの止水域に
生息する種もあるので，県南地域の調査も必要である。
　今回，カワゲラ目昆虫からトワダカワゲラ，フライソンアミメカワゲラ，シノビアミメカワゲラの 3
種を選定した。トワダカワゲラは県北地域の河川の源流域に生息し，生息地は極限されることから近年
の林道建設や森林伐採による生息環境への影響は大きい。なお，近似種であるミネトワダカワゲラは，
前回の初版（2000 年）では掲載されていたが，本県には分布しないことが判明したので選定種から除
外した。増水や河川改修などの環境変化の影響を受けやすい中・下流域に生息するフライソンアミメカ
ワゲラと，県北の局限された山間部渓流域に生息するシノビアミメカワゲラも，その生息調査が進んで
おらず情報不足の状況にある。

（岸本　亨）

○ガロアムシ目
　ガロアムシ類は体長 20 ～ 30 mm，無翅で単眼を欠き，長い触角と尾毛を持つ肉食性の土壌昆虫で，
1 科 5 属 26 種からなる世界的にも珍しい昆虫である。日本には 2 属 6 種が生息し，本州産は 3 種で本
県には唯一ガロアムシが分布する。洞窟や浅地下などの冷涼かつ湿潤な環境に棲息し，氷河期の遺存種

「生きている化石」と呼ばれることがある。自然度の高い環境に棲息することから第一級の自然環境指
標昆虫であり，森林伐採などによる乾燥化は絶滅へ拍車を掛けている。なお，2015 年はガロアムシ目
が創設されて 100 年，日本で最初のガロアムシが駐日フランス外交官ガロア（E. Gallois）によって日光・
中禅寺湖畔で採集されて 100 年の記念すべき年である。

（大桃定洋）

○バッタ目（直翅目）・カマキリ目（蟷螂目）
　バッタ目は茨城県から 108 種ほど記録されており，このうち 58 種ほどが翅を使って鳴く種類である。
本県には八溝山以外に 1,000 m を超える高い山がないものの，長い海岸線に沿って海浜性のヤマトマ
ダラバッタやハマスズなどが生息することは大きな特徴と言えよう。また，平野部の湿原にはオオクサ
キリ，カスミササキリ，リュウキュウチビスズなどが遺存的な希少種として生息することも本県の特徴
と言える。しかし，貴重な生息地である旧水戸射爆場跡地の大規模開発のように，各地の生息環境は著
しく劣化している。
　今回，新たにカワラバッタなど 4 種を加えて合計 16 種を選定した。この中の，オオクサキリやクロ
ツヤコオロギなどは太平洋側の分布北限である。なお，初版時に選定されたカヤキリが，近年はむしろ
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増加の傾向にあることから削減した。また，カマキリ目として今回新たにウスバカマキリを選定した。
以前は旧水戸射爆場跡地に少なくなかったが，近年の大規模開発によって極端な減少が見られるためで
ある。

（井上尚武）

○カメムシ目（半翅目）
　レッドデータリストの改訂にあたり，初版（2000 年）では絶滅危惧種としていたブチヒゲカメムシ
及び危急種としていたアカスジカメムシについて，今回はリスト外とした。前回は，両種ともに県内で
の生息地が限られることなどによる判断であったが，その後，両種を目にする機会が格段に増加したた
め，掲載からはずすこととした。両種が増加した理由としては，食草とする植物が耕作植物や園芸植物
として人為により持込まれた影響が考えられる。ブチヒゲカメムシは，本来，海浜や湖沼の周辺域のマ
メ科やキク科植物を利用していたと思われるが，耕作植物の導入によって県内に広く分布する状況が生
じたと考えられる。また，同じように，アカスジカメムシは県北部の山地に生育するセリ科植物を利用
していたが，園芸植物であるハーブ類の栽培等により移入され，県下に広く分布する種となった。
　絶滅危惧 IA 類としたフタテンカメムシ，準絶滅危惧としたヒメマダラナガカメムシは，海浜部の砂
地に生息し，それぞれイネ科とヒルガオ科植物を食草としている。また，ハリサシガメは，個体数が少
なく，全国的にも稀な種であるが，本県では，現在までのところ海浜部の砂地で記録されており，本種
が好む生息環境であることがうかがえる。これらの種にとって，砂地や海浜植物の減少が絶滅への危惧
を高めることを指摘したい。
　絶滅危惧 IB 類としたコエゾゼミとアカエゾゼミは，ブナ帯の自然度の高い地域に生息するため，そ
の植生の消失や劣化は種の存続に直結する問題となる。また，準絶滅危惧としたベニモンマキバサシガ
メとナカボシカメムシ，チャイロクチブトカメムシは落葉広葉樹を食樹とし，あるいは，広葉樹上に生
息する昆虫類等を捕食する種である。これらの種にとって，落葉広葉樹林の減少・劣化が個体数の減少
や絶滅につながると懸念される。
　今回，絶滅危惧 IA 類，IB 類と判定した中で，ババアメンボ，ホッケミズムシ，エサキアメンボ，ミ
ヤケミズムシの４種は水域に生息する種である。埋立てなどによる湖沼環境の喪失や水質の悪化が，生
息地と個体数の減少をもたらしたと考えられる。また，外来魚による捕食圧が絶滅への危惧を高めてい
る状況にある。
　絶滅危惧 II 類及び準絶滅危惧と判定した種を含めて概観すると，海浜部や落葉広葉樹林域に生息す
る種が目を引く。これらの環境を保全することが強く求められる。

（成田行弘）

○アミメカゲロウ目（脈翅目）
　茨城県のアミメカゲロウ目昆虫は，水戸市立博物館が 1993 年に公刊した「茨城県の昆虫」の中で 7
科 19 種（ヘビトンボ科とラクダムシ科を含む）が断片的に記録されている。しかし，ヒメカゲロウ科
やクサカゲロウ科など 7 科 52 種を含むまとまった記録が 2010 年に，さらにその追加が 2012 年にい
ずれも水戸昆虫研究会誌 “ るりぼし ” に報告されて，合計 8 科 57 種となった。また，「茨城県自然博
物館総合調査報告書 2013 年 茨城県の昆虫類およびその他の無脊椎動物の動向」の中では，コナカゲ
ロウ科 5 種が記録されているので，本県のアミメカゲロウ目昆虫は写真記録として報告されているケ
カゲロウを含めると 10 科 62 種となる。日本では約 140 種が記録されているので，平野部が多い茨城
県のファウナは豊かと言えよう。
　本県産種の特徴は海浜性の種から平野部及び山地に生息する種まで多様なことがあげられる。中でも
1,000 m 以上の高標高地が八溝山頂だけであるにもかかわらず，高地性の稀な種が数種記録されてい
るのは注目される。また，ほとんどの種が幼虫期を地中や地表あるいは樹上で過ごしているため生態不
明の種が多い上，調査の歴史も浅いため，環境の変化が彼らの生息にどのような影響を与えているかも
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不明確で，調査研究の進展が望まれる。
　今回，以下の 5 種を選定した。ヒメカゲロウ科のアヤホソバヒメカゲロウは，八溝山での 1 例が知
られるだけの注目種であるが情報不足である。クサカゲロウ科は本州からの記録が富山県と茨城県八溝
山に限られるナナホシクサカゲロウを情報不足の注目種とした。また，生息環境が局限されるキントキ
クサカゲロウとクシヒゲカゲロウ科のクシヒゲカゲロウ，およびウスバカゲロウ科のオオウスバカゲロ
ウも生息環境が極限され，絶滅の危機に瀕しているために準絶滅危惧とした。

　　（櫻井　浩）

○コウチュウ目（鞘翅目）
　多様な環境に適応した甲虫類は日本から 1 万種以上が知られる大きなグループであるが，本県内で
は 2014 年までの調査でようやく 3,000 種を超えたところで，まだまだ調査不足の状況である。先の
初版出版時（2000 年）には 2,400 種ほどが確認されていたが，その中で 40 種がリストに掲載された。
今回の改定では初版から継続して 34 種を掲載し，さらに 26 種を追加しなければならない状況となり，
掲載種は合計 60 種に増加した。
　初版で絶滅危惧種としたコブヤハズカミキリ，ヒメビロウドカミキリおよびワタラセハンミョウモド
キは，その後の粘り強い調査の反復にもかかわらず依然として再確認には至らず，危急種として掲載さ
れたベーツヒラタカミキリ，キイロジョウカイ，アカガネネクイハムシ，オオルリハムシ，また希少種
とされたオオシマオビハナノミも生息地の消滅などによって絶滅の危機に瀕している。今回の改訂では
平地に生息する種を中心に絶滅危惧種として加えなければならなくなった。コガタノゲンゴロウは初版
で既に掲載すべきであったが，他にも前回あまり心配していなかったコミズスマシ，アカツヤドロムシ，
キンイロネクイハムシなどの水辺環境に生息する種，アオヘリアオゴミムシ，オオヒラタトックリゴミ
ムシ，チビアオゴミムシなどのオサムシ類，ヒメキイロマグソコガネ，ヨツボシカミキリなどを中心に，
草地に生息するアサカミキリとともに取り上げることとなった。さらに，新たに生息が確認された全国
的に非常に珍しいオビヒメコメツキモドキやオオコブスジコガネなども加え，北限の生息地となるサト
ウナガタマムシも掲載した。
　これらの種の生息環境，特に水辺環境や平地の自然草地などは開発の進行が速く，初版出版時以降も
急速に劣化が進んでいる。

（大桃定洋）

○シリアゲムシ目
　シリアゲムシ類に関心を持つ人が少ない中，長翅目談話会などが中心となって活躍している。形態的
に変異の多い昆虫のために分類・同定は容易ではなく，生態的にも情報不足の状況にあり，特に関東か
ら東海地域の太平洋岸地域で著しいようだ。日本にはガガンボモドキ科 10 種とシリアゲムシ科 34 種
が生息し，そのうち本県からは前者４種と後者 7 種の分布が報告されている。今回は前回と同様にガ
ガンボモドキと新たに八溝山で記録されたヒロオビシリアゲを追加した。この種は主として長野県や山
梨県などの中部地域の山間部に棲息し，八溝山は最も北東域に位置する非常に貴重な生息地である。

　　　　　（大桃定洋）

○チョウ目（鱗翅目）チョウ類
　茨城県からは，現在 125 種が記録されている。そのうち，迷蝶，偶産種と考えられる種や絶滅種を
除けば，県内には現在 110 数種が生息していると考えられる。　
　絶滅種の，オオウラギンヒョウモン，ヒョウモンモドキは関東地区のみならず他の本州地域でも絶滅
状態の種である。ヒョウモンモドキは初版ではリストに含めなかったが，今回資料を再検討したところ，
かつて茨城に生息していて絶滅したと判断した。
　ウスバシロチョウについては，当初絶滅種に含める予定であったが，絶滅危惧Ⅰ A 類に移した。本
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種は 1948 年，1976 年に小貝川河川敷で記録されたが，この地では数年のうちに絶滅した。ところが
2014 年に大子町で記録された。これは近隣の福島県や栃木県の個体群が分布を拡大したためで，今後
も分布の広がることが予想される。しかし，本種が関東平野部に分布するのはきわめて稀な例であり，
重要である。
　絶滅危惧 IA 類と IB 類に含まれる 14 種のうち，ウスバアゲハ（ウスバシロチョウ），ヒメシジミ，
スジボソヤマキチョウ，チャマダラセセリ，ホシチャバネセセリ，ヒメシロチョウ，ツマグロキチョウ
は草原に近い環境に生息している種で，キバネセセリ，クロシジミ等他の種は疎林を主な生息地とする
種である。草原環境を好む種の絶滅危機が強くなっているのが近年の大きな傾向である。
　絶滅危惧Ⅱ類と準絶滅危惧に含まれる 17 種に共通してみられるのは，雑木林やその林縁に生息して
いる種ということである。アイノミドリシジミ，エゾミドリシジミ，ウラクロシジミ，ウスイロオナガ
シジミ，オナガシジミ，ジョウザンミドリシジミ，フジミドリシジミ，オオヒカゲ，ヒメキマダラヒカ
ゲは，ミズナラやブナを中心とした冷温帯林に生息する種である。県内ではこのような林は県北の限ら
れた地域に見られ，これらのチョウの生息地も限定されていたが，環境は比較的安定しており強い危機
感は感じていなかった。しかし，近年それらの地域でも森林伐採などの影響を受ける事例が見られ心配
である。
　また，ウラゴマダラシジミ，クロミドリシジミ，ウラギンスジヒョウモン，オオムラサキは，コナラ
やクヌギを中心とした低山地の雑木林に生息しており，県内に広く生息していた種である。生息域も広
く，普通に見られていた種が絶滅に向かいつつあることは，10 年前は考えられなかった。近隣県でも
これらの種が絶滅危機種にあげられてきており，今後の状況が大変気になるところである。

（佐々木泰弘）

○チョウ目（鱗翅目）ガ類
　2015 年末時点で茨城県の蛾の種数は 1,639 種確認されている。
　初版（2000 年）において県の絶滅危惧種として掲載されたミツモンケンモンとマエアカヒトリにつ
いては，いずれも 1968 年の記録以降本県からの記録はない。その生存が危ぶまれる状況にあると考え
られ，今回，絶滅危惧Ⅰ A 類と判定した。これらの 2 種は全国的にも衰亡傾向が著しいと見られている。
　イチモジヒメヨトウ，オオチャバネヨトウは，それぞれクサヨシ，ガマを寄生植物とし低湿地環境に
生息する種である。県内では菅生沼などで 1970 年代まで記録されていたが，近年の記録は極めて限ら
れている。また全国的にも減少傾向が大きいと見られるので，両種を絶滅危惧 IB 類として位置づけた。
　これまで県の希少種としてランクされていたネスジシャチホコはクヌギを食樹とし，1964 年に御前
山で記録されたがその後の記録がない。同様に希少種としてランクされていたマエジロシャチホコは山
地性の種でミズナラを食樹としている。八溝山では最近も継続して記録されているが，全国的にも希少
な種である。同様に希少種としてランクされていたハスオビアツバはスゲを寄生植物とし湿地環境に生
息する種であり，これまで菅生沼等で確認されていたが，2000 年代になってからは記録がない。以上
の 3 種に関する本県での状況は隣県の栃木県，埼玉県の状況に共通するものがあり，今回はこの 3 種
を絶滅危惧Ⅱ類にランク付けた。
　フタテンツヅリガ，ミツシロモンノメイガ，ノコバアオシャク，フチグロトゲエダシャク，ウスズミ
カレハ，ヒメカレハ，オオシロテンクチバ，ユミモンクチバ，ネグロアツバはこれまで県の希少種とし
ていた種であるが，これらは引き続き準絶滅危惧にランクし，それぞれの種について今後の動向を観察
していく。以上に加えて今回，オナガミズアオ，ヤママユ，キスジウスキヨトウ，ウスミミモンキリガ
を準絶滅危惧として加えた。オナガミズアオ，ウスミミモンキリガの両種はハンノキを，キスジウスキ
ヨトウはガマ，ミクリを寄生植物としている。それぞれ湿地環境に生息するもので，こうした環境は衰
退しやすいことからこれらの種を準絶滅危惧とするのが適当と判断した。また，ヤママユは県北の八溝
山などでは現在も多産する種であるが，県南の平地林ではその数を減じている。里山環境に生息するガ
類を代表するものとしてヤママユを準絶滅危惧として位置づけた。なお，これまで県の希少種としてニ
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ホンセセリモドキ，ホソオビアシブトクチバが挙げられていたが，両種ともに生息地は限定されるが，
それぞれの生息地で安定的に発生していると認められたため，ランク外とした。
　なお過去に採集記録はあるが，最近確認されていない種もあり，今後の動向が懸念される種もある。
今回レッドデータブックに登録される種だけでなく，今後の動向を合わせて追跡して行く必要がある。

　　　　　（林　恵治）

○トビケラ目（毛翅目）
　トビケラ目は茨城県から 170 種ほど記録されており，調査が進めば 200 種近くに達するものと思わ
れる。本県産種の特徴としては，1,000 m 以上の山地渓流が存在しないため，急峻な山地渓流に生息
するオオナガレトビケラの記録がなく，他方で平地から丘陵地にかけて生息するヒゲナガトビケラ科の
記録が比較的多いことがあげられる。また，県南の河川には少なからずトビケラは生息するものの，県
央や県北の河川に比べて記録された種数が少ないことも特徴と言える。なお，筑波山周辺の山麓や県北
の中山間地帯に僅かにみられる小湿地は水質が比較的安定しており，分布的に貴重なトビケラが記録さ
れている。一見なんでもない湿地ゆえに，その重要性に気づかれないまま開発によって消失した事例も
みられる。
　今回，本県を基準産地とするヒヌマセトトビケラとチョウモウコヒゲナガトビケラ，および情報不足
のアイシマトビケラ，ナガレエグリトビケラ，ギンボシツツトビケラの 5 種を選定した。また，かつ
ては止水域に普通に生息していたスジトビケラは 100 年近く確認されていないことから，注目すべき
種として選定した。

（勝間信之）

○ハチ目（膜翅目）
　本県からは 565 種のハチ類が記録されているが，カリバチ類やハナバチ類，アリ類の報告が多く，
ハバチ類，キバチ類，寄生バチ類は調査がすすんでいない。特に，ハナバチ類は 150 種ほどが記録さ
れ他県と比べ突出している。また，アリ類は 77 種が記録されている。今回の改訂において，ハチ類は
初版時の９種に新たに 13 種を加えて合計 22 種を選定し，初版で選定されていた 6 種を削除した。選
定種は調査がすすんでいるグループの種が多く，選定理由としては主に生息環境の悪化や，生息地が局
限されていることによる。
　かつては普通に見られたウマノオバチは寄生バチ類の中から唯一選定した種であり，生息地のクリ林
や雑木林の放棄がすすむ中で個体数の減少が懸念される。
　中・大型のアシナガバチであるヤマトアシナガバチとキアシナガバチは人の居住地とも結びついた里
山的環境でよく見られる種であり，近年の農村集落の環境変化がこれら種の生息に大きく反映している。
　既存の坑に営巣する管住性のサイジョウハムシドロバチ，ハラナガハムシドロバチおよびトモンハナ
バチはカヤ葺き屋根等をよく利用しているが，近年の人々の住環境の変化に伴い急激な個体数の減少が
見られる。
　ヤマトスナハキバチとニッポンハナダカバチは砂質土壌を好んで営巣し，シロスジフトハナバチ，ア
マクサヤドリコハナバチおよびホシトガリハナバチは海浜性・準海浜性の種で，いずれも海浜の大型開
発に伴い生息地の減少が懸念される。
　主に山間部に生息する大型のオオマルハナバチは個体数が少なく，豊富な餌資源も必要とすることか
ら生息環境の維持を注視する必要がある。なお，クロマルハナバチはトマトの花粉媒介昆虫として利用
され始め，国内外来種としての定着問題も含め見守る必要がある。コマルハナバチとの混同も懸念され
る。
　ニトベギングチ，アオスジベッコウ，スギハラクモバチおよびクズハキリバチは比較的大型の種であ
り，確認情報が多数あってもおかしくない種であるが，生息の記録は非常に少なく情報不足の状況にあ
る。

128



昆
虫
・
ク
モ
類

　今回，ケナガチビコハナバチ，ツヤハラナガコハナバチ，ナワヒメハナバチ，オモゴヒメハナバチ，
ヤマテマメヒメハナバチおよびヤマブキヒメハナバチは削除した。これらの種は個体数が非常に少なく
記録地も限定される稀な種と言えるが，関連資料に乏しい情報不足状態にあることから削除した。アリ
類は初版時の 2 種にトゲアリを加えて 3 種を選定した。

（久松正樹）

○クモ網クモ目
　本県のクモ類は，日本から報告されている種の約 23％に当たる 340 種が主に県北山間地域を中心に
記録されている。しかし，県南地域からの記録情報は少なく，また，土壌性以外の草木や樹間，水辺な
どに生活している種類の情報も不足している。
　今回の改訂では開発行為などの脅威だけでなく，海岸や洞窟などの生息環境が局限される視点からイ
ソコモリグモ，ワスレナグモ，カネコトタテグモ，アブクマホラヒメグモなど 10 種を選定した。特に，
イソコモリグモは砂浜海岸に生息することから保護対策は非常に困難と思われるが，何らかの有効な対
策を講じなければならない。
　クモ類の多くは産室や卵嚢を草本の葉や茎に形成することから安定した生息には良好な草原環境（藪）
が必要で，これを維持するために景観に配慮しつつ草刈りの頻度を下げることが望まれる。また，減少
が見込まれる耕作地は開発する前に一部を自然草原あるいは湿地に復元することを望みたい。
　なお，前回選定されたハンゲツオスナキグモ（現在の学名：Steatoda cingulata）は，東アジア一帯
に広く分布し，生息環境も広範で耕作地や市街地にも見られ，潜在的な個体数は少なくなく，生息環境
の悪化が将来この種の存続に重大な影響を及ぼすものではないと推測し得るので，削除が妥当と判断し
た。

（小野展嗣）

２）対象種の解説
　カテゴリー別に分類した昆虫類 234 種（絶滅危惧 221 種，情報不足 13 種），クモ類 10 種（絶滅危
惧 10 種）について，以下に目ごとに解説する。
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アカツキシロカゲロウシロイロカゲロウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　③ 本種は，発見されて以来，日本では利根川水系におけ
る採集記録しかなかったが，2012 年に那珂川と久慈川の下流域で確
認された。本種の分布には関東平野の地史的な変遷が大きく影響してい
ると考えられ，本県の地理的・自然特性を特徴づける要素をもった種と
考えられる。

分 布 状 況　本州（茨城，千葉，埼玉）に分布。
形態及び生態　成虫の体長は約 10 ～ 20㎜でカゲロウ類の中では比較的

大きく，25㎜を超える個体もいる。幼虫は大きな川の下流域に生息し，
粘土質や石礫からなる河床に U 字状の巣穴を形成する。羽化期間は 6
月から 10 月頃までであり，羽化時間は日の出の 2 時間ほど前である。
日の出時には羽化個体のほぼすべてが死んでしまう。近似種のオオシロ
カゲロウと同所的に生息している地域もあるが，成虫の出現時期，羽化
時間帯などが異なる。雄は亜成虫から脱皮して成虫となるが，雌は亜成
虫のまま交尾・産卵する。

近 似 種　 同 属 のオオシロカゲロウEphoron sigae（Takahasi 
1924），に形態が酷似し，外部形態における種間の相違点は非常に少ない。

生 息 地　本県を流れる利根川水系河川の下流域（古河市，常総市，
稲敷市，つくばみらい市，つくば市，土浦市，石岡市），那珂川の下流域（ひ
たちなか市，水戸市）と久慈川の下流域（日立市）に生息している。

生 存 の 危 機　生息地が限られており，河川の下流域が生息地であるこ
とから河川改修や洪水による流路や河床基質の変化によって生息地の環
境が破壊されると絶滅するおそれがある。

特 記 事 項　千葉県のレッドデータブックにおいて準絶滅危惧種に選
定されている。

執筆者（協力者）　岸本　亨
文 献　1），2），3）

Ephoron eophilum Ishiwata

撮影　東城幸治

130



ト
ン
ボ
目

昆
虫
類

メガネサナエサナエトンボ科

選 定 理 由　本県では 1970 年代以降記録がない。
①②③ 河川・湖沼の水質汚濁，開発による埋め立て，改修工事による
植生の変化，管理不足による荒廃などにより生息地の減少や生息環境が
悪化している。

分 布 状 況　日本特産種であり，東北地方から近畿地方に分布するが，
その産地は連続せず，点在している。滋賀県琵琶湖や長野県諏訪湖が産
地として知られる。

形態及び生態　体長 65㎜内外の大型のサナエトンボで，腹部第 7 から
9 節が著しく広がっているのが特徴である。比較的大きな湖や河川の沿
岸域に生息し，成虫は 6 月下旬から 10 月中旬に出現する。

近 似 種　同属のナゴヤサナエに酷似しているが，本種の腹部第 7
節の黄色の斑紋背面部分の形は，くさび形に長く，ナゴヤサナエと区別
できる。

生 息 地　本県では，1950 ～ 1960 年代に水戸市桜山周辺の桜川
や沢渡川，桜川市の桜川中流域に生息していたが，それ以降の記録はな
い。

生 存 の 危 機　本種の既知産地における記録は 1970 年代以降途絶えて
おり，絶滅したと考えられる。本種は土着ではなく，琵琶湖産稚アユの
放流にともなって移入された可能性があるが，本県の生息地は霞ヶ浦水
域とは離れており，絶滅は河川環境の急激な荒廃によるものと思われる。

特 記 事 項　東京都（絶滅），埼玉県（絶滅危惧Ⅰ類）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　6），7），9），10），13），21），23），36），39），

52）

茨 城 県 2016 ● ● ● ● 絶滅

茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

オオキトンボトンボ科

選 定 理 由　本県では 1958 年以降記録がない。
①②③ 開発による生息地の埋め立てや改修工事による植生の変化，管
理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息地の減少や生息環境の
悪化が見られる。

分 布 状 況　本州，四国，対馬を含む九州に分布する。
形態及び生態　体長 45㎜内外の大型のアカトンボの仲間で，成虫は 7

月上旬から 11 月下旬に出現する。体に目立つ斑紋はなく，体色は全体
が橙黄色で美しく，翅も薄い橙色を帯びる。幼虫は平地や丘陵地の抽水
植物が繁茂した池や沼に生息するが，成虫は原野のような周辺環境が開
放的な条件を好む。

近 似 種　ショウジョウトンボの未熟個体に似るが，本種の胸部に
長毛があり，腹部が扁平でないことから区別できる。同属のキトンボと
は体長の大きさや翅の黄色部の広がり方等で区別ができる。

生 息 地　1950 年に笠間市（旧岩間町），1958 年に水戸市で記
録されて以来，追加記録がない。

生 存 の 危 機　本種の記録は 1958 年の水戸市以降途絶えており，絶滅
したと考えられる。

特 記 事 項　東京都（絶滅），神奈川県（絶滅），千葉県（消息不明・
絶滅生物），埼玉県（絶滅危惧Ⅰ類），栃木県（絶滅危惧Ⅰ類），群馬県（絶
滅危惧Ⅰ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　6），7），9），10），23），36），39），52）

茨 城 県 2016 ● ● ● ● 絶滅

茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Stylurus oculatus (Asahina)

Sympetrum uniforme (Selys)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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ベッコウトンボトンボ科

選 定 理 由　本県では 40 年以上記録がない。
①②③ 環境の変化に対する適応力が弱く，生息地の埋め立てや水質汚
染によって全国的に激減している。

分 布 状 況　本州，四国，九州ならびに壱岐や対馬に分布する。
形態及び生態　体長 40㎜のややずんぐりとした体形の中型トンボで，成

虫は春期 4 ～ 6 月に出現する。4 枚の翅にはそれぞれ 3 個の明瞭な褐
色斑がある。未熟個体は明るい茶褐色であるが，成熟すると雄は黒褐色，
雌は暗褐色になる。本種の生息にはヨシやガマなどの挺水植物が繁茂し
ている池沼・湿地と周辺の多様な植生環境が必要である。

近 似 種　同属のヨツボシトンボに似るが，本種の方がやや小さく，
翅の紋様が大きいことで区別できる。ヨツボシトンボは本種と似たよう
な環境を好むため，同じ場所に混生することもある。

生 息 地　水戸市，龍ヶ崎市，常総市，石岡市，結城市，稲敷市，美浦村，
つくば市などの池沼に生息していたが，1970 年代以降激減し，40 年
以上記録はない。

生 存 の 危 機　本県では既に絶滅したと考えられる。また，隣接県でも
絶滅している。

特 記 事 項　埼玉県（絶滅），栃木県（絶滅），群馬県（絶滅），千葉県
（絶滅），東京都（絶滅），神奈川県（絶滅）。現在の確実な生息地は本州
では静岡県，兵庫県，山口県と九州に点在するのみである。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　6），7），9），10），23），36），39），52）

茨 城 県 2016 ● ● ● ● 絶滅

茨 城 県 2000 ● ● ● ● 絶滅種

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

コバネアオイトトンボアオイトトンボ科

選 定 理 由　①②③④ 開発による池沼の埋め立て，改修工事による植
生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息地の減少
や生息環境の悪化が見られる。特に，県央地域の農業用溜池は浚渫工事
や護岸工事が積極的に行われ，植生破壊が著しい。また，本種に対する
採集圧も強い。残された生息地は極めて貴重である。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布するが，生息地は局地的である。
形態及び生態　体長約 30㎜内外で，胸部から腹部にかけて金緑色をした

イトトンボである。成熟した雄の複眼は美しい水色となる。後頭部の後
側が黄白色であることが特徴である。平地や丘陵地のヨシやガマなどの
抽水植物が豊富な古い池沼に生息し，成虫は 5 月下旬～ 10 月頃に出
現する。秋に生殖活動を行い，雌は，ガマ等の柔らかい水生植物の組織
に産卵する。

近 似 種　同属のアオイトトンボ，オオアオイトトンボと混生する
ことがあるが，両種に比較すると本種はやや小型で翅も小さいことと，
成熟しても雄は白い粉をふかないこと等で区別できる。

生 息 地　日立市，水戸市，笠間市や那珂市など県北～県央地域の
平地池沼を中心に生息している。現在の確実な生息地は水戸市と那珂市
である。

生 存 の 危 機　本県における確実な生息地は現在水戸市と那珂市の溜め
池だけであり，絶滅が危惧されている。

特 記 事 項　埼玉県（絶滅），千葉県（絶滅），東京都（絶滅），神奈川
県（絶滅），栃木県（絶滅危惧Ⅱ類），群馬県（絶滅危惧Ⅱ類），福島県（絶
滅危惧Ⅱ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），21），23），24），36），

39），45），52）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Libellula angelina Selys

撮影　染谷　保

Lestes japonicus Selys

撮影　染谷　保
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ベニイトトンボイトトンボ科

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修工事による植生
の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息地の減少や
生息環境の悪化が著しい。残された生息地は極めて貴重である。

分 布 状 況　宮城県，関東，東海，近畿の各府県，高知県，山口県，
および九州に分布するが，生息地はかなり局地的である。

形態及び生態　体長 35㎜内外で普通のイトトンボ類よりやや大きい。体
に黒斑はなく，雄は全身が朱紅色で美しい。雌の体色は橙褐色である。
本県では成虫は 6 ～ 9 月頃にかけて出現し，県央地域以南の抽水植物
が密に繁茂した湖沼に生息する。

近 似 種　形態は同属のリュウキュウベニイトトンボと酷似するが，
雄の複眼が赤くなること，雌の腹部先端の背面に黒い斑紋がないことで
識別される。

生 息 地　小美玉市の溜め池や稲敷市などの小河川に生息していた
が，現在，霞ヶ浦に流入する小野川流域の下流以外に確実な生息地は確
認されていない。

生 存 の 危 機　2002 年につくば市で記録されたが，偶産の可能性もあ
り，それ以降の追加記録は認められていない。

特 記 事 項　栃木県（絶滅危惧Ⅰ類），群馬県（絶滅危惧Ⅰ類），埼玉県（絶
滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），東京都（絶滅危惧Ⅱ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），20），23），36），39），

42），52）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

オオセスジイトトンボイトトンボ科

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修工事による植生
の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息地の減少や
生息環境の悪化が著しい。残された生息地は極めて貴重である。

分 布 状 況　青森，宮城，秋田，新潟，茨城，群馬，埼玉，千葉，東京，
神奈川の 10 都県から記録されている。

形態及び生態　体長 40㎜を超える大型のイトトンボで，成熟雄は美しい
淡青色であるが黒条が細いので青みが目立つ。未熟雄と雌は明るい緑色
である。低地の浮葉植物，沈水植物，抽水植物が豊富な浅い池沼に生息
し，成虫は 5 ～ 8 月に出現する。

近 似 種　同属のセスジイトトンボやムスジイトトンボに似ている
が，色彩や大きさが異なるので他種との区別は容易である。

生 息 地　稲敷市，神栖市，土浦市，常総市などの池沼で生息が確
認されていたが，現在の確実な産地は常総市のみである。

生 存 の 危 機　全国における既知生息地の 72% は失われ，群馬，東京，
神奈川の都県では絶滅した。残る各県の現存生息地数もそれぞれ少なく，
本種の生存は危機的な状況にある。

特 記 事 項　神奈川県（絶滅），東京都（絶滅危惧Ⅰ類），埼玉県（絶
滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），群馬県（絶滅危惧Ⅱ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），11），12），20），23），

36），39），40），52）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Ceriagrion nipponicum Asahina

撮影　染谷　保

Paracercion plagiosum (Needham)

撮影　染谷　保
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オオモノサシトンボモノサシトンボ科

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修工事による植生
の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息地の減少や
生息環境の悪化が著しい。残された生息地は極めて貴重である。

分 布 状 況　群馬，栃木，埼玉，東京，神奈川，千葉，茨城，新潟，
宮城の 9 都県で生息が確認されている。生息地は極めて局限される。

形態及び生態　体長 40㎜内外の大型のイトトンボで，細い直線状の腹部
には節ごとに「物差し」の目盛りのような規則正しい斑紋がある。平地
の植生の豊かな池沼に生息し，成虫は 6 ～ 9 月に出現する。

近 似 種　同属のモノサシトンボに似ているが本種の方が体がやや
大きく，雄の腹部第 9 節背面が黒いことや雌の腹部第 10 節背面に黒
い部分があることで区別できる。

生 息 地　水戸市，茨城町，小美玉市，竜ヶ崎市，土浦市，牛久市，
つくば市，潮来市，行方市，鹿嶋市，稲敷市，坂東市，常総市などから
記録があるが，現在は鹿行～県南，県西地域の限られた池沼にしかみら
れない。

生 存 の 危 機　全国の既知生息地の 79% は失われているとされている。
本県においても本種の生息地数は減少の一途をたどっており，危機的状
況である。

特 記 事 項　神奈川県（絶滅），東京都（絶滅危惧Ⅰ類），栃木県（絶
滅危惧Ⅰ類），埼玉県（絶滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶滅危惧Ⅰ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），11），12），20），21），

23），36），39），40），47），52）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

ヒヌマイトトンボイトトンボ科

選 定 理 由　①②③ 全国では東北地方から九州に至るまで点々と産地
があるが，いずれも局地的であり，生息地のほとんどは海水が入り込む
汽水域である。そこに存在するヨシ群落は，河岸・河口の改修，埋め立
てなどの開発や河川の水質汚染により，減少している。汽水という厳し
い環境に生息している昆虫類の数は少なく，貴重である。

分 布 状 況　1971 年に東茨城郡茨城町と大洗町の涸沼沿岸で発見さ
れ，1972 年に新種記載された。宮城県から大阪府までの10 カ所と，大分
県，長崎県対馬，日本海岸の数カ所および山口県や岡山県の瀬戸内海側か
らのみ発見されている。四国からは記録がない。国外では香港に分布する。

形態及び生態　体長約 30㎜の小さなイトトンボの一種。雄の胸部には 4
個の黄緑色斑紋があるのが特徴的で，雌の体色は橙色である。成虫の出
現最盛期は，6 月中旬から 8 月上旬までで，それ以降は次第に減少する。
河口付近の汽水域にあるヨシ群落が生息域である。成虫の生息範囲は，
幼虫生息地の抽水植物（ヨシ，ガマ，イグサ等）の生育する湿地内の水
域の空間やそこに接する水田や休耕田等の空間である。

近 似 種　体形は同属のモートンイトトンボに似るが，体色や斑紋で区
別できる。本県ではモートンイトトンボと本種の混生は認められていない。

生 息 地　本県における生息地は涸沼沿岸の一部と神栖市の利根川
の河口域に限られ，分布は極めて局限的である。

生 存 の 危 機　海水が入り込む汽水域に存在するヨシ群落は，河岸・河
口の改修，埋め立てなどの開発や河川の水質汚染により幼虫生息の通性
を失い，急速に減少しており，群落に依存して生活している本種の生存
は危機的状況にある。

特 記 事 項　神奈川県（絶滅），東京（絶滅危惧Ⅰ類），千葉（絶滅危
惧Ⅰ類），埼玉（絶滅危惧Ⅰ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），8），9），10），11），12），23），34），36），39），52）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Copera tokyoensis Asahina

撮影　染谷　保

Mortonagrion hirosei Asahina

撮影　染谷　保
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選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 40㎜内外のアカトンボの仲間である。体色は橙黄色

で，胸部や腹部に黒条斑はない。翅の前縁に沿って翅端まで橙黄色の帯
があり，翅のつけ根から半分程度，橙黄色の部分が広がる美しい種であ
る。丘陵地や低山地の森林に囲まれているような池沼などに生息し，成
虫は 7 月下旬から 12 月上旬まで出現する。

近 似 種　同属のオオキトンボとは体長の大きさや翅の黄色部の広
がり方等で区別ができる。

生 息 地　水戸市，那珂市，ひたちなか市，東海村，石岡市，笠間
市，稲敷市，神栖市など，以前は県内各地に広く分布していたが，近年
では県央地域の丘陵地に存在する池沼等で生息が確認されているに過ぎ
ない。

生 存 の 危 機　生息地は極めて局限され，個体数は著しく減少している。
絶滅が危惧される。

特 記 事 項　東京都（絶滅），神奈川県（絶滅），千葉県（絶滅），群馬県（絶
滅危惧Ⅰ類），埼玉県（絶滅危惧Ⅱ類），栃木県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），21），23），36），39），

44），52）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

オツネントンボアオイトトンボ科

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼や湿地の埋め立て，改修・浚渫工
事による植生の変化，管理不足による荒廃，生活排水の流入による水質
の悪化などにより生息地が減少している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長は 37㎜内外のイトトンボで，体色は淡い褐色である。

成虫のまま越冬する数少ないトンボで，平地や低山地の挺水植物が繁茂
する池沼や湿地に生息する。成虫は 6 月頃から出現する。発生地の周
辺で生活して越冬し，翌春，生殖活動を行う。

近 似 種　ホソミオツネントンボに酷似するが，本種は閉じた翅の
縁紋が重ならないことで区別できる。

生 息 地　以前は県内各地に広く分布していたが，近年の生息地は
北茨城市，大子町，高萩市，常陸太田市，常陸大宮市，東海村やつくば
市，小美玉市などで確認されている。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の減少および個体数
の減少が懸念される。ホソミオツネントンボとの生息競合なども含めて
種の存続への圧迫が強まっていると推測される。

特 記 事 項　東京都（絶滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），神奈
川県（絶滅危惧Ⅱ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），14），20），21），23），

36），39），52）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Sympetrum croceolum (Selys)

撮影　染谷　保

Sympecma paedisca (Brauer)

撮影　染谷　保
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ネアカヨシヤンマヤンマ科

選 定 理 由　①②③ 生息地は水田脇の休耕田などの乾燥リスクが高い不
安定な環境である場所が多く，近年の夏季の高温・乾燥条件で急激な環境
悪化が進んでいる。また，県内の農業用溜池は浚渫工事や護岸工事が積
極的に行われ，植生破壊が著しく生息に不適当な環境となってしまった。

分 布 状 況　福島，新潟，埼玉より南西の本州，四国，九州に分布する（対
馬，伊豆大島，下甑島の離島を含む）。

形態及び生態　体長 75㎜内外で太い腹部を有する大形のヤンマである。
体色は黒色が基本で，胸部や腹部の側面に黄緑色の斑紋がある。成虫は
6 ～ 9 月に出現し，マルタンヤンマやギンヤンマ，ヤブヤンマ等の他
のヤンマ類と混じって黄昏活動をする。平地～丘陵地のヨシやマコモな
どの植物が繁茂する池沼や湿地，水田などに生息するが，近くに樹林が
ある場所を好む性質が強い。

近 似 種　同属のアオヤンマも本種と同じような環境を好み，混生
することがある。本種の形態はアオヤンマに酷似するが，体長はひとま
わり大きく，体色が異なるので容易に区別できる。

生 息 地　県内では常陸太田市，常陸大宮市，那珂市，水戸市，大洗町，
笠間市，石岡市，牛久市，神栖市などで記録がある。

生 存 の 危 機　幼虫・成虫に適する生息環境が悪化しつつあり，生息地
および個体数の減少が懸念される。種の存続への圧迫が強まっていると
判断される。

特 記 事 項　東京都（絶滅危惧Ⅰ類），神奈川県（絶滅危惧Ⅰ類），千
葉県（絶滅危惧Ⅰ類），埼玉県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），5），6），7），9），10），23），31），33），36），

39），40），41），46），52）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

モイワサナエサナエトンボ科

選 定 理 由　①②③ 河川改修工事による植生の変化，河床の砂・礫の
流下，水質汚濁などにより生息環境が悪化している。

分 布 状 況　日本固有種・亜種であり，北海道と本州の東北部（長野県，
山梨，群馬，栃木，茨城各県以北）に分布する。

形態及び生態　体長 40㎜内外の小型で細身のサナエトンボである。山間
部の森林に囲まれた渓流に生息し，成虫は 5 ～ 7 月に出現する。成虫
の体色は黒色で，胸部前面および側面に淡黄緑色の斑紋がある。雄の胸
部側面黒条は地域的な変異があり，本県の個体は黒条が基部より上部に
向かうにつれて途中で消失する。

近 似 種　ダビドサナエやクロサナエおよびヒメクロサナエと酷似
するが，胸部側面の黒条や尾部付属器を比較することでそれぞれ区別で
きる。これらの種は同一場所に混生することもある。

生 息 地　大子町，北茨城市，高萩市，常陸太田市などの県北山間
地域の渓流域に局限的に分布する。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地および個体数の減少
が懸念される。

特 記 事 項　群馬県（絶滅危惧Ⅰ類），栃木県（準絶滅危惧種）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），7），9），10），14），15），21），23），36），

39），52）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Aeschnophlebia anisoptera Selys

Davidius moiwanus moiwanus (Matsumura et Okumura)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保

136



ト
ン
ボ
目

昆
虫
類

タカネトンボエゾトンボ科

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 55㎜内外の細身のトンボで，体色は胸部から腹部に

かけて暗金緑色である。丘陵地から山間地の林間にある閉鎖的で薄暗く
小さな池沼に生息し，成虫は 6 ～ 10 月に出現する。

近 似 種　同属のエゾトンボやハネビロエゾトンボに酷似するが，
これら 2 種とは，雄は尾部付属器の形状で，雌は生殖弁の形状で区別
できる。

生 息 地　県北山地や筑波山系の丘陵～山間地にある池沼や小河川
周辺に生息するが，減少傾向にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地および個体数の減少
が懸念される。

特 記 事 項　関東地方では千葉県で重要保護生物に指定，東北，北陸
地方では絶滅危惧Ⅰ類～絶滅危惧Ⅱ類に指定している県が多い。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），6），7），9），10），13），15），21），23），

36），39），44），52）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ハネビロエゾトンボエゾトンボ科

選 定 理 由　①②③ 開発による湿地，小河川の埋め立てや改修，管理
不足による湿地の荒廃・乾燥など，生息環境の悪化が見られる。

分 布 状 況　日本固有種であり，北海道，本州，四国，九州に分布する（佐
渡，隠岐，対馬等の離島も含む）。

形態及び生態　体長 60 ～ 70㎜内外であるが，個体差が大きい。また，
雄より雌の方が大きい。体色は全身が金属光沢のある濃い緑色で美しい。
雄の未熟個体は胸部側面に黄色い斑紋があるが，成熟すると消える。平
地から丘陵地の湿地や湿地内の細い流れ等に生息し，成虫は 6 ～ 10
月に出現する。

近 似 種　同属のエゾトンボと混生することがある。体形はエゾト
ンボよりがっしりした感があり，雄は尾部上部付属器の形により，雌は
産卵弁と腹部の形により区別できる。

生 息 地　県内では主に水戸市や那珂市，ひたちなか市，大洗町，
茨城町，小美玉市，笠間市の県央地域や石岡市などで記録がある。

生 存 の 危 機　生息地である湿地を流れる細流等および周囲の生息環境
が悪化しつつあり，個体数，生息地の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅），神奈川県（絶滅），埼玉県（絶滅危惧Ⅰ類），
千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），栃木県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），7），9），10），16），20），21），23），31），

36），39），44），45），52）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Somatochlora uchidai Förster

Somatochlora clavata Oguma

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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キイロヤマトンボヤマトンボ科

選 定 理 由　①②③④ 河川の汚濁，改修工事による環境や植生の変化，
管理不足による荒廃や伐採などによる生息環境の悪化が見られる。また，
本種に対する採集圧は強い。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布する。分布は広いが，産地は局
所的である。

形態及び生態　体長 75㎜内外の細身で大型のトンボで，成虫は 5 月下
旬から 8 月に出現する。胸部は光沢のある金緑色で，側面には鮮やか
な黄色の斑紋がある。低山地から平地を流れる，砂が多く堆積するよう
な幅広い河川に生息する。

近 似 種　県内の産地では同属のコヤマトンボと混生する。本種は
腹部第 3 節側面の黄色斑が黒条により途切れることでコヤマトンボと
区別できる。

生 息 地　県北・県央地域を流れる山田川，里川，藤井川，涸沼川，
涸沼前川流域，県西・県南地域を流れる小貝川，鬼怒川流域などで生息
が認められている。

生 存 の 危 機　本種の生息する河川でも，幼虫の生息に適した川底に砂
が多く流れの緩やかな範囲は限られている。河川ならびに周囲の生息環
境が悪化しつつあり，個体数の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅），埼玉県（絶滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶滅
危惧Ⅰ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），17），19），21），23），

28），35），36），39），52）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

リスアカネトンボ科

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立てや改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　本州，四国，九州および周辺の離島に分布する。
形態及び生態　体長 40㎜内外の中型のアカトンボで翅の先端には黒褐色

の斑紋がある。平地から丘陵地にある周囲を樹林に囲まれた薄暗い環境
の池沼に生息する。本種は移動性が低く，羽化水域近辺に留まることが
多い。成虫は 7 ～ 10 月に出現する。体色は黄褐色で，成熟すると雄
は腹部がやや朱色を帯びた赤色に，胸部は濃い褐色になる。

近 似 種　同属で翅の先端が黒褐色になる近似種にノシメトンボ，
コノシメトンボの 2 種がある。これら 3 種は体の大きさならびに胸部
側面の斑紋の形状で区別できる。

生 息 地　主に水戸市や那珂市，笠間市，城里町，茨城町，大洗町
などの県央地域から記録があるが，分布は局限される。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地および個体数の減少
が懸念される。

特 記 事 項　千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），東京都（準絶滅危惧種）。
執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），6），7），9），10），21），23），31），36），

38），39），46），52）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Macromia daimoji Okumura

Sympetrum risi risi Bartenef

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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ヒメアカネトンボ科

選 定 理 由　①②③ 開発による湿地の埋め立て，管理不足による休耕
田の荒廃などにより生息環境が悪化し，生息地が減少している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布し，周辺の離島では対
馬など一部にのみ分布する。

形態及び生態　体長 30㎜内外の小型で華奢なアカトンボである。平地や
丘陵地の木立に囲まれた湿地や休耕田などに生息する。成虫は 7 ～ 10
月に出現し，体色は黄褐色をしている。雌の顔面額上部にある小さな眉
斑の有無は，個体によって異なるが，雄には眉斑がない。成熟雄は腹部
が赤色となり，顔面は白くなる。

近 似 種　同属のマユタテアカネ，マイコアカネに似るが，本種は
マユタテアカネよりもひと回り小型で，雄は顔面に眉斑がない。また，
それぞれの種は胸部側面の斑紋で区別できる。

生 息 地　県内の低地から山地にかけての湿地や池沼に生息するが
局所的であり，個体数は多くない。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の消滅および個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），東京都（絶滅危惧Ⅱ類），栃木県（準
絶滅危惧種），埼玉県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），14），20），21），23），

36），39），40），44），52）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

アオハダトンボカワトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 河川改修工事による植生の変化，生活排水の流入
などによりに生息環境が悪化している。

分 布 状 況　青森県から鹿児島県にかけて，本州と九州に分布する。
四国からは記録がない。

形態及び生態　体長 55㎜内外のカワトンボの仲間で，成虫は 5 ～ 7 月
に出現する。体色は金緑色で，雄の翅の色は青藍色で美しい。雌の翅の
色は，薄茶色で翅の縁に白色の偽縁紋を有する。幼虫の生息は水質や周
囲の環境に影響されやすく，平地から丘陵部のヨシなどの植物が繁茂す
る水のきれいな河川に生息する。

近 似 種　ハグロトンボに酷似し，混生することもあるが，本種は
ハグロトンボよりやや早く出現し，競合を避けている。

生 息 地　主に県北から県央地域を流れる河川の清流域で生息が確
認されている。水戸市桜川では 40 年以上記録はないが，近年では桜川
市，坂東市，つくば市でも記録がある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地および個体数の減少
が懸念される。種の存続への圧迫が強まっていると判断される。

特 記 事 項　東京都（絶滅），千葉県（絶滅），神奈川県（絶滅危惧Ⅱ類），
埼玉県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），21），23），30），36），

39），52）

Sympetrum parvulum (Bartenef)

撮影　染谷　保

Calopteryx japonica (Selys)

撮影　染谷　保
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キイトトンボイトトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による湿地や池沼の埋め立て，改修・浚渫工
事による植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生
息環境が悪化している。

分 布 状 況　本州，四国，九州と，その周辺の離島に分布する。
形態及び生態　体長 40㎜内外の中型のイトトンボである。雄の腹部は鮮

やかな黄色で美しい。雌の腹部は黄褐色あるいは黄緑色となる。平地か
ら低山地にかけてのヨシやマコモなどの多くの水生植物の茂る池沼や湿
地・休耕田などに生息し，成虫は 5 ～ 8 月に出現する。

近 似 種　形態は同属のベニイトトンボに酷似するが，体色が黄色
と異なるので容易に区別できる。

生 息 地　県内の湿地や休耕田，湖沼に広く分布しているが，各地
とも急激に減少傾向にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地および個体数の減少
が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅危惧Ⅰ類），神奈川県（絶滅危惧Ⅰ類），千
葉県（絶滅危惧Ⅱ類），埼玉県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），6），7），9），10），15），20），21），23），

36），39），40），44），52）

オゼイトトンボイトトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による湿地や池沼の埋め立て，改修・浚渫工
事による植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生
息環境が悪化している。

分 布 状 況　日本固有種であり，北海道および新潟，長野，群馬，栃木，
茨城県以北の東北地方に分布する。

形態及び生態　体長 35㎜内外のやや華奢な感じがするイトトンボであ
る。成虫は 5 ～ 7 月に出現し，ヨシ・ガマなどが繁茂する池沼や湿地，
休耕田などに生息する。雄の体色は青味が強い水色で雌は白色がかった
水色である。

近 似 種　同属のエゾイトトンボに酷似するが，腹部第 2 節背面の
ワイングラス状の斑紋で区別できる。

生 息 地　県北から県央地域を中心に，山間部から低湿地，休耕田
などに広く分布している。東海村，ひたちなか市の生息地は海に最も近
接した低地である。湿地の荒廃・乾燥化により減少傾向にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の埋め立て，個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　埼玉県（絶滅）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），12），14），15），20），

21），23），36），39），40），44），52）

Ceriagrion melanurum Selys

Coenagrion terue (Asahina)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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ムスジイトトンボイトトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による湿地や池沼の埋め立て，改修・浚渫工
事による植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生
息環境が悪化している。

分 布 状 況　宮城県以南の本州，四国，九州および周辺の離島ならび
に南西諸島，南北大東島などに分布する。

形態及び生態　体長 30㎜内外のイトトンボである。成虫は 5 ～ 10 月
に出現し，平地のヨシやガマなどの抽水植物が繁茂する池沼や湿地，休
耕田などに生息している。成熟した雄の体色は明るい青色で，腹部の第
8 ～ 9 節はほとんど全体が青色で，腹部の背中側の黒色条が 6 個に分
かれている。雌の体色は黄緑色である。

近 似 種　同属のセスジイトトンボ，オオイトトンボと混生するこ
とがある。形態はそれぞれ酷似しているため，見分けは難しい。眼後紋
の形や大きさ，後頭条および肩縫線上黒条の淡色部の有無が見分けのポ
イントとなる。

生 息 地　県南から県西地域の池沼を中心に分布しているが生息地
は局限される。日立市や小美玉市，つくば市，土浦市，美浦村などで生
息が確認されている。
行方台地上の農業用溜め池には多産した池も多く存在したが，外来魚の
放流後，絶滅した。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地および個体数の減少
が懸念される。

特 記 事 項　千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），東京都（準絶滅危惧種）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），20），23），24），36），

39），52）

セスジイトトンボイトトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，および周辺の離島に分布する。
形態及び生態　体長 30㎜内外のイトトンボで，平地や丘陵地の浮葉植物

などの抽水植物が多い池沼や，河川の流れの緩やかな場所などに生息す
る。成虫は 5 ～ 10 月に出現し，成熟した雄の体色は青色，雌の体色
は緑色～黄褐色になる。胸部背側の肩縫線上黒条に淡色条斑がある。

近 似 種　同属のオオイトトンボやムスジイトトンボと混生するこ
とがある。形態はそれぞれ酷似しているため，見分けは難しい。眼後紋
の形や大きさ，後頭条および肩縫線上黒条の淡色部の有無が見分けのポ
イントとなる。

生 息 地　県内の池沼に広く分布しているが，山間地，平地とも急
速に減少傾向にある。
霞ヶ浦沿岸一帯は安定した生息地であったが，水生植物群落の荒廃で絶
滅した。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の縮小および個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶滅危惧Ⅱ類）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），20），21），23），31），

36），39），40），52）

Paracercion melanotum (Selys)

Paracercion hieroglyphicum (Brauer)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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モートンイトトンボイトトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ムカシトンボムカシトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による湿地の埋め立て，管理不足による休耕
田の荒廃などにより生息環境が悪化し，生息地が減少している。

分 布 状 況　北海道南端部，本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 25㎜内外の小型のイトトンボである。平地から中山

間地の抽水植物が豊富な湿地や休耕田などに生息し，成虫は 6 ～ 8 月
に出現する。成熟した雄の胸部は緑色，腹部は橙赤色で美しい。雌の体
色は全身緑黄色で腹部背面に黒条がある。

近 似 種　同属のヒヌマイトトンボとは混生せず，体色や斑紋，大
きさも異なる。

生 息 地　低地から山地にかけて湿地，水量の安定している休耕田
等に広く分布しているが，急激に減少傾向にある。

生 存 の 危 機　植生の遷移によって生息環境が悪化しつつあり，生息地
および個体数の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅），神奈川県（絶滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶
滅危惧Ⅰ類），群馬県（絶滅危惧Ⅰ類），埼玉県（絶滅危惧Ⅱ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），12），14），15），21），

23），36），39），44），52）

選 定 理 由　①②③ 砂防ダムなどの建設工事，河川改修工事による河
床の変化，水質汚濁などにより生息環境が悪化している。

分 布 状 況　日本固有種であり，北海道，本州，四国，九州に分布するが，
宮城県と千葉県では記録されていない。

形態及び生態　体長 50㎜内外の中型のトンボであり，森林に囲まれた水
のきれいな沢や渓流に生息する。成虫は 4 ～ 6 月に出現する。成虫の
体色は黒色で，胸部前面および側面に黄色の帯状斑紋があり，腹部にも
節ごとに黄色斑紋がある。成熟個体の複眼は灰色で，左右に離れ，翅の
形はイトトンボやカワトンボに似ている。トンボの系統である均翅亜目
と不均翅亜目の両方の特徴を持つ原始的なトンボ「生きている化石」と
して知られる。

近 似 種　日本には近似種はいない。
近似種ヒマラヤムカシトンボE. laidlawi はヒマラヤに分布し，2012
年中華人民共和国の北東部から新種E. sinensis（和名新称：チャバラ
ムカシトンボ）が記載された。

生 息 地　北茨城市，高萩市，大子町，常陸太田市，常陸大宮市，
城里町，笠間市，桜川市，石岡市，つくば市の 10 市町に生息する。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の荒廃および個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　群馬県（絶滅危惧Ⅰ類），栃木県（準絶滅危惧種），埼玉県（準
絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），12），13），14），15），

21），23），36），39），51），52）

Mortonagrion selenion (Ris)

Epiophlebia superstes (Selys)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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サラサヤンマヤンマ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による湿地の埋め立て，管理不足による休耕
田の荒廃などにより生息環境が悪化し，生息地が減少している。

分 布 状 況　日本特産種であり，北海道，本州，四国，九州に分布する。
種子島，屋久島，隠岐，対馬にも分布する。

形態及び生態　体長 65㎜内外の小型のヤンマで，体色は黒色に黄色～黄
緑色の斑紋がある。里山的環境の保存されている平地から丘陵地の湿地
や休耕田などに生息し，成虫は 5 ～ 6 月に出現する。

近 似 種　本土には近似種はいない。沖縄本島には同属のオキナワ
サラサヤンマが分布している。

生 息 地　県内の低地から丘陵地の湿地や小河川に広く生息するが，
減少傾向にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の荒廃および個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅危惧Ⅰ類），神奈川県（絶滅危惧Ⅰ類），群
馬県（絶滅危惧Ⅰ類），栃木県（準絶滅危惧種），埼玉県（準絶滅危惧種），
千葉県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），6），7），9），10），20），21），23），31），

36），39），40），44），52）

アオヤンマヤンマ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　北海道南部，本州，四国，九州に分布する。離島では対
馬で記録されている。

形態及び生態　体長 75㎜内外の大型で腹部が太いヤンマである。体色は
全身が黄緑色～青緑色で美しい。ヨシやガマ，マコモなどの植物が繁茂
している池沼や湿地などに生息し，成虫は 5 ～ 8 月に出現する。

近 似 種　本種の体形は同属のネアカヨシヤンマに酷似するが，体
長はひとまわり小さく，体色が異なるので容易に区別できる。

生 息 地　県内のヨシなどが密生した池沼に広く分布するが，生息
地，個体数ともに減少傾向にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の植生の変化および
個体数の減少が懸念される。

特 記 事 項　神奈川県（絶滅），東京都（絶滅危惧Ⅰ類），栃木県（絶
滅危惧Ⅰ類），群馬県（絶滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），埼玉
県（絶滅危惧Ⅱ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），6），7），9），10），20），23），31），36），

39），40），44），52）

Sarasaeschna pryeri (Martin)

Aeschnophlebia longistigma Selys

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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マダラヤンマヤンマ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③④ 開発による池沼の埋め立て，改修・浚渫工事に
よる植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環
境が悪化している。また，本種に対する採集圧は強い。

分 布 状 況　日本固有亜種であり，北海道，本州（福井，石川，長野
県以北）に分布する。

形態及び生態　体長 70㎜内外でルリボシヤンマ属のなかでは最も小型で
ある。雄は成熟すると複眼と腹部の斑紋が青色となり，美しい。また，
雌の腹部斑紋は青色と黄緑色になる 2 型がある。主に平地～丘陵地の
ヨシやガマ，マコモなどの水生植物が繁茂する池沼に生息し，成虫は 8
～ 10 月に出現する。

近 似 種　同属のルリボシヤンマやオオルリボシヤンマに似るが，
本種は最も小型で胸部や腹部の斑紋の色等で他種との区別は容易であ
る。

生 息 地　県内のヨシなどが密生した池沼に生息するが，減少傾向
にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の消滅および個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅），埼玉県（絶滅危惧Ⅰ類），群馬県（絶滅
危惧Ⅰ類），栃木県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），7），9），10），11），21），23），27），31），

36），39），40），43），44），52）

ルリボシヤンマヤンマ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 山地湿原の乾燥・荒廃，開発による池沼の埋め立て，
改修・浚渫工事による植生の変化などにより生息環境が悪化している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国に分布する。
形態及び生態　体長 80㎜内外の大型のヤンマで中山間地の小規模な池

沼や湿地に生息する。成虫は 7 ～ 10 月に出現する。体色は黒褐色で，
胸部側面から腹部にかけて黄緑色の斑紋がある。成熟した雄の腹部斑紋
の一部は青色となる。

近 似 種　同属のオオルリボシヤンマに似るが，本種はやや細身で
小型である。胸部側面の斑紋形状の違いから区別できる。

生 息 地　大子町，北茨城市，高萩市，日立市，常陸太田市，水戸市，
石岡市などの丘陵や山間にある池沼や湿地で記録がある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の荒廃および個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（準絶滅危惧種），埼玉県（準絶滅危惧種）。
執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），7），9），10），14），21），23），36），39），

52）

Aeshna mixta soneharai Asahina

Aeshna juncea juncea (Linnaeus)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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ナゴヤサナエサナエトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

選 定 理 由　①②③ 河川改修工事による植生の変化，水質汚濁などに
より生息環境が悪化している。

分 布 状 況　日本特産種であり，本州，四国，九州に分布するが，局
限的である。

形態及び生態　体長 65㎜内外の大型のサナエトンボで，成虫は 7 ～ 10
月に出現する。雄成虫の腹部第 7 ～ 9 節は左右に広がり特徴的である。
主に平地の大河川下流域や河口の汽水域，汽水湖涸沼にも生息する。

近 似 種　同属のメガネサナエに酷似するが，メガネサナエとは腹
部第 7 節の黄色の斑紋の形状で区別できる。

生 息 地　那珂川，涸沼川，涸沼前川，鬼怒川，小貝川利根川の中
流～下流域，涸沼，菅生沼沿岸などに生息する。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の水質悪化および個
体数の減少が懸念される。

特 記 事 項　千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），群馬県（絶滅危惧Ⅱ類），埼玉県（準
絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），12），13），18），20），

21），23），36），37），39），40），52）

キイロサナエサナエトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 河川改修工事による植生の変化，水質汚濁などに
より生息環境が悪化している。

分 布 状 況　日本特産種であり，関東・上信越地方より西南の本州，
四国，九州に分布する。

形態及び生態　体長 65㎜内外の大型のサナエトンボで平地～丘陵地の水
田用水などの砂泥の多い緩やかな流れに生息する。成虫は 5 月～ 7 月
に出現し，体色は黒色で胸部側面から腹部にかけて黄色斑紋がある。

近 似 種　同属のヤマサナエに酷似しているが，ヤマサナエは，や
や上流に生息し，分布域も広い。雄成虫の尾部付属器や翅胸の第 1 側
縫合線の黒色条で区別できる。

生 息 地　県央から県南，県西地域の小河川に分布するが生息地は
局限される。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の水質汚濁および個
体数の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅），神奈川県（絶滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶
滅危惧Ⅰ類），栃木県（準絶滅危惧種），埼玉県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），6），7），9），10），13），18），20），23），

26），36），39），52）

Stylurus nagoyanus (Asahina)

Asiagomphus pryeri (Selys)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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目

コノシメトンボトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布し，周辺の離島にも見
られる。

形態及び生態　体長 45㎜内外のアカトンボで，翅の先端に黒褐色の斑紋
がある。平地から丘陵地にかけての開放的な池沼や水田などに生息し，
時に人工的な池やプールで発生することもある。このため，都市公園な
どで記録されることが多い。成虫は 6 ～ 11 月に出現し，成熟すると
雄は全身が赤色となる。

近 似 種　同属の種で翅の先端が黒褐色になる近似種にノシメトン
ボ，リスアカネの 2 種がある。これら 3 種は大きさや胸部側面の斑紋
の形状で区別できる。

生 息 地　県南から鹿行，県西，県央地域に広く生息するが，個体
数は少なく，発生地は局所的である。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の埋め立てによる個
体数の減少が懸念される。

特 記 事 項　千葉県（準絶滅危惧種）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），4），6），7），9），10），13），21），23），29），

36），38），39），40），52）

トラフトンボエゾトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立て，改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　岩手県，秋田県以南の本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 55㎜内外の中型のトンボ。エゾトンボ科の種である

が，体色は金緑色ではなく，胸部は黄褐色に黒色条斑を有し，腹部は黒
色と黄色の虎斑模様である。平地から丘陵地のヒシなどの水生植物が豊
富な池沼に生息し，成虫は 4 ～ 6 月に出現する。雄の翅は透明であるが，
雌の翅は透明の型と前縁が黒褐色になる型が現れる。雌は産卵の際，ゼ
ラチン質の細い紐状の卵塊を作り，卵塊は水中で水生植物に絡みつく。

近 似 種　同属のオオトラフトンボに似るが，オオトラフトンボは
本県に分布していない。

生 息 地　県内の低地から丘陵地の池沼に広く生息するが，どこで
も個体数は少なく，減少傾向にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の減少および個体数
の激減が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅），神奈川（絶滅），埼玉県（絶滅危惧Ⅰ類），
千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），群馬県（絶滅危惧Ⅰ類），栃木県（絶滅危惧Ⅱ類）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　2），3），6），7），9），10），21），23），36），39），

40），44），52）

Sympetrum baccha matutinum Ris

Epitheca marginata (Selys)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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昆
虫
類

ネキトンボトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立てや改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　福島県より南西の本州，四国，九州に分布し，九州の周
辺離島にもみられる。

形態及び生態　体長 45㎜内外のやや大型のアカトンボ。体色は黄褐色で
胸部側面に 2 本の太い黒色条斑と，翅の基部に橙色斑を有する。幼虫
は平地から山地の水生植物が豊富な池沼に生息し，成虫は 6 ～ 10 月
に出現する。本種は移動性が強く，時に人工的な池やプールで発生する
こともある。

近 似 種　キトンボは本種同様に翅の基部に橙色斑を有するが，翅
の橙色部分の面積や胸部側面の黒色条斑の有無などで区別できる。

生 息 地　水戸市，大子町，北茨城市，高萩市，常陸太田市，日立市，
那珂市，笠間市，石岡市などで記録があるが，継続的に記録される事例
は少ない。石岡市の学校プールで発生が継続した事例がある。

生 存 の 危 機　各地で生息環境が悪化しつつあり，生息地および個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　千葉県（絶滅危惧Ⅰ類）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），7），9），10），12），14），15），22），23），

32），36），39），48），49），52）

ミヤマアカネトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による小河川の埋め立てや改修による植生の
変化，水質汚濁などにより生息環境が悪化している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布する。国後，奥尻，佐
渡などの離島にも見られる。

形態及び生態　体長 35㎜内外のアカトンボで，翅の縁紋内側に褐色の太
い帯がある。平地から中山間地の水田脇の緩やかで小さな流れなどに生
息し，成虫は 7 ～ 11 月に出現する。成熟した雄は翅脈や縁紋を含め
て全身が赤色となり美しい。

近 似 種　翅の特徴的な斑紋から他のアカネ類と容易に区別できる。
生 息 地　昭和年代は県内各地に広く生息していたが，著しく減少

した。近年では北茨城市や高萩市，日立市，常陸太田市，常陸大宮市，
城里町，笠間市の県北・県央地域や石岡市などで生息が確認されている。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の減少および個体数
の急減が懸念される。

特 記 事 項　千葉県（絶滅），東京都（絶滅危惧Ⅱ類），神奈川県（準
絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健
文 献　1），2），6），7），9），10），15），21），23），36），

39），50），52）

Sympetrum speciosum speciosum Oguma

Sympetrum pedemontanum elatum (Selys)

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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目

ハラビロトンボトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ハッチョウトンボトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による湿地の埋め立て，管理不足による休耕
田の荒廃などにより生息環境が悪化している。

分 布 状 況　北海道南部，本州，四国，九州および周辺の離島に分布
する。

形態及び生態　体長 35㎜内外の小型のトンボで，腹部は太く扁平で短い。
腹部の特徴は雄より雌の方が顕著である。平地から丘陵地にある水深の
浅い池沼や湿地，休耕田などに生息し，成虫は 5 ～ 8 月に出現する。
成熟雄の体色は全身が黒化し，腹部背面にシオカラトンボと同じような
青白い粉をふく。

近 似 種　本土には近似種は分布していない。沖縄本島～琉球列島
にはオオハラビロトンボが，西表島にはキイロハラビロトンボが分布す
る。

生 息 地　県内の低地の湿地や休耕田などに広く生息しているが，
減少傾向にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の植生の変化および
個体数の減少が懸念される。

特 記 事 項　千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），東京都（絶滅危惧Ⅱ類）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），20），21），23），31），

36），39），40），44），52）

選 定 理 由　①②③ 山地湿原の乾燥・荒廃，開発による湿地の埋め立て，
水源地の埋没，管理不足による休耕田の荒廃などにより生息環境が悪化
している。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布する。周辺の離島では見られない。
形態及び生態　体長 18㎜内外の日本で一番小さいトンボである。平地や

丘陵地，中山間地にある日当たりの良い，草丈の低い植物が多く生えて
いる水深の浅い湿地や休耕田跡などに生息し，成虫は 5 ～ 9 月に出現
する。成熟すると雄の体色は全身鮮やかな赤色となり，雌は茶褐色で，
腹部に黄色や黒色の横縞状の斑紋がある。また，翅の基部は橙黄色にな
る。

近 似 種　近似種はいない。極めて矮小なトンボであるため，他の
アカネ類との区別は容易である。

生 息 地　県内の湿地や休耕田などに広く生息しているが，山間地・低
地とも減少傾向にある。
県南ではつくば市と土浦市を結ぶ丘陵地や台地上の湿地が生息地の南限
となり，県西の桜川市が分布の西限となる。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の荒廃および個体数
の減少が懸念される。また，採集圧も強い。

特 記 事 項　東京都（絶滅），埼玉県（絶滅），群馬県（絶滅危惧Ⅰ類）。
執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），12），13），14），15），

20），21），23），36），39），44），52）

Lyriothemis pachygastra (Selys)

Nannophya pygmaea Rambur

撮影　染谷　保

撮影　染谷　保
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昆
虫
類

ヨツボシトンボトンボ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 開発による池沼の埋め立てや改修・浚渫工事によ
る植生の変化，管理不足による荒廃，外来魚の放流などにより生息環境
が悪化している。

分 布 状 況　日本固有亜種であり，北海道，本州，四国，九州および
周辺の離島に分布する。

形態及び生態　体長 45㎜内外。太く扁平な腹部を有するずんぐりとした
体形の中型のトンボである。平地や丘陵地の水生植物が繁茂した池沼や
湿地に生息し，成虫は 4 月から 7 月に出現する。成虫の体色は黄褐色
で黒色の斑紋を有し，翅の結節付近に特徴的な黒褐色の斑紋がある。

近 似 種　同属のベッコウトンボに似るが，本種の方がやや大きく，
翅の紋様が小さいことで区別できる。

生 息 地　県内の低地から山地にかけての湿地や池沼などに広く生
息しているが，年により発生数が変動し，各地で減少傾向にある。

生 存 の 危 機　生息環境が悪化しつつあり，生息地の荒廃および個体数
の減少が懸念される。

特 記 事 項　東京都（絶滅危惧Ⅰ類），千葉県（絶滅危惧Ⅰ類），神奈
川県（絶滅危惧Ⅱ類），埼玉県（準絶滅危惧種），栃木県（準絶滅危惧種）。

執筆者（協力者）　渡辺　健（廣瀬　誠）
文 献　2），6），7），9），10），20），21），23），31），

36），39），40），44），52）

Libellula quadrimaculata asahinai Schmidt

撮影　染谷　保
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昆
虫
類
カ
ワ
ゲ
ラ
目

フライソンアミメカワゲラアミメカワゲラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

トワダカワゲラトワダカワゲラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 幼虫は河川の中・下流域の流れの緩やかな場所に生
息し，河川改修や増水・氾濫などによる影響を非常に受けやすい。生息
地では個体数が少なく，分布も極限されている。

分 布 状 況　本州の東北地方から中部地方に分布。採集が困難な種の
ひとつである。

形態及び生態　成虫の体長は 20㎜前後の中型のカワゲラ類である。頭部
は大きく，橙色の斑紋が特徴的である。河川の中・下流域に生息し，幼
虫は流れの緩い瀬や平瀬で見つかる。幼虫は夏に採集されることはない
が，12 月頃には終令に近い体形の幼虫が採集される。本県における成
虫の出現時期は 3 月初旬頃であり，産卵は 4 月頃と考えられる。詳し
い生態はわかっていない。

近 似 種　日本産は 1 属 1 種であり，成虫は頭部や胸部の斑紋など
に特徴があり，識別は難しくない。幼虫も特徴的な斑紋と腹部体節の特
徴により識別できるが，若齢幼虫は慣れないと難しい。

生 息 地　水戸市（那珂川），友部町（涸沼川），那珂市・常陸大宮市・
大子町（久慈川），水府村（山田川）からの記録があるが，最近の記録
は久慈川のみである。

生 存 の 危 機　本県では，久慈川以外の生息地の状況が不明であるが，
那珂川では採集が困難になっている。久慈川では生息地を数か所確認し
ているが，年によって個体数の変動が大きく，採集できない年もある。
本種は流されやすい性質が見られ，増水や河川改修による影響を受けや
すいと考えられる。

特 記 事 項　長野県では絶滅危惧Ⅰ類，栃木県では絶滅危惧Ⅱ類，埼
玉県では準絶滅危惧種，滋賀県では情報不足種に選定されている。

執筆者（協力者）　岸本　亨
文 献　1），2），6），7），17）

選 定 理 由　①③ トワダカワゲラは東北地方を中心に生息しており，
茨城県は本種の分布のほぼ南限と考えられる。本県における生息地は極
限されているが，林道建設や森林伐採による生息環境の変化で生息数は
減少傾向にある。

分 布 状 況　東北地方全域と茨城，栃木，新潟の各県に分布。
形態及び生態　成虫の体長は約 20 ～ 25㎜。雌雄ともに無翅型。体色

は光沢のある褐色または暗褐色である。頭部には単眼がなく，長い触角
をもつ。胸部背板の前隅角と後隅角は突出しており，この形状は種によっ
て特徴がある。幼虫は山地の水温の低い沢や湧水の礫が堆積したところ
や落葉の下などに生息している。幼虫の腹部第 9 節と 10 節の間には花
環状の気管鰓があり，この形態は他の科と区別するための重要な特徴で
ある。成虫の出現は 10 月頃からで，羽化後約 1ヶ月頃に交尾・産卵する。

近 似 種　本州に生息する同属のミネトワダカワゲラ Scopura 
montana Maruyama に似るが，メスは前胸や亜生殖板の形態，オス
は胸部，肛上板や交尾器の特徴で識別できる。幼虫での識別は難しい。

生 息 地　八溝山地や阿武隈山地の標高約 500m 以上の川や沢，湧
水に生息する。北茨城市，大子町，常陸太田市，高萩市で採集されている。

生 存 の 危 機　本種の生息には安定した水量・低水温，河床環境が維持
される必要がある。県北地域の林道建設や森林伐採は明らかに本種の生
息環境を破壊しており，個体数減少の原因となっている。

特 記 事 項　岩手県，宮城県，栃木県ではレッドデータブックに掲載
されている。2000 年版ではミネトワダカワゲラとされた。

執筆者（協力者）　岸本　亨
文 献　2），3），8），10），11），12），13），14），15），16）

Perlodes frisonanus Kohno

Scopura longa Ueno

撮影　岸本　亨

撮影　佐々木泰弘

撮影　今井初太郎
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シノビアミメカワゲラアミメカワゲラ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 採集個体数も少ないことから，本種の生息地自体が
少ないと考えられるが，調査不足の感もあり，カテゴリーは情報不足と
した。

分 布 状 況　本州と九州に分布。分布記録は非常に少ない。
形態及び生態　成虫の体長は 30㎜前後の大型のカワゲラ類である。体色

は頭部が黒く，胸部から腹部にかけて黒地に黄色の縁取りがある。生息
地は自然がよく残された山麓の渓流で，集落の現れる上流に限られてい
ると考えられている。幼虫も成虫と似た形態的特徴をもつ。成虫は 4
～ 5 月に羽化出現する。詳しい生態はわかっていない。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　常陸太田市里川町，大子町で採集・記録されている。
生 存 の 危 機　極めて生息地が限られており，しかも個体数が少ないた

め，何らかの理由で生息地が破壊されると絶滅するおそれがある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　岸本　亨
文 献　4），5），7），9），17）

Megaperlodes niger Yokoyama et al

撮影　今井初太郎

151



昆
虫
類
ガ
ロ
ア
ム
シ
目

ガロアムシガロアムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 山間部の源流域に生息するが，生息域周辺の岩石移
動や湧水域の植生変化で個体数が減少している。

分 布 状 況　日本固有種で，本州の山間地域に分布。
形態及び生態　成虫は体長 20 ～ 30㎜で，全体に淡褐色～暗褐色。幼虫

は乳白色。体型はやや扁平で翅はない。山間地域の朽木や落葉の下，あ
るいは石の下などの湿潤な環境に潜み，夜行性。新成虫は秋期に現れ，
小昆虫などを補食する。

近 似 種　日本産は 6 種。やや小型で体色が濃く，より高標高地に
はヒメガロアムシG. yuasai Asahina が生息する。

生 息 地　八溝山地，花園山地，筑波山地の標高 400m 以上の林床
の岩石の下や土壌中あるいは渓流の岩石の下などに生息する。

生 存 の 危 機　近年の山間部の砂防ダム工事や林道整備などによって渓
流周辺の岩石や土壌が移動し，生息環境が大きく変化してしまった。

特 記 事 項　直翅目系昆虫の原始的グループで，幼虫は 7 年内外に 7
～ 8 回の不完全変態をし，成虫は雌で約 1 年間は生存する。

執筆者（協力者）　内舩俊樹・大桃定洋
文 献　1），2），3）

Galloisiana nipponensis (Caudell et King)

撮影　佐々木泰弘

152



バ
ッ
タ
目

昆
虫
類

オオクサキリキリギリス科

選 定 理 由　①②③ 生息地が極めて限られており，日本固有種で産地
が遺存的である。

分 布 状 況　本州，九州に局地的に隔離分布する。
形態及び生態　体長（翅端まで）雌雄ともに 40 ～ 50㎜。全身あざやか

な緑色で，前胸背に 2 本の黄色いストライプがある。湖や河川の岸辺
のヨシ原や海岸のチガヤ群落などに生息し，成虫は 7 月下旬から 9 月
頃にかけて夜間草の上に登り，金属的な大きな声でチャキチャキチャキ
などと鳴く。鳴き声にＡ，Ｂ，Ｃ型の 3 通りあり，順にシャー，チャ
キチャキチャキ，ジュワジュワジュワと聴こえる。鳴き声の型が異なっ
ても，ほぼ同所的に生息するので種内変異と考えられる。

近 似 種　クサキリ，ヒメクサキリとよく似ているが，鳴き声が異
なるのと鳴く場所が草の上の方なので区別できる。

生 息 地　県内 12 市町村から生息の記録があるが，高萩市，日立市，
東海村，大洗町，鉾田市（旧旭村），鹿嶋市などはほぼ絶滅した。他の
地区でも激減している。

生 存 の 危 機　海岸やその周辺が開発されつつある。ヨシ原は水質汚濁
などが原因で減少しつつある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　2），3），4），6），22）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

クロツヤコオロギコオロギ科

選 定 理 由　①②③ 茨城県で唯一の記録があった高萩市の生息地では，
20 年以上生息が確認されていない。

分 布 状 況　本州，四国，九州。茨城県が北限。
形態及び生態　体長 18㎜内外。全体漆黒で雌の触角の中ほどが白いが，

雄ではそれがない。畑の土手や山沿いの水田の畦などに穴を掘ってすみ，
7 月頃夕方からキチキチキチと高い声で鳴く。多数発生する場所では群
生する。比較的生息地が多い千葉県での観察では耕作地周辺や希に市街
地付近に生息する例があり，人為的に草地の状態を維持した環境が適し
ているようである。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　高萩市の生息地は山間の水田と畑に挟まれた狭い地区で

ある。過去に取手市からも生息の情報があったが未確認である。
生 存 の 危 機　農薬等の散布による影響が懸念される。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　1），2），3），4），5）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Ruspolia interrupta (Walker)

撮影　井上尚武

Phonarellus ritsemae (Saussure)

撮影　井上尚武
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カスミササキリキリギリス科

選 定 理 由　①②③ 生息地が極めて限られており，個体数が非常に少
ない。また日本固有種で産地が遺存的である。

分 布 状 況　宮城，福島，茨城，千葉，埼玉，新潟各県の一部。
形態及び生態　体長雄 20 ～ 23㎜，雌 21 ～ 24㎜。長翅型の翅端まで

雄 35 ～ 39㎜，雌 37 ～ 42㎜。短翅型と長翅型があり，翅の長さの
差が大きい。短翅型は幼虫のように見える。緑色型と褐色型がある。雌
の産卵器は弓状にそり上がる。雄は弱々しい声でシリリリまたはツルル
ルと鳴く。ヨシ原に生息し，ヨシの茎に産卵する。成虫の発生初期には
灯火に飛来することがある。

近 似 種　オナガササキリの雄に似るが本種はやや大きい。
生 息 地　霞ヶ浦沿岸や利根川流域の一部のヨシ原に生息するが，

個体数は少ない。
生 存 の 危 機　水質汚濁や開発によって広いヨシ原が減少しつつある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　6），7）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

クツワムシクツワムシ科

選 定 理 由　①②③④ 昔からよく知られた鳴く虫だが，過去 20 数年
ほどで生息地が激減しており，現在も減少しつつある。里山の管理も含
めた生息地保全の見通しが立っていない。

分 布 状 況　福島県南部以南の本州，四国，九州，対馬；中国大陸。
形態及び生態　体長は翅端まで雌雄ともに 50 ～ 53㎜。体色は大きく

分けて緑色と褐色の 2 型があり，褐色型は淡褐色型と濃褐色型がある。
人里の雑木林や屋敷林，河川敷のヨシ原などに生息する。成虫は 8 月
中下旬ころから現れ，夜間ガチャガチャと騒がしく鳴くので，かつては

「ガチャガチャ」とか「ハタオリ」などの方言で呼ばれた。ほとんどの
生息地では群生する。

近 似 種　タイワンクツワムシが静岡県以西に分布する。
生 息 地　県内の生息地は 10 数カ所に過ぎない。河川敷以外では

平地～低山地の雑木林の縁に生息する。管理を放棄した雑木林には生息
しないようである。

生 存 の 危 機　農業形態などの変化による里山の管理放棄や都市開発が
さらに進行すると予想される。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　8），9）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Orchelimum kasumigauraense Inoue

撮影　井上尚武

Mecopoda niponensis (de Haan)

撮影　井上尚武
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リュウキュウチビスズ（ヤマトチビスズ）ヒバリモドキ科

選 定 理 由　①②③ 本州では大河川の河口付近や大きな湖のヨシ原に
局地的に生息している。水質汚濁や護岸工事などによってヨシ原が減少
している。

分 布 状 況　本州，南西諸島；スマトラ。
形態及び生態　体長 6 ～ 7.5㎜。マダラスズ位の大きさで，体色は一見

ヤチスズに似ており生息地では混生することが多いが，本種は脚の白色
の斑紋がやや目立つ。大きな湿原のヨシ原の地上に生息する。8 月頃か
ら成虫が出現し，ジーッジーッという地味な声で鳴く。別名ヤマトチビ
スズは本州に生息する年一化性の個体群を指すが，南西諸島の個体（多
化性）との交雑実験によると正常に子孫が継続して生まれるので遺伝的
には同種とされる。

近 似 種　ヤチスズに似るが，本種はやや小型で脚などの白い斑紋
がヤチスズより目立つ。

生 息 地　鉾田市，行方市，潮来市の北浦沿岸，土浦市，稲敷市な
どの霞ヶ浦沿岸，利根川下流域の河川敷のヨシ原に生息する。

生 存 の 危 機　水質汚濁や湖の護岸工事によるヨシ原の減少，河川敷の
利用のための改変などによって減少している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　6），10），11），12），13）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

ハマスズヒバリモドキ科

選 定 理 由　①②③ 自然度の高い海岸が砂浜の減少や開発によって減
少し，生息地が激減している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，奄美大島；ウスリー，モンゴル，
中国，ビルマ，インド，スリランカ。

形態及び生態　体長 7 ～ 8㎜。灰白色の地に褐色のまだらがある。生息
地の砂浜に合わせた体色をしている。主に自然度の高い海岸の，まばら
に草の混じった砂浜に特異的に生息する。希に内陸の河川敷の砂地でも
見つかる。8 月ころより成虫が出現し夜間ジー，ジーと鳴くが，時々チョ
ンチョンという音が入る。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　県内では自然度の高い海浜に生息するが，東海村および

ひたちなか市の海岸は大規模開発で激減した。鹿嶋市では駐車場などに
改変され生息地が破壊された。

生 存 の 危 機　海岸の大規模開発や，クロマツの植林，砂浜自体の後退
によって減少している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　3） 茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Pteronemobius sulfurariae Chopard

撮影　井上尚武

Dianemobius csikii (Bolivar)

撮影　井上尚武
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カワラバッタバッタ科

選 定 理 由　①②③ 茨城県では生息に適した環境が少なく，個体数が
非常に少ない。年によって発生を確認できないことがある。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州
形態及び生態　体長（翅端まで）雄 25 ～ 30㎜，雌 40 ～ 43㎜。体色

は灰青色で，河原の石の色と似ている。翅は長く，後肢が短い。後翅中
央部に褐色の半円帯があり，その内側はあざやかな青色。石のごろごろ
した中流域の河原に生息し，日中はよく飛ぶ。成虫は 7 ～ 9 月に現れる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　県内の一部の河川中流域の河原に生息する。戦前に採集

記録があったが，2004 年に再発見された。その後も採集されたが，
2014 年の調査では発見できなかった。

生 存 の 危 機　何らかの原因で生息地に外来種の雑草がはびこると，生
息に不適となる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　8），14），15），16）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ヤマトマダラバッタバッタ科

選 定 理 由　①②③ 砂丘を伴う自然度の高い海岸が，大規模開発や浸
食，砂の供給の減少などにより減少している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州；韓国。
形態及び生態　体長（翅端まで）雄 30㎜前後，雌 30 ～ 35㎜。体は黄

褐色で暗褐色の細かい点を散布する。砂浜の砂の模様にカモフラージュ
している。成虫は 8 月頃から出現する。草のまばらな自然度の高い海
浜に生息する。海岸で近くの草原の方へ追い立てても，必ず砂浜に飛ん
で戻る。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　東海村からひたちなか市の海岸は大規模開発で激減した。
生 存 の 危 機　近年，海岸の開発や浸食作用により生息地が減少しつつ

ある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　3）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Eusphingonotus japonicus (Saussure)

Epacromius japonicus (Shiraki)

撮影　井上尚武

撮影　井上尚武
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コガタコオロギコオロギ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 茨城県では生息地が少なく，常陸那珂港のような開
発によって生息地が減少しつつある。

分 布 状 況　本州，四国，九州，対馬，南西諸島。国外では台湾にも
分布する。

形態及び生態　体長雄雌とも 15 ～ 16㎜。ツヅレサセコオロギによく似
ているが前翅が短い。また成虫の出現時期が本種は初夏なので重ならな
い。雌の産卵器は短い。幼虫で越冬する。乾いた芝地や草原に生息し，
雄は間隔をおいてビーッと一声ずつ鳴くが地味な声なので一般に気づか
れにくい。

近 似 種　ツヅレサセコオロギとは成虫の出現時期と鳴き声で区別
できる。

生 息 地　ひたちなか市などから記録がある。いずれも乾いた芝地
や草地に生息し個体数は少ない。

生 存 の 危 機　生息地は開発に適した所が多く，工業団地や宅地などに
改変されつつある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　3），8）

マツムシマツムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 開発に適した環境と重なる地区が多く地域個体群の
絶滅の恐れがある。

分 布 状 況　本州，四国，九州，伊豆大島。国外では韓国，中国にも
分布する。

形態及び生態　体長雌雄とも 22㎜前後。体色が枯れ草に似ている。古
くからチンチロリンと聴きなしされて知られているが，実際はピッピリ
ピッと聞こえる。本県では海岸付近の乾いた草原を中心に生息し，8 月
中旬頃から成虫が出現する。群生する傾向がある。希に内陸のグラウン
ドの縁や工場敷地の草地に生息することがある。雌は枯れ草の茎などに
産卵する。

近 似 種　オキナワマツムシが南西諸島や台湾に生息し，本種とは
亜種レベルで異なるとされる。

生 息 地　福島県浜通り地方が北限とされるが詳しい産地の記録は
ない。確実な産地は高萩市以南で，海岸付近を中心に生息地がある。希
に内陸にも生息地が見つかることがある。

生 存 の 危 機　生息地が開発によって改変される。
特 記 事 項　太平洋側の北限確定のためには，福島県の調査が必要で

ある。
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　7），17）

Velarifictorus ornatus (Shiraki)

撮影　井上尚武

Xenogryllus marmoratus (de Haan)

撮影　井上尚武
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カヤコオロギマツムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 海岸付近に生息地が見られるが非常に限られ，生
息範囲も狭い。牧草地の生息地では管理が放棄され生息地が失われる恐
れがある。

分 布 状 況　本州，伊豆諸島，四国，九州。国外では朝鮮半島にも分
布する。

形態及び生態　体長雄雌とも 9 ～ 11㎜。産卵器の長さ 10㎜。黄色い体
で後頭から前翅にかけ背面に太い黒褐色条がある。はねが短く雌雄とも
鳴かない。明るい松林やチガヤなどの乾いた草地，希に牧草地にもすみ，
群生する傾向がある。年 1 化で成虫は秋に出現する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　本県からは常陸太田市，東海村，ひたちなか市など 4 カ

所しか記録がない。主に海岸付近の草地に生息する。
生 存 の 危 機　開発の危機にさらされている。一部の生息地は採草地な

ので，保護について農家の理解を得る必要がある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　3），18）

ナギサスズ（ウミコオロギ）ヒバリモドキ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 砂浜の多い本県では生息に適した環境が少ない。
分 布 状 況　北海道，本州，四国，国後島，佐渡島，伊豆諸島，対馬，

奄美大島。国外では韓国にも分布する。
形態及び生態　体長雌雄とも 10㎜前後。翅が退化して鳴かない。海岸の

潮間帯に適応した種で，石のごろごろした磯や海岸の消波ブロックの隙
間に波を避けるように群生する。夜行性で魚介類の死体に集まる。

近 似 種　体にうすい紋があるウスモンナギサスズに似るが，本種
にはないので区別できる。

生 息 地　ひたちなか市の海岸から生息地が見つかっている。
生 存 の 危 機　生息地が少なく，また生息範囲が狭い。一部は開発の危

機にさらされている。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　3），19）

Euscyrtus japonicus Shiraki

撮影　井上尚武

Caconemobius sazanami (Furukawa)

撮影　井上尚武
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ショウリョウバッタモドキバッタ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 宅地造成地などに生息する例もあるが，海岸付近の
チガヤ群落のような本来の生息地が開発によって減少している。

分 布 状 況　本州，四国，九州，伊豆諸島，南西諸島。国外では中国，台湾，
東南アジアに分布する。

形態及び生態　体長（翅端まで）雄 27 ～ 35㎜，雌 45 ～ 57㎜。淡緑
色と褐色の2型がある。背面は淡紅色で直線状。頭頂が尖り，全体細長い。
主にチガヤの優占する草原にすみ草の茎にとまっている。人が近づくと
反対側に回って隠れる性質がある。成虫の出現初期にあたる8月頃には，
希に灯火に飛来することがある。

近 似 種　ショウリョウバッタは大型で雄は飛ぶときキチキチキチ
という音を出すが本種は出さない。

生 息 地　県内数カ所から記録があるが，東海村やひたちなか市で
は大規模開発によって激減した。

生 存 の 危 機　比較的自然度の高い草地が減少しつつある。草原という
遷移の初期の段階が維持されないと生息できない。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　3）

セグロイナゴバッタ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 海岸付近のシバ草地に局地的に生息していたが開
発により絶滅した。神栖市の生息地も一時的に偶然繁殖した可能性が高
い。

分 布 状 況　本州から九州までの各地に分布。国外では朝鮮，中国に
も分布する。

形態及び生態　体長（翅端まで）雄 35㎜前後，雌 36 ～ 40㎜。体は褐
色で前胸の背面が濃褐色。幼虫，成虫ともに複眼に縦縞の模様がある。
シバやチガヤなどの優占する草原に生息する。植物群落の遷移でいうと
初期の段階の植生に限って生息する。毎年火入れを行って草原の状態を
維持している山口県秋吉台のような環境に群生する。馬や牛などの家畜
を利用しない農業への転換や，かやぶき屋根の農家の減少とともに生息
地が減少したと考えられる。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　東海村からひたちなか市にまたがる海岸付近の生息地が

大規模開発によって消滅した。他に県内では神栖市など一部しか生息の
記録がない。

生 存 の 危 機　生息地が開発される可能性が高い。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　7），20）

Gonista bicolor (de Haan)

撮影　井上尚武

Shirakiacris shirakii (Bolivar)

撮影　井上尚武
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イナゴモドキバッタ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 東北地方などの山間部では生息地が比較的多いが本
県では一部に限られる。家畜用の牧草地は通常農薬を使用しないため生
息できると考えられ，牧畜との関わりで分布を広げる例として貴重であ
る。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，奥尻島，佐渡島，壱岐，対馬。
国外では旧北区全域に広く分布する。

形態及び生態　体長（翅端まで）雄 25 ～ 27㎜，雌 25 ～ 30㎜。体色
は黄緑色，黄褐色，褐色の 3 型がある。イナゴ類に似るが前胸背部の
黒い帯が前翅までつながる。山間部の湿地や草原にすむ。しばしば牧草
地にも進出する。年 1 化で 6 ～ 8 月に見られる。関東平野でも牧草地
に生息する例があり，牛馬の飼育が盛んだった時代には分布が広かった
と考えられる。

近 似 種　ハネナガイナゴに似るが，本種はあまり飛ばず水田には
生息しない。

生 息 地　本県では北茨城市の一部に生息する。生息範囲は牧草地
にまたがっている。

生 存 の 危 機　県北山間地帯の牧草地が，農薬の使用を控えるなど適度
に維持管理される必要がある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　12），21）

Mecostethus parapleurus (Hagenbach)

撮影　井上尚武
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ウスバカマキリカマキリ科

選 定 理 由　①②③ もともと生息地が少なかったが，開発で激減もし
くは絶滅した。近県の状況から見て，県内の他の地域にまだ生息の可能
性が残されている。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，南西諸島；ユーラシア大陸。
形態及び生態　体長 47 ～ 65㎜。体色は淡緑色または褐色。前脚の基節

の内側に黒い斑紋がある。翅はやや透明で後翅は無紋。河原や荒れ地の
ような比較的乾いた草原に生息し，年 1 化で成虫は 8 月頃から秋に発
生する。

近 似 種　コカマキリに似るが本種はより大きく，前脚の腿節に黒，
白，紫の斑紋をもつので区別できる。

生 息 地　かつては旧水戸射爆場跡地に生息していたが，大規模開
発で近年生息が確認できない。県内からは他にも生息情報を得ているが
詳細は未確認である。

生 存 の 危 機　自然度の高い生息地が減少しつつある。ペットや売買目
的で捕獲される例がネット上に公開されている。

特 記 事 項　ネットオークションなどによる売買を規制する必要があ
る。

執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　1），2）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

Mantis religiosa Linnaeus

撮影　井上尚武
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ババアメンボアメンボ科

選 定 理 由　①②③ 生息環境の悪化とともに，都市化等による生息環
境の消滅など，個体数が激減している。

分 布 状 況　北海道，本州，ロシア極東部。
形態及び生態　体長 7 ～ 9㎜。小型で，体形はやや丸味を帯びる。全体

に黒色だが，とくに，前腿節は基部を除き黒色で，胸部背面，後葉部側
面には青色毛が見られる。水生植物の豊かな湖沼に生息する。

近 似 種　ヒメアメンボに似るが，体形や体色，青色毛の有無など
で区別は容易である。

生 息 地　水生植物が繁茂する，自然度の高い止水域に生息する。
県内数か所の湖沼から記録がある。

生 存 の 危 機　湖沼の水質の悪化や都市化による湖沼の消滅といった問
題に加え，湖沼周辺の森林の乾燥化に伴っての水域の減少，水位の低下
といった新たな問題が生じている。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘（櫻井　浩・柳田紀行）
文 献　2），6）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ホッケミズムシミズムシ科

選 定 理 由　①②③ 全国的に減少傾向が著しく，近年，関東地方から
の記録はほとんどない。県内で安定した産地は 1 か所のみである。水
質悪化や，天敵となる肉食性魚類等の侵入によって容易に絶滅する恐れ
がある。

分 布 状 況　本州（山形県以南），四国，九州。
形態及び生態　大型のミズムシで，体長約 10㎜。前胸背板着色部には黒

色横帯がおよそ 8 ～ 9 本ある。♂の前脚フ節は台形に近く，内側のペ
グ列は全長にわたってみられる。水質良好な池沼に生息し，主に藻類な
どから吸汁する。幼虫は春に出現し，成虫で越冬する。

近 似 種　本州北部に基亜種のミズムシH. distanti，近畿以西にナ
ガミズムシH. mandshurica とオオミズムシH. kolthoffi がいるが，
分布が異なるほか，♂の前脚跗節等の形状によって識別できる。

生 息 地　牛久市と常陸太田市から記録がある。牛久市の記録には，
「水田や池，水路に普通で，時に誘殺灯に極めて多数が誘殺されること
がある」と記述されているが，その後は全く確認されていない。

生 存 の 危 機　水質悪化に敏感なことに加え，水中を活発に遊泳するこ
とから，ブラックバス等肉食性魚類の標的になりやすい。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　柳田紀行
文 献　1），2），4），10）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Gerris babai Miyamoto

Hesperocorixa distanti hokkensis (Matsumura)

撮影　成田行弘

撮影　成田行弘
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アズキヘリカメムシヘリカメムシ科

選 定 理 由　①②③ 本種の全国的な分布状況から，本県が北限と考え
られ，本県の自然環境を語る上での指標となりうる貴重な種である。

分 布 状 況　本州，四国，九州，南西諸島，台湾。
形態及び生態　体長 13 ～ 15㎜。黄褐色で細長い体形。結合板の各節に

は黒紋を持つ。全国的には，その名のとおり，アズキやダイズの害虫と
して知られる。

近 似 種　ハラビロヘリカメムシやホシハラビロヘリカメムシに似
るが，胸部と腹部がほぼ等長であることから区別は容易である。

生 息 地　本県では，県北の山間部から記録されている。マメ科の
自生植物を食草としているものと思われるがよくわかっていない。

生 存 の 危 機　県北部の多様な草原的環境の消滅により，本種の生息が
危ぶまれる状況にある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ヘリカメムシヘリカメムシ科

選 定 理 由　①②③ 本県での生息が極めて限られているうえ，本県の
昆虫相が形成された過程を検証するうえで貴重な種である。

分 布 状 況　北海道，本州（北部・中部山岳），ロシア極東部。
形態及び生態　体長 12 ～ 16㎜。褐色地に黒色の点刻がある。結合版は

半翅鞘前縁より外方に顕著に広がり，各節の中央部は赤褐色となる。草
原のキク科やバラ科の植物上で見られる。

近 似 種　顕著な結合板の張り出しから，近似種はいない。
生 息 地　本県では，県北部の標高 780m の湿性草原から 1 例が

記録されている。
生 存 の 危 機　本県，高標高地域での湿性草原の減少により絶滅のおそ

れが高い。
特 記 事 項　氷河期時代の遺存種の可能性が高く，本県の昆虫相が形

成された過程を検証するうえで貴重な種である。
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Homoeocerus marginiventris Dohrn

Coreus marginatus orientalis Kiritschenko

撮影　成田行弘

撮影　成田行弘
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イシハラカメムシカメムシ科

選 定 理 由　①②③ 県内での生息地が極めて限られているうえ，この
数年は観察例がなく，絶滅が強く危惧されている。

分 布 状 況　北海道，本州，四国。
形態及び生態　体長 10㎜内外。やや卵形で，体色はオリーブ色を帯びた

褐色。触角は第 1 節を除き黒色。ミツバウツギ科のミツバウツギを寄
主植物とする。

近 似 種　体形と体色から他種との区別は容易である。
生 息 地　本県からは，城里町の山間地から記録されている。寄主

植物以外では本種を見る機会はほとんどないことから，ミツバウツギに
強く依存する生態であることがうかがえる。

生 存 の 危 機　寄主植物は，山間の渓流沿いに生育するが，本種生息地
では，その枯死や衰弱が顕著であることから，本種の生存が危ぶまれる
状況にある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

フタテンカメムシカメムシ科

選 定 理 由　①②③ 現在の生息地は，極めて限定された砂地に生息し，
開発や，潮流の変化などによって，容易に生息環境が変化する状況にあ
る。本県を代表する貴重な海浜性昆虫と位置づけられる。

分 布 状 況　本州，四国，九州，屋久島。
形態及び生態　体長 11 ～ 14㎜。褐色の地に黒い点刻がある。小楯板の

上辺両端に 1 つずつ白紋をもつためこの名がある。海浜部のイネ科植
物の根際で生活するとされる。

近 似 種　「フタテン」という和名からは，イメージし難いが，体形
と白紋から同定は可能である。

生 息 地　本県では，ひたちなか市の海浜部から確認されている。
食草は，砂地のイネ科植物であると思われるが，個体数も極めて少なく，
その解明には至っていない。

生 存 の 危 機　ごく狭い極限的な環境に生息しており，わずかな環境の
変化が絶滅に結びつく可能性が極めて高い。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Chalazonotum ishiharai (Linnavuori)

Laprius gastricus (Thunberg)

撮影　成田行弘

撮影　成田行弘

164



カ
メ
ム
シ
目

昆
虫
類

ミヤケミズムシミズムシ科

選 定 理 由　①②③ 全国的に減少傾向にあり，記録が少ない。県内で
安定した産地は 2 か所のみである。水質悪化や，天敵となる肉食性魚
類等の侵入によって既存の産地が消滅すれば，県内での生息基盤は極め
て脆弱なものとなる。

分 布 状 況　本州，四国，九州。国外では台湾，中国。
形態及び生態　体長約 8 ～ 9㎜。県内では，ホッケミズムシに次いで大

型のミズムシである。前胸背板着色部には太い黒色横帯が 6 ～ 8 本あ
る。♂の前脚フ節には，端半部のみペグ列がみられる。池沼や流れの緩
やかな水路などに生息し，主に藻類などから吸汁する。幼虫は春に出現
し，成虫は水中で越冬する。局地多産の傾向がある。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　灯火に飛来するなど，県内各地で散発的な確認例がある

ものの，安定した産地は，常陸太田市と東茨城郡城里町の 2 か所のみ
である。

生 存 の 危 機　水質悪化に敏感なことに加え，水中を活発に遊泳するこ
とから，ブラックバス等肉食性魚類の標的になりやすい。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　柳田紀行
文 献　10）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

エサキアメンボアメンボ科

選 定 理 由　①②③ 水生植物が繁茂する，自然度の高い湖沼環境の減
少とともに個体数が減少している。水質の悪化や乾燥化による湖沼への
水の供給量の減少などが原因と考えられる。

分 布 状 況　本州，九州。
形態及び生態　体長 7 ～ 10㎜。体の側面には金色の微毛が顕著で，体

形が細身であることも加わりエレガントな感じのアメンボである。また，
本属のアメンボ類は，4 節からなる触角は，先端の第 4 節が最長である。
自然度が高い，水生植物の豊かな止水域に生息し，開放水面に出ること
は少なく，植物間で生活する。

近 似 種　ヒメアメンボやババアメンボに似るが，本属の特徴でも
ある，触角第 4 節の長さで容易に区別される。

生 息 地　県内からは，生息地として数ケ所が知られるが，常陸太
田市，ひたちなか市の生息地などでは，近年，その姿が確認されていない。

生 存 の 危 機　水質の悪化や開発による湖沼環境の消滅，水生植物の減
少などにより，本種の絶滅が危惧される状況にある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘（櫻井　浩・柳田紀行）
文 献　2），6） 茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Xenocorixa vittipennis (Horváth)

Limnoporus esakii Miyamoto

撮影　成田行弘

撮影　成田行弘
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コエゾゼミセミ科

選 定 理 由　①②③ 八溝山の山頂部に極限的に生息し，鳴き声などの
観察からも個体数が多いとは言えない。ブナ林の減少などにより容易に
姿を消すことが予想される。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，サハリン，千島列島，シベリア。
形態及び生態　体長 31 ～ 35㎜。体は黒色で黄褐色の斑紋がある。前胸

背板後縁の黄褐色の横帯は，両端で外方の黒紋で分断される。オスの腹
弁は後方に長く伸び，腹節第 4 腹板に達する。北海道や東北地方では
平地や低山地に生息するが，本県では，標高およそ 900m 以上の高地
に限って生息する。

近 似 種　エゾゼミ，アカエゾゼミに似るが，本種は，小型である
ことや胸部の黄褐色の紋様などで区別される。

生 息 地　本県の最高峰である八溝山の山頂付近のブナ林に限って
生息する。近似の 2 種のセミ類より高所に生息する。

生 存 の 危 機　限られた地域での少数の発生であり，わずかな森林環境
の変化によって生息が脅かされる状況にある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2），8） 茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

アカエゾゼミセミ科

選 定 理 由　①②③ 県内の各発生地においては，本種の鳴き声を聴く
頻度は明らかに減少しており，限られた地域での発生であることから，
急激に減少するおそれがある。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，朝鮮半島，中国。
形態及び生態　体長 38 ～ 43㎜。体も翅も赤みを帯びる。オスの腹弁は

短く円形型で，その末端は腹節第 3 腹板に達しない。北海道や東北地
方では平地に棲むが，本県では，標高およそ 600m 以上に生息する。

近 似 種　エゾゼミ，コエゾゼミに似るが，本種は赤味を帯びるこ
とや腹弁の形状から区別は容易である。

生 息 地　八溝山塊，阿武隈山地，筑波山塊などの標高 600m に局
所的に生息する。ブナ，ミズナラなどの落葉広葉樹の林に見られるが，
広葉樹の伐採等による森林環境の悪化により個体数が減少している。

生 存 の 危 機　自然度の高い地域での広葉樹林の減少により，本種の生
息が脅かされる状況にある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2），8）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Tibicen bihamatus (Motschulsky)

Tibicen flammatus (Distant)

撮影　佐々木泰弘

撮影　佐々木泰弘
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ヒウラカメムシカメムシ科

選 定 理 由　①②③ 全国的にも限られた分布を示す種であり，本県は
南限となっている。生息地は，自然環境からも人為的環境からも不安定
な位置づけにあることから，本種の生息が危惧される状況にある。

分 布 状 況　本州。極東ロシア，中国。
形態及び生態　体長 7 ～ 8.5㎜。光沢のある黄褐色の地に黒い点刻を密

に散布する。頭部中葉は側葉より短い。イネ科植物を食草とし，イネの
穂を吸収して斑点米を発生させるなど，イネの害虫としての顔を持つが，
本県では稀な種である。

近 似 種　頭部中葉が側葉より短いことは，形態上の大きな特徴で
ある。特徴的な姿をしており，近似種はいない。

生 息 地　県南地域の利根川流域や湖沼の湖岸等に生息すると思わ
れるが，確実な報告は限られる。生息地が護岸などの工事により消失す
ることにより，本種の発生が危ぶまれる状況にある。

生 存 の 危 機　生息地の水環境の変化や人為的な土地の改修等により，
生息が危ぶまれる状況にある。

特 記 事 項　本種の生息地が青森県，福島県（いずれも海浜部），本県
という特異な分布は，本県の昆虫相が形成されてきた過程を考えるう
えで貴重な情報を提供している。なお，本県からの確実な記録は，林

（1990）のみである。
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　3）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ハリサシガメサシガメ科

選 定 理 由　①②③ 本県のさまざまな自然の姿のなかで，草原的な荒
地という存在は消えつつある。本種の存在自体が稀な種であるが，限ら
れた生息環境の減少により，個体数の減少が懸念される。

分 布 状 況　本州，四国，九州，朝鮮半島，中国，ミャンマー，インド。
形態及び生態　体長 14.5 ～ 16㎜。前胸背板側角はトゲ状に突出し，後

葉には 4 つの淡黄褐色の紋が並ぶ。また，革質部に黒褐色の地に乳白
色の縦紋があり，特徴となっている。捕食したアリやゴミを背負うとい
う特徴ある生態を示す。

近 似 種　サシガメ類の中でも，形態，配色ともに特徴的であり，
近似種はいない。

生 息 地　ひたちなか市の海浜部に近い荒れた草原的環境から記録
されている。ピットホールトラップに落下した個体を得ていることから
も，砂地状の荒地を徘徊している姿が推察される。

生 存 の 危 機　わずかな生息環境の消失は，本種の生存に直結するもの
で，生息環境の変化により本種の生息が危ぶまれる状況にある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2） 茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Holcostethus breviceps (Horvath)

Acanthaspis cincticrus Stal

撮影　成田行弘

撮影　成田行弘
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ハネナシアメンボアメンボ科

選 定 理 由　①②③ 浮葉をはじめとする水生植物が豊かに生育する湖
沼には，本種が生息する可能性が高いが，こうした場所の多くは「ため
池」であることが多く，安定した環境とは言い難い。こうした環境の消
失，水質の悪化により，容易に絶滅，あるいは，個体数が激減するおそ
れがある。

分 布 状 況　北海道，本州，九州，台湾，中国。
形態及び生態　体長 6.5 ～ 10㎜
近 似 種　全体にがっしりした体形や結合板の後端が鋭いトゲ状に

なることなどで区別は容易である。
生 息 地　自然度が高く水生植物，特に浮葉が生育する湖沼に限っ

て生息する。県北部から県央部にかけては，いくつかの湖沼で姿を見る
ことができる。発生地においては，個体数は少なくない。

生 存 の 危 機　水質の悪化，水域の開発による水生植物群落の消滅等に
より，容易に個体数が減少することが考えられる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2），6）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

コオイムシコオイムシ科

選 定 理 由　①②③ 自然度の高い湖沼，ため池の減少により，個体数
が減少している。環境的に優れているように思われるため池等であって
も，水量を調節するなどの管理により，本種が生息しにくい環境になっ
ていると思われる。

分 布 状 況　本州，四国，九州，ロシア極東部，朝鮮半島，中国。
形態及び生態　体長 17 ～ 20㎜。体色は，黄褐色から暗褐色で個体差が

ある。前脚の腿節は太く，脛節はかぎ状に曲がる。水中の植物などに体
を固定して獲物を待ち，捕えて体液を吸う。水中を活発に泳ぎ回る姿は，
同様の生態を示すタガメ，ミズカマキリ，オオコオイムシなどとは異な
る。

近 似 種　オオコオイムシに比べてより小型であること，体色の光
沢が弱いことなどがあげられる。一般に，オオコオイムシが休耕田や湿
地などに生息するのに対し，本種はより水量が多いため池や湖沼で見る
ことが多い。

生 息 地　水量の安定した，水生植物が生育するため池や湖沼に生
息する。県内からは，比較的多くの生息地を見聞するが，いずれも，個
体数が少ないか，あるいは，かつての生息地であることが多い。

生 存 の 危 機　水質や水辺環境の悪化，水位の低下等により，本種の個
体数は著しく減少している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘（柳田紀行）
文 献　2），9）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Gerris nepalensis Distant

撮影　成田行弘

Diplonychus japonicas Vuillefroy

撮影　佐々木泰弘
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シモフリクチブトカメムシカメムシ科

選 定 理 由　①②③ 本種は稀な種であるが，この種が安定的に生息す
るためには餌となる各種の鱗翅類が生息できることが条件となる。鱗翅
類の食草，食樹を育む森林の乾燥化，伐採等が進むことにより，本種の
生息も脅かされる。

分 布 状 況　本州，四国，九州。
形態及び生態　体長 11 ～ 17㎜。淡褐色地に黒色系の不定形の斑紋があ

る。前胸背測角の先端は鋭角をなすが，トゲ状とはならない。鱗翅類幼
虫を捕食する。

近 似 種　キュウシュウクチブトカメムシに似るが，本種とは異な
り，前胸背測角がより尖り，後縁に突起があることで区別される。

生 息 地　城里町から越冬中の個体が記録されている。この地は，
各種の常緑・落葉広葉樹が茂る地域で，多くの昆虫を育んでいる地域と
いえる。

生 存 の 危 機　特定の植物や動物を食物としない本種にとって，これら
を育む自然環境全体をセットとして保全することが，生存を継続させる
ために必要である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ヨツボシカメムシカメムシ科

選 定 理 由　①②③ 山間地の野生のマメ科植物の生育環境の悪化によ
り，本種の個体数が減少していると考えられる。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，シベリア東部，朝鮮半島，中国。
形態及び生態　体長 12 ～ 14㎜。緑色を帯びた灰褐色。前胸背板の前縁

に 4 つの白い紋があることが和名の由来であるが，紋が不明瞭な個体
も見られる。また，側角は丸味を帯びながら斜め前方に突出し，特徴的
である。

近 似 種　前胸背の形状は独特であり，近似種はいない。
生 息 地　県北の山間地の草原的な環境において，稀に記録される。

自生するマメ科植物を食草とする。
生 存 の 危 機　山間地のマメ科植物が生育する環境の減少によって，本

種の生息が危ぶまれる状況にある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Eocanthecona japonicola (Esaki et Ishihara)

撮影　成田行弘

Homalogonia obtuse (Walker)

撮影　成田行弘
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フトハサミツノカメムシツノカメムシ科

選 定 理 由　①②③ 森林の乾燥化や伐採等によって，本種の生息域が
制限され，個体数のさらに減少するおそれがある。

分 布 状 況　本州，四国，九州，朝鮮半島，中国，シベリア東部。
形態及び生態　体長 17 ～ 18㎜。緑色で，前胸背側角の先端は，多少黒

ずむ。オスの生殖節の突起が太いことからこの名があるが，雌雄とも，
前胸背板の後縁部に，歯状突起がある。サクラ類など，バラ科植物を寄
主植物とする。

近 似 種　ツノアカツノカメムシ，セアカツノカメムシなど大型の
ツノカメムシ類が知られるが，前胸背板の歯状突起で区別は容易である。

生 息 地　県北山地の広葉樹上から記録されているが，記録は 2 例
にとどまる。

生 存 の 危 機　
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ヒメハルゼミセミ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 本種の寄主植物は，シイ，カシ類に限定されるうえ，
極めて狭い地域での発生であるため，樹木の老化や周辺環境の変により，
急激に個体数が減少するおそれがある。

分 布 状 況　茨城，新潟以西の本州，四国，九州および沖縄本島と周
辺の諸島。

形態及び生態　体長，オス 23 ～ 30㎜。メス，25 ～ 27㎜。小型の細
長いセミで緑色の地に，黒と暗褐色の斑紋が混じる。シイ・カシの林で
6 ～ 8 月に発生する。ミンミンゼミに近い鳴き声だが，合唱性がある
ため，林全体が鳴いているような感じを覚える。

近 似 種　ハルゼミ，ヒグラシ等とは，大きさや生息環境が異なる
ことから容易に区別される。

生 息 地　笠間市と石岡市（旧八郷町）に生息している。いずれの
発生地も極めて狭いエリアであり，とくに，笠間市の発生地は，シイの
木の老化や周辺環境の変化から発生数が減少している。

生 存 の 危 機　農薬の空中散布，寄主植物の老化，発生地周辺の森林の
開発等により，個体数が減少するおそれがある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2），8）

Acanthosoma crassicaudum Jakovlev

撮影　成田行弘

Euterpnosia chibensis Matsumura

撮影　小菅次男
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ハルゼミセミ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

タガメコオイムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

選 定 理 由　①②③ 本県南西部のマツ林に見られるが，開発やマツ枯
れによるマツ林の消滅，マツ枯れ防止剤の空中散布等で生息地や発生個
体数の減少がみられる。

分 布 状 況　本州，四国，九州。国外では中国に分布する。
形態及び生態　オスは大型で細長く体長 27 ～ 32㎜。メスは小型で体長

23 ～ 26㎜で産卵管が裸出する。翅は無色透明，平地～低山地のマツ
林に生息し，4 月下旬～ 6 月下旬に発生し，ムゼームゼー・・ギーギー
ギーと鳴き，晴天時には断続的に合唱する。

近 似 種　近縁のエゾハルゼミは標高およそ 600m 以上に生息する
こと，発生時期が 6 月中旬～ 7 月下旬であること，鳴き声が明らかに
異なることなどから，区別は容易である。

生 息 地　県南西部の平地から山麓にかけてのマツ林に局所的に生
息し，県中央部以北の記録は極めて稀である。

生 存 の 危 機　開発やマツ枯れによるマツ林の消滅，マツ枯れ防止剤の
空中散布の影響により生息地が消滅し，発生個体数の減少がみられる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘（小菅次男）
文 献　2），8）

選 定 理 由　①②③ 農薬の普及から全国的に個体数が激減した種類で
ある。大型の肉食昆虫であるため，水質の悪化した時代においては，餌
の確保も難しかったであろうことがうかがえる。農薬の改良等により，
生息環境の改善がみられるものの，安定した発生が見られる状況には
至っていない。

分 布 状 況　本州，四国，九州，対馬，沖縄。国外ではロシア極東部，台湾，
朝鮮半島，中国，インドにも分布する。

形態及び生態　体長 48 ～ 65㎜。水草などに体を固定し，尾端を水面に
出した姿で獲物を待つ。強大な捕獲脚で小魚や昆虫を捕え，体液を吸う。
灯火によく飛来するが，飛翔する姿はまさにセミの仲間を思わせる。

近 似 種　大型で強大な前脚を持つことから，コオイムシやタイコ
ウチとは明らかに区別される。

生 息 地　水草の豊かな止水域～流れの緩やかな小河川に生息する。
県内の限られた地域に生息し，個体数は多くない。

生 存 の 危 機　水質や水辺環境の悪化，水位の低下などの要因により，
容易に個体数が減少するおそれがある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘（柳田紀行）
文 献　2），9）

Terpnosia vacua (Oliver)

Lethocerus deyrollei (Vuillefroy)

撮影　小菅次男

撮影　成田行弘
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ヒメマダラナガカメムシナガカメムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ベニモンマキバサシガメマキバサシガメ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 海岸部のハマヒルガオを寄主植物としているが，
この砂浜に生育する植物の勢いは，決して「旺盛」といえるものではな
いように思われる。寄主植物の消滅や砂浜の減少によって，容易に絶滅
や個体数の減少といった状況が考えられる。

分 布 状 況　本州，四国，九州，南西諸島。国外では台湾，東南アジア，
太平洋諸島に分布する。

形態及び生態　体長 8㎜内外。体は黒色で，前翅は橙赤色の地に黒の斑
紋があり，この黒紋の様子から，和名が名付けられている。この黒紋の
変化はさまざまであるが，本県産の個体としては，比較的安定している
といえる。本県の海浜部のハマヒルガオを寄主植物として生息している。

近 似 種　ジュウジナガカメムシや本県からは確認されていないコ
マダラナガカメムシに似るが，背面の文様や成虫の寄主植物を観察する
ことで区別は容易である。

生 息 地　日立市をはじめ，県内数ヶ所の海浜部から記録された。
本種は寄主植物であるハマヒルガオに強く依存し，あまり植物から離れ
ることはない生態のように思われる。県内の海岸部にはハマヒルガオの
自生地が各所に点在するため，本種の生息地はさらに増える可能性はあ
る。

生 存 の 危 機　潮流の変化や開発による砂浜の減少は，本種の寄主植物
であるハマヒルガオの絶滅や減少につながるが，このことは，本種の生
息に致命的な影響を与えることになる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘（櫻井　浩）
文 献　未発表

選 定 理 由　①②③ 生息地域である，県北部の山地一帯の広葉樹林帯
の減少と乾燥化により，本種の生息が懸念される状況にある。

分 布 状 況　本州，九州。国外では朝鮮半島にも分布する。
形態及び生態　体長 11.5 ～ 13㎜。体は，成熟後も羽化直後のように脆

弱な印象で，淡黄緑色の地に紅色の斑紋を持つ。広葉樹の樹上で小昆虫
などを捕食する。

近 似 種　近似種のアカマキバサシガメは全体に赤味を帯びること，
複眼後方に横溝を欠くことなどで区別される。

生 息 地　県北山地の標高およそ 600 メートル以上の広葉樹から記
録されている。

生 存 の 危 機　広葉樹林の減少，森林の乾燥化により，本種の個体数が
減少するおそれがある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

Graptostethus servus (Fabricius)

Gorpis japonicus Kerzhner

撮影　成田行弘

撮影　成田行弘
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ナカボシカメムシカメムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

オオクチブトカメムシカメムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 照葉樹林帯とブナ・イヌブナ樹林帯の間に位置す
る落葉広葉樹林帯は，植林やゴルフ場などの開発が進められた地域でも
あり，さらなる開発は，本種の減少につながりかねない。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，対馬。国外では朝鮮半島，
シベリア東部，中国に分布する。

形態及び生態　体長 8 ～ 9㎜。褐色地に黒い点刻がある。前胸背板の中
央には，明瞭な 4 個からなる黒紋があり，本種の和名の由来となって
いる。
クヌギ，コナラの樹上から得られるが，寄主植物の確定には至っていな
い。

近 似 種　前胸背板の黒い紋は特徴的で，近似種はいない。
生 息 地　県北の山地など，本県での高標高域からも記録されてい

るが，御前山などの低山地で姿を見る機会が多く，本種は，中間温帯を
主な生息場所とするカメムシ類であると思われる。

生 存 の 危 機　人里的でない，落葉広葉樹林の減少は，本種の生息を危
うくするおそれがある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

選 定 理 由　①②③ 平地～低山地に生息する肉食のカメムシ類で，記
録が少なく稀な種である。鱗翅類の幼虫や小昆虫などを捕食するとされ
ているが，この種が安定的に生息するためには，各種の鱗翅類をはじめ
とした昆虫類が生息できることが条件となる。鱗翅類の食草，食樹を育
む森林の乾燥化，伐採等が進むことにより，本種の生息が脅かされる。

分 布 状 況　北海道，本州。国外では北アメリカと旧北区に広く分布
する。

形態及び生態　体長 18㎜内外。暗褐色の地に，黒い点刻が散布する。前
胸背板の側角は，鋭く尖り，側方に張り出す。本種は，鱗翅類幼虫の捕
食性天敵として，応用昆虫学の観点から研究されている。

近 似 種　本種は，クチブトカメムシより大型で，側角はさらに鋭い。
また，クチブトカメムシでは腹節第 4 ～ 7 節の腹面に明瞭な黒紋が見
られるのに対し，本種ではメスの第 7 腹節腹面に 1 個の黒紋を見せる
ことなどで容易に区別できる。

生 息 地　大子町の標高約 300m の地点や那珂市の平野部から記録
されている。平地～低山地にかけて生息していると思われる。

生 存 の 危 機　特定の植物や動物を食物としない本種にとって，これら
を育む自然環境全体をセットとして保全することが，生存を継続させる
ために必要である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　1），2）

Menida musiva (Jakovlev)

Picromerus bidens (Linnaeus)

撮影　成田行弘

撮影　成田行弘
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モンキツノカメムシツノカメムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

チャイロクチブトカメムシカメムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 常緑広葉樹林化のミズキやヒサカキを寄主植物と
することから，開発や乾燥化による樹林の減少に伴い，本種の個体数の
さらなる減少が予想される。

分 布 状 況　本州，四国，九州，屋久島，対馬，奄美大島。国外では台湾，
中国にも分布する。

形態及び生態　体長 11 ～ 14㎜。小盾板には黄白色の丸味のある逆三角
形の斑紋を持つ。ミズキ科のミズキ，ツバキ科のヒサカキ等を寄主植物
とする。産卵した卵を保護する習性が知られる。

近 似 種　エサキモンキツノカメムシに似るが，小盾板の斑紋がハー
ト型にならないことで容易に区別できる。

生 息 地　本県では，水戸市，笠間市など，県央部を中心に記録が
重ねられてきた。近年の温暖化により，本種の発生個体数も増えるので
はないかと考えたが，依然，稀な存在である。

生 存 の 危 機　常緑広葉樹林の減少や消失により，個体数が減少するお
それがある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2）

選 定 理 由　①②③ 県北に生息する肉食性のカメムシ類で稀な種であ
る。鱗翅類の幼虫や小昆虫などを捕食するとされているが，この種が安
定的に生息するためには各種の鱗翅類などの昆虫類の生息が条件とな
る。鱗翅類の食草，食樹を育む森林の乾燥化，伐採等が進むことにより，
本種の生息が脅かされる。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。国外では旧北区に広く分布する。
形態及び生態　体長 11 ～ 14㎜。体色は，全体に赤味を帯びた褐色で斑

紋等の目立った特徴はない。山地の樹上に生息するといわれているが，
本県からは，北茨城市の標高 780m のところで，1 例が記録されている。
鱗翅類の幼虫を捕食するといわれているが，詳しい生態は不明である。

近 似 種　形態，色彩ともに地味なカメムシで，これといった特徴
に欠けるが，クチブトカメムシ類や本県産のカメムシ類を概観しても近
似種は見当たらない。

生 息 地　北茨城市の山間部から記録されている。
生 存 の 危 機　特定の植物や動物を食物としない本種にとって，これら

を育む自然環境全体をセットとして保全することが，生存を継続させる
ために必要である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　1），2），5）

Sastragala scutellata (Scott)

Arma custos (Fabricius)

撮影　成田行弘

撮影　成田行弘
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オオツノカメムシツノカメムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 本種については，ケンポナシのみを寄主植物とす
ることから，この植物の消失は本種の減少や絶滅につながる。

分 布 状 況　本州，四国，九州。国外では朝鮮半島，台湾，中国，ベトナム，
ラオスにも分布する。

形態及び生態　体長 16 ～ 18㎜。大型の美しいカメムシで，その名のと
おり，前胸背板の側角は大きく，赤く鋭い。産卵した卵を保護する習性
が知られる。

近 似 種　ツノカメムシ類のなかでも，側角の形状と配色は特徴的
である。

生 息 地　日立市，水戸市など数か所から記録され，寄主植物とし
てケンポナシに強く依存している。

生 存 の 危 機　平地の雑木林などで見られるケンポナシが開発等で伐採
されると，本種の生存は危機的な状況となる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　成田行弘
文 献　2），7）

Acanthosoma giganteum Matsumura

撮影　成田行弘
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クシヒゲカゲロウクシヒゲカゲロウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

キントキクサカゲロウクサカゲロウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　③ 本州では標高の高い山地で見られるが，どの地も個体
数が少ないため生態が解明されていない。茨城県では 2 か所で確認さ
れているが，生息地は限定され，特に筑波山上部では他の産地と隔絶さ
れている可能性がある。

分 布 状 況　青森県から九州まで広く分布するが局所的。
形態及び生態　前翅長 11㎜内外。前翅と後翅前縁とに褐色のまだら紋が

ある。雄の触角は櫛状で本種の名の由来となっている。雌は体長より長
い産卵管を持つ。灯火に飛来するが，生態については不明な点が多い。

近 似 種　本州では近似種は確認されていない。
生 息 地　茨城県では岡見湿原（常陸太田市）と筑波山上部で確認

されている。山地に生息すると思われ，茨城の場合はおのずと筑波山及
び県北部山地に限られる。しかし，八溝山では未だ確認出来ない。

生 存 の 危 機　幼虫の生息環境が不明だが，成虫が確認されている環境
から考えると，沢の上流部の自然環境保全が本種の存続につながるもの
と思われる。

特 記 事 項　幼虫の生息場所の解明が待たれる。高知県では準絶滅危
惧種に，富山県では情報不足に指定されている。

執筆者（協力者）　櫻井　浩
文 献　2），6），8），10）

選 定 理 由　①②③ 茨城県で確認されている生息環境は，霞ヶ浦湖岸
のヤナギなどに限定されており，湖岸の改修などで木が伐採されれば容
易に危機に陥る可能性がある。

分 布 状 況　北海道から九州，屋久島まで広く分布するが生息地は局
所的である。

形態及び生態　前翅長 13㎜内外でクサカゲロウ科の中では中型である。
腹部末端節（交尾器）は特異な形状をしており，目が良ければ肉眼でも
同定可能である。湖岸のヤナギなどに限って見られ，成虫は 5 月と 9
月に記録されている。

近 似 種　同属で日本に分布するのは 2 種だが，九州以北では本種
だけで，分布域に近似種はいない。

生 息 地　茨城県では霞ヶ浦沿岸の 2 か所（小美玉市，稲敷市）で
確認されている。湖岸に生えるヤナギ類又はエノキから得られているが，
なぜ湖岸に限られるのかは不明である。

生 存 の 危 機　生息地が霞ヶ浦湖岸の貧弱な環境に限定されているため
容易に危機に陥る。

特 記 事 項　霞ヶ浦沿岸以外でも生息している可能性がある。利根川
など大型河川の河川敷などの調査が不足している。高知県では準絶滅危
惧種に指定されている。

執筆者（協力者）　櫻井　浩
文 献　1），4），6），10）

Dilar japonicus MacLachlan

Brinckochrysa kintoki (Okamoto)

撮影　櫻井　浩

撮影　櫻井　浩
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類

オオウスバカゲロウウスバカゲロウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 生息環境が海浜部に限定され，現在まで数例しか
確認されていない。全国的にも少なくなっており，茨城の海岸線におい
ても生息出来る環境及び生息地は極めて限定されている。

分 布 状 況　北海道から九州まで広く分布し，主に海岸線に分布域が
ある。

形態及び生態　前翅長 57㎜内外と大きく，ウスバカゲロウ科最大の種。
幼虫は蟻地獄と呼ばれるすり鉢状の巣は作らず，植物が生えた砂地の表
面下に潜み他の昆虫類を捕食する。成虫は夕方から夜間に活動的で，灯
火にも飛来し蛾などを捕食する。

近 似 種　他のウスバカゲロウ科の種より一回り大きいため容易に
本種と分かる。

生 息 地　幼虫は植物が疎らに生じる起伏のある砂地に生息するた
め，生息地が限定される。東海村，ひたちなか市，日立市などの海岸線
沿いの地域で確認されている。

生 存 の 危 機　砂浜の消失や防波堤の整備などで，生息に適した環境が
極めて限定されている。砂浜から林に続く砂地環境の保全が本種の存続
につながる。

特 記 事 項　近年確認された生息地は国有地内にあり，今後の保全対
策が期待される。全国の 10 道府県でレッドリストに挙げられている。

執筆者（協力者）　櫻井　浩
文 献　9），10）

アヤホソバヒメカゲロウヒメカゲロウ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ 八溝山での 1 例の記録以外得られていない。県外の
いずれの地も高所に極めて稀に生息することから，茨城に於いても生息
地，生息数共に極限されていると思われるが近県での情報が不足してい
る。

分 布 状 況　北海道，本州，九州に分布するが，高所で局所的に記録
されている。

形態及び生態　前翅長 7㎜内外でヒメガゲロウ科の中では小型である。
灯火にも飛来するが詳しい生態については未知な部分が多い。

近 似 種　翅形は，広く分布するホソバヒメカゲロウ M. linearis 
Hagen, に似ているが，本種は翅脈の横脈上に褐色の斑紋があるため同
定は容易である。

生 息 地　茨城県では 2008 年に八溝山で 1 個体確認された。高所
にのみ僅かに生息するものと思われる。

生 存 の 危 機　2008 年に記録されて以降，毎年調査しているにもかか
わらず再確認出来ていない。
生息個体数が極めて少ないと思われる。

特 記 事 項　本州では青森県や神奈川県などで確認されているが，多
くの県は調査不足の感がある。

執筆者（協力者）　櫻井　浩
文 献　1），2），3）

Heoclisis japonica MacLachlan

撮影　櫻井　浩

Micromus variegatus (Fabricius)

撮影　櫻井　浩
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ナナホシクサカゲロウクサカゲロウ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ 北方系の種で，本州では富山県の高所と茨城県の八
溝山頂で記録されており，本州では明らかに標高の高い山地に生息する
と思われる。しかし，県内を含め近県の調査は不足している。

分 布 状 況　北海道に分布するとされていたが，本州にも分布するこ
とが確認された（富山県，茨城県）。

形態及び生態　前翅長 20㎜内外でクサカゲロウ科の中ではやや大型であ
る。生態については，他のクサカゲロウ属と変わらないと思われるが，
情報が少なく不明である。8 月に採集されている。

近 似 種　ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa pallens（Rambur）
に近いが，ナナホシの名の通り，左右の頬に 3 つずつと触角間に 1 つ
の計 7 つの黒紋があり，他の種とは明らかに異なる。

生 息 地　八溝山の山頂付近での灯火採集で 2007 年と 2011 年
に雌が 1 個体づつ得られているにすぎない。八溝山の山頂付近に生息
するものと思われる。

生 存 の 危 機　ここ 7 年間の八溝山の調査で 2 頭しか得られておらず，
生息密度は極めて低いと思われる。広葉樹の自然林が維持される事が望
まれる。

特 記 事 項　未だ雄が得られていないため，さらなる調査が必要であ
る。なお，北海道では準絶滅危惧種に指定されている。

執筆者（協力者）　櫻井　浩
文 献　4），5），6），7），10）

Chrysopa septemmaculata Tsukaguchi

撮影　櫻井　浩
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類

ヤマトセンブリセンブリ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

選 定 理 由　①③ 近似種のクロセンブリが，県内の丘陵地から山地に
かけて広く分布するのに比べ，本種は平野部のため池でしか確認されて
いない。移動能力に乏しく，生息地が孤立状態になっている。

分 布 状 況　本州（日本固有種）。
形態及び生態　前翅長 8 ～ 14㎜，単眼を欠き，体色は茶褐色。成虫は

春に発生する。昼行性だが，行動はあまり活発ではない。幼虫は水性だ
が，卵は水面上に張り出した木の枝や葉など陸上に産み付けられる。孵
化した幼虫は，落下して水中生活を開始する。

近 似 種　県内の丘陵地から山地にかけて，形態のよく似たクロセ
ンブリS. melania Nakamura が分布するが，交尾器の形態および，
体色が黒色であることなどで識別できる。

生 息 地　笠間市，および小美玉市のため池から記録されている。
生 存 の 危 機　生息地は，いずれも人家や農耕地に隣接しており，開発

や水質悪化などによる影響を強く受ける恐れがある。
特 記 事 項　笠間市の産地は池の半分が埋め立てられた。
執筆者（協力者）　柳田紀行
文 献　1），2）

Sialis yamatoensis Hayashi et Suda

撮影　柳田紀行
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ワタラセハンミョウモドキオサムシ科

選 定 理 由　①②③ 北関東の限定されたヨシ原（渡良瀬遊水池と菅生
沼の 2 カ所）にのみ生息するが，大規模公園化などの整備事業にとも
なう生息環境の消失によって絶滅の危機に瀕している。

分 布 状 況　日本固有種。生息確認は栃木県（渡良瀬遊水池）と本県
常総市（旧水海道市・菅生沼）の 2 カ所だけ。

形態及び生態　体長 8.0 ～ 8.5㎜。全体に暗黒褐色で光沢があり，上翅
には縦 4 列に眼状紋を配し，紋の中央部は紫色に輝く。成虫は春期に
低湿地のヨシ原水辺周辺に見られる。栃木県渡良瀬遊水池を原産地とし
て記載され，それ以前に常総市・菅生沼から記録された 1 個体も本種
であった。

近 似 種　やや小型の近似種コハンミョウモドキ E. punctatus 
Motschulsky は利根川周辺域，小貝川流域，霞ヶ浦湖畔域などから記
録されている。

生 息 地　1952 年に常総市の菅生沼で記録されたが，その後の記
録はない。

生 存 の 危 機　産地である菅生沼は周辺からの泥土や生活排水の流入な
どによって生息環境が大きく変化し，絶滅が危惧されている。

特 記 事 項　菅生沼では調査不足の感がいなめず，情報不足にある。
執筆者（協力者）　大桃定洋・西山　明
文 献　32），38），49）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

コブヤハズカミキリカミキリムシ科

選 定 理 由　①②③ 奥州山系のブナ帯～ブナ帯下部の自然林では比較
的普通に発見されるが，そこから離れた八溝山の分布域は貴重である。
しかし，近年の生息確認はなく，絶滅が危惧される。

分 布 状 況　日本固有種。フォッサマグナ帯の東側で，長野県，北関
東～東北各県，佐渡島に分布する。

形態及び生態　体長 14 ～ 24㎜。全体に灰褐色～褐色。上翅は基部に一
対のコブ状突起を持ち，先端は鋭く棘状を呈する。成虫は 8 月下旬か
ら現れ，湿ったフキ，イタドリ，ヤマブドウ，ヤマハンノキなどの枯葉
を後食し，成虫で越冬する。

近 似 種　分布域には近似種は産せず，特異な体型から同定を誤る
ことはない。

生 息 地　1962 年に大子町・八溝山の山頂付近で記録されたが，
その後の記録はない。

生 存 の 危 機　スギ・ヒノキの植林による生息環境の激変が影響を及ぼ
していると考えられるが，長野県や北部日本海側の地域ではスギ林にも
現れるようで，生存を脅かしている要因はわからない。

特 記 事 項　いわき市の水石山と閼伽井岳でも 1960 年頃に記録され
たがその後の記録はなく，八溝山と同様に貴重な分布域の消滅が危惧さ
れている。

執筆者（協力者）　大桃定洋・公文　暁
文 献　4），49），59）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Elaphrus sugai Nakane

撮影　森田誠司

Mesechthistatus binodosus (Waterhouse)

撮影　公文　暁
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ヒメビロウドカミキリカミキリムシ科

選 定 理 由　①②③ 大河川，丘陵地あるいは高原などの草地環境に生
息するが，産地は局所的。そのような環境が消滅しつつある今日，本種
の生息も心配され，絶滅が危惧される。

分 布 状 況　本州，九州，対馬に産し，国外では朝鮮半島や中国，台
湾にも分布する。

形態及び生態　体長 8.5 ～ 12.0㎜。全体に赤褐色で上翅白色毛短い黄
褐色毛が入り混ざった不規則な模様を配する。成虫は 6 ～ 8 月に温帯
樹林帯のオトコヨモギやヨモギを含む草地に現れる。

近 似 種　県内には同属近似種ニセビロウドカミキリA. sejuncta
（Bates）が分布し，その小型個体に似るが上翅に不規則な毛斑が現れ
ることで容易に区別される。

生 息 地　1979 年にひたちなか市水戸射爆場跡地（旧那珂湊市）
で記録されたが，その後の記録はない。同地は現在では大規模公園に整
備されて，かつての生息環境は消滅してしまった。しかし，県内の大河
川や丘陵地などの草地環境に生息する可能性がある。

生 存 の 危 機　記録地は大規模公園に整備されて，かつての環境は大き
く変わってしまった。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋・公文　暁
文 献　4），49），59）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

アオヘリアオゴミムシオサムシ科

選 定 理 由　①③ 池沼周辺の限られた環境に生息するが生息地は非常
に局所的，かつ不安定な環境のために，絶滅が危惧される。

分 布 状 況　本州，四国，九州，琉球に産し，国外では台湾，中国，
東南アジア，インドにも分布する。

形態及び生態　体長 16.5 ～ 17.0㎜。全体に暗黒色で，頭部と前胸背板
は緑銅あるいは赤銅色の光沢に富み，上翅側縁部は緑色に輝く。

近 似 種　北方系の同属種ツヤキベリアオゴミムシ C. spoliatus 
motschulskyi Andrewes は県内に分布するものの非常に稀な種で，
上翅が赤銅色光沢の強い緑色に輝くことで容易に区別される。

生 息 地　河川敷，水田，池沼周辺などの湿地に生息し，常総台地
の常総市（旧水海道市）および北総台地の守谷市や取手市から記録され
ている。

生 存 の 危 機　全国的に急激に個体数が減少しているが，その原因は不
明。茨城県でも最近の 50 年に記録はなく，絶滅してしまったか心配さ
れる。

特 記 事 項　南方系の種で，関東平野では極めて稀。茨城県は北限の
分布。

執筆者（協力者）　大桃定洋・西山　明
文 献　32），49），53），55）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

Acalolepta degener (Bates)

撮影　公文　暁

Chlaenius praefectus Bates

撮影　森田誠司
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アカツヤドロムシヒメドロムシ科

選 定 理 由　①③ 限定された生息環境と個体数の少なさは種の維持を
厳しくしている。その上，自然災害や河川改修などによって生息環境が
消滅している。

分 布 状 況　日本固有種。本州の関東地域とその周辺地域（山形，新潟，
福島，栃木，群馬，埼玉および茨城県）に特異的に分布する。

形態及び生態　体長 2.7㎜前後。全体に赤褐色（飴色）で上翅側縁はほ
ぼ平行，先端部は会合線に向かって湾入する。

近 似 種　 県 内 に 広 く 分 布 す る 同 属 の ツ ヤ ド ロ ム シ Z. nitida 
Nomura はやや小型で上翅は暗黒褐色を呈することで容易に区別され
る。

生 息 地　2002 年に常陸大宮市（旧御前山村）相川の湧水付近で
1 個体が採集されたものの，その湧水は消失してしまった。

生 存 の 危 機　採集地環境の変化によってその後の追加記録はない。
特 記 事 項　伏流水の湧き出し口周辺で採集される地下水性の特異な

種で，同様の生態を持つ種は他にない。
執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　50），54），65），66），67）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

オオヒラタトックリゴミムシオサムシ科

選 定 理 由　①③ 池沼周辺の限られた環境に生息するが生息地は非常
に局所的で，環境の消失によって絶滅が危惧される。

分 布 状 況　本州，四国，九州に産し，国外では中国，東南アジア，フィ
リピン，インド，スリランカにも分布する。

形態及び生態　日本産本属中の最大種で，体長 15.5 ～ 17.0㎜。体型は
紡錘形でやや扁平，体表は滑沢。上翅条溝の第一と第二，第三と第四，
第五と第六はそれぞれ末端で連結する。主に湿地環境で採集されるが夜
間に灯火に飛来する個体の採集記録が多い。

近 似 種　同属種オオトックリゴミムシO. vicarius Bates も県内
各地に分布するが，小型（12 ～ 13㎜）で上翅条溝が末端でも連結し
ないことから区別される。また，これよりもやや大型のエチゴトックリ
ゴミムシO. echigonus Habu et Baba が菅生沼で記録されたが，こ
の種は上翅条溝は細く，間室が平坦なことで区別される。

生 息 地　常総台地の鏡町および県央の城里町（旧常北町）から記
録されている。1981 年に常北町で記録されて以降，追加記録はない。

生 存 の 危 機　生息地の河川敷改修工事後は生息の再確認には至らず，
絶滅してしまったか心配される。

特 記 事 項　南方系の種で，関東平野では極めて稀。茨城県は北限の
分布。

執筆者（協力者）　大桃定洋・西山　明
文 献　8），32），49）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

Zaitzevia rufa Nomura et Baba

撮影　西山　明

Oodes virens Wiedemann

撮影　森田誠司
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コガタノゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　① 県内では最近の 60 年間に全く観察記録がなく，絶滅
したと思われる。

分 布 状 況　本州，四国，九州，琉球，小笠原に産し，国外では台湾，中国，
朝鮮半島にも分布する。

形態及び生態　体長 24 ～ 29㎜。全体に黒褐色で緑色の光沢を帯び，前
胸背板および上翅側縁は黄褐色で上翅には 3 条の点刻列がある。水生
植物の生じた池沼や放棄水田などに生息し，主に西南日本～琉球に分布
するが本州では非常に珍しい。

近 似 種　同属種マルコガタノゲンゴロウC. lewisianus Sharp（体
長 21 ～ 26㎜で，体型はやや卵形）が本州，九州に分布するが，茨城
県からは未記録。

生 息 地　県南・県西地域の東茨城郡吉田，つくばみらい市谷和原，
坂東市菅生沼の記録がある。

生 存 の 危 機　過去に記録された地域は県南西部で，これらの地域では
水質汚濁や埋め立てなどによる生息環境が著しく変化してしまった。

特 記 事 項　県内の記録はいずれも 50 年以上も昔の記録で，現在の
生息は期待できないであろう。なお，栃木県では絶滅種と判断された。

執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　1），37），49）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

アサカミキリカミキリムシ科

選 定 理 由　①③ 近年の生息確認はなく，絶滅が危惧される。
分 布 状 況　本州（福島県以南），四国，九州，隠岐に産し，国外では樺太，

東シベリア，朝鮮半島にも分布する。
形態及び生態　体長 10 ～ 15㎜。全体に黄褐色～黒色で，前胸背板と

上翅の両側と中央部には白色状紋が走る。成虫は 5 月末～ 8 月に現れ，
草地のアザミやアサ，クサマオなどを食する。

近 似 種　近似種はいない。特異な色調・斑紋から同定を誤ること
はない。

生 息 地　1951 年に大子町・八溝山の山麓で記録されたが，その
後の記録はない。

生 存 の 危 機　草地環境の消滅。近年の生息確認はなく，絶滅が危惧さ
れる。

特 記 事 項　麻の害虫として知られる。近年は麻栽培の制限で麻畑が
なくなり，草地のアザミに依存して生息するようだ。

執筆者（協力者）　大桃定洋・公文　暁
文 献　4），49），59）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Cybister tripunctatus orientalis Gschwendtner

撮影　西山　明

Thyestilla gebleri (Faldermann)

撮影　公文　暁
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カミヤコガシラミズムシコガシラミズムシ科

選 定 理 由　①②③ 生息地は非常に局所的で，個体数も少ない。
分 布 状 況　日本固有種。本州（関東から東北地方）の特産種。
形態及び生態　体長 2.8 ～ 3.4㎜。全体に黄褐色で，体型は幅の狭い楕

円形。上翅は密に深い点刻を列状に配する。水生植物が豊かで湧水のあ
る沼池やアオミドロの生じた休耕田などの清浄な浅い湿地環境に生息す
る。

近 似 種　 同 属 の ク ロ ホ シ コ ガ シ ラ ミ ズ ム シ H. basinotatus 
Zimmermann とマダラコガシラミズムシH. sharpi Wehncke が知ら
れ，両種ともよく似るが体型はやや幅広。クロホシはやや大型で上翅黒
色紋は独立・散在させ，会合部は巾広く黒色。マダラはやや小型で各黒
色紋は連結する。

生 息 地　水戸市，ひたちなか市，笠間市などから記録されているが，
産地は非常に局所的である。また，よく似たクロホシは大子町，ひたち
なか市，つくば市から，マダラは大子町，水戸市，小美玉市，笠間市，
つくば市から記録されている。

生 存 の 危 機　湧水のある沼池やアオミドロの生じた休耕田などの清浄
な浅い湿地環境の消滅などによって生息環境が消失している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　12），22），49）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

オオイチモンジシマゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①②③ 本州産の特異な中型種で，生息地は県央地域の数
カ所に限られ，個体数も少ない。

分 布 状 況　日本固有種。本州（東北，関東，近畿）に特異的に分布する。
形態及び生態　体長 16 ～ 17㎜。頭部と前胸背板の大部分は黄褐色で，

上翅は黒色で，基部後方の横帯紋，上翅側縁の細い縦帯，全面に散在す
る細い縦帯紋は黄褐色。湧水のある浅い湿地環境に生息し，灯火に飛来
することもある。

近 似 種　亜種sakishimanus Nakane が沖縄本島から八重山諸島
に分布するものの，本州の中部地方から奄美諸島は分布の空白域である。

生 息 地　県央の城里町（旧桂村），笠間市（旧岩間町），小美玉市山（旧
美野里町）などの里山環境から記録されていたが近年は非常に稀となり，
ほとんど記録はない。

生 存 の 危 機　1980 年以降の埋め立て事業などによる生息環境の消滅
で近年の生息確認はなく，絶滅が危惧される。

特 記 事 項　笠間市（旧笠間町）の生息地は造成工事によって埋め立
てられてしまった。

執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　46），49），64） 茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Haliplus kamiyai Nakane

撮影　西山　明

Hydaticus conspersus Regimbart

撮影　西山　明
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ゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①②③ 特に県南や県西地域では生息環境の悪化によって
絶滅に瀕し，県北地域でも絶滅が危惧される。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，壱岐，屋久島に産し，台湾，中国，
朝鮮半島，シベリアにも分布する。

形態及び生態　体長 34 ～ 42㎜。全体に暗褐色で，緑色の光沢がある。
前胸背板と上翅の側縁は黄褐色。雄は全面に光沢が強く雌は全面に縮刻
を密に装う。水生植物の生じる池沼や浅い湿地環境にも生息し，灯火に
も飛来する。

近 似 種　日本産最大のゲンゴロウで，これに相当する体長の種
は青森県と北海道に分布するゲンゴロウモドキ Dytiscus dauricus 
Gebler と本州北部および北海道に分布するエゾゲンゴロウモドキD. 
maginalis czerskii  Zaitzev が知られる。しかし，前胸背板は前後左
右側縁が黄褐色を呈し明確に区別できる。

生 息 地　かつては県内各地の溜め池や沼などに普通に生息し，灯
火にも飛来した。しかし，近年は個体数が激減し，県南や県西部では絶
滅が心配される。

生 存 の 危 機　水田への農薬散布あるいは生活排水委の流入などによる
水質劣化や埋め立てなどによって生息環境は容易に劣化し，特に県南・
県西地域では顕著である。

特 記 事 項　全国的に絶滅の危険が増大している種として関心が高
まっている。

執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　12），28），49）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

コミズスマシミズスマシ科

選 定 理 由　①②③ 生息地は非常に局所的で，個体数も少ない。
分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に産し，千島や樺太にも分布する。
形態及び生態　体長 4.9 ～ 5.6㎜。全体に鉛黒色で，上翅会合部は金銅色。

湧水のある清浄な池や沼あるいは小さな沢に生息する。
近 似 種　同属種ミズスマシG. japonicus Sharp とヒメミズスマ

シG. gestroi Regimbart が県内に分布する。これらの区別は微妙で，
雄交尾器を検しなければ確定できない。

生 息 地　ひたちなか市からの記録しかない。また，近似のヒメミ
ズは水戸市と阿見町の記録だけで，最普通のミズは北茨城市花園山地，
水府村，岩間町愛宕山，つくば市筑波山，牛久市などの平地～山間部か
ら記録されている。

生 存 の 危 機　中山間地の湧水のある清浄な沢や沼池に生息する。しか
し，近年はヒメミズスマシとともに急激に生息が確認できなくなり，そ
の原因は不明である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　12），22），28），49），57）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Cybister chinensis Motschulsky

撮影　染谷　保

撮影　西山　明

Gyrinus curtus Motschulsky

撮影　西山　明
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キボシチビコツブゲンゴロウコツブゲンゴロウ科

選 定 理 由　②③ 本州の限られた地域から記録される不思議な分布域
を持つ種で，生息数も少ない。

分 布 状 況　九州と本州の限られた地から記録されている。海外では
台湾，中国，インドシナからインドに広く分布する。

形態及び生態　体長 3.0 ～ 3.4㎜。頭部と前胸背板は赤褐色。上翅は黒
褐色で側縁は赤褐色を呈し，中央部に縦帯状，後半 1/4 に斜め帯状の
赤褐色紋を配する。植物の多い池沼の浅瀬などで見つかることが多い。

近 似 種　同所的に分布する。
近縁のコツブゲンゴロウNoterus japonicus Sharp はやや大型（3.9
～ 4.3㎜）で全体的に黄褐色で光沢が強く，上翅に黒色紋が現れること
はないことから容易に区別できる。

生 息 地　最近，土浦市の水生植物の多い溜め池から発見された。
生 存 の 危 機　生息地はハス田の周辺部で，常に人的破壊を伴う環境で

あり，安定した生息は望めない。
特 記 事 項　南方系の種で，本州の各地から点々と記録される不思議

な分布域を持つ種で，土浦市の産地は北限である。
執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　42），51） 茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

ヒメキイロマグソコガネコガネムシ科

選 定 理 由　①②③ 生息地は一般に非常に局所的で，個体数も少ない。
分 布 状 況　日本固有種。北海道，本州，対馬，奄美大島，沖縄島に

産する。
形態及び生態　体長 3.0 ～ 4.3㎜。全体にやや光沢のある赤～黄褐色。

放牧地などのやや乾燥した牛糞で見つかることが多い。
近 似 種　体長と色彩から同属の他種とは容易に区別でき，同定を

誤ることはない。
生 息 地　唯一，筑波大学構内の草地で採集された記録しかない。
生 存 の 危 機　放牧地のやや乾燥した牛糞などに見られるが，環境整備

による牛糞の始末によって生息域が縮小している。
特 記 事 項　調査不足の感がいなめず，情報不足にある。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　19），22）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Neohydrocoptus bivittis (Motschulsky)

撮影　西山　明

Aphodius sturmi Harold

撮影　西山　明
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セスジガムシセスジガムシ科

選 定 理 由　①③ 既知生息地では近年の 20 年間に追加記録は全くな
く，新たに発見された生息地も水田で常に生息環境の破壊にさらされて
いる。

分 布 状 況　本州（関東地方）と対馬から記録され，海外では中国に
分布する。

形態及び生態　体長 4.0 ～ 6.1㎜。全体に黄褐色で，部分的に緑色の光
沢がある。上翅の偶数間室はやや隆起し，後半には暗色のコブ状隆起を
散在させる。セリなどの湿性植物の多い休耕田，湿地，溜め池の浅瀬な
どで主に冬期に見つかる。

近 似 種　県内に近似種は生息しないが，北海道や青森県には同属
の 3 種が分布する。

生 息 地　つくば市筑波山およびその周辺と古河市利根川の合計 3
カ所から記録されていた。

生 存 の 危 機　容易に変化する環境に生息するため，安定した生息は常
に脅かされている。

特 記 事 項　最近，つくば市筑波山山麓の有機農法水田で新たな生息
地が発見された。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　7），20），22），49）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

ヨツボシカミキリカミキリムシ科

選 定 理 由　① 都市分布型の典型的なカミキリであるが，近年はほと
んど姿を見ることができなくなった。理由は不明である。

分 布 状 況　北海道から屋久島，奄美諸島まで広く分布し，国外では
台湾，朝鮮半島からインドシナ地域まで広大な分布域を持つ。

形態及び生態　体長 8 ～ 14㎜。全体に暗赤色で，上翅には 2 対の黄白
色円形紋を配する。成虫は 5 月末～ 8 月に平地から低山地のクリの花
などに集まり，灯火にも飛来する。

近 似 種　日本産は 1 属 1 種。上翅斑紋が消失した個体がまれに現
れ，ヒメカミキリ属（Ceresium）の種を思わせるが，前胸背板の形状
から容易に区別できる。

生 息 地　1980 年代までは各地に見られ，大子町，常陸大宮市，
水戸市，古河市，土浦市，つくば市などで記録された。

生 存 の 危 機　
特 記 事 項　かつては都市部も含めて各地に広く分布する普通種で

あったが，近年の記録はほとんどないようだ。
執筆者（協力者）　大桃定洋・公文　暁
文 献　4），49），59）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Helophorus auriculatus Sharp

撮影　西山　明

Stenygrinum quadrinotatum Bates

撮影　公文　暁
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オオコブスジコガネコブスジコガネ科

選 定 理 由　②③④ 黒潮の流れに沿った太平洋沿岸の良好な海岸環境
の残る地域に生息するが，個体数は非常に少ない。

分 布 状 況　本州，伊豆諸島，九州に分布し，中国，朝鮮半島からイ
ンドシナ地域まで分布。

形態及び生態　体長 11 ～ 13.1㎜。全体に暗黒褐色で，頭部と前胸背板
は黄褐色短毛に覆われる。小盾板は特異な五角形。成虫は 5 月～ 9 月
に海浜環境の打ち上げられた魚や鳥の死体に集まり，灯火にも飛来する。

近 似 種　大型で厚みのある特異な体型と小盾板が五角形であるこ
とから，他のコブスジコガネ類とは容易に区別される。

生 息 地　1977 年に神栖市（旧波崎町）で記録され，その後の暫
くの間は生息が確認されていなかった。しかし，2004 年に再確認され，
個体数は少ないものの安定している。

生 存 の 危 機　人気のある甲虫であることから，採集圧が心配される。
特 記 事 項　 日 本 産 コ ブ ス ジ コ ガ ネ 類 の 中 で は 唯 一 の 亜 属
（Afromorgus）を異にする。

執筆者（協力者）　大桃定洋（平井剛夫）
文 献　50），56）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

アオマダラタマムシタマムシ科

選 定 理 由　①②③ 西南日本に分布の中心がある種で，北関東地域で
は非常に珍しく，主に里山林や寺社林などに発生するが非常に局所的で，
個体数も少ない。

分 布 状 況　本州（山形県以南），四国，九州，対馬から記録され，国
外では中国，朝鮮半島に分布する。

形態及び生態　体長 16 ～ 29㎜。全体に金緑色で，橙色あるいは赤色を
帯びる個体もいる。上翅の 2 対の丸い陥没紋は特異的。成虫は 5 月末
～ 8 月中頃に現れ，アオハダ，クロガネモチ，オガタマノキ，ツゲな
どの衰弱木や新しい立ち枯れに飛来する。

近 似 種　 よ く 似 た 同 属 の ク ロ マ ダ ラ タ マ ム シ N. querceti
（Saunders）は全体に黒みが強く，上翅に陥没紋がないことなどから
容易に区別できる。主に西南日本に分布し，本県は分布の北東限で，は
るかに珍しい種である。

生 息 地　水戸市偕楽園は古くから知られた生息地であるが，近年
は水戸市森林公園，城里町（旧桂村）御前山，常陸大宮市下伊勢畑，筑
西市（旧協和町）蓬田，美野里町などからも記録され，局所的ながら広
く分布するようだ。

生 存 の 危 機　里山林の伐採などによって生息環境が破壊され，個体数
が著しく減少している。

特 記 事 項　近年，朝鮮半島～中国にも分布することが知られた。なお，
本種は基亜属Nipponobuprestis に属するが，よく似た同属のクロマ
ダラタマムシは亜属（Nipponobuprestisia）を異にする。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　49），22）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Omorgus chinensis (Boheman)

撮影　平井剛夫

Nipponobuprestis amabilis (Vollenhoven)

撮影　佐々木泰弘
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選 定 理 由　①②③ 大河川の中・上流域の河川敷などに生息するが産
地は非常に局所的であり，生息環境の悪化によって個体数は著しく減少
している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，対馬に分布。海外では朝鮮半島，
中国，シベリア南東部からも記録がある。

形態及び生態　体長 16 ～ 17㎜。全体に暗緑色で暗褐色を帯びる個体も
いる。体下面は緑青色の金属光沢に富む。頭部上唇前縁は波状で中央に
小歯を持つ。成虫は 4 月下旬～ 6 月中旬に河川敷や荒廃草地などの乾
燥地などに見られるが，非常に局所的である。

近 似 種　 同 所 的 に 生 息 す る 同 属 の ミ ヤ マ ハ ン ミ ョ ウ C. 
sachalinensis Morawitz は体下面が緑赤色の金属光沢に輝くことや
頭部上唇前縁の形状で区別され，カワラハンミョウC. laetescripta 
Motschulsky とは上翅の特異な紋様で容易に区別される。

生 息 地　大子町・久慈川河川敷の数カ所，城里町（旧桂村）御前山，
桜川市（旧真壁町）筑波山などの限られた地域から記録されている。

生 存 の 危 機　開発・改修事業によって生息環境が大きく変化し，種の
維持が心配される。

特 記 事 項　生息地が局限される本種とミヤマおよび広域分布種のニ
ワハンミョウC. japana Motschulsky の 3 種は外見的に非常に類似
しており，同定には注意を要する。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　6），28），44），49），58）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

オオクワガタクワガタムシ科

選 定 理 由　①②③④ 主にクヌギの古木などが多い里山林～平地林に
生息するが，個体数は少なく，生息環境の消滅も影響して野外での種の
維持が心配される。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，対馬に分布。海外では中国，
朝鮮半島からも記録されている。

形態及び生態　体長 25 ～ 75㎜（大腮を含む）。全体に漆黒で，上翅に
は微細な点刻を散布する。小型の個体では点刻が強くなり，8 ～ 10 条
の点刻列のある縦条が現れる。成虫は 6 月～ 9 月頃に現れ，夜行性で
昼間は樹洞などに潜み，灯火にも飛来する。

近 似 種　 近 縁 の ヒ ラ タ ク ワ ガ タ Serrognathus platymelus
（Saunders）が分布するが，大あごの形状から容易に区別できる。

生 息 地　分布の中心は西南日本にあり，県内のクヌギなどの平地
林にも生息するが非常に稀である。

生 存 の 危 機　近年は各地で平地林の保護活動が拡がりつつあるも，ク
ヌギなどの伐採によって生息環境が狭められている。

特 記 事 項　日本最大のクワガタムシで人気があり，常にペット業者
やマニアによる採集圧が問題視される。なお，成虫は長命で，3 年以上
生きることがあるようだ。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　45），49）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Cicindela gemmata aino Lewis

Dorcus hopei (Saunders)

撮影　渡辺　健

撮影　佐々木泰弘
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オオチャイロハナムグリコガネムシ科

選 定 理 由　①②③ ブナやシデ類の古木を含むやや湿潤で自然度の高
い広葉樹林帯に生息するが局所的で，個体数も非常に少ない。

分 布 状 況　日本固有種。本州，四国，九州，屋久島に分布。
形態及び生態　体長 22 ～ 32㎜。全体に光沢のある黒褐色で，青銅ある

いは紫銅色の光沢を帯びる個体もいる。成虫は 7 ～ 8 月頃に現れ，樹
洞の中などにいることが多い。

近 似 種　独特の体型と大きさから同定を誤ることはない。
生 息 地　大子町花瓶山や北茨城市花園山などの県北の山間部から

記録されているが個体数は非常に少ない。
生 存 の 危 機　自然度の高い広葉樹林の伐採などによる生息環境の減少

や森林の乾燥化によって絶滅が心配される。
特 記 事 項　特有のジャコウ臭を発することから容易に発見されるこ

とがある。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　41），49），51）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ミヤマダイコクコガネコガネムシ科

選 定 理 由　①②③④ 中山間部～山間部の牧場に生息し，主に牛糞に
依存しているが近年の個体数減少は著しい。家畜飼料中の何らかの成分
が影響しているのかもしれない。

分 布 状 況　本州，四国，九州，に分布。海外ではシベリアからも記
録されている。

形態及び生態　体長 17 ～ 24㎜。全体に黒色で光沢が強い。前胸背板は
中央に明瞭な縦溝を走らせ，前角は丸い。成虫は夜行性で，6 月～ 10
月頃に林内の獣糞に集まり，放牧地の新鮮な牛糞などにも集まる。秋に
個体数が増加する。

近 似 種　本種と同様の環境に生息する同属のダイコクコガネ C. 
ochus（Motschulsky）は北海道～屋久島に分布し，前胸背板の前角
が切断状に角張り，中央の縦溝が痕跡程度である。

生 息 地　県央から県北の中山間部～山間部の牧場に生息する。よ
り大型のダイコク（体長 15.7 ～ 34.0㎜）は牧場の牛糞処理として人
為的に導入されているようだが，小型の本種は同様の環境に生息するも
のの，むしろ獣糞に依存していることが多いようだ。

生 存 の 危 機　人気のある甲虫であることから，採集圧が心配される。
特 記 事 項　小規模の牧場でも生息する。以前は県内の分布は疑問視

されていたが，近年は局所的ながら生息することが確認された。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　29），49），50）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Osmoderma opicum Lewis

Copris pecuarius Lewis

撮影　西山　明

撮影　公文　暁
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ベーツヒラタカミキリカミキリムシ科

選 定 理 由　①②③ 分布の中心は西南日本で，本県の沿岸地域におけ
る生息は日本における分布の北限のようだ。貴重な生息地である。

分 布 状 況　本州から沖縄本島まで，周辺の島々を含めて広く分布し，
海外では朝鮮半島，中国，インドシナ地域にも分布する。

形態及び生態　体長 26 ～ 34㎜。全体に赤褐色で体型は扁平。成虫は夜
行性で，6 月～ 9 月頃にシイノキなどの枯死材周辺を徘徊し，灯火に
も飛来する。

近 似 種　特異な体型から同定を誤ることはない。
生 息 地　50 ～ 60 年以前の記録では笠間市などの内陸部からの記

録もあるが，近年では神栖市や鹿嶋市などの鹿行地域，日立市，北茨城
市などの沿岸部からの記録しかない。

生 存 の 危 機　寺社林や座敷林などの照葉樹林に残るシイノキの古木に
依存して発生することから，そのような環境が急激に減少している近年
は生存の危機に瀕している。

特 記 事 項　昼間はシイノキ類の脱出孔中に潜んでいることが多く，
松葉などを孔に入れて確認することができる。鹿行地域の分布は自然お
よび緑地環境保全地域に依存している。

執筆者（協力者）　大桃定洋・公文　暁
文 献　4），39），40），49），59）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ヨコヤマヒゲナガカミキリカミキリムシ科

選 定 理 由　①②③ ブナ類に特異的に依存するが産地は局所的で，個
体数も少ない。

分 布 状 況　日本固有種。本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 25 ～ 35㎜。

全体に黒色で。上翅は白色微毛による小斑紋を散布し，中央とその前後
で横帯を形成する。成虫は夜行性で，7 月～ 8 月頃にブナ類生木の空
洞などに潜み，灯火にも飛来する。

近 似 種　ヒゲナガカミキリMonochamus grandis Waterhouse
の小型雌個体に似るが，前胸背側縁の突起が黄褐色微毛で覆われること
はないので区別は容易である。

生 息 地　八溝山，花瓶山，男体山，竪破山，花園山，吾国山，筑
波山などの山間地から記録されている。

生 存 の 危 機　近年はブナ類の枯死による生存の危機が迫っている。
特 記 事 項　日中は根際のウロなどの中に潜んでおり，発見は難しい。
執筆者（協力者）　大桃定洋・公文　暁
文 献　4），17），23），43），49），59）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

Eurypoda batesi Gahan

Dolichoprosopus yokoyamai (Gressitt)

撮影　公文　暁

撮影　公文　暁
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オオルリハムシハムシ科

選 定 理 由　①②③ 湿地周辺や湿潤な草地環境に生息する大型美麗種
であるが，生息地は局所的であり，生息地での個体数も減少している。

分 布 状 況　本州（中央部）と佐渡島に分布。海外では朝鮮半島，中
国北部，シベリア東部にも分布する。

形態及び生態　体長 9 ～ 14㎜。
全体に青藍色であるが，全体に赤褐色で会合部と側縁部だけが青藍色を
呈する個体も多い。成虫は 6 ～ 7 月にシロネやエゴマのあるやや湿地
環境に現れる。

近 似 種　大型の優美な種で，他に似た種はいない。
生 息 地　北茨城市花園山地，常陸太田市（旧里美村）岡見湿地，

水戸市千波湖，美野里町，石岡市（旧八郷町）筑波山，桜川市（旧真壁
町），龍ケ崎市，稲敷市（旧桜川村）浮島などで記録されている。

生 存 の 危 機　道路工事や湿地環境の埋め立てによって生息環境が破壊
され，生息地での個体数が減少している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　11），26），50），51），63）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

オオネクイハムシ（オオミズクサハムシ）ハムシ科

選 定 理 由　①②③ 山間地の道路工事による湿地環境の埋め立てに
よって生息環境が悪化し，生息維持が心配される。

分 布 状 況　日本固有種。北海道と本州（東日本と兵庫県および岡山県）
に分布。

形態及び生態　体長 6.6 ～ 12㎜。
背面は黒紫色，銅色，緑色，青色などと多様であるが，肢（踁節と跗節）
は常に赤褐色～黄褐色。成虫は 5 ～ 6 月にハンノキ林の中のスゲ類の
あるやや日陰の湿地に現れ，地域によって 3 亜種に区別される。

近 似 種　同属のスゲハムシ（キヌツヤミズクサハムシ）P. sericea
（Linnaeus）は北海道～九州まで広く分布するが，肢が赤褐色～褐色
を呈することはない。なお，同属の日本産としては中国地方に限って産
するアキネクイハムシP. akiensis Tominaga et Katsura および北
海道に限って産するヒラシマネクイハムシP. weisei（Duvivier）が知
られる。

生 息 地　北茨城市花園山，高萩市上君田，常陸太田市（旧里美）
里見牧場，城里町，水戸市，つくば市筑波山などから記録されている。
なお，筑波山の生息地は乾燥と埋め立てによって消失してしまった。

生 存 の 危 機　生息環境の悪化あるいは埋め立てによる生息地の消失に
よって個体数が激減している。

特 記 事 項　県産個体群は日本産 3 亜種の中の新潟県北部～福島県北
部以南の関東・中部に分布する亜種babai Chujo に属するが，前胸背
板の形状などはかなり異なり，阿武隈型と呼ばれることもある。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　11），36），49），51）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Chrysolina virgata Motschulsky

Plateumaris constricticollis (Jacoby)

撮影　西山　明

撮影　公文　暁

撮影　佐々木泰弘
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ガムシガムシ科

選 定 理 由　①② 県内各地に広く分布していたが，近年は姿を見るこ
とが少なくなり，特に県南・県西の平野部ではほとんど見られなくなっ
た。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布。海外では朝鮮半島，中国，
台湾にも分布する。

形態及び生態　体長 33 ～ 40㎜。全体に光沢の強い黒色。成虫は年間を
通して水生植物や落葉の多い沼，池，湿地に見られ，比較的汚れた水環
境にも適応している。夏期には灯火にも飛来する。

近 似 種　日本最大のガムシで，近似種はいない。
生 息 地　1970 年代までは県内各地に普通に見られたが，近年は

急激に個体数が減少している。
生 存 の 危 機　水辺環境の改修工事による生息環境の劣化などによって

生存が脅かされている。
特 記 事 項　つくば市の筑波山麓では少ないながら確実に生息するこ

とが確認され，貴重な生息地となっている。
執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　20），22），28），49），37）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

アシナガミゾドロムシヒメドロムシ科

選 定 理 由　①②③ 清流中流域は河川改修工事などによって生息環境
の変化が大きく，常に生息が脅かされている。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布。海外では朝鮮半島にも分布する。
形態及び生態　体長 2.7 ～ 3.2㎜。全体に赤褐色。成虫は中山間地域の

清流中流域に生息し，水中に埋没した腐食木材などに集まる。なお，ミ
ヤモトアシナガドロムシS. miyamotoi Nomura et Nakane とされる
種は本種と同種である。

近 似 種　 キ ス ジ ミ ゾ ド ロ ム シ Ordobrevia foveicollis
（Schönfeldt）に似るが，上翅に黄斑が現れないことで容易に区別でき
る。

生 息 地　北茨城市花園山地，常陸太田市（旧水府村）山田川，城
里町（旧桂村）那珂川，水戸市，小美玉市（旧美野里町）などから記録
される。

生 存 の 危 機　生活排水の流入などによる水質悪化や河川の改修工事に
よる生息環境の劣化などによって生存が脅かされている。

特 記 事 項　県内の 2 カ所の生息地ではその後の調査で再確認するこ
とができない。

執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　20），49），52），64），65）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Hydrophilus acuminatus Motschulsky

Stenelmis vulgaris Nomura

撮影　西山　明

撮影　西山　明
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チビアオゴミムシオサムシ科

選 定 理 由　①②③ 生息環境が限られ，近年では個体数も著しく減少
して絶滅が心配される。

分 布 状 況　本州の特産で，関東地方・利根川水系の記録が多い。海
外ではシベリアにも分布する。

形態及び生態　体長 8.7 ～ 9.2㎜。全体に黄緑色で金色の細毛に覆われ，
肢と触角は褐色。河川や沼沢地のヨシやスゲ類の生じた湿性草地に生息
する。

近 似 種　1 属 1 種の優美な種で，細身の体型から同定を誤ること
はない。

生 息 地　取手市の小文間や利根川畔，鏡町，古河市渡良瀬川畔か
ら記録されている。

生 存 の 危 機　主に河川敷などの低湿地に生息することから，改修工事
などによる生息環境の劣化や消滅などによって生存が脅かされている。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋・西山　明
文 献　31），32），49）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

キベリマルクビゴミムシオサムシ科

選 定 理 由　①②③ 個体数の多い種ではなかったが近年の減少は著し
く，目立つ種でありながらほとんど姿を見ることはなくなってきた。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布。海外では朝鮮半島，中国，
シベリア東部にも分布する。

形態及び生態　体長 13 ～ 16.5㎜。全体に黄褐色で，頭部，前胸背板の
前後縁と上翅中央部は黒色と目立つ色調の平地性の種。主に河川敷や池
沼などの水辺に生息するが，乾燥気味の半裸地草地などでも発見される
ことがある。

近 似 種　同属のカワチマルクビゴミムシN. lewisi Bates が同所
的に分布するが頭部は赤褐色で，上翅第三間室に剛毛孔点があることで
区別できる。

生 息 地　桂村赤沢・那珂川畔，水海道市および牛久市結束町の 3
カ所から記録されている。

生 存 の 危 機　理由は不詳ながら，生息環境の劣化や消滅などによって
生存が脅かされている。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋・西山　明
文 献　5），32），49），57） 茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Eochaenius suvorovi Semenov-Tian-Shanskij

Nebria livida angulata Bänninger

撮影　森田誠司

撮影　森田誠司
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コウベツブゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①②③ 平地～中山間地域の池沼や休耕田などから記録さ
れるが，産地は局所的で個体数も少ない。

分 布 状 況　本州，四国，九州と八重山諸島に産し，中国にも分布する。
形態及び生態　体長 3.4 ～ 3.8㎜。頭部と前胸背板は黄褐色，上翅は褐

色～黒褐色で暗色の輪郭に囲まれた 6 ～ 7 条の縦条紋を配する。成虫
は低地から中山間部の池沼や放棄水田などの湿地環境に生息するが，局
所的である。

近 似 種　同属のルイスツブゲンゴロウL. lewisius Sharp やニセ
ルイスツブゲンゴロウL. lewisioides Brancucci が同所的に生息する
ので同定には注意を要する。これらは体型がやや大型（3.9 ～ 4.7㎜）
で色調がより明るく，上翅の縦条紋も明瞭なことで区別される。

生 息 地　唯一，ひたちなか市海浜公園から記録されていたが，最
近の 10 年間で生息域の環境は大きく変化して生息は確認できなくなっ
た。

生 存 の 危 機　水辺環境の改修工事による生息環境の劣化などによって
生存が脅かされている。

特 記 事 項　同属でより小型のキタノツブゲンゴロウL. vagelineatus 
Zimmermann が土浦市手野から記録された。

執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　12），22），49），62）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

マルガタゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①②③ 近年の里山～中山間地域では水辺環境が安定して
維持されることが難しく，そこでの生息も安定しない。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に産し，国外では中国，朝鮮
半島にも分布する。

形態及び生態　体長 12 ～ 14.5㎜。頭部と前胸背板は黄褐色で後頭部と
前胸背板の前・後縁は黒色。上翅は黄褐色で黒色の網目紋様が全面に拡
がる。成虫は低地から中山間部の池沼や放棄水田，休耕田などの湿地環
境に生息し，灯火にも飛来する。

近 似 種　特異な体型から同定を誤ることはない。
生 息 地　里山～中山間地域の池沼や休耕田などに生息し，県北の

日立市，高萩市，ひたちなか市などから記録されるが産地は局所的。近
年は水質悪化などによって生息数は激減している。

生 存 の 危 機　水辺環境の改修工事などによる生息環境の劣化によって
生存が脅かされている。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　12），49）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Laccophilus kobensis Sharp

Graphoderus adamsii (Clark)

撮影　西山　明

撮影　西山　明
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ケスジドロムシヒメドロムシ科

選 定 理 由　①③ 清流の中流域は常に改修工事などによる生息環境の
変化に脅かされている。

分 布 状 況　日本固有種。本州，九州に分布。
形態及び生態　体長 4.8 ～ 5.2㎜。全体に暗褐色で上翅間室には顕著な

黄色毛を密生する。成虫は 7 ～ 8 月頃に山間部の清流域に現れ，水中
の埋没流木などに集まる。

近 似 種　類似するヒメドロムシ類はいない。
生 息 地　北茨城市関本町・小川と常陸太田市（旧水府村）山田川

からの記録しかない。
生 存 の 危 機　河川改修工事などによる生息環境の劣化によって生存が

脅かされている。
特 記 事 項　1 属 1 種で日本産ヒメドロムシ科の最大種。
執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　7），49）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

コオナガミズスマシミズスマシ科

選 定 理 由　①②③ 生息地は非常に局所的で，かつ個体数も少ないこ
とから生息維持が心配される。

分 布 状 況　日本固有種。本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 5.5 ～ 6.2㎜。背面は光沢の強い黒褐色で腹面は褐

色。上翅先端は丸く湾曲する。成虫は山間部の清流域に現れる。
近 似 種　同様の環境には同属のオナガミズスマシO. regimbarti 

Sharp も分布するが，体型は大型（8.7 ～ 10.2㎜）で上翅の先端部は
切断状を呈することで区別できる。

生 息 地　大子町および常陸大宮市の久慈川とその流域，常陸大宮
市（旧御前山村）相川から記録されている。

生 存 の 危 機　生活排水の流入などによる水質悪化や河川の改修工事に
よる生息環境の劣化などによって生存が脅かされている。

特 記 事 項　近年の記録はほとんどない。生息地は非常に局所的であ
り，調査不足の感はいがめない。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　6），49），52），54）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Pseudamorphilus japonicus Nomura

Orectochilus punctipennis Sharp

撮影　西山　明

撮影　西山　明
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オビヒメコメツキモドキオオキノコムシ科

選 定 理 由　①②③ ススキやチガヤなどの湿地性草地は火入れなどの
人為的影響を受け，常に種の生存が左右される。

分 布 状 況　日本固有種。本州（関東）の特産種。
形態及び生態　体長 5.2 ～ 5.8㎜。上翅は基部 2/5 と先端 1/4 が青い

光沢のある黒色でその中間は橙黄色の特異な色調。ススキやチガヤなど
のスイーピングで採集される。

近 似 種　上翅の特徴的な色彩から同定を誤ることはない。
生 息 地　原産地は東京であるが，今日の確実な生息地は栃木県渡

良瀬遊水池と本県の稲敷市浮島の 2 カ所しかない。
生 存 の 危 機　火入れや適度な草刈りなどによる植物群落の遷移に伴う

生息環境の維持が必要である。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋（高橋敬一）
文 献　51），23）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

マルケシゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①②③ 生息地は休耕田や池沼の浅瀬などの環境変化の多
い湿地で，かつ非常に局所的であり，個体数も少ないことから絶滅が心
配される。

分 布 状 況　本州（福島県以南），四国，九州，西南諸島に産し，国外
では台湾，インドシナ地域にも分布する。

形態及び生態　体長 2.4 ～ 2.7㎜。全体に黄赤褐色で上翅はやや暗色で
全面にやや大きい点刻を密布する。成虫は植物の多い池沼の浅瀬，放棄
水田，休耕田などの水辺環境に現れるが局所的で個体数も多くない。

近 似 種　 同 属 の コ マ ル ケ シ ゲ ン ゴ ロ ウ H. acuminatus 
Motschulsky も同様の環境に生息し，体型はやや小型（2.0 ～ 2.5㎜）
であるがよく似ているので同定には注意を要する。

生 息 地　小美玉市（旧美野里町）池花池と稲敷市浮島からの記録
しかない。同属のコマルケシゲンゴロウも稀な種で，茨城町からの記録
しかない。

生 存 の 危 機　
特 記 事 項　以前はH. adachii Kamiya や H. japonicus Takizawa 

などの学名が当てられていた。
執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　49），52），64）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Anadastus pulchelloides Nakane

Hydrovatus subtilis Sharp

撮影　西山　明

撮影　西山　明
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キベリクロヒメゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①②③ 生息地は非常に局所的であり，かつ近年は個体数
の減少も著しい。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，トカラ列島に分布し，海外
では朝鮮半島，中国からも記録がある。

形態及び生態　体長 8 ～ 10㎜。全体に金銅色の弱い光沢のある黒褐色
で上翅側縁は黄褐色を呈する。成虫はヨシなどの生じたやや大きい池沼
に生息し，生息地は局所的であるが個体数は多い。灯火にも飛来する。

近 似 種　本州には他に本属の種を産しないが，類似する近縁のヒ
メゲンゴロウRhantus pulverosus (Stephens) が分布する。しかし，
上翅の周辺部が黄褐色に縁取られることで容易に区別できる。

生 息 地　比較的大きい池や湖沼などに生息し，県内では唯一，大
子町叶田から記録されている。

生 存 の 危 機　
特 記 事 項　決して珍しい種ではなく，調査不足の感は大きい。
執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　1），49）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

マルチビゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①②③ 生息地は非常に局所的で個体数も少ないが，調査
不足の感はいがめない。

分 布 状 況　日本固有種。本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 1.5 ～ 2.0㎜。全体に光沢の強い黄赤褐色で上翅は

全面にやや大きい点刻を密布する。成虫は植物の多い池沼の浅瀬，放棄
水田，休耕田などの水辺環境に現れ，生息地は局所的ながら個体数は多
い。

近 似 種　ほぼ体長が同じであるが長卵型で体高が比較的低いホソ
マルチビゲンゴロウL. miyamotoi（Nakane）やナガマルチビゲンゴ
ロウL. kyushuensis（Nakane）が本州から知られるので注意を要する。

生 息 地　草本植物の多い池沼や休耕田などの浅瀬に生息する。唯
一，水戸市（旧内原町）鯉淵から記録されている。

生 存 の 危 機　
特 記 事 項　以前はClypeodytes 属として扱われていた。
執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　12），49）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Ilybius apicalis Sharp

Leiodytes frontalis (Sharp)

撮影　西山　明

撮影　西山　明
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クロゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①② 近年の個体数減少は著しく，特に県西・県南地域で
は絶滅が心配される。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布し，海外では朝鮮半島，中国か
らも記録がある。

形態及び生態　体長 20 ～ 25㎜。全体に光沢のある黒色で緑色あるいは
褐色を帯びる。成虫は植物の多い池沼，放棄水田，休耕田などの水辺環
境に現れ，生息地は局所的であるが個体数は決して少なくない。

近 似 種　上翅周辺部が黄褐色を呈する同属のコガタノゲンゴロウ
（絶滅危惧Ⅰ A）に似るが，本種は上翅全面が黒～黒褐色なので見誤る
ことはない。また，暗褐色を呈するトビイロゲンゴロウC. sugillatus 
Erichson にも似るが，この種は南西諸島から東南アジアに広く分布し，
九州以北には分布しない。

生 息 地　水生植物の多い池沼，放棄水田，休耕田などの水辺環境
に生息するが，生息地は局所的である。新成虫は 8 ～ 9 月頃に現れ，
冬期でも見出される。大子町周辺を主とする県北地域では生息地が多い。

生 存 の 危 機　水辺環境の改修工事などによる生息環境の劣化によって
生息維持が脅かされている。

特 記 事 項　県西・県南地域での生息は非常に局所的で，筑波山周辺
の数カ所で確認された生息地は非常に貴重である。

執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　1），12），49）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

オオミズスマシミズスマシ科

選 定 理 由　①② かつては池，沼，河川などの広い水辺環境で普通に
姿を見ることができたが，近年はほとんど姿を見ることができなくなっ
た。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，琉球列島に広く分布し，海
外ではシベリア，樺太，朝鮮半島，中国，ベトナムにも分布する。

形態及び生態　体長 7 ～ 12㎜。全体に光沢のある暗褐色で前胸背板お
よび上翅の側縁は黄褐色を呈する。成虫は池沼や河川の止水域で群泳す
る。

近 似 種　特異な体型から同定を誤ることはない。
生 息 地　広く県内各地に生息していたが，近年は急速に個体数が

減少している。理由は不明。
生 存 の 危 機　
特 記 事 項　個体数の減少は特に県南・県西地域で著しい。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　12），26），49），64）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Cybister brevis Aube

Dineutus orientalis (Modeer)

撮影　西山　明

撮影　西山　明
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キボシツブゲンゴロウゲンゴロウ科

選 定 理 由　①③ 生息地である山間部の清流は河川改修工事などに
よって生息維持が困難となっている。

分 布 状 況　日本固有種。北海道，本州，四国，九州，対馬に分布する。
形態及び生態　体長 3.0 ～ 3.2㎜。全体に光沢のある黒褐色で頭部と前

胸背板は黄褐色。各上翅には黄褐色紋を 2 個，1 個，2 個，1 個と配
するが，その大きさは変異に富む。成虫は中山間部の清流に生息する。

近 似 種　日本特産の 1 属 1 種で，上翅の黄色紋などから同定を誤
ることはない。

生 息 地　常陸大宮市（旧御前山村）相川と大子町上小川・大沢川
からの記録しかない。

生 存 の 危 機　
特 記 事 項　大子町上小川・大沢川の生息地は山崩れに伴う河川改修

工事によって全く環境が変わってしまい，生息数の減少は著しいが，そ
の上流部では生息が確認された。

執筆者（協力者）　大桃定洋・疋田直之
文 献　22），54）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ツクバホソナガゴミムシオサムシ科

選 定 理 由　①②③ 筑波山を原産地とする阿武隈山地～八溝山地～筑
波山塊と連なる地域の特産種であるが近年は個体数が著しく減少してい
る。

分 布 状 況　日本固有種。本州（八溝山地と福島県から本県の阿武隈
山地）の特産種。

形態及び生態　体長 10 ～ 11.3㎜。全体に光沢のある黒褐色。成虫は山
間部の湿地や渓流畔の石の下などに見られる。

近 似 種　同属のアブクマナガゴミムシP. nishiyamai Kasahara
やトネガワナガゴミムシP. bandotaro Tanaka など，茨城県を原産地
とするよく似た種が知られ，ヒメホソナガゴミムシP. rotundangulus 
Morawitz ともよく似ており，これらとは雄交尾器などの細部を検証す
る必要がある。

生 息 地　大子町八溝山～つくば市筑波山までの山間部から記録さ
れているが，いずれの地でも個体数は少ない。

生 存 の 危 機　開発工事に伴う採土，採石あるいは森林伐採による乾燥
化による生息環境の激変は種の維持を脅かしている。

特 記 事 項　種名からも明らかなように，茨城県を代表するナガゴミ
ムシ属の種。

執筆者（協力者）　大桃定洋・西山　明
文 献　23），30），32），48），49）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Japanolaccophilus nipponensis (Kamiya)

撮影　西山　明

Pterostichus tsukubasanus Kasahara

撮影　森田誠司
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セアカオサムシオサムシ科

選 定 理 由　①② 県内各地の乾燥した草地や丘陵地などの荒廃環境に
現れるが，各種の大規模開発事業などによって生息環境が消滅している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布し，海外では朝鮮半島，
中国北東部，シベリアにも分布する。

形態及び生態　体長 16 ～ 22㎜。全体に赤銅色で緑色の光沢を帯びる個
体が多い。成虫は平野部から中山間部の乾燥した草地や荒廃地などに 8
月下旬頃から現れ，チョウやガの幼虫あるいはミミズなどを補食する。

近 似 種　全体の色調と特異な上翅の彫刻から同定は容易である。
本州には他に本属種は産しない。

生 息 地　北茨城市，日立市，ひたちなか市，水戸市，笠間市，筑西市，
古河市，常総市，鏡町などの広範な地域から記録されているが，いずれ
の地でも局所的で個体数は少ない。

生 存 の 危 機　各種の開発事業などによって乾燥した草地や丘陵地など
の荒廃環境が消失し，生息個体数が急激に減少している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋・西山　明
文 献　12），32），37），49）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

エグリゴミムシヒゲブトオサムシ科

選 定 理 由　①②③ 主に西南日本に分布する種で北関東地域では非常
に珍しく，大規模開発や伐採による自然林の消失によって生息環境が破
壊され，僅かな生息地における種の維持が心配される。

分 布 状 況　日本固有種。本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 2.6 ～ 3.2㎜。全体に黄褐色で細毛に覆われる。成

虫は湿潤環境の保たれた自然林，特に照葉樹林の朽木の樹皮下や落葉下
などに見られる。

近 似 種　本科はオサムシ科ゴミムシ類に似るが，上翅側縁端に特
殊な抉れ構造を持つことで容易に区別できる。本州には他に本属種は産
しない。

生 息 地　日立市高鈴山，鉾田市（旧旭村）冷水，つくば市筑波山
の記録しかない。

生 存 の 危 機　落葉や朽木のよる湿潤環境が種の存続に必須であるが，
各種の開発事業などによる生息環境の乾燥化によって生息地の消滅や個
体数の減少を招いている。

特 記 事 項　原始的な形体の珍しい種として知られ，日立市高鈴山は
北限の産地である。

執筆者（協力者）　大桃定洋・西山　明
文 献　32），49）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Hemicarabus tuberculosus (Dejean et Boisduval)

撮影　公文　暁

Eustra japonica Bates

撮影　森田誠司
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ゲンジボタルホタル科

選 定 理 由　①②③④ 一般にもよく知られた清流を代表する甲虫であ
るが，河川の改修工事あるいは生活排水の流入などによる水質悪化に
よって生息地の消滅や個体数の減少が著しい。

分 布 状 況　日本固有種。本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 10 ～ 16㎜。前胸背板は淡赤色で中央に黒色丸紋を

配し，上翅は黒色。日本最大のホタルで，成虫は6～7月に清流域に現れ，
幼虫はカワニナ類を捕食し，岸辺の土中で蛹化する。

近 似 種　同属のヘイケボタルL. lateralis Motschulsky は前胸背
板中央が幅広い縦の黒色帯になる。なお，はるかに小型のヒメボタル
Hotaria parvula（Kiesen-wetter）がつくば市筑波山山頂付近や常陸
太田市（旧水府村）武生林道などの山間部に生息するが非常に稀。

生 息 地　県内に広く分布する。生息地は局所的で，多くは保護地
に指定されており，自然分布は少ないようだ。

生 存 の 危 機　県内各地に保護地が設定されているが，それ以外の地で
はほとんど姿を見ることができなくなってきた。

特 記 事 項　同属のヘイケボタルは水田などにも生息し，より広い地
域で姿を見ることができる。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　28），49），55）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ヤマトタマムシタマムシ科

選 定 理 由　①②③ 里山林，寺社林，屋敷林などの古木の伐採によっ
て発生環境が破壊され，個体数が著しく減少している。

分 布 状 況　本州東北地方南部～沖縄本島に分布し，海外では朝鮮半
島，中国，台湾，インドシナ北部にも分布する。

形態及び生態　体長 25 ～ 40㎜。日本最大のタマムシで，全体に金緑
色に輝き，前胸背板に 2 本，各上翅に 1 本の赤紫色の縦帯紋を配する
美麗種。成虫は 6 ～ 8 月に屋敷林，寺社林などの里山的環境のサクラ，
エノキ，シデ，クヌギなどの古木に発生する。

近 似 種　優美な色彩と体長から見間違いすることのない確かな種
である。なお，琉球列島，男女群島および対馬に生息する個体群はそれ
ぞれ別亜種として命名されている。

生 息 地　県南，県西から県北まで広く分布するがいずれの産地で
も個体数は少ない。

生 存 の 危 機　里山林や屋敷林の伐採などによって生息環境が狭められ
ている。

特 記 事 項　古くから知られた昆虫で，その優美な上翅は工芸品に利
用されてきた。日本では法隆寺の玉虫厨子は有名であり，韓国でも古墳
から上翅で装飾された鞍が出土している。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　37），49），50），64）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Luciola cruciata Motschulsky

撮影　佐々木泰弘

Chrysochroa fulgidissima (Schönherr)

撮影　西山　明
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キイロジョウカイジョウカイボン科

選 定 理 由　①②③ 里山～中山間地域のハンノキ林を伴う古い湿地環
境に特化した種で，近年の生息環境の悪化に伴って生息地が消滅しつつ
ある。

分 布 状 況　日本固有種。本州の限られた地域（福島，茨城，栃木の
各県と東京都）に分布する。

形態及び生態　体長 16 ～ 20.5㎜。成虫は 5 ～ 6 月に湿地環境に特異
的に現れ，各種の花に飛来する。

近 似 種　フォッサッマグマ以西の本州中部と九州に分布する同属
のカタキンイロジョウカイT. ohkawai M. Sato に似るが，上翅肩部
が黒化することはなく，雄交尾器も異なる。また，同様の環境に混生す
るジョウカイボンLycocerus suturellus（Motschulsky）は痩せ形
で前胸背板が縦長。

生 息 地　ハンノキ林を伴う古い湿地環境に生息し，城里町（旧桂村）
錫高野と石岡市（旧八郷町）上曽峠から記録されている。

生 存 の 危 機　里山林の伐採に伴った乾燥化や湿地環境の劣悪化によっ
て生息環境は狭められている。石岡市上曽峠の湿地域は乾燥と埋め立て
によって消失してしまった。

特 記 事 項　湿地環境から離れることはない。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　27），49），52）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ヤマトヒメメダカカッコウムシカッコウムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 限られた湿地環境にだけ生息し，個体数も少ない。
分 布 状 況　日本固有種。本州の限られた湿地環境に局所的に産する。
形態及び生態　体長 5.5㎜。上翅の黒色斑紋は変化が多く，前胸背板が

黒化する個体もいる。成虫は 6 ～ 8 月に河口やヨシ原などの湿地に特
異的に現れる。

近 似 種　本州には他に本属種は分布しない。
生 息 地　河口や湖，沼，池などのヨシ原に生息し，水戸市，土浦市，

阿見町，神栖市，取手市，稲敷市（旧桜川村）から記録されている。
生 存 の 危 機　河川や湖沼の改修あるいは開発に伴う防岸工事によって

ヨシ原が縮小あるいは消滅しつつあり，生息地の消滅が危惧される。
特 記 事 項　湿地環境に特化した種。日本産のカッコウムシ類の中に

は他に湿地性種はいない。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　25），34），49），52）

Themus niisatoi Sato et Takahashi

撮影　西山　明

Neohydnus hozumii Nakane

撮影　西山　明
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類
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ウ
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ュ
ウ
目

スネケブカヒロコバネカミキリカミキリムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　 ②③ 同 地 に は ベ ー ツ ヤ サ カ ミ キ リ Leptoxenus 
ibidiiformis Bates やキイロメダカカミキリ Stenhomalus nagaoi 
Hayashi も分布し，いずれも日本における北限の生息地である。

分 布 状 況　本州，四国，九州，隠岐，対馬，屋久島に分布し，国外
では台湾にも分布する。

形態及び生態　体長 10 ～ 14㎜。後脛節の黄褐色長毛は特異的である。
成虫は 7 月中旬～ 8 月中旬に現れ，ネムノキなど各種の花を訪れる。
幼虫はネムノキを食害する。

近 似 種　後脛節に黄褐色長毛を密生する特異的な特徴から同定を
誤ることはない。

生 息 地　唯一，常陸太田市（旧水府村）武生林道から記録されて
いる。

生 存 の 危 機　生息地周辺の自然環境は維持されているが，尾根筋のネ
ムノキが伐採されると種の維持が困難となる。

特 記 事 項　西南日本分布型の種で，武生林道は関東地方唯一の生息
地である。

執筆者（協力者）　大桃定洋・公文　暁
文 献　4），49），60）

ワタラセミズギワアリモドキアリモドキ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ ヨシやスゲ類の多い湿地環境に適応した特異な種
で，生息地の減少に伴って生息維持が心配される。

分 布 状 況　日本固有種。本州の限られた地域（福島，茨城，栃木，
埼玉の各県）に分布する。

形態及び生態　体長 2.8 ～ 3.8㎜。上翅には 4 個の白黄色楕円形紋を配
するが，個体によっては 2 個あるいは消失する。成虫は 4 ～ 5 月にヨ
シ原などの湿地環境に特異的に現れる。

近 似 種　特異な上翅紋様の種で，同属の他種とは容易に区別され
る。

生 息 地　平野部～中山間部の水田周辺や池沼周辺のスゲ類の多い
湿地環境に生息し，阿見町廻戸，桜川市（旧岩瀬町）上野沼や（旧大和
村）大和大池，水戸市（旧内原町）鯉淵池，つくば市吉瀬，稲敷市（旧
桜川村）浮島など，県南や県西の湿地で記録される。

生 存 の 危 機　湖沼の改修あるいは開発に伴う防岸工事によって生息環
境が縮小あるいは消滅しつつある。

特 記 事 項　湿地環境に限って発生する特異な種。日本産のアリモド
キ類の中には他に湿地性の種はいない。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　20），25），51）

Merionoeda hirsta (Mitono et Nishimura)

撮影　公文　暁

撮影　佐々木泰弘

Anthicus watarasensis Sakai et Ohbayashi

撮影　西山　明
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昆
虫
類

アカガネネクイハムシハムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 生息地はいずれも平野部の狭い灌漑用の溜め池で，
農薬の流入などの水質汚染や改修による水生植物（ウキヤガラ）の消滅
が心配される。

分 布 状 況　日本固有種。原産地（栃木県喜連川）以外には青森県，
岩手県金ケ崎町，宮城県と本県の 2 カ所の産地が知られるだけ。

形態及び生態　体長 6.5 ～ 9.2㎜。全体に赤褐色で，前胸背板と上翅肩
部に微毛が密生する特異な種。成虫は 4 月中旬～ 5 月中旬に現れ，カ
ヤツリグサ科フトイに集まる。

近 似 種　同属のフトネクイハムシD. clavareaui Jacobson もカ
ヤツリグサ科フトイに集まるが，前胸背板と上翅肩部に微毛が密生する
ことで区別できる。

生 息 地　県内では桜川市（旧大和村）大和西大池と鉾田市串挽の
溜め池の 2 カ所だけが生息地である。

生 存 の 危 機　生息地はいずれも平野部の溜め池であり，人為的な改修
工事などによって生息環境の変化が常につきまとう。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　13），15），51）

サシゲチビタマムシタマムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　① スダジイの潜葉虫として黒潮の流れに沿って南方から
分布拡大してきた種で，本県は太平洋岸の北限の生息地である。

分 布 状 況　日本固有種。本州（茨城県以南），四国，九州，伊豆諸島，
対馬に分布する。

形態及び生態　体長 3.6 ～ 4.6㎜。全体に金褐色，銀白色および黒色の
3 色からなる複雑な毛斑を配する。成虫はスダジイに 8 月中旬に現れ，
枯れ木の樹皮下や割れ目あるいはスギやケヤキの樹皮下で越冬し，翌春
に再活動する。

近 似 種　同属でクヌギを食樹とするダンダラチビタマムシ T. 
variolaris Saunders やケヤキを食樹とするヤノナミガタチビタマムシ
T. yanoi Kurosawa に似るが，上翅の斑紋が違うので区別できる。

生 息 地　寺社林や屋敷林などのスダジイに依存し，県内には広く
分布する。

生 存 の 危 機　寺社林や屋敷林などのスダジイ古木が伐採され，生息環
境が縮小されている。

特 記 事 項　スダジイに依存して県内には広く分布し，急激な生息環
境の消失や個体数の減少はないようだ。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　9），25），49）

Donacia hirtihumeralis Komiya et Kubota

撮影　公文　暁

Trachys robusta Saunders

撮影　西山　明
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類
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ウ
目

キイロテントウダマシテントウムシダマシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ 西南日本に分布の中心を持つ種で，北関東地域から
北の地域では非常に珍しい。

分 布 状 況　日本固有種。北海道，本州，四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 3 ～ 4㎜。全体に黄褐色で触角と跗節を除く肢は黒

色。成虫・幼虫ともにスダジイやミカン類に発生するカイガラムシを補
食する。

近 似 種　日本産は 1 属 1 種。近縁のトウヨウダナエテントウダマ
シDanae orientalis（Gorham）に似るが，前胸背板の形状が全く違う。

生 息 地　やや湿潤な環境が保持された稲敷市（旧江戸崎町と旧桜
川村）の 2 カ所のスダジイ林から記録されている。

生 存 の 危 機　スダジイの古木が残る比較的規模の大きい寺社林や屋敷
林の伐採は生息環境の縮小を招き，生存維持が心配される。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋（高橋敬一）
文 献　10），21），49）

ツヤヒメオオキノコオオキノコムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 西南日本に分布の中心を持つ種で，北関東地域では
非常に珍しく，本県は日本における北限の産地である。

分 布 状 況　日本固有種。本州（茨城県以南），四国，九州に分布する。
形態及び生態　体長 2.5 ～ 3.2㎜。全体に黒褐色で上翅基部付近に逆八

の字型，中央後半に太めの横帯の赤褐色紋を配するが変異が大きく，ほ
とんど痕跡程度となる個体もいる。成虫はクリ，スダジイ，シデなどの
広葉樹に生じたキノコに集まる。

近 似 種　日本産は 1 属 1 種。同所的に生息する近縁のズグロホソ
オオキノコDacne zonalia Lewis に似るが，触角や前胸背板の形状が
違う。

生 息 地　中山間地域の深い広葉樹林が残るやや湿潤な環境が保持
される地域に生息し，常陸太田市（旧水府村）武生林道，笠間市仏頂山，
笠間市（旧岩間町）鐘転山，城里町（旧七会村）などから記録されている。

生 存 の 危 機　中山間地域の広葉樹林の伐採と森林の乾燥化による生息
環境の劣化が心配される。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　7），18），50）

Saula japonica Gorham

撮影　西山　明

Setelia scitula Lewis

撮影　西山　明
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昆
虫
類

ムナグロチャイロテントウテントウムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ スゲ類の豊かな湿地環境に特異なテントウムシで，
生息環境の破壊や消失による個体数の減少，生息地の消失が心配される。

分 布 状 況　日本固有種。本州に分布するが，産地は局所的である。
形態及び生態　体長 3.4 ～ 3.6㎜。全体に黄褐色で前胸背板基半部と上

翅会合部は黒色。成虫は 4 ～ 5 月湿地に現れ，スゲ類やヨシに発生す
るハダニやアリマキを補食する。

近 似 種　 同 属 の ク ロ ス ジ チ ャ イ ロ テ ン ト ウ M. kiotoensis
（Nakane et Araki）の上翅側縁部の黒色紋が消失した個体と区別がつ
かず，同胞種であろうと考えられている。

生 息 地　常陸太田市（旧里美村）の二カ所の湿地からのみ記録さ
れている。

生 存 の 危 機　休耕田などの人工的な湿地環境の悪化や消失による生存
の危機が常に心配される。

特 記 事 項　湿地性テントウムシの代表的な種。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　14），34）

ルリナガクチキナガクチキムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 山間地のやや湿潤な環境が保持されるブナ帯やブナ
帯下部の自然林に生息するが非常に稀で，生息環境の維持が心配される。

分 布 状 況　日本固有種。北海道と本州（青森～長野県）の山間地域
に分布する。

形態及び生態　体長 8 ～ 9㎜。全体に黒色で青い光沢があるが，稀に赤
味を帯びた個体や青色光沢を発しない個体もいる。

近 似 種　本州西南部，四国，九州には同属のルリツヤナガクチキ
が分布する（未命名）が，より扁平な体型と弱い光沢で区別される。

生 息 地　北茨城市・花園山地からの記録しかない。
生 存 の 危 機　山間地域の広葉樹林の伐採と森林の乾燥化による生息環

境の劣化が心配される。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　33），49）

Micraspis satoi Miyatake

撮影　西山　明

Melandrya shimoyamai Hayashi

撮影　西山　明
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昆
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類
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目

キンイロネクイハムシハムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 生息地は非常に局所的で個体数も少ない。また，
生息環境の消滅も心配される。

分 布 状 況　日本固有種。本州と九州に分布する。
形態及び生態　体長 7 ～ 9㎜。全体に金銅色や金緑色で上翅中央部は赤

銅色の縦条紋を配する。成虫は 5 ～ 9 月に現れ，ミクリやスゲの花に
集まる。

近 似 種　特異な後腿節の突起から同定を間違うことはない。
生 息 地　北茨城市花園山地，日立市（旧十王町）山部，石岡市（旧

八郷町）上曽峠などの僅かな生息地が知られるだけ。
生 存 の 危 機　本種を含めて 4 種のネクイハムシ類が生息していた石岡

市上曽峠の湿地は残念ながら乾燥と埋め立てによって消失してしまっ
た。

特 記 事 項　以前は朝鮮半島と中国東北部に分布するとされていたが，
それは同属の別種D. aquatica（Linnaeus）である。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　3），36），49）

カタビロハムシハムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●  
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 春期に林床のトネリコやイボタの新芽に特異的に発
見されるが，発生期は短く，個体数も少ない。

分 布 状 況　日本固有種。本州と九州に分布する。
形態及び生態　体長 7.8 ～ 8.8㎜。全体に光沢のある黄褐色。後腿節は

大きく膨らみ，雄では末端部に 1 本の顕著な突起を持ち，雌ではさら
に中央部にも 1 本の突起を持つ。

近 似 種　特異な後腿節の突起から同定を間違うことはない。
生 息 地　里山～中山間地域に生息し，大子町と水戸市からの記録

しかない。
生 存 の 危 機　里山～中山間地域の林床のトネリコやイボタに依存する

ことから，公園林床の除草などによって生息環境が狭められている。
特 記 事 項　春期の短期間に現れることから調査不足の感がいがめな

い。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　20），49）

Donacia japana Chujo et Goecke

撮影　公文　暁

Colobaspis japonicus (Baly)

撮影　公文　暁
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サトウナガタマムシタマムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　③ 県内にはシラカシは普通に分布するものの，本種の生
息確認は僅かな地だけであり，非常に局所的分布の種である。

分 布 状 況　原産地は台湾で，日本では本州（茨城県以南），四国，九
州に分布する。

形態及び生態　体長 7.0 ～ 9.7㎜。背面は黒色で赤紫色を帯び，腹面は
黒みを帯びた金緑色。通常は上翅端部 1/4 近くに一対の白色毛斑を現
すが，消失する個体もいる。成虫は6月に現れ，カシ類の伐採木に集まる。

近 似 種　上翅端の白色毛斑が消失した個体は同属のコクロナガタ
マムシA. yamawakii Kurosawa に似るが，上翅先端部が突出するこ
とで容易に区別される。

生 息 地　つくば市小田の筑波山麓と笠間市（旧岩間町）愛宕山麓
の二カ所からの記録しかない。

生 存 の 危 機　里山環境などにおける太いシラカシ材の伐採が目立ち，
生息が脅かされている。

特 記 事 項　西南日本に分布の中心を持つ種で，本県は北限の産地で
ある。

執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　16），18），22）

ヤマトオサムシダマシゴミムシダマシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 2013 年に生息が確認され，里山～中山間地の納
屋や廃屋などの人間の生活環境に密接する環境に生息することから常に
生存が脅かされている。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布し，海外では台湾や中国北部に
も分布する。

形態及び生態　体長 22㎜前後。全体に黒色。前胸背板基部は上翅基部に
重積するように拡がり，小盾板はその下に隠れる。上翅先端部は細まり，
先端が上反する。納屋のワラクズの下に潜むことが多い。

近 似 種　特異な体型から同定を間違えることはない。
生 息 地　最近，常陸太田市の廃屋で生息が確認された。日本にお

ける北限の記録のようだ。
生 存 の 危 機　廃屋の解体などによる生息環境の消失によって，生息維

持が困難になる。
特 記 事 項　里山環境や中山間部の廃屋などの人工的な環境に特異で，

まだ調査不足の感はいがめない。
執筆者（協力者）　大桃定洋
文 献　19），22），47）

Agrilus satoi Kurosawa

撮影　西山　明

Blaps japonensis Marseul

撮影　佐々木泰弘

209



昆
虫
類
シ
リ
ア
ゲ
ム
シ
目

ヒロオビシリアゲシリアゲムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ 茨城県で記録されているのは八溝山の高所での数頭
のみで，生息密度は極めて薄く，僅かな環境変化で危機的な状況に陥り
やすい。また，栃木県では北西部の山地で見られるも少なく，八溝山の
近隣での記録はまだない。

分 布 状 況　本州中部の長野，山梨，群馬，栃木，茨城の各県で分布
が確認されている。

形態及び生態　翅には前後翅共に黒い翅端紋と帯紋があり，紋は幅広く
それ以外の紋は出現しない。6 月～ 8 月に成虫が見られる。

近 似 種　広く分布するヤマトシリアゲP. japonica  Thunberg に
極似し，交尾器の検鏡以外での同定は困難である。

生 息 地　茨城県では八溝山南側湧水群付近の湿潤な環境でのみ確
認されている。広葉樹の大木も多く，林床のミヤコザサと共に湿潤な環
境を保っている。

生 存 の 危 機　本種の生息環境として，高所でなおかつ湿潤な環境が挙
げられるが，八溝山上部は今のところ安定した環境にある。

特 記 事 項　目視による同定が困難なため，調査が進んでいない県が
多い。

執筆者（協力者）　櫻井　浩
文 献　6），7），8）

ガガンボモドキ（ヤマトガガンボモドキ）ガガンボモドキ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 全国的にみて生息地が特異的な分布を示す種であ
り，個体数も少ない。

分 布 状 況　本州（中部，関東地方）。
形態及び生態　体長は雄雌とも 15㎜内外。翅の長さは 20㎜内外で体色

は褐色。翅は透明で，いくぶんか黄味を帯びる。脚は細長く，前脚は体
の懸垂に用いられ，後脚で餌となる小昆虫を捕えたまま飛翔する。飛翔
はゆるやかで森林の林床を低く飛ぶ。成虫は夏季に出現するが，地中の
幼虫の生態などは明らかでない。

近 似 種　本種の他に数種類のガガンボモドキ類が観察できるが，
交尾器などの形態以外での区別は困難である。

生 息 地　平地から標高 200m ほどの丘陵地の雑木林。近似種が筑
波山や八溝山などの中腹部から山頂にかけての生息も確認されている。

生 存 の 危 機　里山的環境をみせる平野部の雑木林の減少と林床のササ
類の繁茂による生息環境の悪化。

特 記 事 項　埼玉県（絶滅危惧Ⅱ類），千葉県（絶滅危惧Ⅱ類）長野県（準
絶滅危惧）。

執筆者（協力者）　廣瀬　誠
文 献　1），2），3），4），5）

Panorpa miyakei Miyamoto

撮影　櫻井　浩

Bittacus nipponicus Navás

撮影　廣瀬　誠
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オオウラギンヒョウモンタテハチョウ科

選 定 理 由　①② 全国と同じく，茨城県でも減少が続き，1963 年の
記録を最後に県内からの報告がない。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布。国外では朝鮮半島，中国，ウ
スリー，アムールに分布する。

形態及び生態　開張 70 ～ 80㎜。ヒョウモン類の中では最も大形。温暖
な環境を好み，県北山地からは記録されていない。成虫の出現は年 1 回。
6 ～ 7 月に出現し 8 月は夏眠に入り姿が見られなくなる。9 月から再
び出現し活発に活動し産卵終息する。食草はスミレ類。

近 似 種　♀は大形で区別がつきやすい。♂は後翅表外縁の黒紋の
形状が二山形である。

生 息 地　低地や山麓の草原・河川の堤防草地，茅場。1950 年代
には筑波山塊には茅場が存在し，多産したことが記録されている。その
後，茅場の役目は終わりスギ，ヒノキが植林され生息地が消えた。

生 存 の 危 機　茅場の喪失，河川堤防の草地の管理などにより生息地が
消失したものと思える。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　26），34），38），39），52），67），95），119），

122） ，130），185），186） ，210），211）

茨 城 県 2016 ● ● ● ● 絶滅

茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

ヒョウモンモドキタテハチョウ科

選 定 理 由　①③ 茨城県では，1933 ～ 1947 年・友部町・内原町
で記録された。1948 年以降は記録されていない。

分 布 状 況　本州の特産種。福島県，茨城県・千葉県，長野県，山梨県，
岐阜県，愛知県，兵庫県，広島県，山口県などで記録されている。国外
では，朝鮮半島，中国に分布する。

形態及び生態　開張 50 ～ 55㎜。翅表は橙色を帯びた茶色。成虫の出現
は年 1 回。6 ～ 7 月。明るい湿地の草地が生息地。食草は，キク科の
マアザミ。

近 似 種　コヒョウモンモドキと似るが，茨城県には生息していな
い。

生 息 地　友部町（笠間市旭町）・内原町（笠間市鯉淵）の 2 地点で
記録されている。2 地点は，南北に数㎞の範囲にある。記録地点の環境
は，標高 30m ほどの平坦な台地で，湧水による湿地や細流・溜池が随
所に見られる。現在でも人家周辺には湧水が噴出し，食草マアザミも自
生している。湧水地域は周辺部より，夏は涼しく冬は暖かい安定した環
境にあったと思われる。

生 存 の 危 機　1947 年の記録を最後に，姿を消したようである。現在
まで報告はない。絶滅種である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　49），97），208），209），217）

茨 城 県 2016 ● ● ● ● 絶滅

茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●

Fabriciana nerippe C.Felder et R.Felder

左：♂　1931 年 6 月 26 日　
右：♀　1932 年 9 月 24 日
いずれも君賀村産（現稲敷市）で採集，
茨城県自然博物館所蔵標本（塩田正寛）

Melitaea scotosia Butler

♀　1933 年 7 月 2 日　
東茨城群鯉渕村産（現笠間市）で採集，
神奈川県立生命の星・地球博物館所蔵標本

（塩田正寛）
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ウスバアゲハ（ウスバシロチョウ）アゲハチョウ科

選 定 理 由　③④ 関東平野のほぼ中央部の 2 地点で生息が確認された
が，水海道では 1952 年，伊奈では 1988 年以降生息が確認されてい
ない。

分 布 状 況　北海道，本州，四国に分布。国外では中国に分布する。
形態及び生態　開張 70㎜前後の，やや透明感のある白色の翅を持つ。成

虫の出現は年 1 回。5 月上旬～ 5 月下旬。食草はケシ科のジロボウエ
ンゴサクやムラサキケマン。

近 似 種　モンシロチョウなどに似るが，翅表の透明感で区別は容
易。

生 息 地　1948 ～ 1951 年は，水海道市（常総市）の標高 13m
の小貝川河川敷，1976 ～ 1987 年は伊奈町（つくばみらい市）の標
高 8m の小貝川河川敷に生息していた。伊奈は水海道の 15㎞ほど下流
である。生息地の面積は狭く，河川敷内で生活のすべてが行われていた

生 存 の 危 機　水海道は，発見時には衰退期に入っていたと思えるが，
伊奈の個体群は，発見時 100 個体を数えた。採集圧により絶滅したと
考えられる。

特 記 事 項　2014 年に八溝山地に別個体群が侵入したことが確認さ
れた。

執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　12），40），101），102），113），126），127），

173），174），183），184），186），187），188），189），
190），201）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 対象外

ヒメシロチョウシロチョウ科

選 定 理 由　①②③ 生息が局地的で限定され，近年の記録はごく少数
である。

分 布 状 況　北海道，本州，九州に分布。国外では朝鮮半島，中国，
ロシア南東部～アルタイ山脈に分布する。

形態及び生態　開張 45㎜前後。横長の翅型で白色。前翅端に黒斑がある。
河川敷が生息環境。古くは，台地の松林にも生息していた記録がある。
成虫の出現は年 3 ～ 4 回，4 ～ 9 月までほぼ連続して出現する。食草
はツルフジバカマ。

近 似 種　紛らわしい種はない。
生 息 地　久慈川や那珂川の，河川敷が生息地である。1954 年以

前には，那珂湊・水戸市・勝田市・東海村石神・大子町など広い範囲
で記録された。その後しばらく記録が途絶えたが 1967 年大子町久慈
川で再発見され，2003 年まで記録された。その後姿が見られない状
態が続いたが，2010 年再び記録された。しかし，1 年で姿を消した。
2014 年に今までの生息地から離れた北茨城市で 1 個体確認された。

生 存 の 危 機　久慈川の 2010 年の個体群は，秋の洪水による水没がな
ければ，定着地になり得たと思われる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　19），39），56），61），66），69），93），95），

96），116），136），157），159），208），217）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Parnassius citrinarius Motschulsky

撮影　佐々木泰弘

Leptidea amurensis (Ménétriès)

撮影　佐々木泰弘
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カラスシジミシジミチョウ科

選 定 理 由　①③ 鶏足山塊の生息地点はダム建設により水没消滅した。
鷲子山塊の地点も近年記録されていない。

分 布 状 況　北海道，本州，九州。ヨーロッパからサハリンにかけて
広く分布。

形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄雌ともに
翅表は茶黒色。裏面は茶褐色の地に白色斑と赤色紋がある。雌雄ともに
尾状突起を有する。成虫は 6 月下旬～ 7 月中旬に年 1 回出現する。幼
虫の食樹はハルニレ，オヒョウ等でこれが混成する落葉広葉樹林が生息
環境である。夕方に活動することが多い。

近 似 種　ミヤマカラスシジミとは後翅裏面の白斑の並びで区別。
生 息 地　確認された生息地は多賀山地，鷲子山塊，鶏足山塊の限

られた地点のみである。
生 存 の 危 機　数少ない生息地内のハルニレを保全していく必要がある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　18），71），74），80），151），168），171），

192），205）
茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

クロシジミシジミチョウ科

選 定 理 由　①②③④ 過去には多賀山地，鶏足山塊，筑波山塊，県央・
県南・県西の低地に広く生息していたがほとんどの地域で消えてしまっ
た。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。
形態及び生態　開張 35㎜内外。地上性の中型シジミチョウ。雄の翅表は

鈍い紫藍色，雌は黒褐色。裏面は茶褐色の地に黒色斑がある。成虫は 6
月下旬～に年 1 回出現する。幼虫は始めアブラムシ類と後にクロオオ
アリと共生生活をし，アリの巣の中で蛹化し地上に出て羽化する。樹木
のまばらな林が生息環境である。

近 似 種　近似種はいない
生 息 地　2000 年以後，多賀山地，鶏足山塊内の 4 地点のみで生

息が確認されていたが，近年それらの地点でも確認が途絶えている。
生 存 の 危 機　生息地が森林に移行したり，宅地造成で破壊されたりし

て失われている。生息地は人為的に保全する必要があり，採集の規制も
考慮に入れる必要がある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　2），25），26），45），49），58），64），69），74），

94），97），103），176），181），197），202），208），211）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Fixsenia w-album (Knoch)

撮影　佐々木泰弘

Niphanda fusca (Bremer et Grey)

撮影　佐々木泰弘
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キバネセセリセセリチョウ科

選 定 理 由　③ 1973 年にはじめて記録された。以後の記録は，10
例にも満たない状態で，ここ 15 年ほどは記録が途絶えている。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布する。国外では朝鮮半島，
中国東北部，ロシア南西部に分布する。

形態及び生態　開張 45㎜前後。全体薄茶色の大形のセセリチョウ。
食樹はウコギ科のハリギリで，食樹の交じる森林が生息環境である，成
虫の出現は年 1 回。7 月下旬～ 8 月上旬。

近 似 種　大形のアオバセセリとは，翅の色彩で区別がつく。
生 息 地　多賀山地北部の標高が高い地域。八溝山塊の記録は 1 例

のみである。
生 存 の 危 機　森林が伐採された地域で記録されている例が多い。本来

は森林性の種である。安定したブナ林の形成が望ましい。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　68），72），112），140），193），199），200），

219）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

チャマダラセセリセセリチョウ科

選 定 理 由　①②③④ 多賀山地の標高の高い地域に局所的に生息地が
知られているが，生息地点及び個体数が減少している。
八溝山塊・筑波山塊では記録が途絶えている。

分 布 状 況　北海道，本州，四国に分布する。国外ではミャンマー，中国，
朝鮮半島，ロシヤ南東部，東シベリアに分布する。

形態及び生態　開張 30㎜前後。翅表は黒色，裏面は茶色。独特の白い斑
紋を持つ。成虫の出現は年 2 回。4 ～ 5 月，7 ～ 8 月。食草はバラ科
のキジムシロ・ミツバツチグリなどである。

近 似 種　小形種で，紛らわしいものはない。
生 息 地　日当たりの良い草原，森林伐採跡地，谷の氾濫原・湿地

などの自然環境や，人為的な牧草地や採草地も生息地である。
生 存 の 危 機　生息環境は，森林に遷移しやすく，人為的草地は規模が

小さく採集圧の影響を受けやすい
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　14），21），34），49），69），70），74）106），

147），150），153），177），207），217）
茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Burara aquilina Speyer

撮影　佐々木泰弘

Pyrgus maculatus (Bremer et Grey)

撮影　佐々木泰弘
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ホシチャバネセセリセセリチョウ科

選 定 理 由　①②③ 生息地が局地的で限られており，個体数も少ない。
生息に適した環境が減少傾向にある。

分 布 状 況　本州，対馬に分布。国外では朝鮮半島，ロシア南東部，中国，
台湾に分布する。

形態及び生態　開張 25㎜前後の，小形の茶色いセセリチョウ。前翅表に
小さな白斑が円弧状に配列する。
成虫の出現は年 1 回，7 ～ 8 月。山地の疎林周辺の草地に多く見られる。
食草はイネ科のオオアブラススキ。

近 似 種　近似種はない。
生 息 地　多賀山地の標高 500m 以上の地域と，八溝山塊で記録さ

れている。八溝山塊の記録は古いもので，近年の報告はない。標高の低
い地域の記録として，標高 150m の山麓や標高 20m の海岸砂丘での
記録がある。

生 存 の 危 機　各地域での生息地が狭く，個体数が少ない。人為的環境
変化の影響を受けやすい。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　14），16），21），32），55），69），74），147），

163），177），209）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

スジボソヤマキチョウシロチョウ科

選 定 理 由　①②③ 生息地が県北山地に限られ，局地的である。近年
個体数の減少が著しい。

分 布 状 況　本州，四国，九州の分布。国外では，朝鮮半島，中国北
東部に分布する。

形態及び生態　開張 60㎜前後。大形のシロチョウで，前翅端がとがって
いる。♂は黄色，♀は白色。成虫の出現は年 1 回。7 月～ 9 月。成虫
は越冬し，翌年 4 月に姿を見せ産卵し終息する。食樹はクロウメモドキ。

近 似 種　県内では近似種はいない。
生 息 地　多賀山地の標高の高い地域に生息する。渓流沿いの林縁

や湿地が生息場所である。八溝山塊でも 6 月に新鮮個体が記録されて
いる。

生 存 の 危 機　食樹が自生する湿地環境が，森林伐採や乾燥化・環境整
備などで悪化し，個体数が減少していると考えられる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　10），27），45），49），51），55），152），160），

177），208），217）
茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Aeromachus inachus (Ménétriès)

撮影　佐々木泰弘

Gonepteryx aspasia (Ménétriès)

撮影　佐々木泰弘
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ウラジロミドリシジミシジミチョウ科

選 定 理 由　①③ 過去 3 地点より記録があったが，1 地点は絶滅，他
1 地点も個体数の減少が激しい。

分 布 状 況　北海道，本州，九州。ウスリー，アムール，中国東北部，
朝鮮半島。

形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。裏面は銀灰
白色で雄の翅表は青みの強い金属光沢の緑色，雌は黒褐色。雌雄とも短
い尾状突起を有する。成虫は 6 月中旬～ 7 月中旬に年 1 回出現する。
幼虫の食餌植物はカシワでカシワ林及びカシワが混成する落葉広葉樹林
が生息環境である。

近 似 種　紛らわしい種はいない。
生 息 地　現在生息が確認されているのは，2 地点のみ。多賀山地，

久慈山地の各 1 地点に生息。
生 存 の 危 機　県内のカシワ林は遷移や伐採等により減少している。県

内にわずかに残るカシワ林を保護する必要がある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　74），85），100），155），156），170），172），

177），194），218），223） 茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ツマグロキチョウシロチョウ科

選 定 理 由　①② 1996 年以前は，県内の全域から記録される普遍
的な種であったが，1997 ～ 2002 年まで記録が途絶えた。しかし，
2003 年以降再び記録されるようになり，現在に至っている。だが，
かつてのように秋になると普遍的に見られた状態には戻っていない。記
録が途絶えた 6 年間，何が生じたのかは不明である。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布する。太平洋側の分布北限は福
島県。茨城県は北限に近い。

形態及び生態　開張 35㎜前後。成虫越冬し春に産卵する。6 月に最初の
成虫が出現するが個体数は少ない。次の世代は，8 月から徐々に個体数
が増し，9 月からは広い範囲で普遍的に見られる様になる。食草はマメ
科のカワラケツメイ。

近 似 種　キタキチョウに似るが，前翅表の黒斑・後翅裏面の斑紋
が異なる。

生 息 地　食草のある日当たりの良い河川敷や草地を好む。県内全
域から記録されているが，越冬地域は，標高 200m 未満の照葉樹林地
域である。北風の吹き抜ける低地では越冬できないと思われる。

生 存 の 危 機　現在のところは，県北，県央には記録が戻ってきているが，
県央・鹿行・県南・県西低地の記録は極めて少ない。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　4），6），9），11），26），34），74），75），93），

95），107），108），110），135），144），154），175），
182），208），211），221）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Favonius saphirinus (Staudinger)

撮影　佐々木泰弘

Eurema laeta (Boisduval)

撮影　佐々木泰弘
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ハヤシミドリシジミシジミチョウ科

選 定 理 由　①③ 過去に記録のあった県北低地，多賀山地の地点の中
には近年記録なく絶滅したと考えられる所もある。現在残る生息地も個
体数が激減している。

分 布 状 況　北海道，本州，九州。国外では中国東北部，朝鮮半島。
形態及び生態　開張 38㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄の翅表は

金属光沢の緑色，雌は黒褐色。裏面は黒褐色の地に白色斑と赤色紋があ
る。雌雄ともに尾状突起を有する。成虫は 6 月下旬～ 7 月中旬に年 1
回出現する。幼虫の食樹はカシワでカシワ林及びカシワが混成する落葉
広葉樹林が生息環境である。

近 似 種　ジョウザンミドリシジミ，エゾミドリシジミと似るが翅
表の黒帯の幅や後翅裏面の赤斑の形で区別。

生 息 地　久慈山地，多賀山地内の数地点のみで生息している。過
去には県北低地の 1 地点でも記録されている。

生 存 の 危 機　県内のカシワ林は遷移や伐採等により減少している。県
内にわずかに残るカシワ林を保護する必要がある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　57），74），85），90），100），155），194），

202），218）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

ヒメシジミシジミチョウ科

選 定 理 由　①②③④ 草地環境が放置されて植生遷移により生息地が
失われた。過去にあった生息地は激減し，その場所でも個体数の減少が
著しい。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。ユーラシア大陸北部に広く分布。
形態及び生態　開張 18㎜内外。草原性のシジミチョウ。雄の翅表は青藍

色，雌は黒褐色で赤橙色斑紋列がある。裏面は雌雄とも灰白色の地に黒
色斑と赤橙色斑紋列がある。成虫は 6 月中旬～ 7 月上旬に年 1 回出現
する。幼虫の食草はヨモギ，イタドリ，アザミ類など草原性環境が生息
環境である

近 似 種　ミヤマシジミに似るが，翅表の色合いや翅裏黒紋，青色
鱗粉の入り方などにより区別。

生 息 地　多賀山地内の標高 600 ～ 700m に生息。現在継続して
発生している生息地点は数地点のみ。

生 存 の 危 機　草地環境の保全，積極的な維持が必要である。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　14），39），55），69），74），177），202）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Favonius ultramarinus (Fixsen)

撮影　佐々木泰弘

Plebejus argus micrargus (Butler)

撮影　佐々木泰弘
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ムモンアカシジミシジミチョウ科

選 定 理 由　①③ 多賀山地内には多くのの生息地が知られていたが，
2000 年以降は数地点のみで確認されただけである。久慈山地，八溝
山塊からの記録は近年出ていない。

分 布 状 況　北海道，本州。中国北部・東北部，アムール，ウスリー，
朝鮮半島。

形態及び生態　開張 38㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。翅表は翅端
の黒色部を除き全体橙色で，裏面に褐色状斑がある。雌雄ともに尾状突
起を有する。成虫は 7 月中旬～ 8 月に年 1 回発生する。幼虫は半肉食
性で，ブナ科植物の他，クリオオアブラムシ，カイガラムシ類などの昆
虫を補食する。落葉広葉樹林が生息環境で，夕方活発に活動する傾向が
強い。

近 似 種　アカシジミとは後翅裏面に白色帯がないことで区別。
生 息 地　多賀山地，久慈山地，八溝山塊の標高 400 ～ 700m を

中心に生息。
生 存 の 危 機　標高の低いところでも出現するので，里山をはじめ山地

の雑木林保全が必要である。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　13），14），16），27），84），98），103），111），

147），148），154），155），156），177），180），195），
202），216）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ミヤマカラスシジミシジミチョウ科

選 定 理 由　①②③ 過去には県北低地にも生息していたが絶滅した。
現在残る山地内の生息地でも個体数が減少している地点が多い，

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。日本固有種。
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄雌ともの

翅表は茶黒色。裏面は茶褐色の地に白色斑と赤色紋がある。雌雄ともに
尾状突起を有する。成虫は 6 月下旬～ 7 月中旬に年 1 回出現する。幼
虫の食樹はクロウメモドキでこれが混成する落葉広葉樹林が生息環境で
ある。夕方に活動することが多い。

近 似 種　カラスシジミとは後翅裏面の白斑の並びで区別，
生 息 地　多賀山地，久慈山地の標高 400 ～ 800m に生息。過去

には県北低地でも記録された。
生 存 の 危 機　湿原の保全が必要。森林の伐採等で湿原の乾燥化が進む

と食樹が衰退し，チョウが消滅する可能性が高い。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　14），46），59），60），64），65），69），74），

76），103），128），145），177），202），216）
茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Shirozua jonasi (Janson)

撮影　佐々木泰弘

Fixsenia mera (Janson)

撮影　小菅次男
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ギンイチモンジセセリセセリチョウ科

選 定 理 由　①② 環境省（2006）レッドデータでは準絶滅危惧種に
指定されている。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布。国外では朝鮮半島，
中国北部・東北部に分布する。

形態及び生態　開張 30㎜前後は翅表は黒色，後翅裏面中央に 1 本の銀
線がある。成虫の出現。年 1 ～ 3 回。4 ～ 9 月。山地の標高の高い地
域は，年 1 回（5 月下旬～ 6 月下旬）である。食草はススキやヨシ。

近 似 種　近似種はいない
生 息 地　山地や低地のススキ原，河川敷や湿地のヨシ原が生息地

である。久慈川や那珂川，鬼怒川，小貝川などの河川敷からの記録が多い。
生 存 の 危 機　低地の一部に生息が確認されていない地域が見られるが，

2000 年以降でも記録地点は多くある。しかし，生息環境である草地
の減少が心配される。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　6），33），35），50），63），74），77），81），95），

109），177），210），211）
茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

コキマダラセセリセセリチョウ科

選 定 理 由　①③ 生息地が局地的で限られ，個体数も少ない。県内の
記録地点は，5 地点に過ぎない。

分 布 状 況　北海道，本州に分布する。朝鮮半島，中国北部・東北部，
ロシア南東部に分布する。

形態及び生態　開張 35㎜前後。茶色い地に黄色の斑紋がある。
成虫の出現は年 1 回。7 ～ 8 月。食草は，イネ科のススキ。明るい草
地や湿地などで見られる。

近 似 種　ヒメキマダラセセリに酷似，性標や地色の違いで区別で
きる。

生 息 地　多賀山地北部の標高の高い地域に生息する。牧場や草刈
り場，湿地や休耕田の草地が生息環境。

生 存 の 危 機　生息地域が狭く湿地の乾燥化，草地の森林化で生息環境
が消失する。個体数が少なく採集圧の影響を受けやすい。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　8），16），21），39），49），69），74），147），

180），208），217）
茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Leptalina unicolor (Bremer et Grey)

撮影　佐々木泰弘

Ochlodes venatus (Bremer et Grey)

撮影　佐々木泰弘
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ウラキンシジミシジミチョウ科

選 定 理 由　①② 生息範囲は広いが，成虫の個体数は少ない。単発的
な確認で終わり継続して確認されている地点は少ない。継続して確認さ
れた地点での個体数の減少が目立つ。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。日本特産種
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄雌とも翅

表は黒色地で，裏面は黄褐色色の地に黒色斑と赤色紋がある。成虫は 6
月中旬～ 7 月上旬に年 1 回出現する。食樹はトネリコ類でこれらが混
成する落葉広葉樹林が生息環境である。夕方に活動する。

近 似 種　近似種はいない
生 息 地　多賀山地，久慈山地，八溝山塊，鷲子山塊，鶏足山塊，

筑波山塊に生息。
生 存 の 危 機　確認している地域の広範囲での雑木林の保護が必要。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　14），22），62），69），74），115），131），133），

140），177），180），194），214），220），223）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

スジグロチャバネセセリセセリチョウ科

選 定 理 由　①② 多賀山地の，標高の高い地域で記録されている。多
賀山地以外では久慈山地や八溝山塊で記録されているが，記録が連続し
ない。多賀山地では，個体数は多かったが，近年減少傾向にある。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布。国外では朝鮮半島，
中国東北部・北部，ロシア南東部に分布する。

形態及び生態　開張 30㎜位。オレンジ色の小さいセセリチョウ。
支脈に黒い筋があるの。成虫の出現は年 1 回，7 ～ 8 月。食草はイネ
科のカモジグサやクサヨシなど。

近 似 種　本種の♂は，前翅表に黒い性標がある。♀はヘリグロチャ
バネセセリと酷似する。

生 息 地　多賀山地の北部の標高の高い地域の沢沿い草地に生息す
る。八溝山塊や久慈山地でも沢沿い草地で記録されている。

生 存 の 危 機　個体数が少なく，生息地が林道拡張や森林伐採の影響を
受けやすい。森林放置による環境変化も影響している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　10），21），39），49），56），69），73），74），

154），155），156），177），208），217） 茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Ussuriana stygiana (Butler)

撮影　小菅次男

Thymelicus leoninus (Butler)

撮影　佐々木泰弘
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選 定 理 由　①③ 県内では，標高の高い山地のミズナラの混ざる雑木
林に生息し個体数も少ない。僅かな環境変化で絶滅する危険がある。

分 布 状 況　北海道，本州。ウスリー，中国東北部，朝鮮半島。
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄の翅表は

青味のある金属光沢の緑色，雌は黒褐色。裏面は黒褐色の地に白色斑と
赤色紋がある。雌雄ともに尾状突起を有する。成虫は 6 月下旬～ 7 月
中旬に年 1 回出現する。幼虫の食樹はミズナラ等のブナ科植物で，こ
れらが混成する落葉広葉樹林が生息環境である。午前中に活動すること
が多い。

近 似 種　ハヤシミドリシジミ，エゾミドリシジミと似るが翅表の
黒帯の幅や後翅裏面の赤斑の形で区別。

生 息 地　多賀山地，八溝山塊の標高の高い山地に生息する。
生 存 の 危 機　生息地点のミズナラを混交する，雑木林の保全を必要と

する。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　14），16），57），69），74），140），155），177），

178），195） 茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ウラギンスジヒョウモンタテハチョウ科

選 定 理 由　①② 山地を中心に分布し，低地でも記録されている。近年，
低地では見られなくなり，山地でも筑波山塊などでは確認できなくなっ
ている。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州に分布。国外ではサハリン，
朝鮮半島，中国東北部，ユーラシア大陸北部に広く分布する。

形態及び生態　開張 60 ～ 65㎜。やや小型のヒョウモンチョウ類。後翅
裏面に茶色の帯がある。成虫の出現は年 1 回。7 月に出現するが，8
月には夏眠に入る。9 月に入ると再び出現し，10 月の始めに終息する。
食草は，タチツボスミレ，ツボスミレなどのスミレ類。

近 似 種　オオウラギンスジヒョウモンと近似する。前翅外縁の形
で区別ができる。

生 息 地　明るい草原や草地が生息地である。1950 年代の難台山
や 1960 年代の筑波山などでは多産した記録がある。

生 存 の 危 機　山地では，安定した草地や牧場がある地点では現在も記
録されている。しかし，筑波山では，1981 年は個体数が 60% 程度
に減少した。県西部では 1950 年代には普通に見られたが，1976 年
頃には記録されなくなった。水戸市では，1950 年代には記録された
が，1978 年代には記録されなくなっている。生息環境の草地が，徐々
に森林に変わり生息環境が狭められたことが減少の要因と考えられる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　6），34），42），47），50），53），63），69），74），

95），120），121），146），162），185），208），213）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Favonius taxila (Bremer)

撮影　佐々木泰弘

Argyronome laodice (Pallas)

撮影　佐々木泰弘

221



昆
虫
類
チ
チ
ウ
目

チ チ
チ
ウ
チ

ヒメキマダラヒカゲジャノメチョウ科

選 定 理 由　③ 県北山地の安定した森林の林床に生息する。生息地及
び個体数が少ない。

分 布 状 況　北海道・本州・四国・九州に分布。北海道では低地に，四国，
九州では高山にのみ生息する。国外では中国大陸南部に分布する。

形態及び生態　開張 55㎜位。中型のジャノメチョウ。成虫出現は年 1 回。
8 月上旬～ 9 月下旬。他県の亜高山地域に比べて初めと終息が 2 旬遅
れる。食草は，スズタケ・クマザサ。アズマネザサなどのササ類。

近 似 種　ヤマキマダラヒカゲとは，翅形斑紋で区別できる。
生 息 地　多賀山地や久慈山地，八溝山塊の標高の高い地域の安定

した冷温帯林の林床に生息する。森林伐採で取り残された小規模の樹林
にも姿を見ることがあるが，出現状態は不安定である。標高の低い山地
や，低地でも記録されている。低地では，水戸市の笠原湧水地や，真壁
町の桜川湿地で各１記録されている。

生 存 の 危 機　冷温帯林の森林伐採によって，大きな影響を受けている。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　15），16），24），54），69），74），78），91），

122），164），215） 茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

オオムラサキタテハチョウ科

選 定 理 由　①② かつては，生息地も個体数も多かったが，現在に進
むにしたがって生息地は激減している。

分 布 状 況　北海道の一部，本州，四国，九州に分布。
国外では朝鮮半島，中国東北部，ベトナム，台湾北部に分布する。

形態及び生態　開張 90㎜位。大形のタテハチョウ。♂の翅表は濃い紫色。
♀は♂より大形で翅表は茶褐色。
成虫の出現は年 1 回，7 ～ 8 月。食樹はニレ科のエノキ。雑木林が生
息環境。

近 似 種　紛らわしい種はない。
生 息 地　生息には，エノキを交える，安定した規模の大きい雑木林

を必要とする。山地では，個体数は少ないが全域に分布する。関東平野
部での減少が著しく生息地が少なくなっている。

生 存 の 危 機　開発に伴い，雑木林の縮小化・消失で生息地が失われて
いる。近年，自然観察施設が設置されることによって本種の生息環境が
確保されている。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　1），3），5），7），14），16），25），26），27），

30），38），43），48），55），56），58），63），74），87），
88），89），97），119），120），121），122），124），125），
141），143），148），149），177），191），202），203），
208），209），212），217）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

Zophoessa callipteris (Butler)

撮影　佐々木泰弘

Sasakia charonda (Hewitson)

撮影　佐々木泰弘
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茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 生息地が県北山地のごく限られた地域に限定されて
いる。過去確認できた地点で近年確認できなくなった地点もある。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。アムール，中国東北部，朝鮮半島。
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄の翅表は

金属光沢の緑色，雌は黒褐色。裏面は黒褐色の地に白色斑と赤色紋があ
る。雌雄ともに尾状突起を有する。成虫は 6 月下旬～ 7 月中旬に年 1
回出現する。幼虫の食樹はミズナラ，コナラ等のブナ科植物でこれらが
混成する落葉広葉樹林が生息環境である。朝方活発に活動し，雄は占有
行動をとる。

近 似 種　近似種のメスアカミドリシジミの確実な茨城県記録はな
い。本種とは裏面白色斑の形で区別。

生 息 地　定着地域は，ミズナラを含む冷温帯林地域である。多賀
山地，八溝山塊の標高 600m 以上に生息。

生 存 の 危 機　生息地域は，伐採・植林によってその多くがスギ林に置
き換わっている。県内では少ない冷温帯林に生息する本種は，必然的に
稀な種である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　69），74），98），100），105），154），155），

156），178），196）

ウスイロオナガシジミシジミチョウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 絶滅危惧ⅠA 類（九州亜種）

選 定 理 由　③ 生息地がごく限られた地域に限定されている。過去確
認できた地点で近年確認できなくなった地点もある。

分 布 状 況　北海道，本州，九州。中国東北部，ウスリー，朝鮮半島。
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。翅表は雌雄

とも黒褐色で，裏面は灰白色の地に黒色斑と赤色紋がある。雌雄とも尾
状突起を有する。成虫は 6 月中旬～ 7 月中旬に年 1 回出現する。幼虫
の食餌植物はカシワ，ミズナラ，コナラ等のブナ科植物でこれらが混成
する落葉広葉樹林が生息環境である。夕方活発に活動する傾向が強い

近 似 種　オナガシジミとは，裏面の黒斑模様で区別できる。
生 息 地　多賀山地，八溝山塊の標高 600m 以上に生息。
生 存 の 危 機　生息地域は，植林伐採によってその多くがスギ林に置き

換わっている。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　32），57），69），74），98），100），105），139），

155），156），178），196），218）

Chrysozephyrus brillantinus (Staudinger)

撮影　佐々木泰弘

Antigius butleri (Fenton)

撮影　佐々木泰弘
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選 定 理 由　①② 各地域で個体数が少なくなり，特に分布の中心であ
る標高の低いところでの生息地が減少している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。アムール，中国東北部，朝鮮半島。
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄雌とも翅

表は黒色地に青白色の紋で，裏面は白色の地に黒色紋がある。成虫は 6
月中旬～ 7 月上旬に年 1 回出現する。幼虫の食樹はイボタ類でこれら
が混成する落葉広葉樹林が生息環境である。夕方に活発に活動する。

近 似 種　紛らわしい種はいない。
生 息 地　山地から低地にかけて生息するが，400m 以下の山地～

平野に多く生息する。
生 存 の 危 機　生息地が開発により消えることが多く，生息できる部分

を残すことが必要である。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　26），30），31），44），65），87），92），121），

124），141），146），156），208），213）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ウラゴマダラシジミシジミチョウ科

ウラクロシジミシジミチョウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①② 各地域で個体数が少なくなり，特に低山地での道路
拡張等により雑木林の減少等で生息地が減少している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。台湾。
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄の翅表は

光沢のある白色，雌は灰黒色で青白色の紋がある。裏面は黒褐色の地に
白色斑と赤色紋がある。雌雄ともに尾状突起を有する。成虫は 6 月中
旬～ 7 月上旬に年 1 回出現する。幼虫の食樹はマンサク類でこれらが
混成する落葉広葉樹林が生息環境である。夕方に活発に活動する。

近 似 種　紛らわしい種はいない。
生 息 地　多賀山地，八溝山塊，鷲子山塊，鶏足山塊に生息。他，

県央低地からも記録があるが疑問。
生 存 の 危 機　谷に自生する食樹マンサクが道路拡張などで消失するこ

とが多い。谷の植生の保全が必要である。マンサクが病気拡散により枯
れていることも危機である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　14），20），28），46），55），69），74），79），

117），132），134），156），177），194），195），196），
206）

Artopoetes pryeri (Murray)

撮影　佐々木泰弘

Iratsume orsedice (Butler)

撮影　佐々木泰弘
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エゾミドリシジミシジミチョウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 各生息地での個体数が少なく，落葉広葉樹林の伐採
･ 針葉樹の植林で生息地が消失しているところもある。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。日本固有種。
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄の翅表は

青味のある金属光沢の緑色，雌は黒褐色。裏面は黒褐色の地に白色斑と
赤色紋がある。雌雄ともに尾状突起を有する。成虫は 6 月下旬～ 7 月
中旬に年 1 回出現する。幼虫の食樹はミズナラ，コナラ等のブナ科植
物でこれらが混成する落葉広葉樹林が生息環境である。日中に活動する
ことも多くウツギ，クリなどの花にも訪花する。

近 似 種　ジョウザンミドリシジミやハヤシミドリシジミと似るが
翅表の黒帯の幅や後翅裏面の赤斑の形で区別。

生 息 地　多賀山地，久慈山地，八溝山塊の標高 600m 以上の山地
を中心に生息している。多賀山地では，低地でも記録されている。

生 存 の 危 機　コナラ ･ ミズナラを混交する雑木林の保全が必要である。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　14），16），37），55），57），69），74），100），

105），138），140），147），194），218）

オナガシジミシジミチョウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 各生息地での個体数が少なく，八溝山塊では近年確
認されていない。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。ウスリー，アムール，中国
大陸西部，中国東北部，朝鮮半島。

形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。翅表は雌雄
とも黒褐色で，裏面は灰白色の地に黒色斑と赤色紋がある。雌雄とも尾
状突起を有する。成虫は 7 月中旬～ 8 月上旬に年 1 回出現する。幼虫
の食樹はクルミ類でこれらが混成する落葉広葉樹林が生息環境である。
夕方活発に活動する傾向が強い。

近 似 種　ウスイロオナガシジミとは，裏面の黒斑模様で区別でき
る。

生 息 地　多賀山地，八溝山塊の標高 400 ～ 700m に生息。
生 存 の 危 機　オニグルミは，山地の谷沿いに多く見られるが，特に生

息地にある食樹オニグルミを保全する必要がある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　36），57），69），74），100），117），129），

137），155），156），167），195），202），204），223）

Favonius jezoensis (Matsumura)

撮影　佐々木泰弘

Araragi enthea (Janson)

撮影　佐々木泰弘
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選 定 理 由　①③④ ブナ林・ブナの混ざる雑木林は県内に少なく，生
息個体数も少ない。イヌブナの見られる標高の低い地での生息地もある。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。日本固有種。
形態及び生態　開張 33㎜内外。樹上性のシジミチョウ。雄の翅表は白み

がかった青みの強い金属光沢緑色，雌は黒褐色。裏面は灰褐色の地に白
色斑と赤色紋がある。雌雄とも短い尾状突起を有する。成虫は 6 月中
旬～ 7 月上旬に年 1 回出現する。幼虫の食樹はブナで，ブナが混成す
る落葉広葉樹林が生息環境である。夕方に活動することが多い。

近 似 種　近似種はいない
生 息 地　ブナやイヌブナの自生する林に生息する。多賀山地，久

慈山地，八溝山塊に生息。
生 存 の 危 機　ブナやイヌブナの混じる林を保全したい。植林等により

スギ・ヒノキ針葉樹に置き換えることを規制したい。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　14），32），41），69），74），83），99），118），

137），142），161），165），169），196），223）
茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

フジミドリシジミシジミチョウ科

クロミドリシジミシジミチョウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　① 食樹であるクヌギが，開発等により減少している。
分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。中国大陸（東北部含む），朝

鮮半島。
形態及び生態　開張 35㎜内外。樹上性の中型シジミチョウ。雄の翅表は

金属光沢の暗銅色，雌は黒褐色。裏面は黒褐色の地に白色斑と赤色紋が
ある。雌雄ともに尾状突起を有する。成虫は 6 月下旬～ 7 月中旬に年
1 回出現する。幼虫の食樹はクヌギでこれらが混成する落葉広葉樹林が
生息環境である。

近 似 種　他のミドリシジミ類とは雄は翅表の色で雌は裏面の色等
で区別できる。

生 息 地　多賀山地，久慈山地，八溝山塊，鷲子山塊，鶏足山塊，
筑波山塊，県北・県央・県南低地に生息している。

生 存 の 危 機　大きなクヌギが主体となっている林を保全していく必要
がある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　佐々木泰弘・塩田正寛・有賀俊司
文 献　17），23），29），69），74），82），86），98），

100），104），114），117），123），148），166），196），
198），202），222）

Sibataniozephyrus fujisanus (Matsumura)

撮影　佐々木泰弘

Favonius yuasai Shirôzu

撮影　佐々木泰弘
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オオヒカゲジャノメチョウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①② 多賀山地の標高の高い地域に分布するが，生息地点
が少ない。

分 布 状 況　北海道・本州。国外では朝鮮半島・中国東北部・ロシア
南東部などに分布する。

形態及び生態　開張 60㎜位。大形のジャノメチョウ。後翅表の楕円黒紋
が特徴。成虫の出現は年 1 回，7 月中旬～ 9 月中旬であるが，9 月は
♀のみが残る。薄暗い場所を好み，広葉樹林の内部や湿地・休耕田の周
辺で姿を見る。樹液で吸蜜する。

近 似 種　ジャノメチョウに似るが，大形で後翅表に黒紋があるこ
とで区別される。

生 息 地　多賀山地の標高の高い地域が主な生息地であるが，久慈
山地・八溝山隗・鶏足山隗の，標高の低い地域でも幾つかの記録がある。
生息範囲は広いようである。

生 存 の 危 機　個体数が多い種ではない。生息範囲も狭く森林伐採の影
響を受けやすい。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　塩田正寛・佐々木泰弘・有賀俊司
文 献　14），36），49），55），69），74），155），158），

179），216）

Ninguta schrenckii (Ménétriès)

撮影　佐々木泰弘
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マエアカヒトリヒトリガ科

選 定 理 由　② 1968 年を最後に記録がなく，本県では絶滅の危惧あ
り，今回新たに追加する。

分 布 状 況　本州，四国，九州，屋久島，トカラ列島，沖縄島，石垣島，
西表島。

形態及び生態　5 ～ 10 月に数回発生し，ネギ，ダイズ，トウモロコシ
などの農作物の害虫とされている。前翅前縁が深紅色となる。

近 似 種　シロヒトリに似るが，やや小型で，前翅前縁が深紅色・
腹部の虎縞模様で識別。

生 息 地　本県では 1968 年の新治村（現土浦市）の記録以降，公
式記録なし。

生 存 の 危 機　全国的に激減している。
特 記 事 項　栃木県では絶滅。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　1），4）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ミツモンケンモンヤガ科

選 定 理 由　② 1968 年を最後に記録がなく，本県では絶滅の危惧あ
り。

分 布 状 況　本州（青森県，岩手県，栃木県，群馬県，長野県）に非
常に局地的に生息。

形態及び生態　5 ～ 6 月と 8 ～ 9 月に発生し，クロツバラ，クロウメモ
ドキを食す。前翅に 3 つの丸い白紋がある。

近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1968 年の関城町（現筑西市）の記録以降，公

式記録なし。
生 存 の 危 機　本県で絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　栃木県では絶滅危惧Ⅰ類（A ランク）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●

Aloa lactinea (Cramer)

Cymatophoropsis trimaculata (Bremer)
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オオチャバネヨトウヤガ科

選 定 理 由　①③ 湿地環境に依存する種のため，環境変化の影響受け
やすく，湿地環境の指標種として今回新たに追加する。

分 布 状 況　北海道，本州，九州に局地的に生息。
形態及び生態　7 ～ 8 月に発生し，ガマを食す。前翅は一様に濃い赤褐色。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1979 年岩井市（現坂東市）の菅生沼の記録以降，

公式記録なし。
生 存 の 危 機　本県での湿地環境変化による絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　栃木県では絶滅危惧Ⅱ類（Ｂランク），千葉県では要保護

生物（Ｃ）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

イチモジヒメヨトウヤガ科

選 定 理 由　①③ 沼沢地や河川敷の低湿地環境に依存する種のため，
環境変化の影響を受けやすく，前回よりランクを上げる。

分 布 状 況　本州（宮城県，群馬県，茨城県，栃木県，埼玉県，千葉県，
新潟県）に局地的に生息。

形態及び生態　5 月に発生し，クサヨシを食す。前翅に 1 の字を横にし
た模様がある。

近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1981 年岩井市（現坂東市）の菅生沼の記録以降，

しばらく公式記録がなかったが，2014 年 5 月に取手市の利根川河川
敷で記録された。

生 存 の 危 機　本県での湿地環境変化による絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　栃木県では準絶滅危惧（Ｃランク），埼玉県では準絶滅危

惧（NT2）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）　【2015 博物館報告書発表予定】

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

Nonagria puengeleri (Schawerda)

Xylomoia fusei Sugi

撮影　林　恵治
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マエジロシャチホコシャチホコガ科

選 定 理 由　② 食樹は県北山地，筑波山に広く分布するが，最近の記
録が少なく絶滅の危惧があるため，前回よりランクを上げる。

分 布 状 況　日本固有種。北海度，本州，四国，九州の山地に生息す
るが稀。

形態及び生態　6 月と 7 ～ 8 月に発生し，ミズナラを食す。前翅の縁に
白い帯がある。

近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1965 年八溝山の記録以降，高萩市の記録，

2009 年八溝山の記録【未発表】があるが，公式記録少ない。
生 存 の 危 機　本県では生息環境は維持されているものの，最近の公式

記録がなく，絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　埼玉県では準絶滅危惧（NT1）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ネスジシャチホコシャチホコガ科

選 定 理 由　② 食樹の分布は広いが，最近の記録がなく絶滅の危惧が
あるため，前回よりランクを上げる。

分 布 状 況　本州（福島県以南），四国。九州。
形態及び生態　九州では 5 月から，関東では 6 月から発生し，年 2 化。

クヌギを食す。前翅の下に黒い縁取りがある。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1964 年に御前山の記録以降，公式記録なし。
生 存 の 危 機　本県で絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　栃木県では準絶滅危惧（Ｃランク），埼玉県では準絶滅危

惧（NT1）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

Notodonta albicosta (Matsumura)

撮影　佐藤和明，釣巻岳人

Fusadonta basilinea (Wileman)
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ハスオビアツバヤガ科

選 定 理 由　①③ 河川敷や湿地の環境変化の影響を受けやすく，絶滅
の危惧あり，前回よりランクを上げる。

分 布 状 況　北海道，本州（中部地方以北）の大型河川の河川敷や湿
地に生息。

形態及び生態　6 ～ 9 月に年 2 回発生し，スゲ類を食す。前翅から後翅
にかけて茶褐色の帯がある。

近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1978 年岩井市（現坂東市）の菅生沼の記録が

あるが，その後の公式記録なし。
生 存 の 危 機　本県では河川敷，湿地の環境変化により，絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　栃木県では準絶滅危惧（Ｃランク），埼玉県では絶滅危惧

Ⅰ類（CR+EN），千葉県では一般保護生物（Ｄ）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

フタテンツヅリガメイガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　② 食性はダイズ，インゲンなどの一般的な作物だが，最
近の記録がなく，絶滅の危惧あり。

分 布 状 況　北海度，本州，伊豆諸島（御蔵島），四国，九州に生息するが，
個体数は少ない。

形態及び生態　6 ～ 9 月に発生し，マメ科作物，タンポポ類を食す。前
翅に 2 つの黒点がある。

近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1969 年に関城町（現筑西市）で，その後高萩

市での記録があるが，その後公式記録なし。
生 存 の 危 機　本県で絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

Zanclognatha obliqua Staudinger

撮影　佐藤和明

Aphomia sapozhnikovi (Krulikowski)
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ミツシロモンノメイガツトガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ 特定の植物に依存しており，食樹の衰退に伴い，絶
滅の危惧あり。

分 布 状 況　本州（関東地方以西），伊豆諸島（三宅島，御蔵島），四国，
九州，対馬，種子島，屋久島，奄美大島，沖永良部島，沖縄島，石垣島，
西表島，与那国島。

形態及び生態　5 ～ 10 月に 2，3 回発生し，サカキカズラを食す。前
翅に 3 つの白い紋がある。

近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1970 年に関城町（現筑西市）での記録があるが，

その後の公式記録なし。
生 存 の 危 機　本県で絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①② 川沿いに生えるヤナギ類が河川改修工事などで消失
するに伴い，絶滅の危惧が高まっている。

分 布 状 況　本州，四国，九州，対馬。
形態及び生態　5 ～ 6 月と 8 月に発生し，ヤナギ類を食す。前翅の先が

鋸の歯のような形状をしている。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県で過去に高萩市での記録あるが，その後の公式記録

なし。
生 存 の 危 機　本県での河川敷環境変化により，絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

ノコバアオシャクシャクガ科

Glyphodes actorionalis Walker

Timandromorpha enervata Inoue

232



チ
チ
ウ
目

チ ガ
チ

昆
虫
類

フチグロトゲエダシャクシャクガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①② 個体数が少なく，環境変化により絶滅の危惧あり。
分 布 状 況　北海道，本州（東北地方，関東地方，中部地方），四国，九州。
形態及び生態　2 月下旬～ 3 月に発生し，昼飛性。タデ科，バラ科，マメ科，

キク科など広食性で，これらの植物の繁茂する河川敷で記録が多い。翅
に黒褐色の縁取りがある。

近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1999 年岩井市（現坂東市）菅生沼と 2004

年石下町（現常総市）以降記録が途絶えていたが，2011 年に古河市・
坂東市・常総市・桜川市で新生息地が判明した。ただしいずれの地でも
個体数は少ない。

生 存 の 危 機　本県での河川敷環境変化により，絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　栃木県では準絶滅危惧（Ｃランク），埼玉県では準絶滅危

惧Ⅰ類（CR+EN）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　5），6），9）

ウスズミカレハカレハガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　② 食性は広いが，最近の記録がなく絶滅の危惧あり。
分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。日本固有種。
形態及び生態　11 月～ 12 月に発生し，カシワ，ミズナラ，クヌギ，ヤ

マナラシ，カラマツなどを食す。翅に薄墨を流したような色をしている。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県で過去に高萩市での記録あるが，最近の公式記録な

し。
生 存 の 危 機　本県で絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

Nyssiodes lefuarius (Erschoff)

撮影　佐々木泰弘

Poecilocampa tamanukii Matsumura

撮影　佐々木泰弘
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選 定 理 由　②③ 湿地環境に依存する種のため，環境変化の影響受け
やすく，湿地環境の指標種として今回新たに追加する。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。
形態及び生態　5 ～ 8 月に発生し，寒冷地では春型年 1 回，温暖地では

春型，夏型の年 2 回発生。ハンノキ，ヤシャブシを食す。前翅と後翅
に 1 つずつ大きな紋がある。

近 似 種　オオミズアオに酷似するが，やや小型。触角が淡緑色，
後翅の眼状紋がやや大きく円型などで識別。

生 息 地　本県では近似種のオオミズアオは県内各地に普遍的に見
られるが，当種は稀。

生 存 の 危 機　本県では個体数が激減している。
特 記 事 項　埼玉県では地域個体群（ＬＰ）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　7）

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

オナガミズアオヤママユガ科

ヒメカレハカレハガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①② 個体数が少ない上に，河川敷や沼地に生えるヤナギ
に依存しており，環境変化により絶滅の危惧あり。

分 布 状 況　北海道，本州に生息するが，個体数少ない。
形態及び生態　4 ～ 5 月に発生し，オオヤマザクラ，セイヨウハコヤナ

ギを食す。前翅にＬ字の白い斑紋が出る。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では，1979 年に岩井市（現坂東市）の菅生沼で，

その後牛久市で，また 2003 年に宍塚大池（土浦市）で記録があるが，
最近の公式記録なし。

生 存 の 危 機　本県で河川敷・沼沢地の環境変化により，絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　2），4）

Actias gnoma (Butler)

Phyllodesma japonicus (Leech)

撮影　佐藤和明
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ヤママユヤママユガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①② 生息地環境変化により個体数が減っているため，今
回新たに追加する。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，対馬。対馬，屋久島，奄美大島，
沖縄島。

形態及び生態　夏から初秋に発生し，クヌギ，コナラ，クリ，カシワ，
カシ類，サクラ類と食性は広い。楕円形の繭から天蚕糸（テグス）を生
産する。

近 似 種　特になし。
生 息 地　本県ではかつては雑木林やクリ林に普通に見られたが，

最近雑木林やクリ林の減少により，個体数が減っている。八溝山，筑
波山などの山地では継続して生息確認しているが，平地での記録が近年
減っている。

生 存 の 危 機　生息環境の保全を怠るといつの間にか絶滅の可能性もあ
る。

特 記 事 項　埼玉県では地帯別危惧（ＲＴ）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

キスジウスキヨトウヤガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

選 定 理 由　①② 湿地環境に依存する種のため，環境変化の影響受け
やすく，湿地環境の指標種として今回新たに追加する。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州，対馬。
形態及び生態　6 月下旬～ 9 月に発生し，ガマ，ミクリを食す。前翅に

は黒い点が列状に出る。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県で過去に高萩市での記録あるが，その後の公式記録

なし。
生 存 の 危 機　本県での湿地環境変化による絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　栃木県では準絶滅危惧（Ｃランク）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

Antheraea yamamai (Guérin-Méneville)

撮影　佐々木泰弘

Archanara sparganii (Esper)

撮影　佐藤和明
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オオシロテンクチバヤガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　② 食草は広く分布しているが，最近の公式記録が少なく，
絶滅の危惧あり。

分 布 状 況　本州，伊豆諸島，四国，九州，対馬，屋久島，奄美大島，
沖縄島，石垣島，西表島。

形態及び生態　4 月～ 10 月に発生し，キイチゴ，ニガイチゴを食す。
前翅に灰黄色の紋がある。

近 似 種　シロテンクチバに似るが，前翅の地色が濃い，腎状紋が
灰黄色で識別できる。

生 息 地　本県では 1959 年豊里町（現つくば市）での記録，
2006 年宍塚大池（土浦市）の記録があるが，公式記録は少ない。

生 存 の 危 機　本県で絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　1），2），4）

ウスミミモンキリガヤガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①② 湿地環境に依存する種のため，環境変化の影響受け
やすく，湿地環境の指標種として今回新たに追加する。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。
形態及び生態　10 月に発生し成虫越冬。ハンノキが自生する湿地環境を

好む。前翅は褐色だが縁の色が淡い。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1981 年岩井市（現坂東市）の菅生沼の記録以降，

宍塚大池（土浦市）では継続発生。
生 存 の 危 機　本県では食樹のハンノキ林の減少により，絶滅の危惧あ

り。
特 記 事 項　栃木県では絶滅危惧Ⅱ類（Ｂランク），千葉県では一般保

護生物（Ｄ）。埼玉県では準絶滅危惧（NT1）。
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4），5）

Hypersypnoides submarginata (Walker)

撮影　佐藤和明

Eupsilia contracta (Butler)

撮影　佐藤和明
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ユミモンクチバヤガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　② 食草は広く分布しているが，最近の公式記録が少なく，
絶滅の危惧あり。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。
形態及び生態　4 ～ 5 月と 7 ～ 9 月に発生し，オヒシバを食す。前翅に

弓状に湾曲する淡黄色の筋が出る。昼飛性。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1959 年に豊里町（現つくば市），1980 年岩

井市（現坂東市）菅生沼の記録の後，2000 年に取手市の利根川河川
敷の記録があるが，公式記録は少ない。

生 存 の 危 機　本県で絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4），8）

ネグロアツバヤガ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　② コケ類は広く分布するが，最近の公式記録がなく絶滅
の危惧あり。

分 布 状 況　北海道，本州。
形態及び生態　5 ～ 8 月に年 2 回発生し，コケ類を食す。前翅の基部半

分が黒青色。
近 似 種　特になし。
生 息 地　本県では 1959 年に豊里町（現つくば市）での記録があ

るが，その後の公式記録なし。
生 存 の 危 機　本県で絶滅の危惧あり。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　林　恵治・佐藤和明
文 献　4）

Melapia electaria (Bremer)

撮影　林　恵治

Sinarella punctalis (Herz)
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ギンボシツツトビケラヒゲナガトビケラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ヒヌマセトトビケラヒゲナガトビケラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 県内では県北の湿地や小渓流を中心に生息している
ものと思われるが，産地は限られている。

分 布 状 況　北海道，本州，九州。国外では極東ロシア，朝鮮半島及
び中国に分布する。

形態及び生態　体長 5㎜程，前翅長 6 ～ 7㎜程の小型のトビケラで，前
翅に 20 ～ 22 個の黒縁のある銀白線状の紋があるのが特徴的。生態は
よく判っていないが，成虫は 6 月から 8 月頃に発生し，灯火に集まる。

近 似 種　 本 州， 九 州 に 広 く 分 布 す る ヒ メ セ ト ト ビ ケ ラ
（Trichosetodes japonicus Tsuda）に翅の模様がよく似るが，交尾
器の形態が異なるので識別できる。

生 息 地　常陸太田市岡見湿地，八溝山，北茨城市定波などで採集・
記録されている。

生 存 の 危 機　県北の中山間部における河川改修や林道建設に係わる工
事などによる濁水の排出により生息地が破壊されると絶滅する恐れがあ
る。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　勝間信之
文 献　4），8）

選 定 理 由　① 県内では平地の河川に広く生息しているものと考えら
れる。基産地の涸沼川では生息数は多く，現在のところは絶滅が危惧さ
れることはないと考えられるが，河川改修や生活排水の流入などで水質
が大きく悪化すると，絶滅の可能性がある。

分 布 状 況　本州（岩手・秋田・茨城）。
形態及び生態　体長 5 ～ 7㎜程，前翅長 6 ～ 7㎜程の小型のトビケラで，

前翅に小さな白色の紋があるのが特徴的。詳しい生態は判っていないが，
成虫は 6 月から 8 月頃に発生し，灯火に集まる。

近 似 種　 主 に 西 日 本 に 分 布 す る ウ ジ セ ト ト ビ ケ ラ Setodes 
ujiensis Akagi に似るが，雄交尾器の形態が全く異なることで容易に
識別できる。

生 息 地　2009 年に笠間市南小泉の涸沼川で新種として記載され
た。その他，久慈川，那珂川及び利根川水系の本流及びその支流の小河
川で確認されている。

生 存 の 危 機　平地における生活排水や農薬散布及び河川改修に係わる
濁水の流出などにより河川の水質が著しく悪化すると，絶滅する恐れが
ある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　勝間信之
文 献　5），6）

Setodes argentatus Matsumura

Setodes hinumaensis Katsuma

撮影　柳田紀行

撮影　勝間信之
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茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　③ 現在，県内唯一の産地である石岡市上曽峠の湿地での
み確認されていることから，産地は極めて限られている。

分 布 状 況　本州（茨城・三重・島根）。
形態及び生態　体長6㎜程。全体に暗黒褐色。成虫は6～9月頃に発生し，

灯火に集まる。生態はよく判っていない。
近 似 種　 同 属 の キ ブ ネ ミ ヤ マ シ マ ト ビ ケ ラ Diplectrona 

kibuneana Tsuda に体色は似るが，雄交尾器の形態が全く異なること
で容易に識別できる。

生 息 地　石岡市上曽峠の湿地でのみ記録がある。
生 存 の 危 機　極めて生息地が限られており，河川改修や林道建設に伴

う濁水の流入などの影響で生息地が破壊されると絶滅する恐れがある。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　勝間信之
文 献　2），7）

アイシマトビケラシマトビケラ科

ナガレエグリトビケラエグリトビケラ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　③ 県内で本種の生息可能な山間地域の湿地は面積も小さ
いことから，産地が限られている。

分 布 状 況　本州（栃木，茨城，長野，岐阜）。
形態及び生態　前翅長 15㎜前後，体色は赤褐色から黄褐色。幼虫の生息

地は水の流れが一時期に涸れてしまうような湿地である。成虫は 9 月
から 10 月頃に発生し，灯火に集まる。

近 似 種　日本産は 1 属 1 種であり，交尾器の特徴から他の種類と
見間違うことはない。

生 息 地　常陸太田市岡見湿地でのみ記録がある。
生 存 の 危 機　極めて生息地が限られており，河川改修や林道建設に伴

う濁水の流入などの影響で，生息地が破壊されると絶滅する恐れがある
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　勝間信之
文 献　3），8）

Diplectrona aiensis Kobayashi

Rivulophilus sakaii Nishimoto,Nozaki et Ruiter

撮影　勝間信之
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チョウモウコヒゲナガトビケラヒゲナガトビケラ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　③ 県内で本種の生息可能な山間地域の湿地は面積も小さ
いことから，産地が限られている。

分 布 状 況　本州（茨城）。
形態及び生態　体長 4 ～ 5㎜程。前翅長 6.5㎜程。体色は淡褐色の小型

のトビケラ。雄後翅基部に櫛状の毛塊があることが特徴的。成虫は 7
月から 8 月頃に発生し，灯火に集まる。

近 似 種　同属のヌマコヒゲナガトビケラ A. paludicola Ito et 
Kuhara, ミツマタコヒゲナガトビケラA. trichotoma Ito et Kuhara,
に似るが，交尾器の形態が全く異なること，雄後翅基部に櫛状の毛塊が
あることで容易に識別できる。

生 息 地　2013 年に高萩市滝の倉湿原で採集された標本を基に新
種記載された。その他，常陸太田市岡見湿原，石岡市上曽峠の湿地（未
発表）で記録，採集されている。

生 存 の 危 機　極めて生息地が限られており，河川改修や林道建設に伴
う濁水の流入などの影響で生息地が破壊されると絶滅する恐れがある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　勝間信之
文 献　9），10）

スジトビケラエグリトビケラ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　① 当時の昆虫研究者，中原和郎により 100 年前に記録
されたが，その後の県内での記録はなく，絶滅した可能性がある。しか
し，県北地域にはまだ良好な止水環境が残されており，再発見の可能性
もあることから，情報不足種扱いとした。

分 布 状 況　北海道，本州，九州及び朝鮮半島に分布。
形態及び生態　体長 15 ～ 20㎜，翅開長 19 ～ 25㎜程。体色は褐色。

比較的大きなトビケラで，前翅の先端に黒いスジがあるのが特徴的であ
る。

近 似 種　 同 属 の エ グ リ ト ビ ケ ラ Nemotaulius admorsus
（McLachlan）に似るが，前翅後縁がエグリトビケラよりは抉れないこ
と，前翅先端部に黒いスジがあることにより容易に識別できる。

生 息 地　1914 年に常陸国金江津（現在の稲敷郡河内町）で記録
されたがその後の県内での記録はない。

生 存 の 危 機　本種は一般的な昆虫図鑑などではよく掲載されているた
め，かつては日本全国の平野部に広く普通に生息していたものと思われ
るが，平地流における水質の悪化により各地で絶滅の危機に瀕している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　勝間信之
文 献　1）

Adicella strigillata Katsuma et Ito

Nemotaulius brevilinea (McLachlan)

撮影　村上義千代
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ヤマトアシナガバチスズメバチ科

選 定 理 由　①② 1970 年代の採集記録はあるものの，その当時から
個体数は少なく，非常に稀な種である。近年は全国的に減少傾向にある
種である。

分 布 状 況　本州，四国，九州。
形態及び生態　体長は 16 ～ 22㎜で，中型のアシナガバチである。体は

黒色で褐色の斑紋が多い。前伸腹節の 2 縦斑と腹部第 1 背板後縁の帯
紋は常に鮮やかな黄色である。
木の葉の裏，細い枝に育房数 100 以下の小規模な巣を造る。繭の蓋は
黄緑色をおびるので他種の巣と区別がつく。平地に生息し，時には人家
の軒下，壁にも巣を造る。1980 年頃に鉾田で行われた古巣の調査では，
本種の古巣を回収することができず，当時から他のアシナガバチ類と比
べ生息数が少なかった。

近 似 種　黒色の中胸背板に１～２対の黄色く明瞭な縦帯状の斑紋
をもつので，近似のコアシナガバチやキボシアシナガバチと区別できる。

生 息 地　個体数が少なく，確かな記録はひたちなか市（水戸射爆
場跡地）と潮来市（旧潮来町）の 2 例しかない。

生 存 の 危 機　もともと個体数が少ないうえに，近年の環境の変化が個
体数の減少をもたらしている。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　1），2），3），4），5），6），7）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

サイジョウハムシドロバチスズメバチ科

選 定 理 由　①②③ わらぶき屋根などを好み，集団で営巣する様子が
見られた。住宅環境の大きな変化でわらぶき屋根を有する家屋がなくな
り営巣地が激減し，それに伴い個体数が激減した。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州；朝鮮半島，中国。
形態及び生態　体長約 6 ～ 8㎜で，体は黒色，腹部第 1，2，4 背板後

縁に黄色帯がある。ハラナガハムシドロバチより小型で，腹部第 1 節
は長さよりも幅広く，中央に深い縦溝がある。
麦藁や虫孔などの既存孔に，泥で仕切りを作り営巣する｡ 年 1 化で春
にみられ，麦藁や茅でふいた屋根には集団で営巣することがある。ノミ
ゾウムシ類の幼虫を狩る。

近 似 種　ハムシドロバチ属は日本で 11 種が知られており，互い
に類似するので同定は難しい。ハラナガハムシドロバチよりは小型であ
る。

生 息 地　わらぶき屋根や，虫孔などの既存孔を利用した記録が常
陸太田市やつくば市で記録されており，都市部を除き生息する。

生 存 の 危 機　生息環境の大きな変化は，本種の生存をかなり圧迫して
いると考えられる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　3），8），9），10），11）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Polistes japonicus japonicus Saussure

Symmorphus apiciornatus (Cameron)

撮影　久松正樹

撮影　久松正樹
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ヤマトスナハキバチギングチバチ科

選 定 理 由　①③ 水戸市と，東海村に記録があるが，開発により生息
環境は減少している。新たな記録もあるが，いずれも不安定な場所であ
る。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。
形態及び生態　体長は 12㎜内外で体は黒色，光沢に富む。腹部第 1，4

背板後縁に黄色帯がある。
乾いた砂地に好んで営巣するため，海浜，河川敷などで見られるが，県
内では公園や学校の砂場につくられた例もある。ニッポンハナダカバチ
と同所で見られる場合が多い。幼虫の餌として，ヨコバイ類やキジラミ
類が狩られる。卵は，粘性物質で付着させ積み重ねた約 70 個の砂粒の
塔の上に産み付けられる。

近 似 種　ハナダカバチモドキ属は中胸側板後上方に溝に囲まれた
区画があるので本種と区別がつく。

生 息 地　乾いた砂質に好んで営巣するため，ニッポンハナダカバ
チと同所に見られることが多い。県平野部の砂質土壌に生息する。

生 存 の 危 機　開発による生息適地の減少が懸念される。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　1），3），13），14），15）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

ハラナガハムシドロバチスズメバチ科

選 定 理 由　①②③ 本県では記録が少なく，個体数が少ないと考えら
れる。加えて，住宅環境の大きな変化でわらぶき屋根を有する家屋がな
くなり，好営巣地が激減した。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州；中国，東シベリア。
形態及び生態　体長約 7 ～ 10.5㎜で，体は黒色，腹部第 1，2，4 背板

後縁に黄色帯がある。第 1 背板は縦長。腹部には光沢がある。メスの
単眼後方に一対の小穴がある。中胸背板には 2 本の縦溝，腹部第 1 背
板中央にも 1 本の縦溝がある。
麦藁や細いヨシ筒などの既存孔に，泥で仕切りを作り営巣する｡ 幼虫の
餌としてハムシ類の幼虫を狩る。

近 似 種　ハムシドロバチ属は，互いに類似するので同定は難しい。
第 1 背板が縦長であるのが特徴である。

生 息 地　既存孔を利用して営巣するので，県内には広く生息する
可能性があるが，常陸大宮市（旧山形町）と行方市（旧北浦村）での記
録しかない。

生 存 の 危 機　生息環境の大きな変化は，本種の生存をかなり圧迫して
いると考えられる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　3），8），12）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 対象外

Bembecinus hungaricus japonicus (Sonan)

Symmorphus foveolatus Gussakovskij

撮影　久松正樹

撮影　久松正樹
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ニッポンハナダカバチギングチバチ科

選 定 理 由　①③ 生息地のひとつであるひたちなか市から東海村にか
けての砂丘地帯は，大規模の港湾開発が進み，確実に生息地の減少が見
られる。新たな記録も増えているが，いずれも不安定な場所で，恒常的
に生息確認ができる場所は，坂東市大崎地内のみである。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州；朝鮮半島，台湾，中国。
形態及び生態　体長 20 ～ 23㎜で，体は黒色，黄白色の斑紋を有する。

上唇が非常に長く，この種名がつけられた。
乾いた砂地に好んで営巣するため，海浜，河川敷などで見られることが
多いが，県内では公園や学校の砂場につくられた例が多い。成虫は深く
坑道を掘り幼虫室を設け，最初に狩った獲物に卵を産み付ける。その後，
幼虫の成長に合わせて獲物を随時運び込む。幼虫の餌は，アブ類，ニク
バエ類，キンバエ類，ハナアブ類，サシバエ類，コウカアブ類などハエ
目昆虫が知られている。

近 似 種　体型や大きさが一見してクロスズメバチに似るが，本種
は黄白色の斑紋部が腹部に幅広く広がり，区別は容易である。

生 息 地　ひたちなか市（水戸射爆場跡地）や東海村でしか記録が
なかった。近年，県南西部でも記録されており，県平野部の砂質土壌に
生息する。

生 存 の 危 機　開発による生息地の減少が懸念される。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　1），3），13），14），15），16），17）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

トモンハナバチハキリバチ科

選 定 理 由　①③ 本州各地に分布するが，密度にはかなりのムラがあ
り，関東地方では局所的にしか記録されていない。県内で安定的に見ら
れるのは小貝川のみで，周辺環境の保全が望まれる。

分 布 状 況　本州，四国，朝鮮半島，中国～ヨーロッパ
形態及び生態　体長 14 ～ 18㎜。日本産では唯一のモンハナバチ類で，

体は黒色で頑丈である。雌雄とも最終節を除く各腹部背板の両側に黄色
い横長の明瞭な斑紋があり，他のハチと見誤ることはない。
8 ～ 9 月に出現し，雌はヨモギなどの綿毛を集めて竹筒，建物の隙間
などに巣をつくる。常総市の小貝川土手での記録では，ニガクサ，ムラ
サキツメクサ，ツルフジバカマ，クサフジへの訪花を確認した。

近 似 種　類似種はなく，他種との区別は容易である。
生 息 地　茨城県ではつくば市と常総市の小貝川で記録があるが，

前地は研究学園駅の開発で，周囲の環境が大きく変容した。
生 存 の 危 機　生息地のひとつである小貝川の河川敷の一角は，災害対

策としての河川改修が行われる可能性が否定できない。総合的な視野の
保全が必要である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　18），19），20）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Bembix niponica Smith

Anthidium septemspinosum Lepeletier

撮影　佐々木泰弘

撮影　久松正樹

撮影　久松正樹
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エゾアカヤマアリアリ科

選 定 理 由　③ 北方系の種類で県内の生息地は阿武隈山地の数カ所の
みである。

分 布 状 況　北海道南西部，本州中部以北；シベリア，中国，朝鮮半島，
台湾。

形態及び生態　体長 4.5 ～ 7㎜。体色は頭部・胸部・腹柄節・脚は黄赤
褐色で，頭部・胸部・脚の上面はやや暗色。腹部は黒色だが，基部は少
し赤みがかる。森林の縁などに落ち葉を集めて蟻塚を作る。働きアリは
獲物や天敵に対してかみついた跡に蟻酸を噴射する習性があるので注意
が必要である。8 月に結婚飛行が行われ新女王は巣を創設する際に，同
属の種の巣に侵入し一時的社会寄生を行うものと考えられている。

近 似 種　アカヤマアリやツノアカヤマアリに似るが，頭部の一部
の形態が異なるので区別できる。

生 息 地　本県では阿武隈山地の北茨城市花園，和尚山，常陸太田
市岡見から生息記録がある。花園では比較的標高の低い約 400m の所
でも記録がある。

生 存 の 危 機　森林の伐採などによって生息地の環境が不安定になって
いる。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　13），43），44）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

シロスジフトハナバチミツバチ科

選 定 理 由　①③ 準海浜性種として，海浜性植物を餌資源として依存
する傾向が強い種である。県内の海岸や湖岸は開発により大きな環境変
化が生じており，安定した生育地は減少しつつある。

分 布 状 況　本州，四国，九州；旧北区。
形態及び生態　体長 14 ～ 16㎜。体は黒色で，大顎基部，上脣，頭盾の

⊥字紋，頭盾上板の三角紋は黄色。腹部第 1 ～ 4 背板後端の白色毛は
幅広くて顕著である。
7 ～ 9 月に出現して，阿字ヶ浦海岸では，ハマゴウに訪花する記録が
ある極めてまれな種である。準海浜性種で，海浜性植物等に比較的依存
している種である。

近 似 種　腹部第 1 ～ 4 背板後端の白毛帯は完全にそろい，類似の
スジボソフトハナバチより幅広い。

生 息 地　ひたちなか市の阿字ヶ浦海岸で記録されているが個体数
はわずかである。

生 存 の 危 機　海岸，湖岸の消波堤など人工物の建設による生息環境の
大幅な変化が懸念される。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　3），19），21），22）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

Formica yessensis Wheeler

Amegilla quadrifasciata (Villers)

撮影　久松正樹

撮影　井上尚武
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トゲアリアリ科

選 定 理 由　①③ 本種は他のアリに一時的社会寄生するため生息コロ
ニーが少なく，生息地である雑木林が減少しつつある。さらに巣をつく
るための大きい樹木も減少している。

分 布 状 況　本州（東北地方以南），四国，九州，屋久島；台湾，朝鮮半島，
中国

形態及び生態　体長 7 ～ 8㎜。体色は頭部・脚・腹部は黒色，胸部，腹
柄節は赤褐色。胸部背面は平らで前胸・中胸・前伸腹節・腹柄節に刺状
突起を持つ。クロオオアリとムネアカオオアリの巣に一時的社会寄生を
行う。立木の根もと付近の空洞の中に巣をつくる。結婚飛行は 9 ～ 11
月で，単独で越冬した雌が翌春寄主の巣へ侵入すると考えられている。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　高萩市，ひたちなか市，城里町，水戸市，笠間市の 6 カ

所から生息の記録があるが，ひたちなか市の生息地は都市開発により絶
滅した。

生 存 の 危 機　市街地付近では都市開発により雑木林の存続が困難にっ
ている。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　13），44）

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ウマノオバチコマユバチ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ かつては，普通に見られた種と考えられるが，宿主
であるシロスジカミキリの好むクリ林の放棄が進み，生息環境は悪化し
ている。

分 布 状 況　本州，四国，九州；朝鮮半島，中国，台湾，タイ，インド。
形態及び生態　体長は 15 ～ 24㎜。産卵管が極めて長く，体の 6.5 ～

9 倍に達する。体全体が黄赤褐色で，腹部は暗褐色を帯びることがある。
翅は赤黄色を帯び，外縁は暗褐色，前翅に3個，後翅に1個の黒紋がある。
シロスジカミキリの幼虫に寄生する。茨城県では宿主であるシロスジカ
ミキリが生息する平地から丘陵地の雑木林やクリ畑で記録されている。

近 似 種　ヒメウマノオバチは，産卵管が短いこと，後脚の付節の
み黒色であることで区別される。

生 息 地　筑波山周辺から城里町にかけての，平地から丘陵地の雑
木林やクリ畑で多く記録されている。

生 存 の 危 機　雑木林やクリ林の維持が困難になりつつある現在，生息
環境は悪化しているといえよう。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　3），24），25），26），27），28），29），30）

Polyrhachis lamellidens Smith

撮影　荻沼正和

Euurobracon yokahamae Dalla Torre

撮影　久松正樹
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アマクサヤドリコハナバチコハナバチ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

キアシナガバチスズメバチ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 海浜性種で個体数が非常に少ない。高次消費者のた
め，海浜の環境に大きく依存している。本種の唯一の記録地である阿字ヶ
浦海岸は港湾の整備が進められており，保全対策が必要である。

分 布 状 況　北海道，本州，九州
形態及び生態　体長 4 ～ 6㎜。体は黒色で，雌の腹部第 1 ～ 2 背板は赤

褐色で，第 3 背板も前部が暗褐色を帯びることが多い。雄の触角第 3
鞭節以降に発達した微毛帯がある。
4 ～ 11 月に出現し，カワラサイコ，カワラケツメイなどに訪花するこ
とが知られている。海浜の環境に大きく依存する海浜性種である。ヤド
リコハナバチ属のハチは，他のコハナバチ属などに労働寄生する。

近 似 種　小型で似ている種も多く，同定は難しい。
生 息 地　ひたちなか市の阿字ヶ浦砂丘で記録された。記録地はひ

たち海浜公園内で，ハマゴウ等の海浜植物が咲く非開園エリアである。
生 存 の 危 機　生息地が海岸で消波堤など人工物の建設による環境変化

は生息に大きなダメージを与える。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　19），21），22）

選 定 理 由　① 大型のアシナガバチで目立つため，人的圧力を受けや
すく生息数を減らしている。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州；朝鮮半島。
形態及び生態　体長 20 ～ 26㎜で，大型のアシナガバチである。体は黒

色で鮮黄色の斑紋が目立つ。名前の通り脚の黄斑が顕著である。前伸腹
節には，顕著な 2 縦斑がある。
樹木の枝や人家の軒先に営巣する。セグロアシナガバチは平地に多いの
に対して，本種は低山地に多い傾向がある。働きバチ数は最大で約 50
個体である。日本産アシナガバチ類のなかでは攻撃性および毒性が強い。

近 似 種　大型で類似のセグロアシナガバチは，前伸腹節に 2 黄斑
を欠き，本種との区別がつく。

生 息 地　樹木の枝や人家の軒先に営巣するため，都市部を除く県
内の広い範囲に生息することが可能である。

生 存 の 危 機　他のアシナガバチ類と比べ生息数が低いことに加え，大
型で活動場所が人と重なることが多いため，駆除の対象となる。近年，
平地での目撃回数は激減してきた。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　4），5），6），7）

Sphecodes amakusensis Yasumatsu et Hirashima

Polistes rothneyi iwatai van der Vecht

撮影　久松正樹

オス，撮影　久松正樹
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シロスジフデアシハナバチケアシハナバチ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ホシトガリハナバチハキリバチ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 記録がある地域は限られ，現在まとまった数が確認
されているのは菅生沼畔のみである。

分 布 状 況　北海道，本州，九州；極東ロシア，中国，朝鮮半島。
形態及び生態　体長は雌 13㎜，雄 12㎜前後でミツバチよりわずかに大

きいハナバチである。全身に体毛が多く，雌の後脚の腿節，脛節，基付
節の刷毛が顕著なこと，雌の腹部第 2 ～ 4 背板（雄では 2 ～ 5 背板）
の後縁に発達した白色毛帯がある。
8 ～ 11 月に出現し，砂地に穴を掘り花粉を運んで幼虫を育てる。花粉
塊の形が大変ユニークで，下面にかなえ状の三本脚がついている。

近 似 種　後脚の基付節にも脛節と同様の刷毛を有するので，ヒメ
ハナバチとは区別がつく。

生 息 地　成虫はアキノノゲシへの訪花が顕著で，営巣には裸地も
しくは粗く芝草が茂る半裸地を利用する。県内では，八溝山と菅生沼畔
で記録されているのみである。

生 存 の 危 機　生息地が限られており，営巣地が利用開発される危険が
あり，特別な保護が必要である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　2），3），19），31），32），33）

選 定 理 由　①③ 海浜植物に依存するキヌゲハキリバチに寄生する。
高次消費者の本種の生息は，海浜の環境に大きく依存している。本種の
唯一の記録地である阿字ヶ浦海岸は，港湾の整備が進められており，保
全対策が必要である。

分 布 状 況　本州，九州；台湾。
形態及び生態　体長 8 ～ 10㎜で，日本産で最も小型のトガリハナバチ

類である。体は黒色で，触角と脚はやや褐色を帯びる。雌雄とも中胸盾
板に鱗状毛による 2 対の明瞭な紋があり，他種と区別がつく。
キヌゲハキリバチに労働寄生する。海浜の環境に大きく依存する海浜性
種である。

近 似 種　日本産の他種には，中胸盾板に鱗状毛による 2 対の紋が
ある種はなく，区別は容易である。

生 息 地　ひたちなか市の阿字ヶ浦砂丘で記録された。記録地はひ
たち海浜公園内で，ハマゴウ等の海浜植物が咲く非開園エリアである。

生 存 の 危 機　生息地を海岸に依存しており，消波堤など人工物の建設
による環境変化は生息に大きなダメージを与える。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　19），21），22）

Dasypoda japonica Cockerell

Coelioxys formosicola Strand

撮影　久松正樹

撮影　久松正樹
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ナミルリモンハナバチミツバチ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

オオマルハナバチミツバチ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 分布が局地的で個体数が少ない種である。労働寄生
するので，宿主の個体数に大きく左右されて，生育は不安定である。ま
た，茨城県から栃木県が分布のほぼ北限にあたる。

分 布 状 況　本州，四国，九州。国外では極東ロシア，中国，朝鮮半島，
台湾，東南アジアにも分布する。

形態及び生態　体長は 10 ～ 14㎜。頭胸部の体色は黒色で，腹部背板は
虹色の光沢を帯びる。鮮やかな青色を呈する部分は，羽状毛による。
7 ～ 10 月に出現し，スジボソフトハナバチなどAmegilla 属に労働寄
生すると推定されている。県内各地で散発的にしか採集されていなかっ
たが，美浦村の陸平遺跡でまとまって採集された。陸平遺跡では，メハ
ジキへの訪花が顕著であった。

近 似 種　ウスルリモンハナバチに類似する。ウスルリモンハナバ
チは，腹部毛帯がナミルリモンハナバチより幅広く，県内では未記録で
ある。

生 息 地　高萩市，那珂市，土浦市，美浦村での記録があるが，採
集地は局地的である。

生 存 の 危 機　開発による宿主の個体数減少が懸念される。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　2），3），15），19），23），28），37）

選 定 理 由　① 記録のある八溝山と筑波山のいずれの地域においても，
採集個体数が非常に少なく，稀な種といえる。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。
形態及び生態　体長は，女王が 19 ～ 23㎜，働きバチが 8 ～ 19㎜，雄

バチが 13 ～ 19㎜である。女王と働きバチの体は黒色で，胸部背面上
部に灰色に見える箇所がある。腹部背面の先端はオレンジ色，その上部
に淡色の帯がある。雄は淡黄褐色で，胸部と腹部に黒い帯がある。
集団を作り，その中に女王と働きバチの階層があり共同生活をする社会
性昆虫である。多くの個体を維持するために，豊富な餌資源を必要とす
る。

近 似 種　同所に生息するコマルハナバチ，クロマルハナバチの雌
の胸部は黒色で区別は容易である。

生 息 地　筑波山以北の山間部に生息し，平野部での記録はない。
生 存 の 危 機　個体数を維持するため豊富な餌資源を必要とする。環境

の改変に敏感である。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　10），28），31），34），35），36）

Thyreus decorus (Smith)

Bombus hypocrita hypocrita Pérez

撮影　久松正樹

撮影　久松正樹
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テラニシクサアリ（テラニシケアリ）アリ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ 他のアリに一時的社会寄生するためか，生息コロニー
数が少ない。さらに適度に管理された雑木林が減少している。

分 布 状 況　北海道，本州（中部以北）。国外では朝鮮半島にも分布する。
形態及び生態　体長 3 ～ 3.5㎜。体色は漆黒色。腹柄節は側方から見て

逆 U 字型。女王（雌）アリの触角柄節は著しく平たいが働きアリでも
他種と比較して明らかに扁平である。おもに山地帯から亜高山帯にかけ
て分布し，キイロケアリに一時的社会寄生する。この仲間はサンショウ
のような強い臭気を持ち，働きアリは長い行列を作る性質がある。

近 似 種　日本に産するクロクサアリの仲間の中で，本種は触角が
扁平なので区別できる。

生 息 地　本県からは高萩市，常陸太田市，稲敷市，取手市から知
られている。本県では希に平野部にも生息地が見つかっている。

生 存 の 危 機　平野部の生息地では開発などによる雑木林の減少が生息
地を危機にさらしている。

特 記 事 項　和名および学名は新称名によった。
執筆者（協力者）　井上尚武
文 献　13），43），44）

ニトベギングチギングチバチ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

選 定 理 由　③ 大型のギングチバチで目立つにもかかわらず，記録さ
れた場所は筑波山麓の 1 か所のみである。全国的に個体数も少なく，
さらに調査を進める必要がある。

分 布 状 況　本州；インド，台湾。
形態及び生態　体長は 18㎜で，日本産ギングチバチの中でも大型である。

体は黒色で腹部腹節の後縁や脚は褐色である。
朽ち木の虫孔に営巣し，幼虫の餌にヤガ類の成虫を狩り入れる。茨城県
では，つくば市のふれあいの里で，イヌザンショウに訪花した個体が 1
個体されたのみである。

近 似 種　一見キボシアシナガバチに似るが，ギングチバチの特徴
である頭盾の銀毛で区別は容易である。

生 息 地　ヤガ類を採餌することから，県内の各地で記録される可
能性は高い。県内での唯一の記録地は筑波山麓である。

生 存 の 危 機　植林が進んだり，立ち枯れの木を放置することが少なく
なったり，営巣場所が減少している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　33），38），39）

Lasius orientalis Karawajew

撮影　井上尚武

Ectemnius nitobei (Matsumura)

撮影　久松正樹
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茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

選 定 理 由　③ 近年の記録は全くない。高次消費者で，環境の影響を
大きく受けやすい。本種の餌となるクモやクモの餌となる小昆虫類が生
息できる砂丘地が減少している。

分 布 状 況　本州，四国，九州；朝鮮半島，台湾。
形態及び生態　体長 13㎜内外。体は黒色で青色の微毛からなる明瞭は紋

があり，腹部背板の各節の斑は特に顕著である。
海浜に生息しているが，海浜近くの林縁部などでも活動している。海浜
に住む徘徊性イソコモリグモを狩る。

近 似 種　体長 13㎜内外。体は黒色で青色の微毛からなる明瞭な紋
があり，腹部背板の各節の斑は特に顕著である。

生 息 地　東海村とひたちなか市で採集された記録が残っている。
生 存 の 危 機　記録された場所は，港湾等の大規模開発で，環境が大き

く変わり，生存が危惧される。
特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　1），3），40）

選 定 理 由　③ 標本で確認できる生息地は，美浦村の陸平遺跡の 1 個
体のみであった。県内に広く分布すると思われるが密度は低い。

分 布 状 況　本州，九州；中国，台湾。
形態及び生態　体長は 16 ～ 20㎜。体は黒色で触角と脚は赤褐色を帯び

る。雌雄とも胸部の毛は黄褐色毛で，黒毛を交えず，腹部第 1 背板に
は密な黄褐色の毛があり，第 2 背板後縁には同色の明瞭な毛帯がある。
7 ～ 9 月にかけて出現し，クズ，ハギ，ミソハギなどに訪花する。

近 似 種　オオハキリバチに似るが，本種は腹部第 2 背板後縁に顕
著な毛帯がある。

生 息 地　標本で確認できる生息地は，美浦村の陸平遺跡の 1 個体
のみであった。クズに好んで訪花するため，県内に広く分布すると思わ
れる。

生 存 の 危 機　従来より珍しい種で記録は少ない。クズは県内に広く分
布するのに，個体数が少ない理由は不明である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　19），23）

アオスジクモバチクモバチ科

クズハキリバチハキリバチ科

Paracyphononyx alienus (Smith)

Megachile pseudomonticola Hedicke

撮影　久松正樹

撮影　久松正樹
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虫
類

スギハラクモバチクモバチ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

クロマルハナバチミツバチ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　③ 近年の記録は全くない。高次消費者で，環境変化の影
響を受けやすい。記録された当該地区は，鹿島臨海工業地帯の開発によ
り急激に環境が変化した。生存が危惧される。

分 布 状 況　本州，四国，九州；台湾。
形態及び生態　体長 19 ～ 28㎜。雌は黒色で，顔面と頭盾全体が鮮黄色

で前胸背肩部が褐色，各脚の腿節中央より先，触角の一部が黄褐色であ
る。雄は顔面両側下部と触角の一部のみが黄色である。
朽木中に巣をつくり，アシダカグモ，コアシダカグモ等を狩って房室に
蓄え幼虫の餌とする。

近 似 種　最も大型のクモバチの一種で，他のクモバチとの区別容
易。

生 息 地　特別地域自然財分布調査報告書によると，鹿行地区での
記録が残っている。

生 存 の 危 機　大規模開発で，記録当時の環境を残す箇所はわずかとなっ
てしまった。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　3），12），41），42）

選 定 理 由　③⑤ もともと個体数の多い種ではなく，かつコマルハナ
バチと混同されることも多く調査は進んでいなかった。在来種であるが
トマトの花粉媒介昆虫として利用され始め，国内外来種として定着の問
題もある。

分 布 状 況　本州，四国，九州；中国，朝鮮半島。
形態及び生態　体長は，女王が 20 ～ 23㎜，働きバチが 11 ～ 19㎜，

雄が 14 ～ 19㎜である。女王と働きバチは全身が黒色で，腹部背面先
端はオレンジ色である。毛は短いが，刈りそろえたように整っていて，
ビロウド状に見える。雄は黄色で，胸部と腹部に黒い帯があり，顔の前
方に特徴的な黄色い毛がある。
類似のコマルハナバチは夏前に巣が解散してしまい姿を消すが，本種は
4 ～ 10 月に見ることができる。

近 似 種　雌のコマルハナバチと体色が似るが，後脚の付節が大き
く湾曲する点が異なる。

生 息 地　オオマルハナバチより低山地に生息するといわれ，常陸
太田市とひたちなか市で記録されている。

生 存 の 危 機　生息地が限られ，個体を維持するには豊富な餌資源を必
要とするため，環境の改変に敏感である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　久松正樹
文 献　11），19），22），36）

Leptodialepis sugiharai (Uchida)

Bombus ignitus Smith

撮影　久松正樹

撮影　久松正樹
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イソコモリグモコモリグモ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ワスレナグモワスレナグモ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 降雨状況や河川整備事業による流量の変化のため
海への土砂の供給が減り，砂浜環境自体の衰退が危惧される。生息地が
少ない上に個体数も多くなく，環境の改変にきわめて敏感。

分 布 状 況　北海道，本州の沿岸に局所的に分布する日本固有種。
形態及び生態　体長雌 15 ～ 23㎜，雄 13 ～ 20㎜。頭胸部は褐色ない

し黒褐色で周縁は灰白色，腹部背面の地は灰白色で中央部は褐色を帯び，
数対の黒斑を有し，腹面は黒い。砂浜に 10 ～ 20㎝の深さの入口付近
が糸で裏打ちされた管状の住居をつくり，昼間は入口を糸と砂粒で閉じ
て潜み，夜間に徘徊して小動物を捕食する。

近 似 種　国内に近似種はいない。
生 息 地　鹿嶋市，ひたちなか市，東海村，高萩市，日立市の一部

の海岸に生息していたが，高萩市および日立市，ひたちなか市以外では
生息が確認されていない。太平洋岸の南限の個体群として分類学的ある
いは系統地理学的な重要性をもつ。

生 存 の 危 機　港湾整備や護岸工事などの開発や砂浜への乗用車の乗り
入れなどにより生息環境が破壊され，2000 年当時にすでに絶滅の危
機にあったが，その危険がさらに増大している。海水浴客による踏み荒
らしも懸念され，生息地では保護の周知が必要であろう。

特 記 事 項　保全上 2011 年の津波の影響も懸念されているが，自然
現象によるものである。防潮堤の建設は本種の生息地にとっては好まし
くない。

執筆者（協力者）　小野展嗣（井上尚武）
文 献　1），2），3），4），5），6），7），8），9），23），24），

25）

選 定 理 由　①③ 本県では，確認されている本種の生息地がきわめて
少ない上に，生息密度も低い。農業形態の変化や里山の衰退により，本
種の生息に適した草原環境は減少傾向にある。

分 布 状 況　本州，四国，九州に分布し，中国，韓国からも知られる。
形態及び生態　体長 13 ～ 18㎜，雄 5 ～ 8㎜。雌の頭胸部および歩脚

は黄褐色または淡褐色で，腹部は紫褐色あるいは黄褐色。雄は全体に黒
褐色で小さく，別種の感がある。トタテグモ下目に属する原始的なクモ
で，8 眼，3 爪，および 2 対の書肺を有する。上顎は強大で，前方を向き，
下顎の前側面は長く突出する。雌の第 1 歩脚はほかの歩脚に比べて小
さい。地中に 10 ～ 30㎝の深さのある，糸で裏打ちされた縦穴式の住
居を作る。入口に扉を付けないが，糸と土粒でふさぐことがある。

近 似 種　国内に近似種はいない。
生 息 地　開けた草原に生息する。市街地でも公園の芝生などでみ

られることがある。稲敷市（桜川），土浦市（東城寺），常陸太田市（栄
町），東茨城郡（大洗町）から記録がある。

生 存 の 危 機　開発や公園の改修工事などにより生息環境が減少してい
るので，本種の生息に適した自然草原の保全が必要である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　小野展嗣（井上尚武）
文 献　1），2），3），4），5），9），21），22），26）

Lycosa ishikariana (Saito)

Calommata signata Karsch

撮影　井上尚武

撮影　井上尚武
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キシノウエトタテグモトタテグモ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

カネコトタテグモカネコトタテグモ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ 開発，公園の改修などにより生息環境に影響がある
ほか，ムカデなどによる捕食圧も懸念される。

分 布 状 況　本州，四国，九州。日本固有種。
形態及び生態　体長雌 12 ～ 20㎜，雄 10 ～ 15㎜。頭胸部は黒褐色で，

歩脚はやや赤みを帯び，腹部は紫褐色，褐色あるいは黒褐色。トタテグ
モ下目に属する原始的なクモで，8 眼，3 爪を有し，書肺は 2 対。強
大な上顎に馬鍬を有し，下顎に多数の歯状突起を備える。前内疣の基部
はやや接近する。地中に比較的短い管状住居を作り，入り口に扉をつけ
る。

近 似 種　オキナワトタテグモ，ミヤコジマトタテグモ（琉球諸島
に分布）。

生 息 地　平地～山地の森林環境に生息し，市街地でも社寺林や公
園，人家の庭などでみられる。場所により人為的な移入の可能性も考慮
する必要がある。茨城県では記録が少なく，水戸市，下妻市，つくば市，
土浦市，常陸太田市など北東部や南部にいくつかの生息地が知られてい
る。

生 存 の 危 機　開発，公園の改修などにより生息環境に影響があるので，
石垣や土手を崩したり，コンクリートで固めたりする際には注意が必要
である。また，生態系の変化により増えたムカデなどの天敵による捕食
圧も懸念される。

特 記 事 項　冬虫夏草のクモタケによる高率の寄生が見られることが
あるが，それが個体数や生息状況にどの程度影響を与えているかは解明
されていない。

執筆者（協力者）　小野展嗣
文 献　2），3），4），5），9），14），15）

選 定 理 由　①③ 本種は，茨城県のトタテグモ類の中では，もっとも
広範にみられ，また個体数も多いが，概観すると，分布は局地的で，平
地や市街化された地域では絶滅あるいは減少し，一部の社寺林や屋敷林
にわずかに残っている程度になる。

分 布 状 況　本州（西限は兵庫県）。日本固有種。
形態及び生態　体長雌 12 ～ 15㎜，雄 10 ～ 13㎜。頭胸部および歩脚

は淡褐色ないし黒褐色，腹部は淡褐色ないし黒褐色。トタテグモ下目に
属する原始的なクモで，8 眼，3 爪を有し，書肺は 2 対。上顎は強大
で，馬鍬を有する。下顎の前側面は突出しない。後内疣の基部は広く離
れる。平地から低山地にかけて，森林の林床や林縁の崖地に生息し，地
中に 15 ～ 20㎝の長さの管状の穴を掘り，入り口に両開きの扉をつけ
る。

近 似 種　エゾトタテグモ（北海道に分布し，本種と生息域は重な
らない）。

生 息 地　平地から低山地にかけて，良好な森林に生息する。久慈
郡（八溝山，大子町），桜川市（岩瀬町），常陸太田市（里美），日立市

（諏訪町），高萩市（富岡，上君田），北茨城市（関本町，関南町），筑波
山など各地に生息する。

生 存 の 危 機　良好な森林環境を必要とし，大規模開発や森林公園の整
備などの際には，地面の掘り起こしをしない，コンクリートで固めない
などの配慮が必要である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　小野展嗣
文 献　2），4），5），9），10），11），12），13）

Latouchia typica (Kishida)

Antrodiaetus roretzi (Koch)

撮影　小野展嗣

撮影　小野展嗣
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類

キノボリトタテグモトタテグモ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ハナサラグモサラグモ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 県内各地で見つかっているが，それぞれの生息地で
の個体数はきわめて少なく，樹木の伐採の影響がきわめて大きいと考え
られる。

分 布 状 況　本州，四国，九州，南西諸島。日本固有種。
形態及び生態　体長雌雄 8 ～ 12㎜。頭胸部および歩脚は黒褐色，腹部

は暗紫褐色で斑紋を欠く。トタテグモ下目に属する原始的なクモで，8
眼，3 爪を有し，書肺は 2 対。上顎は強大で馬鍬を有し，下顎および
下唇に多数の歯状突起を備える。第 3 歩脚基部に無毛の窪みがあるの
が特徴。前内疣の基部はやや離れ後疣は短い。樹木の幹の上や苔むした
岩の上などに長さ 2 ～ 3㎝の袋状の住居を作り，入り口に扉をつける。

近 似 種　国内に近似種はいない。
生 息 地　原生林，二次林を問わず広い範囲の森林環境に生息し，

市街地でもみられることがある。県内各地に分布しているが記録されて
いるのは常陸太田市（真弓山），大子町および水戸市（渡里）。

生 存 の 危 機　大規模開発や公園の改修，とくに古木の伐採による影響
が大きい。また樹皮状の地位類やコケ類をむやみにはがさないなどの注
意が必要である。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　小野展嗣
文 献　2），3），4），5），9），10）

選 定 理 由　①②③ 全国で，本種の生息に適した良好な草原環境が減
少している。

分 布 状 況　北海道，本州，四国に分布し，韓国，ロシア極東地域か
らも知られる。

形態及び生態　体長雌雄 4 ～ 6㎜。8 眼，3 爪。サラグモとしては比較
的大型で，雄は雌より細い。頭胸部は黄褐色で，1 対の暗色の縦帯があ
る。腹部は灰色の地に白点が散在し，後方に数対の黒褐色の点斑がある。
草地や薮に 30 ～ 40㎝の大型のシート網を張り，クモは網の下側に背
面を下にしてとまる。

近 似 種　国内に近似種はいない。
生 息 地　里山あるいは低山地の比較的丈の長い良好な草原環境に

生息する。茨城県では高萩市，常陸太田市（西金砂山，真弓山）で記録
がある。

生 存 の 危 機　全国的に発見される機会が減少している。農業形態の変
化により，放置された里山では，次第に暗い林が発達するので，開放的
な草原の保全に努めたい。また田畑周辺のいわゆる薮環境では薬剤の散
布を控えたい。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　小野展嗣
文 献　2），4），5），10）

Conothele fragaria (Dönitz)

Floronia exornata (Koch)
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茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

アブクマホラヒメグモホラヒメグモ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 昭和 30 年代までは各地で普通にみられたが，そ
の後ある時期に急激に生息地および個体数が減少した。良好な草地環境
が開発によって失われたことと，継続的な農薬散布により餌昆虫の量お
よび多様性が減少したことが原因と考えられている。

分 布 状 況　本州，四国，九州，南西諸島。韓国，台湾，中国。
形態及び生態　体長雌 20 ～ 30㎜，雄 5 ～ 7㎜。8 眼，3 爪。雌の頭

胸部の地は黒褐色だが，銀白色の毛が密生し，全体に灰色に見える。腹
部背面には黄色と黒色の太い横縞模様がある。雄は，ひじょうに小さく，
全体に黄褐色で別種のように見える。腹部の色彩や独特の斑紋から雌の
識別は容易である。草原，林縁などに大きい円網を張る。

近 似 種　チュウガタコガネグモ。
生 息 地　平地～低山地の開けた草原，田畑の周囲，河川敷などに

生息する。北茨城市，高萩市，常陸太田市（西金砂山），那珂市，日立
市（石尊山），水戸市，つくば市，土浦市（宍塚），潮来市の数カ所の記
録があるが，個体数は少ない。

生 存 の 危 機　本種の生息に適したいわゆる薮と称される比較的丈の長
い草本による良好な草原環境が衰退したため，田畑の周囲や市街地の公
園などで散見されるだけになってしまった。

特 記 事 項　繁殖力が大きいので，餌になる大型の飛翔昆虫の保護を
含めた保全策によっては回復する可能性がある。

執筆者（協力者）　小野展嗣（井上尚武）
文 献　2），4），5），10），17），18），19），27）

選 定 理 由　③ 大久保の風穴における環境の悪化がただちに種そのも
のの絶滅に結びつくものではないが，本類の場合は基準産地から離れた
個体群の保護は系統地理学上重要である。

分 布 状 況　本州（茨城県，福島県）。日本固有種。
形態及び生態　体長雌雄 4 ～ 5㎜。頭胸部および歩脚は淡黄褐色または

乳白色。腹部は淡黄褐色で数対の黒褐色の点斑がある。8 眼，3 爪。外
雌器の垂体は長く先端は丸い。雄触肢の小杯葉は大きく，特異な突起を
備える。本属のクモはどれも外観がよく似ており，雌雄の生殖器を比較
しないと同定は難しいが，分布域が狭いものが多く，確認された場所で
おおよその見当がつく。洞窟の中の岩の隙間などに不規則網を張る。

近 似 種　クリコホラヒメグモ（山形県），トネホラヒメグモ（群馬
県）。

生 息 地　日立市の大久保の風穴 1 カ所のみから記録がある。基準
産地は福島県田村市滝根町の鬼穴で，そのほか入水洞およびあぶくま洞
に生息する。

生 存 の 危 機　洞窟性で，鍾乳洞の観光利用や開発による環境改変は，
ただちに絶滅に結びつく。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　小野展嗣
文 献　5），16）

Argiope amoena Koch

Nesticus abukumanus Yaginuma

撮影　小野展嗣

撮影　井上尚武
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茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ナガイヅツグモイヅツグモ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 大型で，本来は湿度の保たれた良好な樹林に生息
し，森林環境の指標となるクモである。市街化や開発による乾燥化に影
響される。

分 布 状 況　本州，四国，九州。日本固有種。
形態及び生態　体長雌 18 ～ 25㎜，雄 15 ～ 20㎜。頭胸部，歩脚，腹

部ともに暗褐色ないし黒褐色の地に黒色や白色の斑紋を有する。8 眼，
2 爪。森林内の地表や樹上に生活し，昼間は物陰に隠れ夜間に獲物を狩
る。周囲に森林のある建造物内に侵入することもある。同じ科の大型の
別種アシダカグモとの区別は一般には容易ではなく，誤認される場合も
ある。同定には雌雄の生殖器を比較する必要がある。

近 似 種　ヒメアシダカグモ，オガタヒメアシダカグモ（いずれも
茨城県には産しない）。

生 息 地　平地～低山地の森林環境に生息する。茨城県での記録は
比較的少なく，八溝山，高萩市，日立市（神峰山，石尊山），常陸大宮
市（尺丈山），常陸太田市（下高倉町），土浦市（宍塚）がある。

生 存 の 危 機　市街化や開発による乾燥化と餌環境の変化によって，全
国的に絶滅の危険が増大している。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　小野展嗣（井上尚武）
文 献　2），4），5），10），17），18），27）

選 定 理 由　①③ 良好な樹林に生息し，市街化や開発に強く影響され
る。

分 布 状 況　北海道，本州，四国，九州。日本固有種。
形態及び生態　体長雌雄 6 ～ 9㎜。頭胸部および歩脚は褐色ないし濃い

黄褐色で，両側はやや暗色である。腹部はベイジュないし淡黄褐色で，
褐色の心臓斑および不明瞭な暗色の斑紋がある。8 眼，2 爪。森林の樹
上や下草上に生活し，狩猟性で網を張らないが，葉に袋状の住居を作る。
イヅツグモとの区別は一般には難しい。

近 似 種　国内に近似種はいない。
生 息 地　平地～低山地の森林に生息し，樹木の幹や葉の上，林縁

の下草の上などでみられる。茨城県の記録は八溝山，土岳山（高萩市），
尺丈山（常陸大宮市），久慈郡大子町の数カ所があるのみである。

生 存 の 危 機　生息地が少なく，個体数も多くないので，大規模な山林
開発や伐採の際には十分な注意を払う必要がある。

特 記 事 項　
執筆者（協力者）　小野展嗣
文 献　2），4），5），10），20）

Sinopoda forcipata (Karsch)

Anyphaena ayshides Yaginuma

撮影　小野展嗣

撮影　井上尚武
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7 その他無脊椎動物
１）概　要
　本改訂版では「その他無脊椎動物」として，淡水・汽水性の動物群と陸生巻貝類とを取り上げた。平
成 12 年版と異なるところは，対象に汽水域を加えたことである。茨城県には平成 27 年５月にラムサー
ル条約湿地に登録された涸沼の他，茂宮川河口干潟（日立市）の汽水域が残されていて，そこには貴重
な動物種が生息している。これらの海近くの平地水域は農業や工業発展，都市化などによる開発の対
象地域となりやすく，常に注目している必要がある。今回対象にした動物群は 8 つの動物門にわたり，
前回の 5 動物門（海綿動物門，扁形動物門，苔虫動物門，軟体動物門，節足動物門甲殻類）に刺胞動
物門と紐形動物門，環形動物門を新たに加えた。取り上げた種数は 85 種で，前回の 16 種の 5 倍以上
である。これは，汽水種の多くがいずれかのカテゴリーに該当したことに加え，研究者の地道な努力に
より，筑波山系と八溝山系を中心とした陸生巻貝の知見が飛躍的に増えたことの２つが大きく寄与して
いる。 
　一方，ランクの構成について前回と比較すると，前回の 16 種のうち絶滅危惧Ⅱ類相当以上は 3 種の
みであったが，今回は情報不足種を除く 62 種中 34 種と半数以上となった。また，前回の 16 種のうち，
5 種はランクが上がり，同一ランクは 7 種だった。なお，今回は 4 種を対象から削除したが，いずれも
分類学的な問題に起因するものであり，個体群の回復によるものではない。具体的には，カントウベッ
コウはヒラベッコウの誤同定と考えられ，これまでのところ本種の県内での分布は確認されていない。
ヒタチチリメンカワニナはチリメンカワニナのシノニムとなり，県内での一定数の生息が確認されてい
る。マメシジミとニホンマメシジミは，その他のマメシジミ類を含めて同定がきわめて困難な貝類で，
種としての情報の確定が困難である。しかしながら，マメシジミ類はその生息状況に留意する必要のあ
る分類群であることには変わりがない。
　これらの結果は，県内ではとりわけ涸沼や河口干潟の汽水域および筑波・八溝山系における生物多様
性の危うさを明確に示し，環境保全の必要性を強く示している。

（森野　浩）

○海綿動物門
　茨城県の淡水・汽水海綿に関しては，これまで 7 属 12 種が報告されている。国内では現在までに
11 属 25 種の淡水・汽水海綿が記録されているので，その約半数が本県に分布していることになる。
なかでも，汽水性のシロカイメンは県外では宍道湖（島根県）や東郷湖（鳥取県）で報告されているが，
本県では涸沼でのみ生息が確認されている。また，ヨコトネカイメンは横利根川で発見された群体を基
に 1983 年に新属新種として記載されたが，その後，本県では生息が確認されていない。なお，本種は
舟川河口近くの宍道湖でも報告されている。この他，近年，本県では初記録となるツツミカイメンとマ
ツモトカイメンが，それぞれ横利根川と笠間市の用水路から確認されている（未発表）。

（池澤広美）

○刺胞動物門
　我が国の汽水域からは 3 種のヒドロ虫類（刺胞動物）が知られているが，涸沼水系にはそのうちの 1
種，エダヒドラが産する。しかし，本種は 1990 年代以降の情報がなく，今後の調査が必要である。

（森野　浩）

○扁形動物門
　本県の淡水性プラナリア類については，現在までに，カズメウズムシ，ミヤマウズムシ，ナミウズム
シ，アメリカナミウズムシ，カントウイドウズムシ，サンカクウミウズムシの 6 種が確認されている。
カズメウズムシは山地性で本県では八溝山にのみ生息が確認されている。ミヤマウズムシも山地性で八
溝山や筑波山で見られるが，数は減少している。ナミウズムシは平地性で本県に広く生息しているが，
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水環境の悪化でやはり減少傾向にある。カントウイドウズムシは地下水性のプラナリアで，現在のとこ
ろ，常総市（旧水海道市）の浅井戸が唯一の生息確認場所である。それらに対し，外来種のアメリカナ
ミウズムシは水の汚染に強く，現在，利根川水系の河川や用水で分布を拡大している。また，近年，海
水および汽水にも生息するサンカクウミウズムシが涸沼から確認されている（未発表）。

（茅根重夫）

○紐形動物門
　我が国からは 4 種の汽水性ヒモムシ類が分布するが，そのうち 3 種が涸沼から報告されている。し
かし，それらは最初の報告以後まったく記録がなく，現状が不明で今後の調査が必要である。

（森野　浩）

○軟体動物門（巻貝類）
　本県は，これまで貝類の専門家や愛好家が少なかったため，一部の限られた分類群と地域を除いては
陸産貝類・淡水産貝類の調査が他県よりも遅れていた。微小種を中心として県内の貝類相の全容が掴め
なかったばかりでなく，経時変化を比較するデータが無いため人為的影響も評価し難い状況であった。
今回の改訂では，近年の調査成果をもとに初版の 10 種から 58 種へと掲載種を大幅に増加させるとと
もに，掲載種のカテゴリーも一部変更した。
　かつて本県では低地に点在する湖沼群を中心として，今や稀少となってしまった多様な淡水貝類が生
息していた。例えば，霞ヶ浦周辺では人々のくらしと淡水棲貝類は密接な関係にあり，カラスガイなど
イシガイ類やマシジミが昭和 40 年代の初めまで食料や肥料として供されていたばかりでなく，釦の素
材とともされ，さらにオオタニシやマルタニシの殻は霞ヶ浦周辺の「人形細工」の素材として利用され
ていたほど堯産していた。また，今や国内の多くの地域でレッドデータブックに掲載されているマメタ
ニシやナガオカモノアラガイは，19 世紀後半に土浦市をタイプ産地として記載された。湖沼の周囲に
豊かな湿地が広がっていた当時，これらは普通種であったことだろう。
　しかし，江戸時代以降の開田や昭和初期より始まった干拓事業，そして水質汚染などの環境改変によっ
て，往事を忍ばせる貝類は悉く姿を消してしまった。例えば，マメタニシは利根川を除いて近年は確定
的な記録が知られておらず，オオタニシも同様に笠間市・小美玉市以外での決定的な分布情報が無い。
水田などに多くみられたマルタニシは近年回復傾向にあるものの，多くの産地でヒメタニシに置き換わ
り，どこでも見ることができるものではなくなってしまった。
　生息環境の人工改変による被害者として最たる例は，今回新たに「絶滅」として掲載したカタヤマガ
イ（ミヤイリガイ）である。本種は「不治の病」として恐れられた日本住血吸虫の中間宿主であるため，
山梨県や広島県など有病地では大規模な撲滅作戦が国家的プロジェクトによって展開された。火炎放射
器での焼却や殺貝剤の散布は言うに及ばず，生息地の水路がコンクリート三面張りへと変更された結果，
現在では国内のごく一部の地域を除いて姿を消した。本県でも昭和 40 年代まで日本住血吸虫による被
害があったことはもちろん，カタヤマガイが利根川や小貝川の周辺に生息していたことは，意外や知ら
れていない。
　淡水棲貝類の生息環境は，人為的影響ばかりでなく，移入種による生態系改変の危機にも曝されてい
る。かつて水流の弱い小川に広くみられたモノアラガイは，水質悪化のみならず，おそらくハブタエモ
ノアラガイや未同定の移入種に駆逐された結果，ほとんど姿を見ることがなくなった。県南部では，近
年爆発的に増加しているスクミリンゴガイとタニシ類とのニッチ競合が懸念されるほか，利根川水系に
侵入したカワヒバリガイも動向に注意しなくてはならない。移入種の影響が比較的穏やかな県北部にお
いても近年，日立市でニュージーランド原産のコモチカワツボが確認されるなど，県下全域が移入種の
浸潤に脅かされている。
　微小な淡水棲貝類としては，水戸市の井戸より得られた地下水系に生息するイマムラミジンツボの行
方が気がかりである。1961 年に記載されて以来一切の記録がなく，微小なため見過ごされている可能
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性が高いとはいえ，絶滅寸前あるいは絶滅した可能性もあるので，地下水系の保全も忘れてはならない。
汽水域の分布が限られる本県において，汽水棲貝類は数少ないものの，カワザンショウ類など多くの種
類を今回新たに掲載した。ヒラドカワザンショウは日立市の茂宮川河口でのみ知られ，ヨシダカワザン
ショウ，クリイロカワザンショウ，ヒナタムシヤドリカワザンショウ，そしてミズゴマツボは利根川下
流鹹水域などの限られた範囲で記録があるに過ぎない。同様に鹹水域の砂泥底に生息するカワグチツボ
は，これまでのところ涸沼東部域でしか知られていない。生貝の個体数も数少なく，動向に留意すべき
である。鹹水から淡水域に生息する種類として特筆すべきは，本県が分布の北限となるイシマキガイで
ある。大北川，涸沼，那珂川，利根川で確認されているものの，いずれの産地でも個体数は少ない。内
湾奥の潮間帯上部にのみ生息するサビシラトリは，茂宮川河口に形成された干潟からのみ知られる。こ
れらの貝類が生活するには，そもそもの範囲が限定される汽水環境に干潟とヨシ原が存在することが不
可欠であるため，河川改修などの改変でこれらを失わないよう保全することが肝要である。
　陸産貝類は筑波山とその周辺を除いて知見が限られ，全容が把握されているとは言い難い。しかし，
筑波山系から八溝山系を経て阿武隈山地に至る山地とそれ以外の平地では，それぞれ陸産貝類相が異な
り，かつ南方系と北方系の種類が混在することで特徴づけられる（南方系のほうが卓越する）。本県の
陸貝類は人為的要因によって劇的に減少したものは少ないが，開発による自然林の減少や植生遷移によ
る生息環境の消滅などの危機に直面している。
　主に山地の照葉樹林に棲むヤマタニシは分布の北限域にあり，県内の山地に広く分布するが個体数は
少ない。平地の社寺林などに見られるナミコギセルや城里町から知られるマルナタネ，そして常陸太田
市周辺に局地的に見られるレンズガイも同様に分布の北限である。一方，北茨城市の山間部から知られ
るエゾヒメベッコウは分布の南限で，個体群は小さい。ゴマガイは他県ではむしろ普通種の範疇である
ものの，茨城県では産地が極めて限られ，僅かな個体が見られるに過ぎない。
　生息環境あるいは産地ごとに目を向ければ，鹿嶋市・神栖市の海岸林に局地的に生息するスナガイが
注目される。本種は近年本県での分布が確認され，分布の北限にあたる。産地では多産するものの生息
域が極めて狭く，現在知られる産地が攪乱されるとすぐさま絶滅の危機に瀕するであろう。石灰岩地帯
に固有種が多いことは良く知られるが，茨城県には規模の大きな露頭が無いことから，注目すべき種類
は分布していないと思われてきた。しかし近年の調査により，岡山県の石灰岩地帯の固有種とされてき
たヤセキセルモドキが日立市から記録された。また，石灰岩洞窟内にのみ生息し，洞窟ごとに別種の可
能性が指摘されているホラアナゴマオカチグサは日立市のみならず，笠間市の小規模露頭からも確認さ
れた。これらの種類はもともと分布域が狭く，僅かな環境改変でも消滅する恐れがある。県内の石灰岩
地帯からは保全すべき希少種が発見される可能性があり，詳細な調査が必要である。このほか，礫の転
がる山地の沢沿いの斜面に生息するムシオイガイやヤマキサゴは生息環境が特殊であり，特にムシオイ
ガイは筑波山系と県北部の限られた範囲でしか知られていない希少種である。
　筑波山山頂にのみ分布するツクバビロウドマイマイは発見例が数少ない希少種（亜種）であり，現在
のところ本県に固有な唯一の陸産貝類である。ハブタエギセルは筑波山系がその産地として良く知られ
るが，八溝山系・阿武隈山系のブナ林にも点々と分布する準固有種である。近年は筑波山での個体数が
減少傾向にあり，植生変化とマニアによる採集圧が原因として考えられる。筑波山系と八溝山系の中間
に位置する山塊は，陸産貝類の調査が最も遅れている地域であり，今後の精査によって未知の希少種が
発見される可能性がある。
　なお，シタラ科とベッコウマイマイ科の各種は分類上の問題を含む種が含まれているため精査が必要
であるものの，個体数が少ないなどの理由からその多くを掲載した。

（芳賀拓真）

○軟体動物門（二枚貝類）
　県内の淡水域には 5 科 14 種の在来淡水二枚貝類が報告されている。県南部の霞ヶ浦や北浦，その流
入河川を中心に，かつてはヨコハマシジラガイ，マツカサガイ，ドブガイ類，カラスガイが数多く生息
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していた。しかし，現在では生息地の護岸化や埋め立て等の開発行為，森林伐採による土砂の流入など，
生息環境は大きく変化しており，二枚貝類は各地で激減した。内湾奥の潮間帯上部に生息するサビシラ
トリは，茂宮川河口に形成された干潟のみから知られる。また，環境の変化に伴い，二枚貝幼生（グロ
キジウム）の寄生する魚類も減少し，マニアによる採集圧も，二枚貝類に大きな影響を与えている。県
北部の山間渓流の一部にはカワシンジュガイが生息するが，土砂の流入やグロキジウムの寄主であるヤ
マメが減少し，個体数が多いとはいえない。

（稲葉　修）

○環形動物門
　涸沼水系に産する 3 種の環形動物（多毛類）を取り上げた。うち 2 種は現状不明種で，シダレイト
ゴカイNotomastus sp. は個体数は少なくないが分類上の問題があるため現状不明種とした。一方，ド
ロオニスピオは最初の発見以後，記録がなく，今後の調査が必要である。イトメは涸沼の下流域のヨシ
原の底泥に生息するが，近年のヨシ原の荒廃は涸沼および北関東で著しく，今後個体数が激減する可能
性が高い。なお，涸沼には汽水性貧毛類が産するが，分類学的研究は進んでいない。

（森野　浩）

○節足動物門（甲殻類）
　甲殻類はワラジムシ目（等脚目），ヨコエビ目（端脚目），エビ類・カニ類（十脚目）を対象とした。
ワラジムシ類は本県の淡水・汽水に 4 種程度分布しているが，ここでは，フタマタスナウミナナフシ
を注目種として掲載した。本種は，霞ヶ浦から最初に報告され，それ以降の調査記録がない。ヨコエビ
類では 7 種が記録されているが，そのうち 5 種は汽水産である。ヒヌマヨコエビはその 1 種で成体の
生息場所が涸沼のヨシ原の一部に限定されている。今回の掲載種以外にもタナイス類，クーマ類など小
型の甲殻類が涸沼には産する。これらの種についても今後生息場所と個体群への留意を続けていく必要
がある。
　エビ類については，アメリカザリガニを除くと，これまでヌマエビ科 4 種，テナガエビ科 2 種の合
計 6 種が報告されている。そのうち，ヌマエビ科のヌカエビはかつて県南・県西地域でも確認されて
いたが，現在では久慈川や那珂川など主に県北の河川に生息するのみである。また，ミゾレヌマエビは
比較的近年になって生息が確認された種で，那珂川の他，涸沼や北浦などで生息が確認されているが，
本県での採集記録は非常に少ない。さらに，文献記録はあるものの，標本が不在で本県での生息の有無
が不明であったヌマエビが，近年，那珂川など数カ所で確認されている（未発表）。なお，本県はミゾ
レヌマエビおよびヌマエビの太平洋側での分布の北限にあたる。今後，調査が進むにつれ，外来種も含
めた本県の淡水エビ類相の実態が明らかになってくるものと考えられる。
　カニ類は 12 種が本県の汽水域から報告されている。そのうち 8 種を掲載した。そのほとんどは茂宮
川の河口干潟に分布する。この場所での各カニ類の生息場所は極めて限定されていると同時に，千葉県
など近隣の地域でも多くが保護生物の指定をうけていることから，他地域からの新規個体の十分な供給
は困難な状況にあると推定される。

（池澤広美・森野　浩）

○苔虫（外肛）動物門
　日本産淡水コケムシ類に関しては，これまで被喉綱 6 科 23 種，裸喉綱 3 科 3 種，合計 9 科 13 属
26 種が報告されているが，本県から記録があるのは被喉綱 5 科 13 種，裸喉綱 2 科 2 種の合計 15 種
である。そのうち，ヒメテンコケムシ科のカンテンコケムシはこれまで群体塊や休芽が横利根川や砂沼

（下妻市）など数カ所で確認されており，また，同科のヒメテンコケムシも群体塊や休芽が砂沼や不動
谷津池（笠間市）などで報告されている。しかし，いずれの種も近年の確認例がなく，生息環境の悪化
等による絶滅が危惧される。
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（池澤広美）

２）対象種の解説
　カテゴリー別に分類した 85 種（絶滅危惧 62 種，情報不足 23 種）について，以下に門ごとに解
説する。
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シロカイメンタンスイカイメン科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

ヨコトネカイメンタンスイカイメン科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 茨城県内における分布は涸沼に限られており，地盤
沈下による塩分濃度の変化などで生息環境が変化している。

分 布 状 況　茨城県（涸沼），鳥取県（東郷湖），島根県（宍道湖）。国
外ではインド（ムンバイ），アフリカ（カイロ），ノツシベ島（マダガス
カル北西），オーストラリア，南アメリカ，東南アジア。

形態及び生態　海綿体はなめらかな穀層状または塊状で，緑灰色，黄色
または灰色。その表面には小孔が多数あり，ここから水中の微生物や有
機物を取り込んで餌とする。体内には微小な骨片（骨格骨片，遊離小骨片，
芽球骨片）が多数存在する。海綿体は杭や沈木の枝など，他物の表面上
で固着生活を営む。夏に有性生殖で繁殖し，秋に黄色または褐色の球状
の芽球（直径約 0.3 ～ 0.8㎜）を多数形成し，芽球の状態で越冬する。

近 似 種　骨片の形態において，ヌマカイメンと類似した点もみら
れるが，本種は汽水域のみ，ヌマカイメンは淡水域にのみに産するなど
生息地に違いがある。

生 息 地　流れの緩やかな汽水域に生息する。国内では本県（涸沼），
鳥取県（東郷湖），島根県（宍道湖）でしか報告されていない。特に，
涸沼は 1936 年に本種が国内で初めて採集された場所である。

生 存 の 危 機　富栄養化による水質悪化や地盤沈下による塩分濃度の変
動などの影響を受ければ，県内の個体群は激減する危険がある。

特 記 事 項　分布が限定されている上，生息環境が変化している。[ 島
根県：準絶滅危惧，鳥取県：その他の重要種 ]

執筆者（協力者）　池澤広美・茅根重夫（益田芳樹）
文 献　1），2），3），4），7），8）

選 定 理 由　①②③ 茨城県内における分布は局地的である上，生息地
は富栄養化しやすく，人為的な環境改変がされやすい場所である。

分 布 状 況　茨城県（横利根川），島根県（宍道湖）。国外ではイタリア。
形態及び生態　海綿体は塊状で，緑がかったクリーム色。その表面には

多くの不規則な低い突起が見られる。体内には微小な骨片（骨格骨片，
芽球骨片）が多数存在する。特に，枝分かれのある芽球骨片をもつこと
が本種の特徴である。海綿体は護岸壁，杭，沈木の枝，船底など，他物
の表面上で固着生活を営む。夏に有性生殖で繁殖し，秋に球状の芽球（直
径約 0.4 ～ 0.5㎜）を多数形成し，芽球の状態で越冬する。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　流れの緩やかな淡水域・汽水域に生息する。1983 年に

渡辺洋子氏によって横利根川で初めて採集され，新属新種として記載さ
れたが，以後，茨城県内の記録はない。舟川河口域近くの宍道湖では一
度だけ確認されている。

生 存 の 危 機　富栄養化による水質の悪化やその他の大きな環境変化が
あれば，県内の個体群は絶滅する可能性がある。

特 記 事 項　新種として発表されて以来，採集記録がない。[ 島根県：
準絶滅危惧 ]

執筆者（協力者）　池澤広美・茅根重夫（益田芳樹）
文 献　3），5），6），7）

Spongilla alba Carter

Sanidastra yokotonensis Volkmer-Ribeiro et Watanabe

上：涸沼，1999年10月12日，撮影　池澤広美；
下：宍道湖，撮影　益田芳樹

海綿体

遊離小骨片 芽球骨片

芽球骨片芽球骨片

スケール：10µmスケール：10µm

スケール：10µmスケール：10µm

舟川河口域近くの宍道湖，1990年7月14日，
撮影　益田芳樹
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エダヒドラクラバ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　① 涸沼で 1966 年に記録があり，1990 年初頭には下
涸沼川でも確認されているが，近年の情報がない。

分 布 状 況　高知県（浦戸湾），茨城県（涸沼） 。
形態及び生態　よく成長した群体は高さ 65 ㎜に達し，第３側枝まで分

岐。若い群体はほとんど分岐せず高さ 10 数㎜までのヒドロ茎がヒドロ
根上に直立。ヒドロ根は直線状に匍匐しおおむね直角に分岐する。ヒド
ロ茎の周皮は淡褐色，ヒドロ花は紡錘形，乳白色。触手は糸状，長さ 2 
～ 4㎜，10 ～ 30 本がヒドロ花上に配列。刺胞は貫通刺胞と巻刺胞の
2 種で，ともに長洋梨型。 

近 似 種　マシコエダヒドラとはヒドロ茎の輪節の数が多いことで
区別される。

生 息 地　涸沼湖内と下涸沼川の沈水枯茎葉，係留サオや浮タイヤ
などに着生。

生 存 の 危 機　富栄養化による水質悪化や地盤沈下による塩分濃度の変
動などの影響を受ければ，県内の個体群は激減する危険がある。

特 記 事 項　汽水に出現する希少な種としてとりあげた。
執筆者（協力者）　森野　浩
文 献　1），2）

Cordylophora japonica Ito

涸沼，1991年，撮影　藤元香世

群体

ヒドロ虫
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カントウイドウズムシヒラタウズムシ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧Ⅰ類 ●

カズメウズムシヒラタウズムシ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③ 日本で最初に発見された洞窟地下水動物であり，
分布は局地的で，本種が確認されているのは現在，下記の井戸だけであ
る。

分 布 状 況　日本固有種で茨城県常総市豊岡町の民家の浅井戸にのみ
生息。

形態及び生態　体長約 12 ㎜，背面正中線上に 15 ～ 30 個の小乳頭状
突起をもつ珍しい形のプラナリア。地下水生のため，体色は白色で，目
も退化して非常に小さい。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　1889 年東京市ヶ谷の浅井戸から発見され，1916 年に

新種として記録されたが，その後，模式産地は消滅し，1965 年に常
総市で再発見された。

生 存 の 危 機　この井戸の老朽化が進み，ポンプも壊れて井戸が埋没す
る恐れがあったため，2014 年に古い井戸枠の外側に大きな井戸枠を
設置し，井戸枠の嵩上げ工事を行い，ポンプも修繕した。

特 記 事 項　生息地が世界で１ヵ所のみで，生息環境の悪化などで絶
滅する危険性が高まっている。

執筆者（協力者）　茅根重夫
文 献　3），4），5），6），7）

選 定 理 由　①③ 茨城県における分布は八溝山の源流域に限られる。
分 布 状 況　北海道，本州の東北・関東・中部山岳地帯の高山渓流に

分布。
形態及び生態　体長は 15 ～ 25 ㎜でやや大型のプラナリア。体色は赤

褐色。頭部に 1 対の突き出た耳葉があり，100 個以上の小眼点が馬蹄
形に配列している。本種は清流を好む狭低温性のプラナリアである。

近 似 種　近似種はいない。
生 息 地　県内では八溝山の源流域にのみ生息する。
生 存 の 危 機　八溝山の頂上付近のブナ林等が無くなると，生息環境が

失われる。
特 記 事 項　分布が局所的で，生息環境が悪化している。[ 埼玉県：準

絶滅危惧，群馬県：絶滅危惧Ⅱ類 ]
執筆者（協力者）　茅根重夫
文 献　1），2）

Phagocata papillifera (Ijima et Kaburaki)

Seidlia auriculata (Ijima et Kaburaki)

上：常総市豊岡町，撮影　茅根重夫；
下：原図，茅根重夫

上：八溝山，撮影　茅根重夫；
下：原図，茅根重夫

小乳頭状突起

小眼点
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ミヤマウズムシヒラタウズムシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 茨城県内での分布が局地的で生息数も少ない。
分 布 状 況　北海道から九州中部まで分布。国外では朝鮮半島，ロシ

ア沿海州，中国東北部に分布。
形態及び生態　体長は 10 ～ 20㎜で，頭部先端部は平らでやや波状。目

は少し後方に位置する。体色は黒色味を帯びる。再生力は比較的強い。
低水温の湧水に多い。

近 似 種　ナミウズムシ
生 息 地　県内では八溝山と筑波山に生息。八溝山では渓流の上流

部に，筑波山では裏筑波の源流域で確認されている。
生 存 の 危 機　樹木の伐採等により生息地の植生が悪化すると，生息が

危ぶまれる。
特 記 事 項　分布が局所的で，個体数が減少している。[ 埼玉県：絶滅

のおそれのある地域個体群，群馬県，鳥取県：準絶滅危惧，兵庫県：要
調査種 ]

執筆者（協力者）　茅根重夫
文 献　2）

上：八溝山，撮影　茅根重夫；
下：原図，茅根重夫

Phagocata vivida (Ijima et Kaburaki)
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ヒヌマヒモムシリネウス科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

チビキスイヒモムシテトラステマ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ 涸沼で 1966 年に発見され，1970 年に新属新種
として記載された。その後の涸沼からヒモムシ類の報告があるが本種で
あるかは不明。

分 布 状 況　茨城県（涸沼）。
形態及び生態　生時淡水に入れると体前部で周期的な蠕動運動をしめす。

伸長時の体長 12㎝，体幅 1㎜，収縮時は体長 5㎝，　体幅 2㎜。前端
は丸みを帯び，後端はとがる。頭溝は頭部の両側方を縦走する。眼点を
欠く。尾毛状突起もつ。体は明るい黄褐色，収縮すると暗くなる。吻鞘
は背側中央に沿って体の後端に達する。吻は吻鞘内で折れたたまれ，体
の中央部に至る。保存状態下で体には 20 の環状のくびれがあらわれる。

近 似 種　チビキスイヒモムシ・ヒメキスイヒモムシとは眼点・頭
溝で区別される。

生 息 地　涸沼湖底の底泥。
生 存 の 危 機　個体数は多くない。富栄養化による水質悪化や地盤沈下

による塩分濃度の変動などの影響を受ければ個体群は絶滅する危険があ
る。

特 記 事 項　涸沼を模式産地とする新属・新種として記載された。汽
水に産する希少な種としてとり上げた。

執筆者（協力者）　森野　浩
文 献　1），2），3）

選 定 理 由　②③ 涸沼で 1966 年に発見され，1970 年に新属新種
として記載された。その後の涸沼からヒモムシ類の報告があるが本種で
あるかは不明。

分 布 状 況　茨城県（涸沼）。
形態及び生態　体は小さく細い。体長約 8㎜。頭部と頸部の間は 1 対の

頭溝を除いてくびれ等を欠く。眼点は 3 集団を形成，頭部の前側方に
1 対と頭部後方を横断する 1 集団からなる。体色は黄褐色。吻鞘，岐腸，
生殖巣が表皮を通して確認できる。保存状態下では腸管の部分は前体部
より幅広い。

近 似 種　ヒヌマヒモムシ・ヒメキスイヒモムシとは眼点・頭溝で
区別される。

生 息 地　涸沼湖底の底泥。
生 存 の 危 機　個体数は多くない。富栄養化による水質悪化や地盤沈下

による塩分濃度の変動などの影響を受ければ個体群は絶滅する危険があ
る。

特 記 事 項　涸沼を模式産地とする新属・新種として記載された。汽
水に出現する希少な種である。

執筆者（協力者）　森野　浩
文 献　1），2），3）

Hinumanemertes kikuchii Iwata

Sacconemertella lutulenta Iwata

原図，岩田文夫

原図，岩田文夫

頭溝

眼点

頭溝

頭部側面

頭部背面
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ヒメキスイヒモムシテトラステマ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ 涸沼で 1966 年に発見され，1970 年に新属新種
として記載された。その後の涸沼からはヒモムシ類の報告があるが本種
であるかは不明。

分 布 状 況　茨城県（涸沼）。
形態及び生態　伸長時の体長 4㎝，体幅 1.5㎜，収縮時は体長 1.5㎝，

体幅 3㎜。頭部は頸部より少し幅広く，ヘビの頭状。背面に 2 対の V
字型の頭溝あり。眼点は４集団をなす。各集団は 4 ～ 5 個の眼点から
なる。体色は前体部が赤みがかり，全体はオリーブ色を帯びる。オリー
ブ色の帯が体の両側を頸部から後端まで走る。吻鞘は体後端に達する。

近 似 種　ヒヌマヒモムシ・チビキスイヒモムシとは眼点・頭溝で
区別される。

生 息 地　涸沼湖底の底泥。
生 存 の 危 機　個体数は多くない。富栄養化による水質悪化や地盤沈下

による塩分濃度の変動などの影響を受ければ，個体群は絶滅する危険が
ある。

特 記 事 項　涸沼を模式産地とする新属・新種として記載された。汽
水に出現する希少な種としてとり上げた。

執筆者（協力者）　森野　浩
文 献　1），2），3）

Sacconemertopsis olivifera Iwata

原図，岩田文夫

眼点
頭溝

頭部背面
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軟
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門
（
巻
貝
チ
）

カタヤマガイ（ミヤイリガイ）イツマデガイ科

茨 城 県 2016 ● ● ● ● 絶滅

茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧Ⅰ類 ●

イシマキガイアマオブネ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①②③④ かつて利根川とその支流域で記録され，旧五霞
町以東 120㎞近くまでの範囲に棲息していたが，現在では絶滅したと
考えられる。

分 布 状 況　本州（千葉県，山梨県，静岡県の一部：東京，埼玉，岡山，広島
では絶滅）と九州（福岡：佐賀では絶滅）に不連続的に分布。日本固有種。

形態及び生態　殻長 7㎜程度，塔形で細長く，螺塔は高い。縫合は深い。
殻質やや厚く，黄褐色～赤褐色で鈍い光沢がある。外唇は殻口直前で肥
厚してクレスト状になり，黒みがかる。黄色半透明で少旋型の蓋を持つ。
淡水域の半水棲種で，扇状地下流域や低地に作られた水田周辺の手掘り
水路水際の湿った泥上，あるいはその直上部に生じた植生中に棲息する。
本種は日本住血吸虫の中間宿主となるため，大正時代～昭和後期に流行
地で水路のコンクリート化や殺貝剤の散布，棲息場所の焼却等の「撲滅
作戦」が実施され，国内の殆どの地域で絶滅した。

近 似 種　近年県内への移入が確認された外来種のコモチカワツボ
に類似するものの，本種はより大きく細長く，殻口外唇が肥厚すること
から容易に区別される。

生 息 地　県内絶滅。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

水質汚濁，化学汚染，産地の局限，人為捕獲（駆除）。
特 記 事 項　本県では大規模な撲滅作戦は実行されなかったようであ

るが，1950 年代の干拓事業によって棲息困難となり，1970 年代ま
でに絶滅に至ったと考えられる。近年の調査によっても一切発見されず，
絶滅したと考えるのが妥当である。[ 千葉県・静岡県：絶滅危惧Ⅰ類，他：
指定都道府県 5]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・池澤広美（亀田勇一・倉持利明・外山健夫）
文 献　12），13），14），15），39）

選 定 理 由　①②③ 棲息地が限定される上に個体数が少なく，棲息環
境の悪化により近年の減少が著しい。

分 布 状 況　茨城県以南～沖縄。国外では中国南部，朝鮮半島。
形態及び生態　殻径 20㎜程度，卵型。殻質厚く，堅固。殻表はほぼ平滑，

黄土色～緑褐色の殻皮に覆われて光沢があり，小さな三角班をちりばめ
る。螺塔は僅かに突出するが，老成個体では浸食されて消失しているこ
とが多い。蓋は石灰質で厚く灰白色，内面下部に突起がある。汽水棲・
淡水棲。河川の汽水域～下流部淡水域において，礫等の基質に付着して
棲息する。両側回遊性で，浮遊幼生は海に下る。河口に再加入の後，成
長に従い上流域に遡上する。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　利根川下流域，那珂川下流域，下涸沼川，北茨城市大北

川河口から記録がある。大北川河口では 1997 年以後得られておらず，
那珂川等でも個体数が少ないとされる。

生 存 の 危 機　河川開発，川相変化，水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　本県は本種の太平洋岸最北分布域である。生存基盤が脆

弱で棲息数の減少が顕著であるため，今回新たに掲載した。[ 千葉県・
東京都：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 12]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　2），4），5），7），33），35），36）

Oncomelania nosophora (Robson)

Clithon retropictum Martens

A：稲敷市六角（外山健夫氏採集，1968 年）
　　撮影　池澤広美
B：山梨県韮崎市，撮影　芳賀拓真

那珂川河口（大洗町），撮影　芳賀拓真
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巻
貝
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）

カワグチツボワカウラツボ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ホラアナゴマオカチグサカワザンショウ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧Ⅰ類 ●

選 定 理 由　①②③ 県内では涸沼が唯一の棲息地であり，個体数がか
なり少ない。

分 布 状 況　北海道北部から九州。国外では朝鮮半島，中国大陸，ロ
シア沿海州。

形態及び生態　殻長 4㎜，殻径 2㎜と小型でやや太く，細長い巻貝。縫
合のくびれは大きい。殻表は黄褐色の殻皮に覆われ，微細な螺肋が多数
ある。産地によっては沈着した酸化物で黒くなったり，殻頂が浸食され
たりする。内湾奥部にそそぐ河口汽水域の干潟の砂泥底，軟泥底表層を
匍匐。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　涸沼の大貫地先の塩生湿地。個体数はかなり少ない。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が明らかとなったが，生

存基盤が極めて脆弱であるため，今回新たに掲載した。[ 日本ベントス
学会：準絶滅危惧，千葉県：一般保護生物 ]

執筆者（協力者）　森野　浩・芳賀拓真（中山聖子・佐藤慎一・根本隆夫）
文 献　37）

選 定 理 由　①②③ 県内の僅か 2 ヵ所にのみ分布し，個体数が極めて
少ない。

分 布 状 況　本州（岩手県以南），四国，九州，沖縄。
形態及び生態　殻長 2㎜に満たない微小種。殻は円錐形，白色半透明の

ガラス質で薄く，脆い。殻表は平滑で成長線のみがある。螺管は膨れ，
縫合は深い。臍孔は開口する。軟体部に色素を欠き，白色半透明。黄色
半透明で薄い，少旋型の蓋を持つ。常時安定した温度・湿度が維持され
る陸上石灰岩洞窟の奥部にのみ棲息する真洞窟性貝類である。湿った洞
窟面を匍匐するが，洞窟内壁のクレバス等の間隙を本来の住処とするた
め，生貝の発見は困難である。本種は洞窟系ごとに独立種であり，複数
種が存在することが明らかにされつつある。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　日立市の鍾乳洞内及び笠間市吾国山の石灰岩露頭のみ。

吾国山では 1 個体の死殻が得られたに過ぎず，日立市でも減少傾向に
あると思われる。

生 存 の 危 機　洞窟環境の改変，石灰採掘，河川開発，土地造成，水質汚濁，
乾燥化（湧水枯渇），産地の局限，人為捕獲（マニアによる採集）。

特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が明らかとなったが，生
存基盤が極めて脆弱であるために，今回新たに掲載した。[ 群馬県：絶
滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県数 15]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（亀田勇一）
文 献　3），34）

Fluviocingula elegantula (Adams)

Cavernacmella kuzuuensis (Suzuki)

A：大洗町（涸沼），撮影　芳賀拓真；
B・生態写真：石川県七尾市，

2008年5月10日，撮影　芳賀拓真

A：日立市，撮影　亀田勇一；
B：笠間市吾国山，撮影　芳賀拓真
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門
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巻
貝
チ
）

ヤセキセルモドキキセルモドキ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● ● 絶滅危惧Ⅰ類 ●

ツクバビロウドマイマイナンバンマイマイ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

選 定 理 由　①③ 県内では僅か 1 ヵ所の極めて狭い範囲に分布し，個
体数も極めて少ない。

分 布 状 況　岡山県高梁市・新見市，新潟県糸魚川市の石灰岩地のみ。
形態及び生態　殻長 35㎜程度。縫合は浅く，殻表は淡茶褐色で弱い光沢

を持つ。陸棲で，石灰岩露頭の周辺にのみ棲息する。
近 似 種　後掲のキセルモドキに似るが，本種はより細く，螺層の

膨らみが弱い。
生 息 地　日立市の石灰岩露頭にのみ見られる。分子系統学的検討

により，東日本にも分布することが明らかとなった（亀田勇一氏，私信）。
生 存 の 危 機　石灰採掘，森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限，

人為捕獲（マニアによる採集）。
特 記 事 項　近年の調査研究により本県での分布が明らかとなったが，

生存基盤が極めて脆弱であるため，今回新たに掲載した。[ 指定都道府
県 1：岡山県 ]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（亀田勇一）
文 献　18），19）

選 定 理 由　①③④ 筑波山山頂付近にのみ分布する。棲息範囲が極め
て狭いうえ，個体数も極めて少ない。

分 布 状 況　茨城県（筑波山）のみ。
形態及び生態　殻径 12㎜程度，螺塔はほぼ扁平で平巻状。体層は非常に

大きく，殻長のほぼ全長を占める。殻質薄く脆弱，淡黄褐色。殻表全面
は微細な鱗片状の殻毛で覆われる。成貝でも外唇は肥厚しない。蓋を欠
く。

近 似 種　ビロウドマイマイと似るが，本種は螺塔がほぼ扁平であ
り，殻毛が鱗片状であることから区別できる。

生 息 地　筑波山山頂附近をタイプ産地とする本県固有亜種で，落
葉広葉樹林の落葉中や倒木下において見られる稀産種である。

生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限，人為捕獲（マ
ニアによる採集）。

特 記 事 項　分類上の問題があり，他種の変異個体群と見なされる可
能性がある。近年は発見例が少なく，森林環境の変化により絶滅の危機
がさらに高まっていると考えられることから，カテゴリーを変更した。

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣・池澤広美（亀田勇一・秋山昌範・
堤　徳郎・川名美佐男）

文 献　2），25），29），31），32），38）

Mirus gracilispira Kajiyama et Habe

Nipponochloritis bracteatus tsukubaensis Sorita

日立市，撮影　芳賀拓真

筑波山（つくば市），撮影　池澤広美

283



軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

スナガイキバサナギガイ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ヨシダカワザンショウカワザンショウ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ 鹿嶋市と神栖市の海岸林に分布する。当地では多産
するものの，棲息範囲が極めて狭い。

分 布 状 況　本州（茨城県以南），四国，九州，沖縄，伊豆諸島。
形態及び生態　殻は微小で，殻長 2.5㎜程度，蛹形。螺管は膨らみ縫合

は深い。殻質薄いが堅固，白色半透明。成貝の体層は次体層より幅狭く
なり，殻口は反転し，殻口内に多数の歯状突起を持つ。蓋を欠く。陸棲
で，海岸林や砂浜上部の海浜性植物群落の落葉下，あるいは河口域に近
い河川敷の草地植生中に密集して棲息する。やや乾燥した環境を好む。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　近年，鹿嶋市と神栖市の海岸林に分布することが明らか

となった。
生 存 の 危 機　海岸開発，河川開発，森林開発，土地造成，産地の局限，

人為捕獲（マニアによる採集）。
特 記 事 項　茨城県は本種の分布の北限域である。近年の調査により

本県での分布が確認されたが，生存基盤が脆弱であるため，今回新たに
掲載した。[ 千葉県：絶滅危惧Ⅱ類，他：指定都道府県 10]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・池澤広美（吉村武雄・川名美佐男・堤　徳郎）
文 献　

選 定 理 由　①③ 棲息地が極めて限定されているうえ，個体数も少な
い。汽水域の湿地減少による絶滅が危惧される。

分 布 状 況　北海道南部～九州南部。
形態及び生態　殻は微小で，殻長 3㎜程度。螺層の膨らみが強く，縫合

が深い。殻質は透明感があり，黄褐色～赤褐色。孔域は淡色となる。臍
孔が狭く開口する。角質少旋型の蓋を持つ。河口汽水域の高潮帯～飛沫
帯の砂泥底に形成されたヨシ原や，その直上部の植生の根元，または漂
着物等の下に棲息する。

近 似 種　他の汽水棲カワザンショウ類より陸地側を好むため，棲
息環境でも区別できる。

生 息 地　北茨城市大北川河口の狭い範囲に分布するが，ごく少数
個体が得られたに過ぎない。近年，利根川下流域からも記録がある。

生 存 の 危 機　河川開発，湿地開発，土地造成，水質汚濁，化学汚染，
産地の局限。

特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が明らかとなったが，生
存基盤が脆弱であるため，今回新たに掲載した。[ 千葉県：絶滅危惧Ⅰ類，
他：指定都道府県数 14]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（福田　宏）
文 献　33）

Gastrocopta armigerella armigerella (Reinhardt)

“Angustassiminea” yoshidayukioi (Kuroda)

鹿嶋市，2015年10月4日，撮影　池澤広美

北茨城市，撮影，標本：福田　宏；
生態写真，2003 年 4 月 1 日，芳賀拓真
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ナタネキバサナギキバサナギガイ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠB 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ムシオイガイヤマタニシ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的で個体数も少ない。
分 布 状 況　沖縄を除く国内各地。国外ではクリル諸島。
形態及び生態　殻は微小で，殻長 3㎜程度，太短い樽形で下膨れ状。殻

質薄く，濃い赤褐色で半透明。殻表は光沢がある。螺管は丸く，殻頂は
ドーム形。殻口外唇は反転し，中程に湾入部がある。殻口内に多数の歯
状突起を持つ。蓋を欠く。陸棲で，緩やかな流水域ないし止水域の用水
路，水田，湖沼，湿原において，常に湿った水際の植生や落葉，転石に
付着して棲息する。

近 似 種　後掲のヤマトキバサナギに似るが，本種は太短いことで
区別できる。

生 息 地　大子町，土浦市の水田及び湿地から，少数個体が確認さ
れているに過ぎない。本県では稀産である。

生 存 の 危 機　河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，水質汚濁，
化学汚染，産地の局限。

特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が確認されたが，稀産で
あり，生存基盤が脆弱であることから，今回新たに掲載した。[ 千葉県・
群馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 14]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　

選 定 理 由　①③ 棲息環境が特殊であるため産地が限定的で，個体数
もかなり少ない。

分 布 状 況　本州（福島県南部～福井県），伊豆諸島。
形態及び生態　殻径 4㎜程度，低い円錐形，殻質やや厚い。殻表は全面

が細かく明瞭な縦肋で刻まれるが，生時は泥等の付着物で覆われ，認識
し難い。殻口は丸く，肥厚し，下に傾く。角質で黒みがかった，やや厚
い多旋型の蓋を持つ。殻口附近の体層縫合下に，細長い隆起部を生じる。
陸棲で，山地の保存良好な，小礫を含む湿潤な広葉樹林床にのみ棲息し，
落葉や礫間に見られる。

近 似 種　県内に分布するもので似るものは無い。
生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系に分布する。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化。
特 記 事 項　稀産であり，生存基盤が脆弱と考えられることから，今

回新たに掲載した。[ 群馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 3]
執筆者（協力者）　芳賀拓真（堤　徳郎・川名美佐男・池澤広美）
文 献　2），7）

Vertigo eogea eogea Pilsbry

Chamalycaeus nipponensis (Reinhardt)

土浦市，2014年5月1日，撮影　芳賀拓真

桜川市，2015年11月30日，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

クリイロカワザンショウカワザンショウ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ヒラドカワザンショウカワザンショウ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 棲息地が極めて限定されていることと個体数密度の
低さから，生存の危機は比較的高いと判断される。

分 布 状 況　陸奥湾～種子島。
形態及び生態　殻は微小で，殻長 4.5㎜，円錐形をしている。黒っぽい

栗色で光沢がある。臍孔は閉じる。軟体の頭部－腹足の背面が常に漆黒
色で，蹠面はオリーブ色であることから，頭部－腹足の背面が無色また
は黒色で，蹠面は白色であるキントンイロカワザンショウ等と区別され
る。内湾奥部河口汽水域のヨシ原内やその周囲の泥底・砂泥底表層や転
石・漂着物の下などに生息。

近 似 種　キントンイロカワザンショウ等（上記参照）。
生 息 地　利根川ワンド（神栖市）と日立市茂宮川河口干潟。
生 存 の 危 機　河川開発，湿地開発，土地造成，水質汚濁，化学汚染，

産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が確認されたが，生存基

盤が脆弱であるため，今回新たに掲載した。[ 日本ベントス学会：準絶
滅危惧，千葉県：一般保護生物 ]

執筆者（協力者）　森野　浩・中山聖子・芳賀拓真（福田　宏）
文 献　37）

選 定 理 由　①③ 県内の 1 ヵ所でのみ確認されているに過ぎない。ヨ
シ原環境の悪化により，絶滅の危険が増大していると考えられる。

分 布 状 況　東北～九州，四国。
形態及び生態　殻長 8㎜程度，螺塔のやや高い円錐形。この類としては

大型。体層は大きく，縫合はやや深い。殻質やや厚く，黄褐色～茶褐色，
色帯が現れることが多い。混棲することもあるカワザンショウに酷似す
るが，本種は殻色がやや明るいこと，軸唇の赤みが強いこと，周縁が弱
く角張る傾向にあることなどから区別される。中間的な個体もあり，鑑
定には生殖器形態を確認することが必要である。角質少旋型の蓋を持つ。
内湾・河口域の汽水棲で，干潟の潮間帯に生じたヨシ原に棲息する。

近 似 種　カワザンショウ（上記参照）。カワザンショウは礫底でも
棲息するが，本種は軟らかい底質を好む。

生 息 地　日立市茂宮川河口干潟のヨシ原にのみ分布する。
生 存 の 危 機　河川開発，湿地開発，土地造成，水質汚濁，化学汚染，

産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査で本県での分布が確認されたが，生存基盤が

脆弱であることから，今回新たに掲載した。類似種カワザンショウとの
区別には慎重を要するため，県内における棲息状況の再検討が必要であ
る。[ 指定都道府県 4]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（福田　宏）
文 献　

Angustassiminea castanea (Westerlund)

Assiminea hiradoensis Habe

日立市，撮影　福田　宏

日立市，撮影　福田　宏
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ミズゴマツボミズゴマツボ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

モノアラガイモノアラガイ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 棲息地が極めて限定されていることと生息環境が
人工的であることから，生存の危機は比較的高いと判断される。

分 布 状 況　岩手・秋田県～九州。国外では朝鮮半島南部。
形態及び生態　殻高 4㎜，殻径 2㎜，4 層の小形の巻貝。黄褐色で鈍い

光沢を持ち，微細な刻点状の螺列がある。体層は，背腹方向に大きく偏
圧されるので，殻頂から見ると楕円形をしめす。幼貝では周縁に角がで
き，臍孔は大きいが，成貝では裂け目状になる。殻口は小さく狭まり，
丸い。蓋は革質で，内側の前後に一つずつ突起がある。淡水から汽水の
泥上に生息する。海岸近くの平野部の水路や水田等の軟泥底表層，低塩
分汽水域から淡水に出現。

近 似 種　近縁種のウミゴマツボとは，より大型であること，体層
背面に暗色帯が現れないことで区別される。

生 息 地　利根川の矢田部ワンド（神栖市）とその周辺の水路に限定。
涸沼でも記録があるが，近年は死殻が見られるのみで，生体は確認され
ていない。

生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，
水質汚濁，産地の局限。

特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が確認されたが，生存基
盤が脆弱であることから，今回新たに掲載した。[ 日本ベントス学会：
絶滅危惧Ⅱ類，千葉県：最重要保護生物，東京都：情報不足 ]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・森野　浩（中山聖子・佐藤慎一・根本隆夫）
文 献　37）

選 定 理 由　①②③ 県内各地から記録されているが，産地・個体数と
もに極端に減少している。利根川では 1966 年以降の記録が無い。

分 布 状 況　沖縄を除く国内各地。
形態及び生態　殻長 20㎜程度，卵形，体層はよく膨らみ殻長の 8 割程

度を占め，螺塔は低い。殻質薄く脆く，淡褐色～黄色で半透明。殻口は
大きく，成貝では外唇がやや反転する。軸唇上部にねじれた湾曲部を持
つ。螺塔の高さと体層の膨らみは個体変異が激しい。蓋を欠く。半水棲
で，主に低地の河川，湖沼や水田等の淡水域に棲息する。流れの弱い流
水や止水中で見られる。

近 似 種　ハブタエモノアラガイ等，類似した複数の外来種があり，
鑑定には注意を要する。

生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　かつては県内各地で普通に見られたが，近年の減少が著

しく絶滅の危険が増大していることが確実であるため，今回新たに掲載
した。県南部では本種によく似た外来種と思われる未定種（図Ｂ）も増
加しており，競争排除が懸念される。[ 群馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指
定都道府県 18]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　2），7），33）

Stenothyra japonica Kuroda

Radix auricularia japonica (Jay)

神栖市，2014年5月1日，撮影　芳賀拓真

A：モノアラガイ，福島県双葉郡楢葉町，
　　撮影　芳賀拓真；
B：未定種，神栖市，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ハブタエギセルキセルガイ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ミズコハクガイヒラマキガイ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

選 定 理 由　①②③④ 棲息地が限定的であり，環境変化などによって
近年個体数が減少している。

分 布 状 況　茨城県，栃木県東北部，福島県南東部。
形態及び生態　殻長 18㎜程度，やや長い紡錘形，左巻。殻質やや厚く，

堅固。殻表は布目状となり，光沢が強い。体層と次体層の膨らみはほぼ
同じ。殻口は斜位で，成貝では肥厚し反転する。殻口に上板，下板，下
軸板が現れるが，下軸板は不明瞭。腔襞は主襞と上腔襞が明瞭だが，月
状襞は不明瞭。蓋を欠く。陸棲で，主にイヌブナ林等，亜高山帯の保存
良好な落葉広葉樹林床に棲息し，落葉あるいは倒木下に見られる。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　筑波山をタイプ産地とする本県の準固有種である。筑波

山系，八溝山系，阿武隈山系の山地に点々と棲息する。近年，笠間市で
も確認された。多産地もあるものの，個体数は概して少なく，県北部で
は寧ろ稀産である。

生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限，人為捕獲（マ
ニアによる採集）。

特 記 事 項　環境変化により個体数が減少しており，絶滅の危機がさ
らに高まっていると考えられることから，カテゴリーを変更した。[ 栃
木県：絶滅危惧Ⅱ類，指定都道府県 2]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣・池澤広美（秋山昌範・堤　徳郎・
川名美佐男）

文 献　1），2），3），7），20），21），22），23），24），
25），26），27），28），29），32），41），43）

選 定 理 由　①③ 棲息地が極めて限定的であり，かつ個体数もかなり
少ない。

分 布 状 況　本州（青森県以南），四国。
形態及び生態　殻径 4㎜程度，低い円盤形，左巻。殻質薄く，黄褐色，

半透明で弱い光沢がある。螺管は太い。殻頂が広く深く窪み，殻底が低
く膨らむことで同属の他種と区別される。蓋を欠く。淡水棲で，湿地の
浅い止水域に棲息し，水草等に付着する。

近 似 種　ハブタエヒラマキに似るが，殻底の形状で区別できる。
生 息 地　近年，土浦市の湿地で分布が確認された。本県では稀産

である。
生 存 の 危 機　河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，水質汚濁，

化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が確認されたが棲息密度

が低く稀産であり，生存基盤が脆弱と考えられることから，今回新たに
掲載した。県内の分布は過小評価されている可能性があり，環境良好な
湿地を対象とした調査が必要である。調査により新産地が発見される可
能性がある。[ 群馬県・千葉県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 9]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（堤　徳郎・川名美佐男・吉村武雄・池澤広美）
文 献　

Mundiphaedusa decussata (Martens)

Gyraulus soritai Habe

A-B：つくば市筑波山，C：北茨城市，
　　　撮影　芳賀拓真；
生態写真：筑波山山頂，2010年10月6日，
　　　　　撮影　池澤広美

土浦市，2014年5月1日，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
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巻
貝
チ
）

レンズガイシタラ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

スジキビシタラ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ 県内の分布は極めて限定的であり，個体数が少なく
棲息密度も低い。棲息環境が特殊であり，環境改変による絶滅が危惧さ
れる。

分 布 状 況　本州（南関東～島根県），南九州。連続せず局限的な分布
をする。

形態及び生態　殻径 12㎜程度，低い算盤玉形。縫合は浅い。殻質やや薄
く，淡黄褐色。殻表は不規則な成長脈があり，光沢を持つ。周縁に太く
鋭い稜角を巡らす。臍孔は狭く開口する。蓋を欠く。陸棲で，里山～山
地の広葉樹林ないし遷移林の縁辺の落葉中に棲息する。やや乾燥した開
けた環境を好む。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　常陸太田市及び笠間市周辺からのみ記録されている稀産

種である。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，土地造成，産地の局限，

人為捕獲（マニアによる採集）。
特 記 事 項　本県は本種の分布北限と思われる。近年の調査により本

県での分布が確認されたが稀産であり，生存基盤が脆弱であると考えら
れることから，今回新たに掲載した。[ 埼玉県：絶滅，他：指定都道府
県 7]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・池澤広美（堤　徳郎・川名美佐男・吉村武雄）
文 献　2），30）

選 定 理 由　①③ 棲息地が極めて限定的であり，個体数もかなり少な
い。

分 布 状 況　本州全域。
形態及び生態　殻径 4㎜程度，算盤玉形。縫合は浅い。殻質薄く，淡褐

色で半透明。周縁に鋭い稜角を持つ。その稜角より上部の殻表は，密な
成長脈で刻まれる。生時は殻表が泥等を付着させていることが多い。蓋
を欠く。陸棲で，山地の自然度の高い広葉樹林床の落葉中に棲息するが，
個体密度は低い。

近 似 種　後掲のヒメカサキビに似るが，本種は周縁角より上部に
明瞭な成長脈があることで区別できる。

生 息 地　八溝山系。本県では稀産である。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が確認されたが，生存基

盤が脆弱と考えられることから，今回新たに掲載した。[ 埼玉県・群馬県：
絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 11]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　

Otesiopsis japonica (Moellendorff)

Parakaliella ruida (Pilsbry)

常陸太田市，撮影　芳賀拓真
生態写真：2014年10月25日， 
　　　　　撮影　池澤広美
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ヤマタニシヤマタニシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ヤマキサゴヤマキサゴ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的であり，個体数が概して少ない。近年，
個体数の減少が見られる。

分 布 状 況　本州（福島県南部以南），四国，九州。国外では韓国南部（済
州島）。

形態及び生態　殻径 18㎜程度，円錐形。螺層は膨らみ，丸い。殻質やや
厚く，殻表は平滑で茶褐色，縞状模様が現れる。殻口は肥厚し，丸い。
臍孔は深く，広く開く。角質で多旋型の蓋を持つ。生時は泥等の付着物
で覆われることが多い。陸棲で，里山～山地の自然度の高い，湿潤な広
葉樹林床の落葉間に棲息する。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系に分布する。石灰岩地

では例外的に多産する。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化。
特 記 事 項　茨城県は本種の分布の北限域である。生存の危機は大き

くないと考えられるものの，もともと棲息個体数が少ないなかで近年減
少傾向にあるため，今回新たに掲載した。[ 指定都道府県 3]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣（川名美佐男・堤　徳郎・池澤広美）
文 献　1），2），3），7），20），23），29），41），43）

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的であり，個体数が概して少ない。近年，
個体数の減少が見られる。

分 布 状 況　本州全域，四国，九州北部。
形態及び生態　殻径 10㎜程度，低い算盤球型，体層が大きい。殻質やや

厚く，堅固，淡褐色の殻皮を被る。殻表は，ほぼ平滑なものから縦肋が
でるものまであり，殻色も黄～赤色のものがあり，個体群により変異が
激しい。殻口は半月形，成貝では厚く肥厚し，内唇は滑層となる。やや
石灰化した淡赤褐色の蓋を持つ。陸棲で，山地の自然度の高い，小礫を
含む湿潤な広葉樹林床に棲息し，落葉や礫間で見られる。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系の山地に広く点々と分

布する。日立市の石灰岩地では例外的に多産する。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　個体数の危機は大きくはないと考えられるものの，近年

個体数の減少が見られるため，今回新たに掲載した。[ 東京都：絶滅危
惧Ⅱ類，指定都道府県 8]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣
文 献　1），2），3），7），20），23），29），41），42），

43）

Cyclophorus herklotsi Martens

Waldemaria japonica (Adams)

笠間市，撮影　芳賀拓真

日立市，撮影　芳賀拓真；
生態写真：北茨城市，2013年11月25日，
　　　　　撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ゴマガイ（ウゼンゴマガイ）ゴマガイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

マルタニシタニシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的で，個体数も極めて少ない。
分 布 状 況　本州全域，四国北部。
形態及び生態　殻は微小で，殻長 3㎜程度，右巻きで細長い円柱形。螺

塔は円錐形。終層は次体層より細い。殻質やや薄く，白色～赤褐色。殻
表は全面が細かな鰭状の縦肋で覆われ，後方で細かくなる。殻口は丸く，
肥厚する。体層内面の腔襞はごく短く，内唇に軸歯がある。角質の薄い
蓋を持つ。陸棲で，自然状態が良好に保全された山地の，湿潤な広葉樹
林床に棲息し，落葉や礫間に見られる。

近 似 種　イブキゴマガイに似るが，本種は小型で，螺塔が太く，
さらに殻口もやや肥厚する程度で二重にならず，腔壁が短いことから区
別できる。

生 息 地　阿武隈山系などの山林に分布する。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化。
特 記 事 項　生存の危機は大きくないと考えられるものの，本県では

産地，個体数ともに極めて限定的であり，そもそも稀産種であると考え
られることから，今回新たに掲載した。[ 指定都道府県無し ]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（亀田勇一）
文 献　2），7）

選 定 理 由　①②③④ 県内各地で記録されてきたが，産地，個体数と
もに極端に減少している。

分 布 状 況　国内各地。
形態及び生態　殻長 40㎜程度，円錐形，螺塔はやや高い。殻質薄く，濃

褐色～黄緑色の殻皮で覆われ，光沢がある。螺層はよく膨らみ，周縁は
丸い。縫合は深い。成貝の殻口はやや肥厚し，黒色に縁取られる。同心
円型で角質の蓋を持つ。胎生。淡水棲で，止水域ないし流れの弱い河川，
用水路，湖沼，水田等の泥底に棲息する。

近 似 種　後掲のオオタニシを参照。
生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，乾田化，川

相変化，水質汚濁，化学汚染，産地の局限，人為捕獲（食用・鑑賞用）。
特 記 事 項　県南部においては移入種であるスクミリンゴガイとの競

合による激減も考えられる。近年の産地，個体数の減少が顕著であり，
生存の危険が増大していることから，今回新たに掲載した。[ 群馬県・
東京都：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 27]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・桐原幸一
文 献　2），4），6），7）

Diplommatina uzenensis Pilsbry

Cipangopaludina laeta (Martens)

北茨城市，撮影　芳賀拓真
A：雄；　B：雌

那珂市，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ヒラマキミズマイマイヒラマキガイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

ヒナタムシヤドリカワザンショウカワザンショウ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 棲息条件の悪化により産地・個体数ともに減少し
ている。

分 布 状 況　国内各地。国外では中国大陸，台湾，朝鮮半島，サハリ
ン南部，クリル諸島南部。

形態及び生態　殻径 6㎜程度，扁平な円盤形，左巻。殻質薄く，淡黄色
～褐色，半透明。殻頂，殻底ともにやや窪む。殻表はほぼ平滑。生時は
付着物で覆われることが多い。体層周縁に角を持つことが多い。蓋を欠
く。淡水棲で，溜池，湿地，水田等の止水域の浅所に棲息し，水草等に
付着して見られる。

近 似 種　ヒメヒラマキミズマイマイやトウキョウヒラマキ等，複
数の近似種があり，鑑定には注意を要する。

生 息 地　主に県北部に分布する。小貝川においても知られる。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　生存の危機はさして大きくないと考えられるものの，近

年，産地と個体数の減少が顕著であるため，今回新たに掲載した。[ 東
京都・千葉県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 13]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　33）

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定されていることと棲息地環境の不安定
さから将来的に個体群の減少が危惧される。

分 布 状 況　本州（陸奥湾以南）～九州の太平洋岸，瀬戸内海，九州西岸。
形態及び生態　殻は微小で，殻長 3.5㎜。カワザンショウの仲間では螺

塔が高く螺層のふくらみと縫合のくびれは弱く，殻表の光沢は強く，色
彩は明瞭。内湾奥部河口汽水域のヨシ原内やその周囲の泥底・砂泥底表
層や転石・漂着物の下などに生息。

近 似 種　ムシヤドリカワザンショウに似るが，本種はやや大型で
螺塔が高く，螺層の膨らみとくびれが弱く，殻表は光沢が強く色彩もよ
り鮮明であることから区別できる。

生 息 地　利根川河口域，利根川矢田部地区，茂宮川河口干潟。
生 存 の 危 機　河川開発，湿地開発，土地造成，水質汚濁，化学汚染，

産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が確認されたが，生存基

盤が脆弱と考えられることから，今回新たに掲載した。[ 日本ベントス
学会：準絶滅危惧 ]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・森野　浩（福田　宏）
文 献　37）

Gyraulus spirillus (Gould)

Assiminea aff. parasitologica Kuroda

日立市，撮影　福田　宏；
生態写真，神栖市，2014年5月1日，
　　　　　撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ヒラマキモドキヒラマキガイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ナガオカモノアラガイオカモノアラガイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的である。
分 布 状 況　国内各地。国外では東アジア，中国大陸，台湾，朝鮮半島。
形態及び生態　殻径 8㎜程度，扁平な円盤形，左巻。殻質やや薄く，赤褐色，

半透明で光沢がある。周縁は丸い。殻頂は深く窪み，臍孔状。殻底はや
や窪む。体層内面に 3 ～ 4 個の襞状突起を放射状に配置する。蓋を欠く。
淡水棲で，主に低地の溜池，湿地，水田等の浅い止水域に棲息し，水草
等に付着する。

近 似 種　レンズヒラマキに似るが，これは県内からの記録はない。
生 息 地　県北部の低地に分布するが，稀産である。利根川下流域

からも記録されている。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が明らかとなったが，生

存基盤が脆弱と考えられることから，今回新たに掲載した。追加調査に
より新産地が発見される可能性がある。[ 群馬県・東京都：絶滅危惧Ⅰ類，
他：指定都道府県 13]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（川名美佐男・堤　徳郎・池澤広美）
文 献　33）

選 定 理 由　①②③ 県南部の低地にある湿地・水田を中心に記録があ
るが，産地・個体数ともに減少していると考えられる。

分 布 状 況　国内各地。国外では朝鮮半島。
形態及び生態　殻長 10㎜程度，細長い卵形。体層は大きく，殻頂は小さい。

殻質薄く脆弱，淡黄褐色で半透明。殻表は明瞭な成長脈が刻まれ，光沢
がある。蓋を欠く。陸棲種で，低地の緩やかな流水域ないし止水域の用
水路，水田，湖沼，湿原の水際に生じた植生中に棲息する。人工物の壁
面やヨシ類の茎を登る。

近 似 種　オカモノアラガイに類似するが，本種は小型で細長いた
め区別できる。

生 息 地　土浦市，かすみがうら市，神栖市で記録がある。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

水質汚濁，化学汚染。
特 記 事 項　タイプ産地は土浦市（原記載では「Tsuchiura,Hitachi」

と記述）。生存の危機はさして大きくはないと考えられるものの，近年，
産地と個体数が減少していると考えられることから，今回新たに掲載し
た。[ 群馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 23]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣（堤　徳郎・川名美佐男・吉村武雄・
池澤広美）

文 献　1），2），7），16）

Polypylis hemisphaerula (Benson)

Oxyloma hirasei (Pilsbry)

北茨城市，2013年11月20日，撮影　芳賀拓真

土浦市，2014年5月1日，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ヒメギセルキセルガイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

キセルモドキキセルモドキ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 県内に広く点々と見られるが，産地は限られ，個体
群は小さい。

分 布 状 況　本州（青森県～長野県・石川県）のみ。
形態及び生態　殻長 10㎜程度，細長い紡錘形，左巻。殻質薄く，淡黄色

～淡褐色，半透明。殻表は明瞭な縦肋で刻まれ，強い光沢を持つ。成貝
の殻口は弱く肥厚する。殻口には上板が現れるが，下板と下軸板は唇縁
に現れない。腔襞は主襞と上腔襞が明瞭だが，月状襞は不明瞭。蓋を欠
く。陸棲で，山地の落葉広葉樹林床の倒木下，あるいは樹洞の腐葉土中
に棲息するが，個体密度は概して低い。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　生存の危機はさして大きくはないと考えられるものの，

近年，産地と個体数が減少していると考えられることから，今回新たに
掲載した。[ 千葉県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 4]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣（川名美佐男・堤　徳郎・池澤広美）
文 献　1），2），7），20），21），23），29），41），43）

選 定 理 由　①③ 県内に広く点々と分布するが，産地は限定的である。
石灰岩地を除いて棲息密度は概して低い。

分 布 状 況　北海道南西部，本州，四国，九州。
形態及び生態　殻長 30㎜程度，細長い円筒形で，右巻，殻頂にかけて急

に細くなる。縫合は浅い。殻質やや薄いが堅固，汚白色～淡褐色。殻表
は成長脈で刻まれる。成貝の外唇は肥厚し，反転する。蓋を欠く。陸棲
で，主に山地の広葉樹林床に棲息し，特に礫が転がるガレ場を好む。個
体密度は低い。

近 似 種　前掲のヤセキセルモドキを参照。
生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系の山地。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　生存の危機はさして大きくないと考えられるものの，近

年，産地と個体数が減少していると考えられることから，カテゴリーを
変更した。[ 千葉県：絶滅危惧Ⅱ類，他：指定都道府県 15]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣・池澤広美（川名美佐男・堤　徳郎）
文 献　1），2），29），32），41），43） 北茨城市，2013年11月25日，撮影　芳賀拓真

日立市，撮影　芳賀拓真；
生態写真：北茨城市，2013年11月17日，
　　　　　撮影　芳賀拓真

Vitriphaedusa micropeas (Moellendorff)

Mirus reinianus (Kobelt)
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

オオタキコギセルキセルガイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ナミコギセルキセルガイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 県内各地の主に山地に分布する。まとまって見られ
ることもあるが，産地が限定的であり，個体数も概して少ない。

分 布 状 況　本州（広島県・鳥取県以北），北海道南西部。
形態及び生態　殻長 13㎜程度，細長い塔型で，左巻。殻質やや厚く，茶

褐色。殻表は明瞭な成長脈で刻まれ，光沢は弱い。成貝の殻口は肥厚し
て体層から突出し，強く反転する。殻口には上板が明瞭だが，下板と下
軸板は唇縁に現れない。上板の直上の唇縁は湾入する。腔襞は主襞，上
腔襞，下腔襞からなる。蓋を欠く。陸棲で，海岸林～山地の広葉樹林床
の落葉・倒木下，あるいは樹洞の腐葉土中に棲息する。

近 似 種　後掲のナミコギセルに似るが，殻口が突出すること，螺
管が狭いことで区別できる。

生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　生存の危機はさして大きくないと考えられるものの，近

年，産地と個体数が減少していると考えられることから，今回新たに掲
載した。[ 埼玉県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 6]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　2），7），20）

選 定 理 由　①③ 主に県北部以外の平野部に分布する。まとまって見
られることもあるが，産地は限定的で，個体数も概して少ない。

分 布 状 況　本州（関東～広島県東部），四国東部。
形態及び生態　殻長 15㎜程度，細長い塔型で，左巻。殻頂は急激に細く

なる。殻質やや厚く，黄褐色～茶褐色。殻表は弱い成長脈で刻まれ，光
沢を持つ。成貝の殻口は肥厚，反転する。腔襞の形状・配置はオオタキ
コギセルに似るが，本種の下腔襞は小さく瘤状であり，また本種は殻口
が突出せず，成長脈が弱いことで区別できる。蓋を欠く。陸棲で，海岸
林～山地の落葉広葉樹林内の落葉・倒木下，樹洞の腐葉土中，あるいは
耕作地の植生中に棲息する。

近 似 種　前掲のオオタキコギセルを参照。
生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　生存の危機はさして大きくないと考えられるものの，近

年，産地と個体数が減少していると考えられることから，今回新たに掲
載した。[ 徳島県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 5]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣（川名美佐男・堤　徳郎・池澤広美）
文 献　1），2），7），41），43）

Euphaedusa digonoptyx (Böttger)

Euphaedusa tau (Böttger)

北茨城市，2013年11月20日，撮影　芳賀拓真

常陸太田市，撮影　芳賀拓真

295



軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ウメムラシタラシタラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

パツラマイマイパツラマイマイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 絶滅のおそれのある地域個体群（近畿地方以西）

選 定 理 由　①③ 県内全域に分布するが，分布は局地的で，個体数が
極めて少ない。

分 布 状 況　本州（関東北部以南），四国，九州，沖縄。国外では韓国
済州島。

形態及び生態　殻は微小で殻径 2㎜程度，円錐形。縫合は深い。殻質薄く，
淡褐色で半透明。周縁は角張る。周縁より上部に 3 本の明瞭な螺肋を
持つ。蓋を欠く。陸棲で，海岸林～山麓に形成された広葉樹林床の落葉
中に棲息する。

近 似 種　コシタカシタラに似るが，本種は螺塔が低く，縫合が明
瞭に括れ，殻表に 3 本の強い螺脈を巡らすことから区別できる。

生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　本県は本種の分布北限と思われ稀産である。近年の調査

により本県での分布が明らかとなったが，生存基盤が脆弱と考えられる
ことから，今回新たに掲載した。[ 千葉県・埼玉県・群馬県・栃木県：
絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 9]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣
文 献　

選 定 理 由　①②③ 八千代町はじめ県内各地の主に里山に局地的に分
布する。まとまって見られることもあるが，個体数が概して少ない。

分 布 状 況　北海道，本州（鳥取以北），四国（高知・徳島），伊豆諸島。
国外では朝鮮半島，沿海州，環北極圏。

形態及び生態　殻径 7㎜程度，螺塔が低く，円盤形。縫合は深い。殻質薄く，
茶褐色～赤褐色。殻表は明瞭な成長肋で刻まれる。周縁に弱いが明瞭な
角がある。臍孔は広く深い。殻口は肥厚せず，単純。蓋を欠く。陸棲で，
屋敷林・里山～山地の林内ないしその縁辺の，日陰に面した倒木や礫下
に棲息する。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，土地造成，産地の局限，

温暖化。
特 記 事 項　本県では里山・平野林でのみ見られ，山地では確認され

ていない。生存の危機はさして大きくないと考えられるものの，近年，
産地と個体数が減少していると考えられることから，今回新たに掲載し
た。[ 鳥取県・徳島県・高知県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 7]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣（川名美佐男・池澤広美・堤　徳郎）
文 献　1），2），41）

Sitalina japonica Habe

Discus pauper (Gould)

北茨城市，撮影　芳賀拓真

日立市，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

タカキビシタラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ヒメカサキビシタラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的で，個体数が少ない。
分 布 状 況　北海道南西部，本州（福島県以南），九州。
形態及び生態　殻長 4㎜程度，螺塔が高く，円錐形。縫合は浅い。殻質

極めて薄く，脆弱，淡黄褐色で半透明。殻表は平滑で，強い光沢を持つ。
周縁に明瞭な稜角を持つ。蓋を欠く。陸棲で，山地の広葉樹林床の落葉
中に棲息するが，個体密度は低い。

近 似 種　カサキビに似るが，本種はより螺塔が高く下膨れで，よ
り丸みを帯び，かつ周縁角が弱いことで区別される。

生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系に分布する。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が明らかとなったが，生

存基盤が脆弱と考えられることから，今回新たに掲載した。[ 千葉県：
絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 7]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣・池澤広美（堤　徳郎）
文 献　

選 定 理 由　①③ 県内の広範囲に分布するが，産地・個体数ともに少
数である。

分 布 状 況　本州（福島県以南），四国，九州。
形態及び生態　殻は微小で殻径 3㎜程度，算盤玉形。縫合は浅い。殻質

極めて薄く，脆弱，茶褐色で半透明。殻表は平滑で，弱い光沢を持つ。
周縁に明瞭な稜角を持つ。蓋を欠く。陸棲で，里山・平野林の自然度の
高い広葉樹林床の落葉中に棲息するが，個体密度は低い。

近 似 種　前掲のスジキビに似るが，本種は周縁角より上部に成長
脈が無いため区別できる。

生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　生存の危機はさして大きくはないと考えられるものの，

個体数が少なく生存基盤が脆弱であり，環境変化による減少が懸念され
ることから，今回新たに掲載した。[ 千葉県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定
都道府県 7]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・坂寄　廣
文 献　1），2），43）

Trochochlamys praealta (Pilsbry)

Trochochlamys subcrenulata subcrenulata (Pilsbry)

大子町，撮影　池澤広美

つくば市，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

ヒゼンキビシタラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

ヒメハリマキビシタラ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ 棲息地，個体数ともに数少ない。
分 布 状 況　本州（中国地方），四国，九州。
形態及び生態　殻は微小で殻径 2.5㎜程度，円錐形。縫合は深く，螺管

は膨らむ。殻質薄く，脆弱，淡褐色でやや透明。体層は大きく，殻長の
約 2/3 を占める。周縁にごく弱い角を持つ。臍孔は開き，この類とし
ては広い。蓋を欠く。陸棲で，山地の自然度の高い広葉樹林床の落葉中
に棲息するが，個体密度は低い。

近 似 種　ハリマキビに似るが，本種は小型で，螺管が膨らみ，臍
孔が広いことで区別できる。

生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が明らかとなったが，生

存基盤が脆弱であるため，今回新たに掲載した。[ 岡山県：準絶滅危惧，
他：指定都道府県 2]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　

選 定 理 由　①③ 棲息地，個体数ともに数少ない。
分 布 状 況　本州（福島県以南），四国，九州。
形態及び生態　殻は微小で殻長 2㎜程度，螺塔がやや高い円錐形。縫合

は深く，螺管は膨らむ。殻質極めて薄く，脆弱，黄褐色でやや透明。殻
表は微細な成長脈で覆われ，鈍い光沢を持つ。周縁にはごく鈍い角があ
るが，丸い。蓋を欠く。陸棲で，山地の自然度の高い広葉樹林床の落葉
中に棲息するが，個体密度は低い。

近 似 種　オオウエキビに似るが，本種のほうが小型で，周縁角が
鈍いことで区別できる。

生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　近年の調査により本県での分布が明らかとなったが，生

存基盤が脆弱であるため，今回新たに掲載した。[ 埼玉県：絶滅危惧Ⅰ類，
他：指定都道府県 5]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　

Parakaliella hizenensis (Pilsbry) 

Parakaliella pagoduloides Gude

北茨城市，撮影　芳賀拓真

笠間市，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

コケラマイマイオナジマイマイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

トウキョウヒラマキヒラマキガイ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

選 定 理 由　①③ 産地が限定的であり，棲息密度が低い。
分 布 状 況　本州（北関東～静岡県）。
形態及び生態　殻径 13㎜程度，低い円錐形。体層は大きい。殻質薄く，

殻表は鱗片状突起を伴った，黄褐色の殻皮で覆われる。縫合はやや深い。
螺管は丸く，周縁に明瞭な稜角を巡らす。臍孔は広く開き，深い。成
貝の殻口は肥厚し，反転する。蓋を欠く。陸棲で，亜高山帯の自然度の
高い落葉広葉樹林内やその縁辺に生じたササ類植生中の落葉下に棲息す
る。

近 似 種　カドコオオベソマイマイ等，同属の近似種が多いが，本
種はより大きく，殻皮に密な鱗片状突起をもつことで区別できる。

生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系に広く点々と見られる。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　生存の危機はさして大きくないと考えられるものの，個

体数が少なく生存基盤が脆弱であり，環境変化による減少が懸念される
ことから，今回新たに掲載した。本種を含むAegista 属は分類上の問
題があり，種名は検討の余地がある。[ 群馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指
定都道府県 2]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（川名美佐男・堤　徳郎・池澤広美）
文 献　2）

選 定 理 由　①③ 近年，県北部と県南部の低地に分布することが確認
されたが，産地は限定的である。

分 布 状 況　本州全域，四国，沖縄。
形態及び生態　殻径 10㎜程度の扁平な円盤形，左巻。殻質薄く，淡い黄

褐色で半透明。殻表は光沢がある。殻頂，殻底ともにやや窪む。ヒラマ
キミズマイマイと酷似するが，本種のほうが大きく，体層周縁に毛状の
殻皮を備えた明瞭な強い角を持つことで区別される。淡水棲で，主に低
地の溜池，湿地，水田等の止水域の浅所に棲息し，水草等に付着して見
られる。

近 似 種　前掲のヒラマキミズマイマイを参照。
生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　鑑定が困難なため見落とされがちであり，県内の分布状

況の全容は明らかではない。今後の精査により追加産地が見出される可
能性があるものの，本種の棲息環境が平穏とは言い難いことから，今回
新たに掲載した。[ 千葉県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 5]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（川名美佐男・堤　徳郎・池澤広美）
文 献　

Aegista mikuriyensis Pilsbry

Gyraulus tokyoensis (Mori)

北茨城市，撮影　芳賀拓真

神栖市，2014年5月1日，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

コウフオカモノアラガイオカモノアラガイ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ヒメヒラマキミズマイマイヒラマキガイ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 牛久市で記録があるほか，大子町，那珂市でも採
集されているものの，産地は限定的である。

分 布 状 況　関東地方（茨城，埼玉，東京，神奈川，山梨）。
形態及び生態　殻長 8㎜程度，卵形。体層は大きく卵形，殻頂は小さい。

殻質薄く脆弱，淡褐色で半透明。殻表は成長脈で刻まれ，弱い光沢があ
る。蓋を欠く。同所的に産するヒメオカモノアラガイとは殻での区別は
困難で，鑑定には解剖学的検討が必要である。陸棲種で，低地の緩やか
な流水域ないし止水域の用水路，水田，湖沼，湿原の水際に生じた植生
中に棲息する。

近 似 種　ヒメオカモノアラガイとは生殖器の形態が顕著に異なり，
本種は，膣盲管を持つことで区別できる。

生 息 地　県内各地に広く分布する可能性があり，今後の精査が必
要である。

生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，
水質汚濁，化学汚染。

特 記 事 項　生殖器形態の検討が種鑑定に必須なため，本種の存在が
見過ごされていると思われ，県内の分布状況の全容は明らかではない。
今後の精査により追加産地が見出される可能性があるものの，本種の棲
息環境が平穏であるとは言い難いことから，今回新たに掲載した。[ 群
馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 2]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　17）

選 定 理 由　①③ 県北部の山間部に分布することが近年確認されたが，
産地は限定的である。

分 布 状 況　国内各地。
形態及び生態　殻は微小で，殻径3㎜程度の扁平な円盤形，左巻。殻質薄く，

黄褐色で半透明。生時は厚い沈着物で覆われることが多い。蓋を欠く。
淡水棲で，溜池，湿地，水田等の浅い止水域に棲息し，水草等に付着する。

近 似 種　前掲のヒラマキミズマイマイに似るが，同程度の大きさ
の個体を比較した場合，本種は螺管が狭く巻数が多いことで区別できる。

生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　鑑定が困難なため見落とされがちであり，県内の分布状

況の全容は明らかではない。今後の精査により追加産地が見出される可
能性があるものの，本種の棲息環境が平穏であるとは言い難いことから，
今回新たに掲載した。[ 香川県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 2]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　

Neosuccinea kofui Patterson

Gyraulus pulcher (Mori)

北茨城市，撮影　芳賀拓真

那珂市，2014年5月23日，撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

マルナタネマキゾメガイ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ハクサンベッコウシタラ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的であり，個体数が少ない。
分 布 状 況　本州（関東以南），四国，九州，沖縄，伊豆諸島。
形態及び生態　殻は微小で，殻長 2㎜程度，球形。螺管は急激に太くなり，

体層が極めて大きい。縫合は浅い。殻質薄く，甚だ脆弱。殻表は不規則
な粗い成長脈で刻まれ，淡黄色。殻口は丸い。蓋を欠く。陸棲で，平野
の主に広葉樹や柑橘樹の樹幹上に棲息する。これらの直近の落葉中でも
見つかることがある。

近 似 種　県内に分布する種で似るものは無い。
生 息 地　近年，城里町から死殻 1 個体のみが採集されたに過ぎな

い。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，土地造成，産地の局限。
特 記 事 項　本県は本種の分布の北限域であり，もともと個体数が少

ない可能性がある。微小であるうえ棲息環境が特殊であることから，県
内の分布の全容は明らかでなく，新産地の発見される可能性もある。[ 群
馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 3]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的で，個体数が概して少ない。
分 布 状 況　本州全域。
形態及び生態　殻径 7㎜程度，低い円盤状。螺塔は低い。体層は非常に

大きい。殻質薄く，淡黄褐色で半透明。殻表はほぼ平滑で，絹のような
光沢を持つ。縫合はやや浅く，螺管は膨らむ。蓋を欠く。陸棲で，亜高
山帯の自然度の高い落葉広葉樹林床に棲息し，落葉中や倒木下に見られ
る。

近 似 種　ヒラベッコウ・ニッコウヒラベッコウに似るが，本種は
撫で肩とならないことで両者から区別できる。下記も参照。

生 息 地　筑波山系，八溝山系に分布する。筑波山では例外的に多
産する。

生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　本種を含むNipponochlamys 属は分類上の問題があり，

複数種が含まれている可能性がある。ともあれ，本県では産地・個体数
ともに限定的であり，保全対象とすべきであることから，今回新たに掲
載した。[ 埼玉県：絶滅危惧Ⅱ類，他：指定都道府県 4]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（川名美佐男・堤　徳郎・池澤広美）
文 献　2），29）

Parazoogenetes orcula (Benson)

Nipponochlamys obtusa (Westerlund)

栃木県佐野市，撮影　芳賀拓真

つくば市筑波山，2011年 10月 31日，
撮影　芳賀拓真
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軟
体
動
物
門
（
巻
貝
チ
）

エナクリイロベッコウシタラ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

エゾヒメベッコウシタラ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的であり，棲息密度が低い。
分 布 状 況　本州（福島県南部～信越地方）。
形態及び生態　殻径 8㎜程度，やや高い円錐形。螺塔はやや高く，縫合

は深く，螺管は膨らむ。体層は大きく，殻長の約 2/3 を占める。殻質
薄く，淡赤褐色で半透明。殻表はほぼ平滑で強い光沢がある。蓋を欠く。
陸棲で，亜高山帯の自然度の高い落葉広葉樹林床に棲息し，落葉中や倒
木下に見られる。

近 似 種　下記参照。
生 息 地　阿武隈山系，筑波山系に見られる。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　本種を含むJapanochlamys 属は分類上の問題があり，

クリイロベッコウ等の複数種が含まれている可能性がある。複数種が含
まれていたとしても，本県では産地・個体数ともに限定的であり，保全
対象とすべきであることから，今回新たに掲載した。[指定都道府県無し]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　3）

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的で，個体数が概して少ない。
分 布 状 況　北海道，本州（茨城県以北）。
形態及び生態　殻径 7㎜程度，低い円盤状。ハクサンベッコウに酷似す

るが，本種は殻色が濃く赤褐色半透明であり，螺塔がやや高く，螺管の
拡大率がより大きいことで区別できる。陸棲で，亜高山帯の自然度の高
い落葉広葉樹林床に棲息し，落葉中や倒木下に見られる。湿地や沢沿い
など，湿度の高い環境を好む。

近 似 種　上記参照。
生 息 地　阿武隈山系に局地的に分布する。産地ではまとまって見

られることもあるが，個体数は概して少ない。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限，温暖化。
特 記 事 項　茨城県は本種の分布の南限域と思われる。本種を含む

Nipponochlamys 属は分類上の問題があり，複数種が含まれている可
能性がある。ともあれ本県では産地・個体数ともに限定的であり，保全
対象とすべきであることから，今回新たに掲載した。[指定都道府県無し]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　3），24）

Japanochlamys shinanoensis (Pilsbry et Hirase)

Nipponochlamys hokkaidonis Pilsbry et Hirase

北茨城市，2002年10月27日，撮影　芳賀拓真

北茨城市，2013年11月9日，撮影　芳賀拓真
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体
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門
（
巻
貝
チ
）

ヒラベッコウベッコウマイマイ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

ニッコウヒラベッコウベッコウマイマイ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 情報不足 ● ● ● ●

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的であり，棲息密度が低い。
分 布 状 況　本州（福島県南部以南），四国，九州。
形態及び生態　殻径 9㎜程度，低いドーム状。螺塔は低い。体層は非常

に大きい。殻質薄く，淡黄褐色で半透明。殻表は平滑で強い光沢を持つ。
縫合は浅く，螺管は膨らむ。体層の上部はなだらかに下降し，周縁は丸
い。蓋を欠く。陸棲で，里山～山地の自然度の高い広葉樹林床に棲息し，
落葉中や倒木下に見られる。

近 似 種　後掲のニッコウヒラベッコウを参照。
生 息 地　筑波山系及び県北部に分布する。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　茨城県生活環境部環境政策課（2000），坂寄（1992）

および坂寄（1987a）の「カントウベッコウ」は本種あるいはニッコ
ウヒラベッコウと思われる。後掲のニッコウヒラベッコウとともに同定
が混乱していると思われるが，本県では産地・個体数ともに限定的であ
り，保全対象とすべきであることから，今回新たに掲載した。[ 埼玉県：
絶滅危惧Ⅱ類，他：指定都道府県 6]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　1），2），20），29），32），41）

選 定 理 由　①③ 棲息地が限定的であり，棲息密度が低い。
分 布 状 況　関東地方北部（茨城・栃木・群馬各県）。
形態及び生態　殻径 8㎜程度，低いドーム状。ヒラベッコウに酷似するが，

本種は螺管の拡大率が大きく，体層上部が急激に下降する「撫で肩」で，
最大殻径の位置がより下部にあることで区別される。陸棲で，山地の自
然度の高い落葉広葉樹林床に棲息し，落葉中や倒木下に見られる。

近 似 種　上記参照。前掲のヒラベッコウとは生殖器の形態で明確
に区別される。

生 息 地　筑波山系，八溝山系，阿武隈山系に分布する。
生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，産地の局限。
特 記 事 項　前掲のヒラベッコウとともに同定が混乱していると思わ

れるが，本県では産地・個体数ともに限定的であり，保全対象とすべき
であることから，今回新たに掲載した。[ 群馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：
指定都道府県 2]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　2），26）

Bekkochlamys micrograpta (Pilsbry)

Bekkochlamys nikkoensis Sorita et Kawana

北茨城市，撮影　芳賀拓真

つくば市筑波山，2011 年 10 月 31 日，
撮影　芳賀拓真
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軟
体
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物
門
（
巻
貝
チ
）

イマムラミジンツボヌマツボ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

オオタニシタニシ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①③ タイプ産地である水戸市の地下水系からタイプシ
リーズの 3 個体が得られたに過ぎない稀産種である。

分 布 状 況　茨城県（水戸市）。
形態及び生態　殻は微小で，殻長 1.5㎜程度。塔形で，殻頂で急激に細

くなる。殻質薄く，半透明。縫合は明瞭で，殻頂は丸い。殻口は卵円形。
臍孔は裂け目状で狭く開く。角質少旋型の蓋を持つ。淡水棲で，地下水
系にのみ棲息する。

近 似 種　ホソミジンツボ，クルイミジンツボに似るが，外形から
区別される。

生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　土地造成，水質汚濁，化学汚染，地下水利用，産地の局限。
特 記 事 項　原記載以降，一切の記録が無く，絶滅寸前もしくは絶滅

した可能性もある。クルイミジンツボと同種ともされる。
執筆者（協力者）　芳賀拓真（長谷川和範・国立科学博物館）
文 献　8）

選 定 理 由　①②③④ かつては県内各地に広く分布し，霞ヶ浦周辺で
は食用のほか人形細工の材料として利用されるほど多産したが，農薬の
影響等で激減し，現在では棲息地が極めて限られる。

分 布 状 況　沖縄を除く国内各地。北米等に移入個体群がある。
形態及び生態　殻長 60㎜程度，円錐形，螺塔は高い。殻質薄く，褐色～

黒褐色の殻皮で覆われ，光沢がある。螺管はやや膨らみ，周縁が角張る。
同心円型で角質の蓋を持つ。胎生。淡水棲で，止水域ないし流れの弱い
小川，用水路，溜池，水田，湿地等の泥底に棲息する。かつては日本各
地で普通に見られたが，今や東北・北海道を除く地域では稀産種である。

近 似 種　前掲のマルタニシと酷似するが，周縁が角張ること，（保
育する）幼貝の殻長は殻径より長いことで区別できる。

生 息 地　近年は水戸市周辺や笠間市，そして小美玉市で記録があ
るに過ぎず，現存する個体群は極めて限られる可能性が高い。

生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，
水質汚濁，化学汚染，産地の局限，人為捕獲（食用・鑑賞用）。

特 記 事 項　マルタニシより本種のほうが湧水の流れ込むような，温
度変化の少ない，汚染されていない水質を好み，共産することはない。
近年，霞ヶ浦産と思われる新鮮な死殻が大量に発見され，生息域の精査
が必要となったため，県内の分布状況は明らかとは言えない。[ 群馬県・
東京都：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 18]

執筆者（協力者）　芳賀拓真・桐原幸一・池澤広美（須賀英明）
文 献　2），4），6），7）

Akiyoshia imamurai Habe

Cipangopaludina japonica (Martens)

笠間市，A：成貝；B：幼貝，撮影　芳賀拓真
生態写真，2014年10月17日，撮影　池澤広美

水戸市（ホロタイプ　国立科学博物館 蔵），
撮影　長谷川和範
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門
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巻
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チ
）

マメタニシエゾマメタニシ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ヤマトキバサナギキバサナギガイ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

選 定 理 由　①②③ 北茨城市，水戸周辺，霞ヶ浦，利根川から記録さ
れているが，利根川を除き再発見されていない。

分 布 状 況　本州（茨城県以南），四国北部。
形態及び生態　殻長 6㎜程度で紡錘形，螺塔は高い。殻は厚く堅固，青

灰色で光沢があるが，往々にして沈着物で覆われる。殻表は 7 本程度
の螺脈を持つが，その強弱は個体群によって変異が激しい。殻口外唇は
肥厚する。石灰化した同心円型の蓋を持つ。淡水棲で，主に平野部の湖
沼，水田，用水路の礫底や泥底等に棲息する。

近 似 種　県内に分布するもので似るものは無い。
生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　湖沼開発，河川開発，湿地開発，土地造成，川相変化，

乾田化，水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　土浦市真鍋（原記載では「Manabe,Hidachi」と記述）

をタイプ産地とする。本種は肝吸虫の中間宿主であるため，かつての有
病地で詳細な分布調査がなされている。井出（1936）は霞ヶ浦で少産
と述べ，実川（1953）も利根川周辺で少産としており，本県の個体群
は戦前に激減したと考えられる。近年本種が再発見された利根川周辺を
精査する必要があるため，本県での分布状況の全容は明らかではない。
[ 千葉県・東京都・群馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 14]

執筆者（協力者）　芳賀拓真（亀田勇一）
文 献　9），10），11），33），40）

選 定 理 由　①②③ 棲息地が局限されるうえ，個体数が極めて少ない
と考えられる。

分 布 状 況　北海道，本州，四国。国外では沿海州南部，サハリン，
クリル諸島南部。

形態及び生態　殻は微小で，殻長 1.5㎜程度，螺塔の高い蛹形。殻質薄く，
淡茶褐色。螺層は膨らみ，縫合は深い。殻口外唇は反転し，殻口内に複
数の歯状突起を持つ。蓋を欠く。陸棲で，山地の渓流沿い，あるいは石
灰岩地帯の広葉樹林床の落葉間に棲息するが，個体密度が極めて低い稀
産種である。

近 似 種　前掲のナタネキバサナギに似るが，本種はより膨れ，縫
合が深く殻表が粗いことから区別できる。棲息環境も異なる。

生 息 地　筑波山神社境内から 1 個体のみ得られているが，その後
再発見されていない（上島　励氏，私信）。

生 存 の 危 機　森林伐採，山林開発，林相変化，乾燥化，産地の局限。
特 記 事 項　微小なうえに個体数が少なく，かつ鑑定が困難であるた

め新産地が発見される可能性もあり，県内の分布状況の全容は明らかで
はない。[ 群馬県：絶滅危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 9]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　

Parafossarulus japonicus (Pilsbry)

Vertigo japonica Pilsbry et Hirase

滋賀県琵琶湖，撮影　芳賀拓真

愛知県岡崎市，撮影　西　浩孝
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カラスガイイシガイ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

カワシンジュガイカワシンジュガイ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 ● ● ● 絶滅危惧種 ●
環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

選 定 理 由　①②③④ 環境の変化により，県内で激減していると思わ
れる。

分 布 状 況　日本各地。国外ではシベリア，中国，台湾など。
形態及び生態　殻は長卵形。大型であるが殻は薄い。殻頂の両側背縁に

翼状突起がある。稚貝は後背縁の翼状突起が発達している。擬主歯はな
く，後側歯が両殻にみられる。河川下流域や溜池，湖沼の泥底，砂泥底
に生息。

近 似 種　ドブガイ類とは殻の形が異なる。
生 息 地　菅生沼，霞ヶ浦，北浦，水戸市千波湖などから記録され

ているが，どの生息地でも激減している。千波湖では近年確認できない。
生 存 の 危 機　生息地の環境悪化とマニアの採集圧が個体群激減の要因

と考えられる。
特 記 事 項　生息環境の悪化により県内で減少しているためカテゴ

リーを変更した。[ 千葉県：最重要保護 A，　埼玉県：絶滅危惧Ⅱ類，群
馬県・東京都：絶滅危惧Ⅰ類，栃木県：情報不足 ]

執筆者（協力者）　稲葉　修・諸澤崇裕・桐原幸一
文 献　3），4），10），11）

選 定 理 由　①②③④ 県内での分布が局所的。生息環境の変化により
激減している。

分 布 状 況　北海道から本州。国外では北極圏を中心とする北半球北
部。

形態及び生態　殻は長卵形で，背縁は前方に傾斜する。殻長は最大 15㎝
ほど。河川の砂礫底に生息し，グロキジウム幼生はヤマメ（本州西部は
アマゴ）に寄生する。

近 似 種　コガタカワシンジュガイの殻長は 10㎝を超えず，背縁は
丸い。幼生の寄主はイワナ。

生 息 地　県北部の大北川水系と鮫川水系に生息。ただし，河川内
での雌雄の群れはほとんどみられず，毎年繁殖が成功しているか不明で
ある。特に大北川個体群は危機的な状況にあると思われる。

生 存 の 危 機　森林伐採によるシルトの流入，グロキジウムが寄生する
ヤマメの乱獲など。

特 記 事 項　生息環境の悪化により県内で減少している。[ 栃木県：絶
滅危惧Ⅰ類，本州 11 県で絶滅危惧指定 ]

執筆者（協力者）　稲葉　修・諸澤崇裕・桐原幸一
文 献　1），2），3），4），5），6），7），8）

Cristaria plicata (Leach)

Margaritifera laevis (Haas)

霞ヶ浦，1998年4月17日，撮影　池澤広美

茨城県北部，2014年6月22日，
撮影　諸澤崇裕
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サビシラトリニッコウガイ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

マツカサガイイシガイ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● ● 危急種 ● ●
環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①②③ 県内では僅か１ヵ所からのみ知られ，生息密度が
低い。

分 布 状 況　北海道南西部～九州。国外では沿海州，朝鮮半島，中国
大陸。

形態及び生態　殻長 50㎜程度，丸みを帯びた菱形。左右にやや膨れ，左
右等殻。殻質厚く，灰白色～黄白色。殻表は不規則な成長脈で刻まれ，
粗造，光沢を欠く。腹縁中央と後縁がやや突出し，殻頂はやや前方に寄
る。周縁は茶褐色の厚い殻皮で覆われる。後端はごく僅かに左に捩じれ
る。套線湾入は深く，左右等位。河口や内湾奥に形成された干潟におい
て，その潮間帯上部の泥底ないし砂泥底に深く潜って棲息する。北日本
に棲息地が多い。

近 似 種　殻が膨らみ，厚く，腹縁中央が突出することから，同属
の他種と区別できる。

生 息 地　上記参照。
生 存 の 危 機　河川開発，土地造成，水質汚濁，化学汚染，産地の局限。
特 記 事 項　本種が棲息する環境は開発等で容易に改変・消失する潜

在的危機に曝されているうえ，近年は大型個体が見られず個体数が減少
していると考えられることから，今回新たに掲載した。[ 千葉県：絶滅
危惧Ⅰ類，他：指定都道府県 6]

執筆者（協力者）　芳賀拓真
文 献　12），13）

選 定 理 由　①④ 県内の生息地の多くで環境が変化し，それに伴い減
少している。マニアによる採集圧も減少理由の一つと考えられる。

分 布 状 況　日本固有種。北海道以外の日本各地に分布。
形態及び生態　殻は卵円形。擬主歯と後側歯が右殻に１つ，左殻に２つ

あり，右殻の擬主歯は三角状。殻表面に逆Ｖ字型の模様が顕著にみられ
る。殻長は最大で 9㎝ほどになる。グロキジウム幼生はコイ科やハゼ科
魚類に寄生する。

近 似 種　ヨコハマシジラガイとは，殻の形や殻表面の彫刻が異な
る。

生 息 地　県北部から県南部にかけての丘陵地や平地の水路や小河
川などに生息。しかしながら，1990 年代と比較すると多くの生息地
で減少傾向。

生 存 の 危 機　生息地の護岸工事や水質悪化などによる減少。また，そ
れら環境の変化によるグロキジウム寄生魚類の減少。マニアによる採集
圧。

特 記 事 項　生息環境の悪化や採集圧により県内で減少している。[ 埼
玉県：絶滅危惧Ⅰ B 類，栃木県・群馬県・東京都：絶滅危惧Ⅰ類，千葉県：
重要保護生物 ]

執筆者（協力者）　稲葉　修・諸澤崇裕・桐原幸一
文 献　3），4）

Macoma contabulata (Deshayes)

Pronodularia japanensis (Lea)

霞ヶ浦流入河川，2012年7月1日，
撮影　諸澤崇裕

日立市，撮影　芳賀拓真
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マシジミシジミ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●

ヨコハマシジラガイイシガイ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 ● 準絶滅危惧 ● ● ●

選 定 理 由　①⑤⑥ 環境の変化による減少だけでなく，外来種に置き
替っており，県内における個体群は危機的と思われる。

分 布 状 況　本州，四国，九州。日本固有種。
形態及び生態　外層の色は黄色から褐色で，外層の光沢はあまり見られ

ない。内層は全体的に白色から薄紫色で腹縁に近づくにつれ紫色が濃く
なる。殻長は突出しない。河川の中下流や農業水路などの砂礫底に生息
する。

近 似 種　タイワンシジミに似ており，外見での識別は難しい。
生 息 地　県内各地に生息しているが，近年はタイワンシジミに置

き替っている場所もある。
生 存 の 危 機　素掘り水路の改修工事の影響，生活排水からの外来シジ

ミ幼貝の流下・侵入により，競合・交雑が考えられる。
特 記 事 項　交雑可能な外来シジミ類の増加，分布拡大により県内個

体群が危機的であると考えられるため今回新たに掲載した。[ 千葉県：
最重要保護生物 ]

執筆者（協力者）　稲葉　修・諸澤崇裕・桐原幸一
文 献　3），7）

選 定 理 由　①④ 県内の生息地の多くで環境が変化し，それに伴い減
少している。マニアによる採集圧も減少理由の一つと考えられる。

分 布 状 況　日本固有種。北海道を含む東日本に分布。
形態及び生態　殻は長卵形で後縁はやや尖る。殻頂付近の模様はゴマ粒

状。成長とともに殻頂は前方に位置するようになる。殻長は最大で７㎝
ほど。河川や水路，溜池の砂礫底に生息する。グロキジウム幼生はコイ
科やハゼ科魚類に寄生する。

近 似 種　オトコタテボシガイに似るが，分布域は重ならない。
生 息 地　利根川水系，那珂川水系，久慈川水系間の水路や溜池な

どで生息が確認されている。マツカサガイ同様，県内各地で減少してい
る。

生 存 の 危 機　生息地の護岸工事や水質悪化などによる減少。また，そ
れら環境の変化によるグロキジウム寄生魚類の減少。マニアによる採集
圧。

特 記 事 項　前回ＲＤＢ作成時は県内での棲息状況が不明であったた
め今回新たに掲載した。[ 埼玉県：準絶滅危惧，栃木県：絶滅危惧Ⅰ類，
千葉県：要保護生物 ]

執筆者（協力者）　稲葉　修・諸澤崇裕・桐原幸一
文 献　3），4）

Corbicula leana Prime

Inversiunio jokohamensis (Ihering)

那珂市，撮影　稲葉　修

那珂川水系，2014年2月15日，
撮影　諸澤崇裕
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イシガイイシガイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

フネドブガイイシガイ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①④ 県内の生息地の多くで環境が変化し，それに伴い減
少している。マニアによる採集圧も減少理由の一つと考えられる。

分 布 状 況　日本固有亜種。北海道，本州，四国，九州に分布。
形態及び生態　殻は長卵形。擬主歯と後側歯が右殻に１つ，左殻に２つ。

右殻の擬主歯は薄く板状。殻長は最大で 9㎝ほど。河川や水路の砂礫底
などに生息する。グロキジウム幼生はコイ科やハゼ科魚類に寄生する。

近 似 種　小型のドブガイ類に似ることがあるが，擬主歯の有無な
どで識別できる。

生 息 地　久慈川水系から利根川水系で確認。県北部では少なく，
霞ヶ浦と北浦，その流入河川に多い傾向にある。ただし，近年は減少し
ている。霞ヶ浦・北浦の個体は殻長 6㎝以下が多い。

生 存 の 危 機　生息地の護岸工事や水質悪化などによる減少。また，そ
れら環境の変化によるグロキジウム寄生魚類の減少。マニアによる採集
圧。

特 記 事 項　県内全域，特に主要な生息地である利根川水系において
激減したため今回新たに掲載した。[ 千葉県：一般保護生物，埼玉県：
準絶滅危惧，栃木県：情報不足 ]

執筆者（協力者）　稲葉　修・諸澤崇裕・桐原幸一
文 献　3），4），10）

選 定 理 由　①④ 県内の生息状況ははっきりしていないものの，他の
イシガイ科二枚貝類と同様に減少の可能性が否定できない。

分 布 状 況　日本各地。国外ではシベリア，朝鮮半島，中国など。
形態及び生態　殻は中型の長卵形で，薄く，膨らみがある。殻頂は背縁

のほぼ中央にある。背縁と腹縁は平行に走る。擬主歯と後側歯はない。
フネドブガイ型とタネドブガイ型の 2 タイプがあり，フネドブガイ型
では殻頂部が背縁より高く盛り上がるが，タネドブガイ型では背縁より
高く盛り上がらない。

近 似 種　ドブガイ類に似る。
生 息 地　県北部，霞ヶ浦・北浦周辺。
生 存 の 危 機　生息地の護岸工事や水質悪化などによる減少やマニアに

よる採集圧が減少要因と考えられる。
特 記 事 項　県内での生息状況が分かりつつあり，他のイシガイ科二

枚貝同様に生息環境悪化の影響を受けているため県内全域，特に主要な
生息地である利根川水系において激減したため今回新たに掲載した。[山
口県：絶滅危惧Ⅰ A 類，　福井県：要注目 ]

執筆者（協力者）　諸澤崇裕・稲葉　修・桐原幸一
文 献　9）

Unio douglasiae nipponensis Martens

Anemina arcaeformis (Heude)

那珂市，撮影　稲葉　修

霞ヶ浦流入河川，2012年5月3日，
撮影　諸澤崇裕
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シダレイトゴカイの一種ゴカイ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

イトメゴカイ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　③ 生息地が限定されている。分類学的研究が必要である。
分 布 状 況　涸沼以外の分布については分類研究による種の確定が必

要である。
形態及び生態　汽水域の砂泥底に生息。涸沼の本種は N. latericeus 

Sars とされていたが，それとは異なる複数の小型種が全国から報告さ
れ，涸沼産の種はそのうちの一種と思われる。体は赤褐色で体後部は淡
い。体は前後両部にわかれて，前部は 12 剛毛節からなる。頭部は円錐
形で後縁には斜めに多数の眼点が散在する。囲口節は２環輪からなり剛
毛をもたない。体前部の背腹両足枝は有翼状剛毛束のみをもつ。体後部
の両足枝は楕円形の隆起体で，被嚢鉤状剛毛をもつ。鰓は小突起に退化
し，背足枝の両側にある。

近 似 種　複数の近似種が出現するものの，区別点については今後
の研究をまつ必要がある。

生 息 地　涸沼湖盆。
生 存 の 危 機　涸沼湖底に一定の密度で出現，さしあたっての生存の危

機は大きくはない。
特 記 事 項　近似種とのちがいなど不明の点が多い。
執筆者（協力者）　森野　浩
文 献　1），6），7）

選 定 理 由　①③ 生息地が限定され，改変のおそれがある。生殖群泳
が 1950 年代に明らかにされた。現在でも出現しているが，その量的
変動はよくわかっていない。

分 布 状 況　北海道～沖縄。国外では極東ロシア，朝鮮半島。
形態及び生態　最大体長 21㎝前後，いぼ足を含めた体幅約５㎜，剛毛節

200 内外，体前部は蛍光をもった黒褐色，体後部は深紅色，前口葉は
やや六角形で前半に縦線がある。眼は 2 対。吻には小顎片がなく柔軟
な小突起をもつ。その配列は第１区に 1 個，２区に１～６個，第３区
に８個，第 4 区に 13 ～ 15 個。針状複剛毛と短複剛毛を備える。河
川汽水域のヨシ原などの砂泥底に穴居。おもに 10 月から 11 月の大潮
の日没後満潮直後に生殖変態した部分（「バチ」）が離れて泳ぎだし水中
で放卵放精する。ほとんどの新生個体は翌年性成熟し死亡する。

近 似 種　ゴカイ類は吻に小顎片を多数もつ。
生 息 地　涸沼の下流域，ヨシ原の泥底に深く穿孔して生息。
生 存 の 危 機　涸沼におけるヨシ原の減少から個体群は小さな規模で維

持しているものと思われる。生息場所の減少・劣化が懸念される。
特 記 事 項　汽水に産する希少種としてとり上げた。[ 日本ベントス学

会：準絶滅危惧，宮城県：準絶滅危惧 ]
執筆者（協力者）　森野　浩（山西良平）
文 献　１），2），7）

Notomastus sp.

Tylorrhynchus osawai (Izuka)

東京湾，撮影　小松浩典
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ドロオニスピオスピオ科

茨 城 県 2016 情報不足②現状不明種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　② 本種は 1966 年に涸沼から記録されたが，その後の調
査では確認されていない。

分 布 状 況　北海道から九州の内湾。国外ではインド太平洋沿岸域。
形態及び生態　最大体長 22㎜，第 5 体節の幅は 2㎜。生時の体色は黄

褐色。口前葉の前端は強く二分する。肉冠は第３剛毛節の後端に達する。
後頭触手は存在する。４個の眼は台形にならぶ。鰓は第 7 剛毛節から
体の中央部まで存在。第 1 体節は長い腹足剛毛のみ。第５剛毛節の変
形剛毛群は J 字状に配列。尾節は盤状で背面がへこみ，1 対の短い突起
をもつ。日本各地の汽水域に豊富に出現。底泥堆積物の表面を素早くほ
ふく移動し，底質間隙や堆積物中に素早く身を隠す。

近 似 種　オニスピオでは第５変形剛毛群は U 字状に配列。
生 息 地　涸沼の湖底部。
生 存 の 危 機　最初の記録から約半世紀にわたって記録がないことから，

少なくとも個体群は極めて限られていて，絶滅の危機に直面している可
能性がある。

特 記 事 項　個体数が少なく現状について不明である。
執筆者（協力者）　森野　浩（大越和加）
文 献　3），4），5）

Pseudopolydora cf. kempi (Southern)

宮城県浦生干潟，撮影　近藤智彦（大越和加）

スケール：1㎜
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ヌマエビヌマエビ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

アリアケモドキムツハアリアケガニ科

茨 城 県 2016 ● ● ● 絶滅危惧ⅠA 類 ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　③ 近年になって生息が確認された種で，生息地が限定さ
れている。

分 布 状 況　太平洋側は茨城県以南，日本海側は京都以南，四国，九州，
対馬，奄美大島，沖縄本島，西表島。

形態及び生態　成体は体長 40㎜に達する。生時の体色はほぼ透明で，赤
褐色，黄色，白色の小さな斑紋がある。眼上棘をもつ。額角は細長く，
上縁はまっすぐで，16 ～ 31 本の歯をもち，眼窩後縁より後方に 2 ～
4 本の歯がある。小卵多産。海に流入する河川に生息し，幼生は汽水域
で生活し，稚エビに変態して川を遡る両側回遊を行う。

近 似 種　本種はヌカエビと似るが，額角の歯の数や位置等で区別
される。

生 息 地　河口から河川の上流まで生息する。本県では，1970 年
代に霞ヶ浦で生息記録があるが，標本不在のため長年，詳細が不明であっ
た。近年，那珂川，利根川河口近くのワンド，御前山の皇都川，涸沼流
入河川の若宮川で生息が確認されている。

生 存 の 危 機　河口や河口付近のワンドは埋め立て等で自然が壊され易
い。

特 記 事 項　茨城県は太平洋側での分布の北限にあたり，生息地が少
ない。[ 千葉県：要保護生物，滋賀県：希少種，京都府：絶滅危惧種，
岡山県：留意 ]

執筆者（協力者）　池澤広美・茅根重夫（駒井智幸・加納光樹・金子誠也）
文 献　3），4），12），13），14）

選 定 理 由　②③ 生息場所は極めて限定され，開発などで消滅する可
能性がある。

分 布 状 況　北海道～九州，奄美大島，沖縄島。国外ではサハリン，
朝鮮半島，中国大陸，ベトナム。

形態及び生態　甲長 15㎜，甲幅は 17㎜，茶褐色で横に長い六角形の甲
を持つ。甲は中央を横切る稜によって前後に分かれる。干潟の泥の中に
穴を掘って生息する。河川汽水域の泥質干潟や周辺の澪

みお

筋に生息。活動
は夜間の冠水下でおこなう。

近 似 種　近似種のクマノエミオスジガニは本種より甲が縦長で歩
脚に白っぽい縞模様があり，宮崎県，長崎県，三重県などに記録が限ら
れる。

生 息 地　涸沼水系，関根川河口域（高萩市）の限られた干潟に出現。
生 存 の 危 機　限定された生息場所と開発の恐れ，近隣県における個体

群の減少から，個体群の供給も困難で，生存の危機は大きいものと判断
される。

特 記 事 項　汽水域に分布する希少種である。[ 千葉県：最重要保護生
物，日本ベントス学会：絶滅危惧Ⅱ類 ]

執筆者（協力者）　森野　浩・中山聖子
文 献　7），9）

Paratya compressa (de Haan)

Deiratonotus cristatus (de Man)

上：御前山，2014年11月6日，撮影　池澤広美；
下：原図　茅根重夫

涸沼，2014年6月28日，撮影　池澤広美

眼窩後縁

眼上棘額角

１㎜
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ハマガニモクズガニ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ヤマトオサガニオサガニ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②③ 生息地が限定され，個体群は極めて小さい。東京以
北では個体群が大きく減少している。宮城県では絶滅が危惧される状態
にある。

分 布 状 況　青森，宮城から沖縄。国外では朝鮮半島，中国，台湾。
形態及び生態　甲長 40㎜，甲幅 50㎜程度。甲は丸みを帯びた四角形，

前後に湾曲する。甲の中央に溝がある。甲は紫を帯びた褐色でハサミ脚
はさらに紫色が明瞭。河口域のヨシ原に大きな巣穴をつくって生息し，
ヨシを食べる。夜行性。

近 似 種　近似種のアシハラガニよりも甲が丸く，紫色が強い。
生 息 地　茂宮川河口域の比較的上流域の狭い場所に非常に低密度

で生息する他，鮎川でも確認されている。
生 存 の 危 機　生息地の限定と極めて小さな個体群であること，近県で

の個体群の減少から，茂宮川河口域が改変をうけヨシ原が減少すると個
体群の維持は困難と考えられる。

特 記 事 項　汽水域に分布する希少種である。[ 千葉県：消息不明・絶
滅生物，日本ベントス学会：準絶滅危惧 ]

執筆者（協力者）　森野　浩・桐原幸一（中山聖子）
文 献　9），10），11）

選 定 理 由　①③ 生息場所が限定され，個体群も小さい。生息場所が
開発行為で影響を受けやすく，脆弱である。

分 布 状 況　陸奥湾以南～種子島。国外では朝鮮半島，中国大陸北部。
形態及び生態　甲長 30㎜，甲幅 40㎜程度まで。甲は横長で四角い。眼

柄が非常に長く，干潟では目を立ち上げる。泥質干潟の中・低潮帯に生
息。オスのディスプレイではハサミ脚が眼まで上がるが開かれず，下に
さがる。繁殖期は春から秋。

近 似 種　近似種のオサガニは本種より甲が横長で赤黒く，ハサミ
脚に多数の顆粒がある。

生 息 地　茂宮川河口域の比較的上流域の狭い泥質干潟に低密度で
生息。

生 存 の 危 機　生息地の限定と小さな個体群，近県での個体群の減少か
ら，茂宮川河口域が改変をうけると個体群の維持は困難と考えられる。

特 記 事 項　特定の汽水域に出現する希少種である。[ 千葉県：一般保
護生物，日本ベントス学会：絶滅の恐れのある地域個体群（種子島），東京：
留意種 ]

執筆者（協力者）　森野　浩・桐原幸一・中山聖子
文 献　9），11）

Chasmagnathus convexus (de Haan)

Macrophthalmus japonicus (de Haan)

上：茂宮川，撮影　井上久夫；
下：茂宮川，2013年9月22日，撮影 中山聖子

上：茂宮川河口域，撮影　小池　渉；
下：岡山県笠岡市，撮影　池澤広美
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チゴガニコメツキガニ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

コメツキガニコメツキガニ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 生息地が限定され，個体群は小さい。茂宮川干潟は
河川改修などで消滅する可能性がある。

分 布 状 況　本州（宮城県以南）～九州，奄美大島，沖縄島，西表島。
国外では朝鮮半島。

形態及び生態　甲長 7㎜，甲幅 10㎜程度まで。甲は横長で六角形に近い。
背面がやや膨らみ，短毛がある。全体に淡青色褐色で光沢があり，胸の
部分は青色を帯びる。ハサミ脚は左右相称で短く白い。内湾や河口干潟
の泥質底に巣穴を掘り，集合して生息。泥から有機物をこしとり泥団子
をつくる。オスはハサミ脚をリズミカルに上下する。

近 似 種　近似種のハラグレチゴガニは国内での分布が九州有明海
に限られる。

生 息 地　茂宮川河口干潟の潮間帯下部に生息。
生 存 の 危 機　茂宮川河口域はこれまで幾度か改修工事の対象となって

きた。チゴガニの生息場所としては不安定で，個体群は常に致命的な影
響を受ける恐れがある。

特 記 事 項　汽水域の限られた生息域に出現する希少種である。[ 千葉
県：一般保護生物，東京都：留意種，日本ベントス学会：奄美大島以南
の個体群は，絶滅の恐れあり ]

執筆者（協力者）　森野　浩・桐原幸一（中山聖子）
文 献　9），11）

選 定 理 由　①③ 生息場所が限定され，個体群も比較的小さい。河川
改修等でその場所が悪化する恐れがある。

分 布 状 況　北海道～琉球。国外では台湾，中国北部。
形態及び生態　甲長 9㎜，甲幅 10㎜程度まで，甲は丸く，背面が膨らみ，

全体に淡褐色でつやがあり，ハサミ脚，歩脚，胸節は紫色を帯びる。ハ
サミ脚は左右相称で，細長く，両指の先端は鋭い。内湾や河口干潟の砂
質，砂泥底に巣穴を掘り集合して生息，ハサミ脚で器用に砂団子を作る。

近 似 種　近似種のミナミコメツキガニは国内では種子島以南に分
布。

生 息 地　茂宮川河口干潟の潮間帯上部，砂泥底に生息。
生 存 の 危 機　河川改修による水路の変更や砂の供給の変容によって個

体群が激減する恐れがある。
特 記 事 項　汽水域の狭い生息域に出現する希少種である。[ 千葉県：

一般保護生物，東京都：留意種 ]
執筆者（協力者）　森野　浩・桐原幸一（中山聖子）
文 献　9），11）

Ilyoplax pusilla (de Haan)

Scopimera globosa (de Haan)

茂宮川河口域，撮影　上：小池　渉；
下：池澤広美　

茂宮川河口域，撮影　上：小池　渉；
下：池澤広美　
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ヒヌマヨコエビキタヨコエビ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ヌカエビヌマエビ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 生息地が限定されている。生息環境の悪化のおそれ
がある。

分 布 状 況　岩手県～熊本県。日本固有種。
形態及び生態　最大体長 17㎜。第一触角は第二触角より長く，目は大き

い。腹節背面後縁に少数の毛，尾節背面後縁には棘を備える。第三尾肢
の内肢は外肢の 1/3 の長さ。汽水湖及び河口域の落ち葉の下などに生
息，繁殖期は冬季から初春。

近 似 種　近似種のアゴトゲヨコエビは腹節背面の後縁に多数の毛
を備えることで区別される。

生 息 地　涸沼のヨシ原や湖岸の波打ち際の堆積物の下。大北川河
口。

生 存 の 危 機　生息地が限定されていることと生息環境改変・悪化の恐
れから危機が存在するものと判断される。

特 記 事 項　汽水域に出現する希少種である。[ 日本ベントス学会：準
絶滅危惧 ]

執筆者（協力者）　森野　浩
文 献　1），9）

選 定 理 由　① 本県での生息域は狭まっており，生息数も減少してい
る。

分 布 状 況　太平洋側は青森県から愛知県，日本海側は青森県から島
根県，滋賀県の琵琶湖。日本固有種。

形態及び生態　成体は体長約30㎜。生時の体色は透明で，白色，灰色，
薄茶色などの小さな斑紋がある。眼上棘をもつ。額角は細長く，上縁は
まっすぐで，6 ～ 20 本の歯をもつが，眼窩後縁より後方には通常，歯
はない。大卵少産または中卵中産。陸封型で，一生を淡水域で過ごす。

近 似 種　本種はヌマエビと似るが，額角の歯の数や位置等で区別
される。

生 息 地　湖沼や河川の中流・上流域に生息する。本県では，1993
年以前は霞ヶ浦や県南西部でも確認されていたが，近年の報告例はない。
近年は久慈川や那珂川など主に県北の河川の中流・上流域で生息が確認
されている。

生 存 の 危 機　汚染の少ない環境を好む種のため，護岸工事や生活排水
の流入により生存が危ぶまれる。また，外来魚による捕食圧も懸念され
る。

特 記 事 項　分布が限定されており，生息数も減少傾向にある。当初
はヌマエビの一亜種とされていたが，現在は別種とみなされている。[ 千
葉県：要保護生物，埼玉県：絶滅危惧Ⅱ類，群馬県：準絶滅危惧，栃木
県：要注目，東京都 ; 留意種 ]

執筆者（協力者）　池澤広美・茅根重夫（駒井智幸）
文 献　3），4），5），6）

Jesogammarus hinumensis Morino

Paratya improvisa Kemp

涸沼，撮影　森野　浩；
交接中の雄（上）と雌（下）

上：久慈川，撮影　池澤広美
下：原図，茅根重夫

眼窩後縁

眼上棘

額角

１㎜
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モクズガニモクズガニ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

ミゾレヌマエビヌマエビ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　②④ 霞ヶ浦・北浦，などで減少傾向にある。
分 布 状 況　北海道から九州，南西諸島。国外ではロシア極東，韓国，

中国南部，台湾。
形態及び生態　甲長 50㎜，甲幅 55㎜程度。川に産するカニの中では大

型種である。ハサミ脚に濃い毛束を備える。甲はやや後方に拡がった四
角形をしており，甲面中央に 1 本の稜線，側縁部には棘が 3 対ある。
成体は河川上流域に生息し，繁殖期になると河口域から海岸域に下降し，
交尾・産卵する。ゾエア幼生は沿岸域でプランクトン生活をおこない，
メガローパ幼生になると河口域に遡上する。稚ガニになってからさらに
上流に遡上し，成長を重ねる。

近 似 種　近似種のチュウゴクモクズガニは側縁部に４対の棘をも
つことで区別される。オガサワラモクズガニは小笠原諸島に分布。

生 息 地　関根川河口，茂宮川河口，那珂川水系，利根川下流部（河
口堰より下流部），涸沼水系など。

生 存 の 危 機　主要な生息地で強い採捕圧があることと，霞ヶ浦，北浦
では個体群の減少傾向があることから，将来的に生存の危機のおそれが
ある。

特 記 事 項　成体は汽水域から河川中流域に分布し，強い採捕圧をう
けている。[ 千葉県：一般保護生物，埼玉県：準絶滅危惧，栃木県：要
注目，群馬県：情報不足，東京都：留意種 ]

執筆者（協力者）　森野　浩・中山聖子（駒井智幸）
文 献　8），11），15）

選 定 理 由　③ 本県では近年になって生息が確認された種で，生息地
が限定されている。

分 布 状 況　太平洋側は茨城県以南，日本海側は新潟県以南，四国，
九州，奄美大島，久米島，石垣島，西表島。国外では韓国。

形態及び生態　体長は 30㎜前後で，体色は透明または淡褐色で，白色，
赤褐色，黄色の小さな斑紋がある。眼上棘はない。額角は細長く，まっ
すぐかやや上向きに反り，第 1 触角の柄部先端をわずかに超える。上
縁の歯は 12 ～ 30 本で，下縁には 3 ～ 22 本の歯がある。上縁の先
端には他と離れた歯が存在する。小卵多産。海に流入する河川に生息し，
幼生は汽水域で生活し，稚エビに変態し，川を遡る両側回遊を行う。

近 似 種　本種はヌマエビとヌカエビに似るが，眼上棘がない点で
区別される。また，ヤマトヌマエビは額角上縁の歯が先端まで連続して
いる点で本種と異なる。

生 息 地　県内では那珂川千代橋下，北浦，涸沼および利根川河口
付近のワンドで確認されている。

生 存 の 危 機　河口や河口付近のワンドは埋め立て等で自然が壊されや
すい。

特 記 事 項　生息地が限定されている。[ 千葉県：最重要保護生物，兵
庫県：B ランク ]

執筆者（協力者）　池澤広美・茅根重夫（駒井智幸）
文 献　3），4）

Eriocheir japonica (de Haan)

Caridina leucosticta Stimpson

茂宮川，2004年6月6日，撮影　池澤広美

上：涸沼，撮影　茅根重夫；
下：原図，茅根重夫

眼上棘はない 額角

１㎜

316



節
足
動
物
門
（
甲
殻
チ
）

アカテガニ

フタマタスナウミナナフシ

ベンケイガニ科

スナウミナナフシ科

茨 城 県 2016 ● 準絶滅危惧 ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 生息地が限定されている。生息地の環境が改変をう
け，悪化するおそれがある。

分 布 状 況　青森県～九州。国外では朝鮮半島，中国大陸沿岸，台湾。
形態及び生態　甲長 30㎜，甲幅 35㎜程度。ハサミ脚が顕著に赤くなる。

甲は四角形で背面は平滑で光沢がある。甲の側縁に切れ込みはない。歩
脚の上縁及び下縁に短毛が列生する。干潟の後背地のヨシ原や陸側の土
手や松林などの山林を生息地とする。夏季の繁殖期には抱卵したメスが
幼生をかえすため，大潮の夜に海辺まで降りてくる。

近 似 種　近似種のベンケイガニは甲の側縁に二対の棘をもつ。
生 息 地　茂宮川河口，那珂川，利根川下流部（神栖市）。
生 存 の 危 機　差し迫った危機はないが，将来的に生息地が改変を受け

て悪化するおそれがある。
特 記 事 項　汽水域の陸地側に分布し，近隣地方では保護が必要とさ

れている。[ 千葉：一般保護生物，日本ベントス学会：絶滅の恐れのあ
る地域個体群（東北地方）]

執筆者（協力者）　森野　浩・中山聖子
文 献　9），11）

選 定 理 由　③ 2000 年の報告以来記録がなく，国内・湖内での分布
状況は不明。

分 布 状 況　日本（霞ヶ浦）。
形態及び生態　体長約 10 ㎜，　背面は白色に不規則な模様をもつ。眼は

15 個の個眼からなる。第二触角の先端の節は明瞭，雄第二腹肢の交尾
針は２叉型，胸脚の剛毛が長い。霞ヶ浦の沿岸砂泥底に生息。

近 似 種　ムロミウミウミナナフシ，ヒゴウミナナフシとは雄第二
腹肢の内肢などで区別される。

生 息 地　霞ヶ浦（西浦），麻生町島並沖の砂泥底。
生 存 の 危 機　霞ヶ浦の湖岸・沿岸環境は改変を受けてきた。本種の生

息環境は安定していない。
特 記 事 項　最近発見された希少種である。
執筆者（協力者）　森野　浩
文 献　2）

Chiromantes haematocheir (de Haan)

Cyathura furcata Nunomura et Hagino

茂宮川河口域，2007年8月1日，撮影　池澤広美

霞ヶ浦（富山市科学博物館 蔵），
 撮影　森野　浩・根来　尚
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フタバカクガニベンケイガニ科

茨 城 県 2016 情報不足①注目種 ● ● ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　③ 生息地が限定されている。 
分 布 状 況　関東以南。国外では南西諸島から東南アジア。 
形態及び生態　甲長 23 ㎜，甲幅 26 ㎜ 程度。甲は四角形，前側縁にはっ

きりした歯があり，眼窩の外歯とあわせて２本の歯をもつ。甲は褐色，
短い毛束が散在し，後半の側縁から 5 ～ 6 本の線が走る。河川河口域
などに生息し陸域で活動する。 

近 似 種　近似種のフタバカクガニモドキは国内では宮古島以南に
分布しハサミ先端が赤色になる。

生 息 地　茂宮川河口，那珂川河口（旧常澄村）。
生 存 の 危 機　生息地が限定されている。生息地環境が改変をうけるお

それがある。
特 記 事 項　本種は南方種であるが，近年東京湾周辺で確認例が増え

ている。茂宮川は分布の最北端の可能性がある。分布が北上している可
能性があり，その動態を今後注目する必要がある。

執筆者（協力者）　森野　浩・中山聖子
文 献　8） 

Perisesarma bidens (de Haan)

茂宮川，2010年5月18日，撮影　中山聖子

318



苔
虫
動
物
門

ヒメテンコケムシ

カンテンコケムシ

ヒメテンコケムシ科

ヒメテンコケムシ科

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 対象外

環 境 省 2014 対象外

茨 城 県 2016 ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ● ●
茨 城 県 2000 ● 希少種 ● ● ●
環 境 省 2014 対象外

選 定 理 由　①③ 県内では分布が限定されており，報告例が極めて少
ない。

分 布 状 況　国内では北海道から沖縄まで全国各地に分布。国外では，
東アジア，アフリカ南部，北アメリカ東部に分布。

形態及び生態　群体は 5 ㎜ほどの葉状で，つながって群体塊をなすこと
はなく，杭や水草の茎などで固着生活を営む。個虫の大きさは 1 ～ 2㎜。
夏に有性生殖によって幼生を産出する一方で，休芽（スタトブラスト）
を多数形成し，越冬に備える。浮遊性休芽は長さが約 800㎛の楕円形で，
両端にそれぞれ約 8 個の鉤状の棘を有する。付着性休芽は形成しない。

近 似 種　本種は休芽の形態がカンテンコケムシと大きく異なる。
生 息 地　湖沼，溜池，用水路などの水の流れのない水域に生息する。

茨城県内では，2004 年に下妻市の砂沼（休芽のみ）と旧友部町（現
笠間市）の不動谷津池で確認されている。

生 存 の 危 機　水質の悪化，岸の改変などの生息環境の悪化による影響
が危惧される。

特 記 事 項　生息地が限定されている。[ 群馬県：絶滅危惧Ⅱ類，滋賀県：
希少種 ]

執筆者（協力者）　池澤広美・茅根重夫（広瀬雅人）
文 献　1），2），3）

選 定 理 由　①③ 県内では分布が限定されており，報告例が極めて少
ない。

分 布 状 況　国内では東北以西に分布。アジア地域の固有種で，インド，
ビルマ，インドネシア，中国，台湾，朝鮮半島などに分布。

形態及び生態　群体は底面から軟らかい寒天質を分泌して群体塊をつく
り，杭や水草の茎などで固着生活を営む。直径 1 ～ 1.5㎝の透明なこ
ぶ状の群体が多数集まり，長さ 5 ～ 20㎝ほどの群体塊を形成する。夏
には有性生殖によって幼生を産出する一方で，休芽（スタトブラスト）
を多数形成し，越冬に備える。浮遊性休芽は角のとれた扁平な四角形で，
周縁部に微小な鉤状の棘を多数有する。付着性休芽は形成しない。

近 似 種　本種は休芽の状態がヒメテンコケムシと大きく異なる。
また，群体塊をつくる点で，オオマリコケムシに似るが，休芽の形態や
個虫の色で明瞭に区別される。オオマリコケムシは周縁に約 16 本のい
かり状の棘のある円形の浮遊性休芽を有し，個虫の口の周辺が赤い。

生 息 地　湖沼，溜池，用水路などの水の流れのない水域に生息す
る。茨城県内では，2004 年に旧東町（桜川市）の横利根川（休芽のみ）
や下妻市の砂沼で確認されている。

生 存 の 危 機　水質の悪化，岸の改変などの生息環境の悪化による影響
が危惧される。

特 記 事 項　近年の採集例がない。[ 群馬県：絶滅危惧Ⅱ類，滋賀県：
希少種，京都府：要注目種，兵庫県：B ランク ]

執筆者（協力者）　池澤広美・茅根重夫（広瀬雅人）
文 献　1），2），3）

Lophopodella carteri (Hyatt)

Asajirella gelatinosa (Oka)

沖縄，2007年11月，撮影　広瀬雅人

横利根川，2004年10月18日，
撮影　上：池澤広美；下：広瀬雅人

群体塊

群体塊（水中） 休芽

群体

個虫 休芽
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